
保安規定第６６条 

表６６－１２「電源設備」 

６６－１２－１「常設代替交流電源設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

 添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

（１） 設置変更許可申請書 添付八（電源系，燃料移送系 系統図） 

 

 添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

（４）ＳＡ５７条補足説明資料（所要数に関する説明） 

 

 添付－３ 同等な機能を有する説明 

（１） 設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

（２） ＳＡ５７条補足説明資料（自主対策設備に関する説明） 

 

 添付－４ 参考資料 

  （１） 第二ガスタービン発電機の接続箇所 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 表
６
６
－
１
２
 
電
源
設
備
 

 ６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 
③
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

 

適
用

さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

１
台
 

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
 

１
基
 

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

１
台
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
１
６
ｋ
Ｌ
）
 

※
２
 

軽
油
タ
ン
ク
 

※
２
 

※
１
：
燃
料
移
送
系
の
必
要
な
弁
及
び

配
管
を
含
む
。

 
※

２
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給

設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
   （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
起
動
し
，
運
転
状
態
（
電
圧
等
）

に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

２
．
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

３
．
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
の
油
量
が
２
０
ｋ
Ｌ

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
，
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発

電
機
の
運
転
中
及
び
運
転
終
了
後

１
２
時
間
を
除
く
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

４
．
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
を
起
動
し
，
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

 

 
①

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）
が
該
当
す
る
。

 
 ②

 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 
 ③

 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
常
設
代

替
交
流
電
源
に
よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）

 
「
電
源
設
備
（
手
順
等
）
」
で
は
，
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
及

び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
電
力
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。

 
 ④

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
は
，
非
常
用
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
重
大
事
故
等

の
防
止
・
緩
和

に
必
要
な
設
備
に
対
し
給
電
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，

原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期

間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を

貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転

，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料

交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）

 
 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 

⑥
 
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
必
要
な
電
力
を
確
保
す
る
た
め
，

１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

 
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
用
燃
料
タ
ン
ク
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
１

６
ｋ
Ｌ
）
で
燃
料
を
補
給
す
る
ま
で
の
間
，
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
燃
料
を
補
給
可
能
な
容
量
と
し
て
， 

１
基
（
２
０
ｋ
Ｌ
以
上
の
燃
料
油
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
を
所
要
数
と
す
る
。

 
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
第
一
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
発
電
機
の
運
転
に
必
要
な
燃
料
を
補
給
す
る
た
め
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

 
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

 
 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
２
）

 
ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
項
目
１
が
該
当
。

 
 
 
定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 
 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）

 
項
目
２
，
３
，
４
が
該
当
。

 
「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ

き
常
設
設
備
は
１
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
な
お
，

３
．
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
の
油
量
が
２
０
ｋ
Ｌ
以
上
で
あ
る
こ
と
の
確
認
に

つ
い
て
は
，

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
確
認
行
為
を
阻
害
し
な
い
た
め
，
運
転
中
及
び
運
転
終
了
後

１

２
時
間

の
Ｌ
Ｃ
Ｏ
除
外
期
間
を
設
け
る
。
除
外
期
間
に
つ
い
て
は
，
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用

い
て
燃
料
補
給
を
開
始
す
る
ま
で
の
１
２
時
間
を
考
慮

し
た
設
定
と
す
る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
常

設
代

替
交

流

電
源

設
備

に
よ

る
電

源
系

が
動

作
不
能
の
場
合
 

Ａ
１
．
１
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他

の
設

備
※

３
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
１
．
２
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能

を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処

設
備

※
４
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
１
．
３
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
２
．
１
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他

の
設

備
※

３
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
２
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自

主
対

策
設

備
※

５
が

動
作

可
能

で
あ

る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
３
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

   

１
０
日
間
 

  

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

   

１
０
日
間
 

Ｂ
．
条
件
Ａ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

         

  ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 
各
設
備
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

に
よ
る
電
源
系
を
動
作
不
能
と
み
な

す
。
な
お
，
燃
料
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
油
量
に
よ
り
管
理
す
る
。

 
 ⑨

 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，
（
３
））

 
【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 
Ａ
１
．
１
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，

対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）
」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る

非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 Ａ
１
．
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
な
機
能
を
も
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
（
Ｃ
）
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

（
Ｄ
）
系
の
受
電
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作

可
能
で
あ
る

場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 
 
【
必
要
容
量
】

 
６
号
炉
か
ら
の
電
力
融
通
に
期
待
す
る
場
合
，
６
号
炉
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
は
１
基
あ
た
り
５
０

０
０
ｋ
Ｗ
で
あ
り
，
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
よ
り
も
大
容
量
で
あ
る
た
め
，
必
要
容
量
を
満
足
す
る
。

 
 
【
準
備
時
間
】

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
受
電
ま
で
約
５
０
分
で
あ
る
の
に
対
し
て
，
号
炉
間
電
力
融
通
電
気
設
備

（
常
設
ケ
ー
ブ
ル
）
に
よ
る
受
電
は
約
１
１
５
分
か
か
る
こ
と
か
ら
，

事
前
準
備
等
の
時
間
短
縮
措
置
を
行

い
，
５
０
分
以
内
に
受
電
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。（

添
付
－
３
）

 
 Ａ
１
．
３
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
な
お
，
Ａ
１
．
２
．
の
措
置
で
あ
る
号
炉
間
電
力
融

通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
（
Ｃ
）
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
（
Ｄ
）
系
の
受
電
は
，
６
号
炉
側
の
電
路
が

自
主
対
策
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
復
旧
ま
で
の
完
了
時
間
は
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ａ
２
．
１
．
 
Ａ
１
．
１
．
と
同
様
。

 
 Ａ
２
．
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）
」
技
術
的
能

力
で
整
理
し
た
「
第
二
代
替
交
流
電
源
設
備
（
第
二
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
」
が
該
当
し
，
完
了

時
間

は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ

上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ

る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 
 
【
必
要
容
量
】

 
第
二
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
つ
い
て
は
，
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
と
同
等
の
性
能
仕
様
で
あ
る
た
め
，

必
要
容
量
を
満
足
す
る
。
（
添
付
－
３
）

 
 
【
準
備
時
間
】

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
受
電
ま
で
約
５
０
分
で
あ
る
の
に
対
し
て
，
第
二
代
替
交
流
電
源
設
備
に

          

66-12-1　3/22

763



 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

        
適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
常
設
代
替
交
流
電

源
設
備
に
よ
る
電

源
系
が
動
作
不
能

の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
.
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
１
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能

を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
４
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
３
．
２
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
 

自
主

対
策

設
備

※
５
が

動
作

可
能

で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

※
３

：
残
り
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
（
Ｃ
）
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
（
Ｄ
）
系
の
受
電
を
い

い
，
当
該
系
統
で
要
求
さ
れ
る

準
備
時
間
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
す
る
等
の
補

完
措
置
を
含
む

。
な
お
，
６
号
炉
側
の
電
路
が
自
主
対
策
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
号
炉
間
電
力

融
通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
場
合
の
復
旧
ま
で
の
完
了
時
間
は
１
０
日
間
と
な
る
。
 

※
５
：

第
二
代
替
交
流
電
源
設
備
（
第
二
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）

を
い
い
，
当
該
系
統
で
要
求
さ
れ
る

準
備
時
間
を
満
足
さ
せ
る
た
め

の
補
完
措
置
を
含
む
。
 

よ
る
受
電
は
約
８
０
分
か
か
る
こ
と
か
ら
，
事
前
準
備
等
の
時
間
短
縮
措
置
を
行
い
，
５
０
分
以
内
に
受
電

で
き
る
体
制
を
整
え
る
。
（
添
付
－
３
）

 
 Ａ
２
．
３
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可

 
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｂ
１
．，

Ｂ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 
   【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 
Ａ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 
 Ａ
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
１
．
１
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
し
，
確
認
台
数
に
つ
い
て
は
１
台
と
す
る
。

 
 Ａ
３
．
１
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
の
Ａ
１
．
２
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は

 “
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 Ａ
３
．
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
の
Ａ
２
．
２
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は

 “
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 

 

66-12-1　4/22

764



  

8 8－10－235 

 

 

第
1
0
.
2
－
1
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
常
設
代
替
交
流
電

源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
か
ら
非
常
用
所
内
電

気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

 

非
常
用

高
圧

母
線

7
D

A
M
用

動
力
変

圧
器

D
/
G

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅰ
】

(
7
B)

(
7
A)

動
力
変

圧
器

動
力
変

圧
器

非
常

用
低
圧

母
線

7
D
-1

非
常
用
低
圧

母
線

7
C
-
1

7
号

炉

M
C
C 
7C
系

D
/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
A
M
用
直
流

1
2
5V
充
電

器

M
C
C 
7
D
系

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅱ
】

緊
急
用

電
源
切
替
箱

断
路
器

非
常
用

高
圧

母
線

7
C

緊
急
用

電
源
切

替
箱

接
続
装

置

非
常
用
高

圧
母
線

6
D

A
M
用

動
力
変

圧
器

D
/
G

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅰ
】

(
6
B)

(
6
A)

動
力
変

圧
器

動
力
変
圧

器

非
常

用
低
圧

母
線

6
D
-1

非
常

用
低
圧

母
線

6
C
-1

6
号

炉

M
C
C 
6C
系

D
/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
A
M
用
直
流

1
2
5
V
充
電
器

M
C
C 
6
D
系

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分
Ⅱ

】

G
T
G

第
一

ガ
ス

タ
ー
ビ
ン

発
電

機

緊
急
用

電
源
切
替
箱

断
路
器

非
常
用

高
圧

母
線

6
C

緊
急
用

電
源
切
替

箱
接
続
装
置

緊
急
用
断
路

器

M
M

G
T
G

A
M
用
M
C
C

A
M
用
M
CC

A
M
用
切
替
盤

6
B

A
M
用

切
替
盤

6
A

A
M
用
切

替
盤

7
B

A
M
用
切
替
盤

7
A

【
凡
例
】

：
ガ

ス
タ
ー
ビ

ン
発

電
機

：
非

常
用
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発
電
機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用
遮
断

器

：
接

続
装
置

：
切

替
装
置

G
T
G

D
/
G

M
C
C
：
モ
ー

タ
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

・
セ
ン
タ

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
1
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

66-12-1　5/22

765

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形



  

8 8－10－236 

 

 

第
1
0
.
2
－
2
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
常
設
代
替
交
流
電

源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
か
ら
代
替
所
内
電
気

設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

 

非
常
用
高
圧

母
線

7
D

A
M
用

動
力
変
圧
器

D
/
G

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区

分
Ⅰ
】

(
7
B
)

(
7
A)

動
力

変
圧
器

動
力
変
圧
器

非
常
用
低
圧

母
線

7
D
-
1

非
常
用
低
圧

母
線

7
C
-1

7
号
炉

M
C
C 
7
C
系

D
/
G

代
替
所

内
電
気
設

備

M
A
M
用
直
流

1
2
5V
充
電
器

M
C
C
 
7D
系

非
常
用
所
内

電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

緊
急
用

電
源
切
替
箱

断
路
器

非
常

用
高
圧

母
線

7
C

緊
急
用

電
源
切
替
箱

接
続
装
置

非
常
用
高
圧

母
線

6
D

A
M
用

動
力
変
圧
器

D
/
G

非
常
用
所
内

電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

(
6
B
)

(
6
A)

動
力
変
圧
器

動
力
変
圧
器

非
常
用
低
圧

母
線

6
D
-1

非
常
用
低
圧

母
線

6
C
-
1

6
号
炉

M
C
C 
6
C
系

D
/
G

代
替
所

内
電
気
設

備

M
A
M
用
直
流

1
2
5V
充
電
器

M
C
C
 
6D
系

非
常
用
所
内

電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

G
T
G

第
一

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機

緊
急
用

電
源
切
替
箱

断
路
器

非
常
用
高
圧

母
線

6
C

緊
急
用

電
源
切
替
箱

接
続
装
置

緊
急
用

断
路
器

M
M

G
T
G

A
M
用
M
C
C

A
M
用
M
CC

A
M
用
切
替
盤

6
B

A
M
用
切
替
盤

6
A

A
M
用
切
替
盤

7
B

A
M
用
切
替
盤

7
A

【
凡
例
】

：
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機

：
非

常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用
遮
断
器

：
接

続
装
置

：
切

替
装
置

G
T
G

D
/
G

M
C
C
：
モ
ー
タ
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
・

セ
ン
タ

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
1
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

66-12-1　6/22

766

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形



  

8 8－10－237 

 

 

第
1
0
.
2
－
3
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
燃
料
系
統
）
 

 

6
6
-
1
2
-
1
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-1　7/22

767

t0778977
四角形

t0778977
四角形



  

8 8－10－255 

     

 
     

第
1
0
.
2
－
1
7
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
1
6
k
L
）
に
よ
る
給
油
）
 

 

軽
油

タ
ン

ク

防 油 堤

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

（1
6k

L）

移
動

後
給

油

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
(A

)
第

一
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

用
燃

料
タ

ン
ク

6
6
-
1
2
-
7
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
1
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-1　8/22

768

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形



 8－10－37 8 

に貯蔵している燃料も使用可能となり，安全性の向上が図られることか

ら，6 号及び 7 号炉で共用する設計とする。軽油タンクは，共用により悪影

響を及ぼさないよう，6 号及び 7 号炉で必要な重大事故等対処設備の燃料を

確保するとともに，号炉の区分けなくタンクローリ（16kL）及びタンクロ

ーリ（4kL）を用いて燃料を利用できる設計とする。 

なお，軽油タンクは，重大事故等時に重大事故等対処設備へ燃料補給を

実施する場合のみ 6号及び 7号炉共用とする。 

 

10.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

第一ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の

著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著

しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必

要な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，想定される重大事故等時にお

いて，タンクローリ（16kL）で燃料を補給するまでの間，第一ガスタービ

ン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時

において，第一ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポン

プ容量を有する設計とする。 

電源車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備に電力

を供給できる容量を有するものを 1 セット 2 台使用する。保有数は，6 号及

び 7 号炉共用で 4 セット 8 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計 9 台を保管

する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 
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第 10.2－1 表 代替電源設備の主要機器仕様 

 

(1) 常設代替交流電源設備 

a. 第一ガスタービン発電機（6号及び 7号炉共用） 

ガスタービン 

台  数    2 

使用燃料    軽油 

出  力    約 3,600kW/台 

発電機 

台  数    2 

種  類    同期発電機 

容  量    約 4,500kVA/台 

力  率    0.8 

電  圧    6.9kV 

周 波 数    50Hz 

b. 第一ガスタービン発電機用燃料タンク（6号及び 7号炉共用） 

基  数     2 

容  量     約 50kL/基 

c. 第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ（6号及び 7号炉共用） 

台  数     2 

容  量     約 3m3/h/台 

d. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 
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   2.2.3.2 容器 

名 称 第一ガスタービン発電機用燃料タンク（6,7 号機共用） 

容 量 kL/個 20 以上(50) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 静水頭 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時に，その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する第一ガ

スタービン発電機用燃料タンクは，以下の機能を有する。 

 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，設計基準事故対象設備の電源が喪失したことにより

重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体

等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため

に必要な電力を確保するために設置する。 

系統構成は，第一ガスタービン発電機を中央制御室での操作にて速やかに起動し，メタルクラ

ッド開閉装置 7C 及びメタルクラッド開閉装置 7D 又は AM 用 MCC へ接続することで電力を供給す

るため，第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプを用いて第一ガスタービン発電機用燃料小出

し槽へ燃料を供給できる設計とする。 

 

1. 容量 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクを重大事故等時において使用する場合の容量は，第一

ガスタービン発電機 1基の定格出力運転時の燃料消費率を基に設定する。 

軽油タンクからタンクローリ（16kL）を用いて燃料補給を開始するまでの 12 時間＊を考慮す

ると，必要な燃料は以下のとおり　 kL となる。 

 

  Ｖ ＝ ｃ・Ｈ ＝ 　  kL/h × 12h ＝ 　 kL 

   Ｖ：燃料消費量（kL） 

   Ｈ：運転時間（h）＝ 12 時間 

   ｃ：燃料消費率（kL/h）＝  

 

注記＊：可搬型重大事故等対処設備の機能は，事象発生から 12時間までは期待しないことか

ら，第一ガスタービン発電機用燃料タンクの容量の設定にあたっては，タンクロー

リ（16kL）の補給機能に期待しない 12時間で設定した。 

 

以上より，第一ガスタービン発電機用燃料タンクの容量は    kL を上回る容量として，20kL/

個以上とする。 

 

添付-2-(3)　設計及び工事計画認可申請書

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。
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公称値については，要求される容量を上回る 50kL/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクを重大事故等時において使用する場合の圧力は，第一

ガスタービン発電機用燃料タンクが開放型タンクであることから静水頭とする。 

 

3. 最高使用温度 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクを重大事故等時において使用する場合の温度は，屋外

に設置される地下貯蔵タンクであり，大気開放タンクであることから，外気の温度＊を上回る

66℃とする。 

注記＊：外気の温度は，柏崎市の過去最高気温（37.6℃）を上回る，柏崎市の観測記録に基

づく年超過確率 10-4の気温である 38.8℃とする。 

 

4. 個数 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，重大事故等対処設備として第一ガスタービン発電

機の機関を駆動する燃料を貯蔵するために必要な個数である機関 1 個当たり 1 個とし，合計 2

個設置する。 
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57-5-9 

名称 
第一ガスタービン発電機 

      (6 号及び 7 号炉共用) 
台数 台 2 

容量 kVA/台 約 4,500（連続定格：約 3,687.5） 

【設定根拠】 

第一ガスタービン発電機は，設計基準事故対処設備の電源が喪失時，重大事故等

に対処するために必要な電力を供給できる設計とする。 

第一ガスタービン発電機は 6 号及び 7 号炉それぞれで 1 台，合計 2 台を確保する

設計とする。 

 

1．容量 

  最大所要負荷は，6 号炉で約 1,992kW，7 号炉で約 1,999kW である。また，連続最

大負荷は，6 号炉で約 1649kW，7 号炉で約 1615kW である。 

 

 6 号炉 7 号炉 

直流 125V 充電器盤 A 約 94kW 約 94kW 

直流 125V 充電器盤 A-2 約 56kW 約 56kW 

AM 用直流 125V 充電器盤 約 41kW 約 41kW 

直流 125V 充電器盤 B 約 98kW 約 98kW 

交流 120V 中央制御室計測用分電盤 A,B 約 12kW 約 6kW 

非常用照明 約 100kW 約 100kW 

中央制御室可搬型陽圧化空調機 3kW 3kW 

復水移送ポンプ 55kW 55kW 

復水移送ポンプ 55kW 55kW 

残留熱除去系ポンプ 

(起動時) 

540kW 

（973kW） 

540kW 

（1034kW） 

燃料プール冷却浄化ポンプ 

(起動時) 

90kW 

（181kW） 

110kW 

（192kW） 

非常用ガス処理系排風機等※ 約 37kW 約 20kW 

その他必要な設備 約 103kW 約 116kW 

その他不要な設備 約 366kW 約 321kW 

合計（連続最大容量） 

（最大容量）詳細：57-9 参照 

約 1649kW 

（約 1992kW） 

約 1615kW 

（約 1999kW） 

※非常用ガス処理系湿分除去装置，及び非常用ガス処理系フィルタ装置を含む。 

 

したがって，発電機の出力は最大負荷である 1,999kW（連続最大負荷：1,615kW）

に対し十分な余裕を有する最大容量 3,600kW（連続定格：2,950kW）とする。 

 

 

 

 

所要数に関する説明
関連箇所を下線にて示す 
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57-5-10 

 

第一ガスタービン発電機の容量は以下の通り,約 4,500kVA（連続定格：約

3,687.5kVA）とする。  

 

Ｑ＝Ｐ÷pf＝3,600÷0.8＝4,500 

（連続定格：2,950÷0.8＝3,687.5） 

Ｑ ：発電機の容量(kVA) 

Ｐ ：発電機の最大容量（kW） ＝3,600（連続定格：2,950） 

pf ：力率          ＝0.80 

 

 
  

添付-2-(4)　SA57条補足説明資料
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57-5-12 

名称 第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

台数 台 2 

容量 m3/h/台 約 3.0 

揚程 m 約 50 

原動機出力 kW 約 1.5 

最高使用圧力 MPa[gage] 0.95 

最高使用温度 ℃ 66 

【設定根拠】 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，重大事故時に第一ガスタービン発電

機用燃料タンクから第一ガスタービン発電機へ燃料を供給するために設置する。な

お，第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは供給系統 1 系列あたり，100%容量を 1

台設置する。 

 

1．容量の設定根拠 

 第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプの容量は，第一ガスタービン発電機１基の単

位時間あたりの燃料最大消費量             を，第一ガスタービン発電機に供給 

（          ）するため，それよりも容量の大きい約 49L/min（約 3.0m3/h）とする。 

 

2．揚程の設定根拠 

 第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプの必要となる揚程は，以下のとおり，5.2m

である。 

 

GL～ポンプ出口中心                ： 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク内径最深位置～GL： 

計                         　　　  ≒5.2m 

 以上より，第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプの揚程は，5.2m を十分に上回る

約 50m とする。 

 

3．原動機出力の設定根拠 

上記に示す容量と揚程を満足するポンプの必要軸動力は以下のとおり 0.54kW とな

る。 
 P =（ g×ρ×Q×H ）÷（ 60×η ） 

     = 

     = 0.54kW 

 P ：必要軸動力（kW） g ：重力加速度（m/s2） 

 ρ：比重（－）     Q：吐出量（m3/min） 

 H：全揚程（m）    η：ポンプ効率（%） 

 

 上記の必要軸動力を満足する原動機を選定すると，原動機出力は約 1.5kW となる。よっ

て，原動機として出力約 1.5kW の電動機を選定する。 

添付-2-(4)　SA57条補足説明資料

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 
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57-5-11 

名称 第一ガスタービン発電機用燃料タンク 

基数 基 2 

容量 kL/基 約 50 

最高使用圧力 kPa[gage] 静水頭 

最高使用温度 ℃ 66 

【設定根拠】 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，重大事故等対処時に第一ガスタービン発電機

への燃料補給を円滑に行うために設置する。 

 

1．容量 

 第一ガスタービン発電機用燃料タンクの容量は，第一ガスタービン発電機 1 基の定格出

力運転時の燃料消費量を基に設定する。（保守的に短時間定格出力 3,600kW にて算定） 

軽油タンクからタンクローリを用いて燃料を開始するまでに 12 時間燃料補給可能な

容量とする。 

具体的には，12 時間燃料補給可能な容量は，以下のとおり，17.88kL となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 以上より，第一ガスタービン発電機用燃料タンクの容量は 17.88ｋL 以上である

50kL とする。 

 

 

2．最高使用圧力の設定根拠 

  第一ガスタービン発電機用燃料タンクの最高使用圧力は，第一ガスタービン発電機用

燃料タンクが開放型タンクであることから静水頭とする。 

 

3．最高使用温度の設定根拠 

  第一ガスタービン発電機用燃料タンクの最高使用温度は，軽油温度約 30℃の余裕を

考慮し，66℃とする。 

 

  

添付-2-(4)　SA57条補足説明資料
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1.4 自主対策設備について 

1.4.1 第二代替交流電源設備 

1.4.1.1 主要設備 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合，非

常用所内電気設備又は代替所内電気設備に電源を供給することにより，重大事故

等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃

料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷

を防止することを目的として，第二代替交流電源設備を設ける設計とする。また，

第二代替交流電源設備は軽油タンクからタンクローリ（16kL）を用いて燃料を補

給できる設計とする。なお，本設備は事業者の自主的な取り組みで設置するもの

である。 

第二代替交流電源設備は，第二ガスタービン発電機，第二ガスタービン発電機

用燃料タンク，第二ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ，軽油タンク，タンク

ローリ（16kL），電路，計測制御装置等で構成し，第二ガスタービン発電機を設置

場所での操作にて速やかに起動し，非常用高圧母線C系及び非常用高圧母線D系，

又は AM 用 MCC へ接続することで電力を供給できる設計とする。第二ガスタービン

発電機の燃料は，第二ガスタービン発電機用燃料タンクより第二ガスタービン発

電機用燃料移送ポンプを用いて補給できる設計とする。また，第二ガスタービン

発電機用燃料タンクの燃料は，軽油タンクよりタンクローリ（16kL）を用いて補

給できる設計とする。第二代替交流電源設備は，非常用交流電源設備に対して，

独立性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

第二代替交流電源設備の第二ガスタービン発電機は，通常時は遮断器等により

接続先の系統から隔離し，必要な場合に遮断器操作等により系統構成することで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

第二代替交流電源設備の第二ガスタービン発電機用燃料タンク，第二ガスター

ビン発電機用燃料移送ポンプ及び軽油タンクは，必要な場合に弁操作等により系

統構成することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

第二代替交流電源設備のタンクローリ（16kL）は，接続先の系統と分離して保

管し，必要な場合に接続，弁操作等により系統構成することで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

第二ガスタービン発電機及び第二ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，飛

散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

  

添付-3-(2) SA57条補足説明資料自主対策設備に関する説明
関連箇所を赤枠にて示す 
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1.4.1.2 主要設備の仕様 

 主要設備の仕様を以下に示す。 

 

(1) 第二ガスタービン発電機（6 号及び 7 号炉共用） 

ガスタービン 

   個数    ：2 

   使用燃料  ：軽油 

   出力    ：約 3,600kW/台 

発電機 

   個数    ：2 

   種類    ：同期発電機 

   容量    ：約 4,500kVA/台 （連続定格：約 3,687.5kVA） 

   力率    ：0.8 

   電圧    ：6.9kV 

   周波数   ：50Hz 

   取付箇所  ：荒浜側常設代替交流電源設備設置場所の屋外 

 

(2) 第二ガスタービン発電機用燃料タンク(6 号及び 7 号炉共用) 

     種類      ：横置円筒型 

     容量      ：約 50kL/基 

     最高使用圧力  ：静水頭 

     最高使用温度  ：66℃ 

      個数      ：2 

取付箇所    ：荒浜側常設代替交流電源設備設置場所の屋外 

 

(3) 第二ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ(6 号及び 7 号炉共用) 

      種類      ：スクリュー式 

個数      ：2 

容量      ：約 3.0m3/h/台 

揚程      ：約 50m 

     原動機出力   ：約 1.5kW/台 

     取付箇所    ：荒浜側常設代替交流電源設備設置場所の屋外 
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保安規定第６６条 

表６６－１２「電源設備」 

６６－１２－２「可搬型代替交流電源設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

（２）ＳＡ５７条補足説明資料（系統図） 

 

 添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 
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時
間
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温

停
止
  

Ａ
．
動

作
可

能
な

可
搬

型
代

替
交

流
電

源

設
備

に
よ

る
電

源

系
が

２
系

列
未

満

１
系

列
以

上
の

場

合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
残
り
の
可
搬
型
代
替
交
流
 

電
源
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
 

機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
 

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
 

の
設
備

※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
４
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

     

１
０
日
間
 

   

３
０
日
間
 

Ｂ
．
動

作
可

能
な

可
搬

型
代

替
交

流
電

源

設
備

に
よ

る
電

源

系
が

１
系

列
未

満

の
場
合
 

 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
代
替
原
子
炉
補
機
冷
却
系

を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他

の
設

備
※

５
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

 
 

Ｂ
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
４
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

   

１
０
日
間
 

 

    

 
⑧

 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
は
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
に

お
い
て
は
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
と
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を

条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
と
で
要
求
さ

れ
る
措
置
が
同
じ
に
な
る
た
め
，
２
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 
 

 
⑨

 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，
（
３
））

 
【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 
Ａ
１
．
動
作
可
能
な
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
が
２
系
列
未
満
１
系
列
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
残
り
の

 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
動
作
確
認
の
結
果
，
動
作
可
能

 
な
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
が
１
系
列
以
上
の
場
合
に
は
，
条
件
Ａ
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
継
続

 
し
て
実
施
し
，
１
系
列
未
満
の
場
合
に
は
条
件
Ｂ
へ
移
行
し
，
条
件
Ｂ
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す

 
る
。
な
お
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 Ａ
２
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作

 
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

 
の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
非
常
用
デ

 
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 Ａ

３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
発
電
機
の
補
充
等
）
を

検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
）
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。 

 Ａ
４
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は

代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上

限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｂ

１
．
動
作
可
能
な
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
が
１
系
列
未
満
と
な
る
と
，
代
替
原
子
炉
補
機
冷
却
系
も
電

源
が
な
く
，
機
能
喪
失
し
た
状
態
と
な
る
こ
と
か
ら
，
代
替
原
子
炉
補
機
冷
却
系
を
動
作
不
能
と
み
な

し
，
「
６
６
－
５
－
４
（
代
替
原
子
炉
補
機
冷
却
系
）
」
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。

 
 Ｂ
２
．
 
Ａ
２
．
と
同
様
。

 
 

Ｂ
３
．
 
Ａ
３
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｂ
４
．
 
Ａ
４
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
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785



 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ｃ
．
条
件
Ａ
又
は
Ｂ
で
要

求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可
搬

型
代
替
交
流
電
源

設
備
に
よ
る
電
源

系
が
２
系
列
未
満

の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
.当

直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

 

※
５
：
残
り
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

        Ｃ
１
．，

Ｃ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

   

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 Ａ
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
２
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
確
認
台
数
に
つ
い
て
は
１
台
と
す
る
。

 

 Ａ
３
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
３
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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第
1
0
.
2
－
4
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流

電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
電
源
車
か
ら
緊
急
用
電
源
切
替
箱
接
続
装
置
及
び

非
常
用
所
内
電
気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

非
常
用
高

圧
母
線

7D

AM
用

動
力
変

圧
器

D/
G

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅰ
】

(7
B)

(7
A)

動
力
変

圧
器

動
力
変
圧

器

非
常
用

低
圧

母
線

7D
-1

非
常
用
低

圧
母

線
7C
-1

7
号
炉

MC
C 
7C
系

D/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
AM
用

直
流

12
5V
充
電
器

MC
C 
7D
系

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅱ
】

電
源

車

緊
急
用

電
源
切
替

箱
断

路
器

非
常
用

高
圧

母
線

7
C

緊
急

用
電
源

切
替
箱

接
続

装
置

非
常
用
高

圧
母

線
6D

A
M用

動
力
変
圧

器

D/
G

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅰ
】

(6
B)

(6
A) 動
力

変
圧
器

動
力
変
圧

器

非
常
用

低
圧

母
線

6
D-
1

非
常
用

低
圧

母
線

6C
-1

6号
炉

MC
C 
6C
系

D/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
AM
用

直
流

12
5V
充

電
器

MC
C 
6D
系

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅱ
】

電
源

車

GT
G

第
一

ガ
ス
タ

ー
ビ
ン

発
電
機

緊
急
用

電
源
切
替
箱

断
路
器

非
常
用
高

圧
母
線

6C

緊
急
用

電
源
切

替
箱

接
続
装

置

緊
急

用
断
路

器

M
M

G
TG

AM
用

MC
C

AM
用
MC
C

AM
用
切
替

盤
6B

AM
用

切
替
盤

6A

AM
用
切

替
盤

7B
A
M用

切
替

盤
7
A

【
凡
例

】

：
ガ

ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
機

：
非

常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発

電
機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用
遮
断

器

：
接

続
装
置

：
切

替
装
置

GT
G

D/
G

MC
C：

モ
ー
タ

・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル

・
セ
ン
タ

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
2
の
範
囲

赤
線
に
て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第
1
0
.
2
－
5
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流

電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
電
源
車
か
ら
動
力
変
圧
器

C
系
及
び
非
常
用
所
内

電
気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

 

非
常

用
高
圧

母
線

7
D

A
M
用

動
力

変
圧

器

D
/
G

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅰ
】

(
7
B)

(
7A
)

動
力
変

圧
器

動
力

変
圧
器

非
常
用

低
圧

母
線

7
D
-1

非
常
用

低
圧

母
線

7
C
-1

7号
炉

M
CC
 
7C
系

D
/
G

代
替

所
内

電
気

設
備

M
A
M用

直
流

1
25
V
充

電
器

M
C
C 
7D
系

非
常

用
所

内
電
気

設
備

【
区

分
Ⅱ

】

電
源 車

緊
急
用

電
源
切

替
箱

断
路
器

非
常
用

高
圧

母
線

7
C

緊
急
用

電
源
切

替
箱

接
続
装

置

非
常

用
高
圧

母
線

6
D

A
M
用

動
力

変
圧

器

D
/
G

非
常

用
所

内
電
気

設
備

【
区

分
Ⅰ

】

(6
B)

(
6A
)

動
力
変

圧
器

動
力

変
圧
器

非
常
用

低
圧

母
線

6
D
-1

非
常
用

低
圧

母
線

6
C
-1

6
号
炉

M
CC
 
6C
系

D
/
G

代
替

所
内

電
気

設
備

M
A
M用

直
流

1
2
5V
充
電

器

MC
C 
6D
系

非
常

用
所

内
電
気

設
備

【
区

分
Ⅱ

】

電
源 車

GT
G

第
一

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
発
電

機

緊
急
用

電
源
切

替
箱

断
路
器

非
常
用

高
圧

母
線

6
C

緊
急
用

電
源
切

替
箱

接
続
装

置

緊
急
用

断
路

器

M
M

GT
G

A
M用

M
CC

A
M用

M
CC

AM
用

切
替
盤

6B
A
M
用
切

替
盤

6
A

A
M
用
切

替
盤

7
B

A
M
用

切
替

盤
7
A

【
凡

例
】

：
ガ

ス
タ

ー
ビ
ン

発
電

機

：
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用

遮
断
器

：
接

続
装

置

：
切

替
装

置

G
T
G

D
/
G

M
C
C
：

モ
ー

タ
・

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
・

セ
ン

タ

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
2
の
範
囲

赤
線
に
て
示
す
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66-12-2　6/11

788

t0778977
楕円

t0778977
折れ線

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形



  

8 8－10－240 

 

 

第
1
0
.
2
－
6
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流

電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
電
源
車
か
ら
緊
急
用
電
源
切
替
箱
接
続
装
置
及
び

代
替
所
内
電
気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

非
常
用
高
圧

母
線

7
D

A
M
用

動
力

変
圧
器

D
/
G

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅰ
】

(
7
B)

(
7
A)

動
力

変
圧
器

動
力
変
圧
器

非
常
用
低

圧
母
線

7
D
-1

非
常
用
低
圧

母
線

7
C
-
1

7
号
炉

M
C
C 
7
C
系

D
/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
A
M
用
直

流
1
2
5V
充
電
器

M
C
C 
7D
系

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅱ
】

電
源

車

緊
急
用

電
源
切
替

箱
断
路
器

非
常

用
高
圧

母
線

7
C

緊
急

用
電
源

切
替
箱

接
続

装
置

非
常
用

高
圧

母
線

6
D

A
M
用

動
力
変

圧
器

D
/
G

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅰ
】

(
6
B)

(
6
A)

動
力
変

圧
器

動
力
変

圧
器

非
常
用
低
圧

母
線

6
D
-
1

非
常

用
低
圧

母
線

6
C
-1

6
号

炉

M
C
C 
6
C
系

D
/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
A
M
用
直
流

1
2
5V
充
電
器

M
C
C 
6
D
系

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅱ
】

電
源 車

G
T
G

第
一

ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発

電
機

緊
急
用

電
源
切
替
箱

断
路
器

非
常
用

高
圧

母
線

6
C

緊
急
用

電
源
切

替
箱

接
続
装

置

緊
急
用
断

路
器

M
M

G
T
G

A
M
用
M
CC

A
M
用

M
CC

A
M
用
切
替
盤

6
B

A
M
用

切
替
盤

6
A

A
M
用

切
替
盤

7
B

A
M
用
切
替

盤
7
A

【
凡
例
】

：
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機

：
非

常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用
遮
断
器

：
接

続
装
置

：
切

替
装
置

G
T
G

D
/
G

M
C
C
：
モ
ー
タ

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

・
セ
ン
タ

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
2
の
範
囲

赤
線
に
て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-2　7/11

789

t0778977
楕円

t0778977
折れ線

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形



  

8 8－10－241 

 

 

第
1
0
.
2
－
7
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流

電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
電
源
車
か
ら

A
M
用
動
力
変
圧
器
及
び
代
替
所
内
電

気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

 

非
常
用

高
圧

母
線

7
D

AM
用

動
力

変
圧

器

D
/
G

非
常

用
所

内
電

気
設
備

【
区
分

Ⅰ
】

(
7B
)

(
7
A)

動
力

変
圧

器
動

力
変

圧
器

非
常

用
低
圧

母
線

7
D
-1

非
常

用
低

圧
母
線

7
C
-1

7
号

炉

M
C
C 
7C
系

D
/
G

代
替

所
内

電
気

設
備

M
A
M
用

直
流

12
5
V充

電
器

M
CC
 
7D
系

非
常

用
所

内
電
気

設
備

【
区

分
Ⅱ

】

電
源 車

緊
急

用
電
源

切
替

箱
断
路

器

非
常

用
高

圧
母

線
7C

緊
急
用

電
源
切

替
箱

接
続
装

置

非
常

用
高
圧

母
線

6
D

A
M
用

動
力
変

圧
器

D
/
G

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅰ
】

(
6
B)

(
6
A)

動
力

変
圧

器
動

力
変

圧
器

非
常

用
低

圧
母

線
6
D
-1

非
常

用
低

圧
母
線

6
C
-1

6
号
炉

M
C
C 
6C
系

D
/
G

代
替

所
内

電
気

設
備

M
A
M
用
直

流
1
2
5V
充

電
器

M
C
C 
6D
系

非
常

用
所

内
電

気
設
備

【
区

分
Ⅱ

】

電
源

車

GT
G

第
一

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機

緊
急

用
電

源
切
替

箱
断

路
器

非
常

用
高

圧
母

線
6
C

緊
急

用
電

源
切

替
箱

接
続

装
置

緊
急

用
断

路
器

M
M

G
T
G

A
M用

M
CC

A
M
用

M
CC

A
M
用
切

替
盤

6
B

A
M
用
切

替
盤

6
A

A
M
用
切

替
盤

7
B

A
M
用
切

替
盤

7
A

【
凡

例
】

：
ガ

ス
タ

ー
ビ
ン

発
電
機

：
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用

遮
断
器

：
接

続
装

置

：
切

替
装

置

G
T
G

D
/
G

M
C
C
：

モ
ー

タ
・

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
セ
ン

タ

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
2
の
範
囲

赤
線
に
て
示
す
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-2　8/11

790

t0778977
楕円

t0778977
折れ線

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形



57-9-48 

6 号炉（7 号炉も同じ） 

 

 

図 57-9-25 単線結線図＿代替原子炉補機冷却系〔48 条〕 

  

  

（その１） （その２） 

66-12-2の範囲
赤枠にて示す 

66-5-4にて整理

代替原子炉補機冷却系１系列あたりの電源車の必要数は２台（Ｎ＝２）で
ある。代替原子炉補機冷却系は２Ｎ要求設備なので，これに接続する電源
車の所要数は１号炉あたり合計４台（２台×２）である。

Ｎ＝２台 Ｎ＝２台

電源車所要数：Ｎ×２＝４台

代替原子炉補機冷却系所要数：
Ｎ×２＝２系列

Ｎ＝１系列 Ｎ＝１系列

添付-1-(2)  SA57条補足説明資料
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に貯蔵している燃料も使用可能となり，安全性の向上が図られることか

ら，6 号及び 7 号炉で共用する設計とする。軽油タンクは，共用により悪影

響を及ぼさないよう，6 号及び 7 号炉で必要な重大事故等対処設備の燃料を

確保するとともに，号炉の区分けなくタンクローリ（16kL）及びタンクロ

ーリ（4kL）を用いて燃料を利用できる設計とする。 

なお，軽油タンクは，重大事故等時に重大事故等対処設備へ燃料補給を

実施する場合のみ 6号及び 7号炉共用とする。 

 

10.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

第一ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の

著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著

しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必

要な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，想定される重大事故等時にお

いて，タンクローリ（16kL）で燃料を補給するまでの間，第一ガスタービ

ン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時

において，第一ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポン

プ容量を有する設計とする。 

電源車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備に電力

を供給できる容量を有するものを 1 セット 2 台使用する。保有数は，6 号及

び 7 号炉共用で 4 セット 8 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計 9 台を保管

する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 
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基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

e. タンクローリ（16kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     1（予備 1） 

容  量     約 16kL/台 

(2) 可搬型代替交流電源設備 

a. 電源車（6号及び 7号炉共用） 

エンジン 

台  数    8（予備 1） 

使用燃料    軽油 

発電機 

台  数    8（予備 1） 

種  類    同期発電機 

容  量    約 500kVA/台 

力  率    0.8 

電  圧    6.9kV 

周 波 数    50Hz 

b. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

c. タンクローリ（4kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     3（予備 1） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 
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保安規定第６６条 

表６６－１２「電源設備」 

６６－１２－３「号炉間電力融通電気設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

 添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（所要数） 

 

 添付－３ 同等な機能を有する説明 

（１） 設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

（２） ＳＡ５７条補足説明資料（自主対策設備に関する説明） 

 

 添付－４ 参考資料 

   （１）号炉間融通ケーブルのＬＣＯの範囲について 
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備
で
あ
り
，
想
定
さ
れ
る
重
大

事
故
等
時
に
お
い
て
，
必
要
な
設
備
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
電
源
融
通
に
必
要
な
ケ
ー
ブ

ル
１
セ
ッ
ト
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

 

  

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
(保

安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
) 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
２
が
該
当
。
 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方

に
基
づ
き
常
設
設
備
は
１
ヶ
月
に
１
回
，
可
搬
型
設
備
は
３
ヶ
月
に
１
回
，
外
観
点
検
に
よ
り
，
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

Ａ
１
．
１
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他

の
設
備

※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
１
．
２
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能

を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
２
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
１
．
３
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
２
．
１
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他

の
設
備

※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
２
．
１
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す

る
自
主
対
策
設
備

※
３
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

又
は
 

Ａ
２
．
２
．
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
４
を
検
討

し
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
３
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

   

３
０
日
間
 

  

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

   

３
日
間
 

   

１
０
日
間
 

Ｂ
．
条
件
Ａ
で
要
求

さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い

場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
及
び
（
可
搬
型
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

(保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
１
．，

Ａ
２
．
１
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基

準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許

可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事

故
対
処
設
備
”
で
あ
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
該
当
し
，
動
作
可
能
確
認
の
完
了
時
間
は

“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 

 Ａ
１
．
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添

付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
「
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」（

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ

上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
｢３

日
間
｣
と
す
る
。

 

 

【
準
備
時
間
】

 

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
及
び
（
可
搬
型
）
に
よ
る
受
電
操
作
に
必
要
な
時
間
は
約
１
時

間
５
５
分
及
び
約
４
時
間
５
分
で
あ
る
。
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
受
電
操
作
に
必
要
な

時
間
は
約
５
０
分
で
，
よ
り
短
時
間
で
準
備
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要

で
あ
る
。
（
添
付
－
３
）

 

 Ａ
１
．
３
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す

る
。

 

 Ａ
２
．
２
．
１
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類

十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
「
第
二
代
替
交
流
電
源
設
備
」（

第
二
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）

が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ

Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 

【
準
備
時
間
】

 

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
及
び
（
可
搬
型
）
に
よ
る
受
電
操
作
に
必
要
な
時
間
は
約
１
時

間
５
５
分
及
び
約
４
時
間
５
分
で
あ
る
。
第
二
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
受
電
操
作
に
必
要
な

時
間
は
約
１
時
間
２
０
分
で
，
よ
り
短
時
間
で
準
備
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完
措
置

は
不
要
で
あ
る
。（

添
付
－
３
）

 

 Ａ
２
．
２
．
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
ケ
ー
ブ

ル
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計

基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」

と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

   

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し

て
い

な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２

.
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台

を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
１
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
２
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
３
．
２
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策

設
備

※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

又
は
 

Ａ
３
．
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
，
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

※
１
：
残
り
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

※
２
：
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
（
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
を
い
う
。

 

※
３
：
第
二
代
替
交
流
電
源
設
備
（
第
二
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
を
い
う
。

 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

 Ａ
２
．
３
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の

Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．，

Ｂ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

 【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 Ａ
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
１
．
１
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃

料
交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
確
認
台
数
に
つ
い
て
は
１
台
と
す
る
。

 

 Ａ
３
．
１
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
１
．
２
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及

び
燃
料
交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は

 
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 

 Ａ
３
．
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
２
．
２
．
１
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停

止
及
び
燃
料
交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 

 Ａ
３
．
３
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
２
．
２
．
２
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停

止
及
び
燃
料
交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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第
1
0
.
2
－
8
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
号
炉
間
電
力
融
通

電
気
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
に
よ
る
給

電
）
 

 

非
常
用
高

圧
母

線
7D

AM
用

動
力
変
圧
器

D
/G

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅰ
】

(7
B)

(7
A)

動
力

変
圧
器

動
力
変
圧

器

非
常
用
低

圧
母

線
7D
-1

非
常

用
低
圧

母
線

7C
-1

7号
炉

MC
C 
7C
系

D/
G

代
替

所
内

電
気

設
備

M
AM
用
直

流
12
5V
充
電
器

MC
C 
7D
系

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅱ
】

緊
急
用
電

源
切
替

箱
断

路
器

非
常

用
高
圧

母
線

7C

緊
急
用

電
源
切
替

箱
接
続
装
置

非
常
用

高
圧

母
線

6D

AM
用

動
力
変

圧
器

D/
G

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅰ
】

(6
B)

(6
A)

動
力
変
圧
器

動
力
変

圧
器

非
常
用

低
圧

母
線

6D
-1

非
常
用

低
圧

母
線

6
C-
1

6号
炉

MC
C 
6C
系

D/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
AM

用
直
流

12
5V
充
電
器

MC
C 
6D
系

非
常
用
所
内

電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

GT
G

第
一

ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発

電
機

緊
急
用

電
源
切
替

箱
断

路
器

号
炉
間

電
力

融
通
ケ

ー
ブ
ル

（
常
設

）

非
常
用

高
圧

母
線

6
C

緊
急

用
電
源

切
替
箱

接
続

装
置

緊
急
用
断

路
器

M
M

GT
G

ケ
ー
ブ
ル
の

収
納
盤

ケ
ー
ブ
ル

の
収
納

盤

：
号
炉
間
電

力
融

通
ケ

ー
ブ
ル

(
常
設
）

（
手
動
で

接
続

す
る

箇
所
）

【
凡
例
】

AM
用
M
CC

A
M用

MC
C

AM
用
切

替
盤

6B
AM
用

切
替
盤

6A

AM
用
切

替
盤

7B
AM
用

切
替
盤

7A

【
凡
例
】

：
ガ

ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
機

：
非

常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発

電
機

：
遮

断
器
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号炉間電力融通ケーブル（常設）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有するものを 1 式として使用す

る。保有数は，号炉間電力融通ケーブル（常設）の故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 式（6 号及び 7 号炉共用）を保管

する。 

直流 125V 蓄電池 A，直流 125V 蓄電池 A-2 及び AM 用直流 125V 蓄電池は，

想定される重大事故等時において，負荷の切り離しを行わず 8 時間，その

後必要な負荷以外を切り離して 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

AM 用直流 125V 充電器は，想定される重大事故等時において，必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路器，緊急用電源切替箱接続装置，

AM 用動力変圧器及び AM 用 MCC は，想定される重大事故等時において，必要

な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

軽油タンクは，設計基準事故対処設備と兼用しており，設計基準事故対

処設備としての容量が，想定される重大事故等時において，その機能を発

揮することが必要な重大事故等対処設備が，事故後 7 日間連続運転するた

めに必要となる燃料を供給できる容量を有しているため，設計基準事故対

処設備と同仕様で設計する。 

タンクローリ（16kL）は，想定される重大事故等時において，第一ガス

タービン発電機用燃料タンクに，燃料を補給できる容量を有するものを 1

セット 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 
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容  量     約 4kL/台 

(3) 号炉間電力融通電気設備 

a. 号炉間電力融通ケーブル（常設）（6号及び 7号炉共用） 

個  数     1 

b. 号炉間電力融通ケーブル（可搬型）（6号及び 7号炉共用） 

個  数     1 

(4) 所内蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備 

a. 直流 125V 蓄電池 A及び直流 125V 蓄電池 A-2 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

組  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 10,000Ah 

（直流 125V 蓄電池 A ：約 6,000Ah 

 直流 125V 蓄電池 A-2：約 4,000Ah） 

b. AM 用直流 125V 蓄電池 

組  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 3,000Ah 

c. 直流 125V 充電器 A及び直流 125V 充電器 A-2 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

個  数     2 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 
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2.32 号炉間電力融通ケーブル（常設） 

名 称 
号炉間電力融通ケーブル（常設） 

（6,7号機共用） 

容 量 A/本 258.3 

個 数 ― 1相分 1本の 3相分 3本を 1セット 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する号炉間

電力融通ケーブル（常設）は，以下の機能を有する。 

 

号炉間電力融通ケーブル（常設）は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大

事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の

著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するために必

要な電力を確保するために設置する。 

系統構成は，号炉間電力融通ケーブル（常設）を，6 号機及び 7 号機の緊急用電源切替箱断路

器に手動で接続することで，非常用所内電源設備に電力を融通できる設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（常設）の電圧は，メタルクラッド開閉装置の負荷電圧と同じ 6900V

とする。 

 

1. 容量 

号炉間電力融通ケーブル（常設）は，重大事故等時に必要な容量に基づき設計した第一ガス

タービン発電機の負荷容量を供給できる設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（常設）の容量は，Ⅴ-1-9-1-1「非常用発電装置の出力の決定に関

する説明書」にて示す第一ガスタービン発電機の負荷容量 1989kWに対し，以下のとおり 208.1A

を上回る，258.3A/本とする。 

 

 Ｉ＝
Ｑ

√3・Ｖ・0.8
＝

1989
√3×6.9×0.8

≒208.1 

 ここで， 

  Ｉ：電流(A) 

  Ｑ：第一ガスタービン発電機の負荷容量(kW) 

  Ｖ：電圧(kV) 

 

2. 個数 

 号炉間電力融通ケーブル（常設）は，重大事故等対処設備として炉心の著しい損傷等を防止

するために必要な電力を確保するために必要な個数である 1相分 1本の 3相分 3 本を 1セット

設置する。 

 
 

所要数
関係箇所を下線にて示す 
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 2.33 号炉間電力融通ケーブル（可搬型） 

名 称 
号炉間電力融通ケーブル（可搬型） 

（6,7号機共用） 

容 量 A/本 258.3 

個 数 ― 1相分 1本の 3相分 3本を 1セット 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する号炉間

電力融通ケーブル（可搬型）は，以下の機能を有する。 

 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重

大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等

の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するために

必要な電力を確保するために設置する。 

系統構成は，号炉間電力融通ケーブル（可搬型）を，6 号機及び 7 号機の緊急用電源切替箱断

路器に手動で接続することで，非常用所内電源設備に電力を融通できる設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）の電圧は，メタルクラッド開閉装置の負荷電圧と同じ 6900V

とする。 

 

1. 容量 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）は，重大事故等時に必要な容量に基づき設計した第一ガ

スタービン発電機の負荷容量を供給できる設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）の容量は，Ⅴ-1-9-1-1「非常用発電装置の出力の決定に

関する説明書」にて示す第一ガスタービン発電機の負荷容量 1989kW に対し，以下のとおり

208.1Aを上回る，258.3A/本とする。 

 

 Ｉ＝
Ｑ

√3・Ｖ・0.8
＝

1989
√3×6.9×0.8

≒208.1 

 ここで， 

  Ｉ：電流(A) 

  Ｑ：第一ガスタービン発電機の負荷容量(kW) 

  Ｖ：電圧(kV) 

 

2. 個数 

 号炉間電力融通ケーブル（可搬型）の保有数は，号炉間電力融通ケーブル（常設）の故障時

及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として，6号機及び 7号機共用で，1相分 1本

の 3相分 3本を 1 セット保管する。 
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1.4 自主対策設備について 

1.4.1 第二代替交流電源設備 

1.4.1.1 主要設備 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合，非

常用所内電気設備又は代替所内電気設備に電源を供給することにより，重大事故

等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃

料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷

を防止することを目的として，第二代替交流電源設備を設ける設計とする。また，

第二代替交流電源設備は軽油タンクからタンクローリ（16kL）を用いて燃料を補

給できる設計とする。なお，本設備は事業者の自主的な取り組みで設置するもの

である。 

第二代替交流電源設備は，第二ガスタービン発電機，第二ガスタービン発電機

用燃料タンク，第二ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ，軽油タンク，タンク

ローリ（16kL），電路，計測制御装置等で構成し，第二ガスタービン発電機を設置

場所での操作にて速やかに起動し，非常用高圧母線C系及び非常用高圧母線D系，

又は AM 用 MCC へ接続することで電力を供給できる設計とする。第二ガスタービン

発電機の燃料は，第二ガスタービン発電機用燃料タンクより第二ガスタービン発

電機用燃料移送ポンプを用いて補給できる設計とする。また，第二ガスタービン

発電機用燃料タンクの燃料は，軽油タンクよりタンクローリ（16kL）を用いて補

給できる設計とする。第二代替交流電源設備は，非常用交流電源設備に対して，

独立性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

第二代替交流電源設備の第二ガスタービン発電機は，通常時は遮断器等により

接続先の系統から隔離し，必要な場合に遮断器操作等により系統構成することで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

第二代替交流電源設備の第二ガスタービン発電機用燃料タンク，第二ガスター

ビン発電機用燃料移送ポンプ及び軽油タンクは，必要な場合に弁操作等により系

統構成することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

第二代替交流電源設備のタンクローリ（16kL）は，接続先の系統と分離して保

管し，必要な場合に接続，弁操作等により系統構成することで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

第二ガスタービン発電機及び第二ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，飛

散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 
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1.4.1.2 主要設備の仕様 

 主要設備の仕様を以下に示す。 

 

(1) 第二ガスタービン発電機（6 号及び 7 号炉共用） 

ガスタービン 

   個数    ：2 

   使用燃料  ：軽油 

   出力    ：約 3,600kW/台 

発電機 

   個数    ：2 

   種類    ：同期発電機 

   容量    ：約 4,500kVA/台 （連続定格：約 3,687.5kVA） 

   力率    ：0.8 

   電圧    ：6.9kV 

   周波数   ：50Hz 

   取付箇所  ：荒浜側常設代替交流電源設備設置場所の屋外 

 

(2) 第二ガスタービン発電機用燃料タンク(6 号及び 7 号炉共用) 

     種類      ：横置円筒型 

     容量      ：約 50kL/基 

     最高使用圧力  ：静水頭 

     最高使用温度  ：66℃ 

      個数      ：2 

取付箇所    ：荒浜側常設代替交流電源設備設置場所の屋外 

 

(3) 第二ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ(6 号及び 7 号炉共用) 

      種類      ：スクリュー式 

個数      ：2 

容量      ：約 3.0m3/h/台 

揚程      ：約 50m 

     原動機出力   ：約 1.5kW/台 

     取付箇所    ：荒浜側常設代替交流電源設備設置場所の屋外 
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号炉間融通ケーブルの LCO の範囲について 
 

融通元である 6 号炉非常用ディーゼル発電機（DG）の位置付けについて、設

計及び工事計画認可申請書の内容も踏まえて整理した。 
 
 
・設置許可基準規則 57 条を踏まえた当社の設置許可段階での整理として、号炉

間融通にあたっては他号炉の電源については特定しておらず、号炉間で電力

を融通できる設備、手段を確保することとしている。 
 
・設置許可の整理を踏まえ、設計及び工事計画認可申請書、保安規定申請対象

の 7 号炉としては、他号炉である 6 号炉の電力を融通するための接続に関す

る設備、手段の確保が要求事項と整理している。融通元の電源については 6
号炉 DG に限るものではなく、特定していない。 
（なお、6 号炉 DG は設置許可において 6，7 号炉の共用設備としては位置付

けてはいない。） 
 
・以上より、7 号炉における号炉間融通に必要な接続に係る設備と体制の整備が

保安規定において管理すべき事項と考えており、設備に係る LCO の範囲とし

ては「号炉間融通ケーブル（常設、可搬）」としている。これは設置許可の整

理、設計及び工事計画認可申請書の範囲とも整合している。 
 
 
・共用設備のうち、7 号炉設備として、6 号炉電源等を期待している設備は無く、 
号炉間融通の電源のみの論点と考えている。 
  
 

以上 

添付-4-(1)
号炉間融通ケーブルのＬＣＯの範囲について
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保安規定第６６条 

表６６－１２「電源設備」 

６６－１２－４「所内蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

 添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

 添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設備仕様書（ＡＭ用直流１２５Ｖ蓄電池 蓄電池電圧） 

 

 添付－３ 同等な機能を有する説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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り
必
要

な
設
備
に
電
力
を
供
給
で
き
る
こ
と
及
び
６
６
－
１
３
（
計
測
設
備
）
に
お
け
る
監
視
に
必
要
な
機
器
に
電
源
を

供
給
す
る
た
め
の
設
備
で
あ
る
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止

及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。
ま
た
，
使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
広
域
）
，
使
用
済
燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
の
電

源
と
し
て
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
（
可
搬
型
交
流
電
源
設
備
及
び
Ａ
Ｍ
用
直
流
１
２
５
Ｖ
充
電
器
）
又
は
Ａ
Ｍ

用
直
流
１
２
５
Ｖ
蓄
電
池
の
い
ず
れ
か
か
ら
の
電
源
供
給
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
６
６
－
９
－
３
（
使
用
済

燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
）
に
つ
い
て
も
運
転
上
の
制
限
と
し
て
要
求
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
充
電
器
は
各
１
個
，
蓄
電
池
は
各
１
組
ず
つ
設
置
さ
れ
て
お
り
，
そ
の
数
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
所
内
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

（
蓄
電
池
及
び
充
電
器
）
の
機
能
を
確
認
す
る
。

 
定
事
検
停
止
時

 
運
転
評
価
Ｇ
Ｍ

 

２
．
直
流
１
２
５
Ｖ
蓄
電
池
Ａ
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧
が
 
 

１
２
８
Ｖ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

３
．
直
流
１
２
５
Ｖ
蓄
電
池
Ａ
－
２
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧
が

１
２
６
Ｖ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

４
．
Ａ
Ｍ
用
直
流
１
２
５
Ｖ
蓄
電
池
に
つ
い
て
，
浮
動
充
電
時
の
蓄
電

池
電
圧
が
１
２
８
Ｖ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

５
．
直
流
１
２
５
Ｖ
充
電
器
Ａ
及
び
直
流
１
２
５
Ｖ
充
電
器
Ａ
－
２
の

出
力
電
圧
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

６
．
Ａ
Ｍ
用
直
流
１
２
５
Ｖ
充
電
器
の
出
力
電
圧
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

                         

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
(
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
２
) 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
６
２
条
（
直
流
電
源
そ
の
１
）
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
そ

れ
を
準
用
し
た
対
応
と
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
，
５
，
６
が
該
当
。
 

通
常
運
転
中
の
確
認
事
項
は
保
安
規
定
第
６
２
条
（
直
流
電
源
そ
の
１
）
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
そ
れ
を

準
用
し
た
対
応
と
す
る
。
 

直
流
１
２
５
Ｖ
蓄
電
池
Ａ
及
び
Ａ
－
２
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧
値
は
第
６
２
条
（
直
流
電
源
そ
の

１
）
同
様
と
す
る
。

 

Ａ
Ｍ
用
直
流
１
２
５
Ｖ
蓄
電
池
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧
値
は
メ
ー
カ
仕
様
書
に
基
づ
き
設
定
す

る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
蓄
電
池
が
動
作
不

能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

Ａ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
当
該
蓄
電
池
の

充
電
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
，
当
該
蓄
電
池
の
充
電
器
が
健
全

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
蓄
電
池
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

    

３
０
日
間
 

Ｂ
．
充
電
器
が
動
作
不

能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
蓄
電
池
Ａ
，
Ａ
－
２
及
び
Ａ

Ｍ
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

Ａ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
残
り
の
充
電
器

が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
３
．
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
，
残
り
の
充
電
器
が
健
全
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
４
．
当
直
長
は
，
当
該
充
電
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

    

３
日
間
 

    

３
０
日
間
 

Ｃ
．
条
件
Ａ
又
は
Ｂ
で
要

求
さ
れ
る
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

  

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

蓄
電
池
が
動
作
不
能
の
場
合
及
び
充
電
器
が
動
作
不
能
の
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
蓄
電
池
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
残
り
の
蓄
電
池
を
枯
渇
す
る
前
に
，
交
流
電
源
に
よ
り
，

充
電
器
を
経
由
し
，
直
流
母
線
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
蓄
電
池
の
充
電
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か

に
”
確
認
す
る
。
な
お
，
確
認
対
象
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷

却
系
の
電
源
区
分
に
対
応
す
る
Ａ
系
を
対
象
と
す
る
。

 

 Ａ
２
．

 
Ａ
１
．
と
同
様
の
考
え
方
で
，
Ｓ
Ａ
電
源
と
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
の
準
備
時
間
は
約
５
０
分
で
あ
り
，
蓄
電
池
が
枯
渇
す
る

ま
え
に
給
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
添
付
－
３
）。

完
了
時
間
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ａ
３
．
当
該
蓄
電
池
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
０
日
間
」

と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．
充
電
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
必
要
な
直
流
電
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
，
蓄
電
池
Ａ
，
Ａ
－
２
及
び
Ａ
Ｍ
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

 Ｂ
２
．
充
電
器
が
故
障
し
た
場
合
，
残
り
の
充
電
器
を
経
由
し
，
直
流
母
線
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
こ
と
か
ら
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
及
び
残
り
の
充
電
器
が
健

全
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
な
お
，
確
認
対
象
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
つ

い
て
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
電
源
区
分
に
対
応
す
る
Ａ
系
を
対
象
と
す
る
。

 

 Ｂ
３
．

 
Ｂ
２
．
と
同
様
の
考
え
方
で
，
Ｓ
Ａ
電
源
と
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
の
準
備
時
間
は
約
５
０
分
で
あ
り
，
蓄
電
池
が
枯
渇
す
る

ま
え
に
給
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
添
付
－
３
）。

完
了
時
間
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
４
．
当
該
充
電
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
０
日
間
」

と
す
る
。

 

 Ｃ
１
．，

Ｃ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
蓄
電
池
が
動
作
不
 

能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
蓄
電
池
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
，
当
該
蓄
電
池
の
充
電
器
が
健

全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

Ｂ
．
充
電
器
が
動
作
不
 

能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
充
電
器
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
，
残
り
の
充
電
器
が
健
全
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

 

 

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】
 

Ａ
１
．
当
該
蓄
電
池
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 Ａ
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
２
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
で
あ

る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．
当
該
充
電
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 Ｂ
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ｂ
３
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
で
あ

る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
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6
6
-
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-
4
　
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
を
兼
ね
る

6
6
-
1
2
-
4
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す
 

第
6
2
条
，
第
6
3
条
と
共
用

6
6
-
1
2
-
4
の
電
路
と
し
て

系
に
含
ま
れ
る
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6
6
-
1
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-
4
　
常
設
代
替
直
流
電
源
設
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に貯蔵している燃料も使用可能となり，安全性の向上が図られることか

ら，6 号及び 7 号炉で共用する設計とする。軽油タンクは，共用により悪影

響を及ぼさないよう，6 号及び 7 号炉で必要な重大事故等対処設備の燃料を

確保するとともに，号炉の区分けなくタンクローリ（16kL）及びタンクロ

ーリ（4kL）を用いて燃料を利用できる設計とする。 

なお，軽油タンクは，重大事故等時に重大事故等対処設備へ燃料補給を

実施する場合のみ 6号及び 7号炉共用とする。 

 

10.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

第一ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の

著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著

しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必

要な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，想定される重大事故等時にお

いて，タンクローリ（16kL）で燃料を補給するまでの間，第一ガスタービ

ン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時

において，第一ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポン

プ容量を有する設計とする。 

電源車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備に電力

を供給できる容量を有するものを 1 セット 2 台使用する。保有数は，6 号及

び 7 号炉共用で 4 セット 8 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計 9 台を保管

する。 

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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号炉間電力融通ケーブル（常設）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有するものを 1 式として使用す

る。保有数は，号炉間電力融通ケーブル（常設）の故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 式（6 号及び 7 号炉共用）を保管

する。 

直流 125V 蓄電池 A，直流 125V 蓄電池 A-2 及び AM 用直流 125V 蓄電池は，

想定される重大事故等時において，負荷の切り離しを行わず 8 時間，その

後必要な負荷以外を切り離して 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

AM 用直流 125V 充電器は，想定される重大事故等時において，必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路器，緊急用電源切替箱接続装置，

AM 用動力変圧器及び AM 用 MCC は，想定される重大事故等時において，必要

な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

軽油タンクは，設計基準事故対処設備と兼用しており，設計基準事故対

処設備としての容量が，想定される重大事故等時において，その機能を発

揮することが必要な重大事故等対処設備が，事故後 7 日間連続運転するた

めに必要となる燃料を供給できる容量を有しているため，設計基準事故対

処設備と同仕様で設計する。 

タンクローリ（16kL）は，想定される重大事故等時において，第一ガス

タービン発電機用燃料タンクに，燃料を補給できる容量を有するものを 1

セット 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-4　9/13

818
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容  量     約 4kL/台 

(3) 号炉間電力融通電気設備 

a. 号炉間電力融通ケーブル（常設）（6号及び 7号炉共用） 

個  数     1 

b. 号炉間電力融通ケーブル（可搬型）（6号及び 7号炉共用） 

個  数     1 

(4) 所内蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備 

a. 直流 125V 蓄電池 A及び直流 125V 蓄電池 A-2 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

組  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 10,000Ah 

（直流 125V 蓄電池 A ：約 6,000Ah 

 直流 125V 蓄電池 A-2：約 4,000Ah） 

b. AM 用直流 125V 蓄電池 

組  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 3,000Ah 

c. 直流 125V 充電器 A及び直流 125V 充電器 A-2 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

個  数     2 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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電  圧     125V 

容  量     約 700A 及び約 400A 

d. AM 用直流 125V 充電器 

個  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 300A 

(5) 可搬型直流電源設備 

a. 電源車（6号及び 7号炉共用） 

エンジン 

台  数    8（予備 1） 

使用燃料    軽油 

発電機 

台  数    8（予備 1） 

種  類    同期発電機 

容  量    約 500kVA/台 

力  率    0.8 

電  圧    6.9kV 

周 波 数    50Hz 

b. AM 用直流 125V 充電器 

個  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 300A 

c. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-4　11/13
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保安規定第６６条 

表６６－１２「電源設備」 

６６－１２－５「可搬型直流電源設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 
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直
流

1
2
5V
充

電
器

MC
C 
6D
系

非
常

用
所
内

電
気

設
備

【
区

分
Ⅱ
】

電
源 車

G
TG

第
一

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
発
電

機

緊
急

用
電
源

切
替

箱
断
路

器

非
常
用

高
圧

母
線

6
C

緊
急

用
電
源

切
替

箱
接
続

装
置

緊
急

用
断

路
器

M
M

G
TG

A
M
用
M
CC

A
M
用
M
CC

AM
用
切

替
盤

6B
A
M用

切
替
盤

6
A

A
M
用
切
替

盤
7
B

A
M
用
切

替
盤

7
A

【
凡
例

】

：
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電
機

：
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ
ル
発

電
機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用

遮
断

器

：
接

続
装

置

：
切

替
装

置

GT
G

D
/
G

M
CC
：

モ
ー
タ

・
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

・
セ
ン
タ

6
6
-
1
2
-
5
の
範
囲

赤
線
に
て
示
す
 

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
2
に
て
整
理

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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折れ線
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折れ線
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楕円
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多角形

t0778977
多角形
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多角形

t0778977
四角形
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第
1
0
.
2
－
1
4
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
電
源
車
か
ら

A
M
用
動
力
変
圧
器
を
経
由
し
て
給

電
）
 

 

非
常

用
高
圧

母
線

7
D

A
M用

動
力
変

圧
器

D
/G

非
常
用
所

内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ

】

(
7
B)

(
7
A)

動
力
変
圧
器

動
力

変
圧
器

非
常

用
低
圧

母
線

7
D
-1

非
常
用
低
圧

母
線

7C
-1

7
号
炉

M
C
C 
7C
系

D
/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
A
M
用
直
流

12
5V
充
電
器

M
C
C 
7D
系

非
常
用
所
内

電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

電
源 車

緊
急
用

電
源
切
替

箱
断
路
器

非
常
用
高
圧

母
線

7
C

緊
急

用
電
源

切
替
箱

接
続

装
置

非
常
用
高
圧

母
線

6D

A
M用

動
力

変
圧
器

D
/
G

非
常
用

所
内

電
気
設

備
【
区
分

Ⅰ
】

(6
B)

(6
A)

動
力
変
圧

器
動
力
変
圧
器

非
常
用
低

圧
母
線

6D
-1

非
常
用
低

圧
母
線

6C
-1

6号
炉

MC
C 
6C
系

D/
G

代
替
所
内

電
気
設
備

M
AM
用
直
流

1
25
V
充
電
器

MC
C 
6D
系

非
常
用
所

内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ

】

電
源 車

GT
G

第
一

ガ
ス

タ
ー
ビ
ン

発
電

機

緊
急
用

電
源
切

替
箱

断
路
器

非
常
用
高

圧
母
線

6C

緊
急
用

電
源
切
替
箱

接
続
装
置

緊
急

用
断
路
器

M
M

G
TG

AM
用
M
CC

A
M
用
MC
C

A
M用

切
替
盤

6
B

AM
用
切
替

盤
6A

A
M用

切
替
盤

7
B

A
M用

切
替
盤

7
A

【
凡
例
】

：
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン

発
電
機

：
非

常
用
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

：
遮

断
器

：
断

路
器

：
配

線
用
遮

断
器

：
接

続
装
置

：
切

替
装
置

GT
G

D
/G

M
CC
：
モ
ー

タ
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

・
セ
ン

タ

6
6
-
1
2
-
2
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
6
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
5
の
範
囲

赤
線
に

て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第
1
0
.
2
－
1
5
図
(
2
)
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
直
流

電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
A
M
用
直
流

1
2
5
V
充
電
器
に
よ
る
給
電
）
（
7
号
炉
）
 

 

バ イ タ ル 交 流 電 源 Ａ

Ｄ ／ Ｇ 系 Ａ

遮 断 器 操 作 回 路
非 常 用 ガ ス 処 理 系 Ａ

残 留 熱 除 去 系 Ａ

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 （ 電 動 機 ）

直
流

12
5V

主
母

線
盤

A

1
25

V
 D

C
分

電
盤

計 測 装 置

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系

充 電 器

充 電 器

直
流

12
5V

蓄
電

池
Ａ

（
区

分
Ⅰ

）
4
80

V
母

線
（区

分
Ⅰ

）
48

0
V
母

線
（
区

分
Ⅱ

）
4
80

V
母

線

（区
分

Ⅰ
）

充 電 器

直
流

12
5
V

蓄
電

池
A

-2

（
区

分
Ⅰ

）
4
80

V
母

線

（
区

分
Ⅰ

）

（区
分

Ⅱ
）

48
0V

母
線

12
5V

 D
C

分
電

盤

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

蓄
電

池

（
凡

例
）

※

※

非 常 用 照 明

逃 が し 安 全 弁

直
流

母
線

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置

高 圧 代 替 注 水 系

充 電 器

A
M

用
直

流
12

5V
蓄

電
池

（
区

分
Ⅱ

）
4
80

V
母

線

充 電 器

A
M

用
M

C
C

（区
分

Ⅰ
）

48
0V

母
線

（区
分

Ⅰ
）

48
0
V

母
線

逃 が し 安 全 弁 （ 自 動 減 圧 機 能 付 き ）

電
源

車

（区
分

Ⅱ
）

6
6
-
1
2
-
4
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
2
に
て
整
理

6
6
-
1
2
-
5
の
範
囲

赤
線
に
て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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四角形
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多角形
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多角形
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四角形



保安規定第６６条 

表６６－１２「電源設備」 

６６－１２－６「代替所内電気設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  （４）ＳＡ５７条補足説明資料（所要数） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備

※
１
か
ら
の
給
電
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
 
 

こ
と

※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
Ｍ
用
Ｍ
Ｃ
Ｃ
 

４
個
 

Ａ
Ｍ
用
切
替
盤
 

２
個
 

Ａ
Ｍ
用
動
力
変
圧
器
 

１
個
 

緊
急
用
断
路
器
 

２
個
 

緊
急
用
電
源
切
替
箱
接
続
装
置
 

２
個
 

緊
急
用
電
源
切
替
箱
断
路
器
 

１
個
 

※
１
：
Ａ
Ｍ
用
操
作
盤
を
含
む
。

 

※
２
：
非
常
用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ａ
系
及
び
Ｂ
系
に
給
電
で
き
る
こ
と
を
含
む
。

 

 （
２
）
確
認
事
項

 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
 

こ
と
を
外
観
点
検
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

            

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
系
が

使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）

 

「
電
源
設
備
（
手
順
等
）」
で
は
，
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し

い
損
傷
及
び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
電
力
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

④
 
代
替
所
内
電
気
設
備
は
，
非
常
用
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
重
大
事
故
等
の
防
止
・
緩
和
に
必
要
な
設
備

に
対
し
給
電
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間
及
び
使

用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃

料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 

⑥
 
代
替
所
内
電
気
設
備
は
必
要
な
負
荷
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め
，
Ａ
Ｍ
用
Ｍ
Ｃ
Ｃ
４
個
，
Ａ
Ｍ
用
切
替
盤

２
個
，
Ａ
Ｍ
用
動
力
変
圧
器
１
個
，
緊
急
用
断
路
器
２
個
，
緊
急
用
電
源
切
替
箱
接
続
装
置
２
個
及
び
緊

急
用
電
源
切
替
箱
断
路
器
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）

 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）

 

通
常
運
転
中
の
確
認
事
項
は
，
外
観
点
検
等
に
よ
り
当
該
系
統
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
緊
急
用
断
路
器
が

動
作
不
能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
を

動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

Ｂ
．
代
替
所
内
電
気
設

備
に
よ
る
電
源

系
が
動
作
不
能
の

場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
非
常
用
所
内
電
気
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

３
日
間
 

Ｃ
．
条
件
Ｂ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
緊
急
用
断
路
器
が

動
作
不
能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
を

動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

Ｂ
．
代
替
所
内
電
気
設

備
に
よ
る
電
源

系
が
動
作
不
能
の

場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
非
常
用
所
内
電
気
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

 

  

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

代
替
所
内
電
気
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場

合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
緊
急
用
断
路
器
は
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
受
電
す
る
場
合
に
使
用
す
る
こ
と
か
ら
，
緊
急

用
断
路
器
が
動
作
不
能
の
場
合
，
“
速
や
か
に
”
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
を
動
作
不
能
と
み
な

す
。

 

 Ｂ
１
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書

類
十
）」
の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ

る
非
常
用
所
内
電
気
設
備
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 

 Ｂ
２
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可

能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
｢３

日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｃ
１
．，

Ｃ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

 【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
１
．
と
同
様
。

 

 Ｂ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 Ｂ
２
．
非
常
用
所
内
電
気
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
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に貯蔵している燃料も使用可能となり，安全性の向上が図られることか

ら，6 号及び 7 号炉で共用する設計とする。軽油タンクは，共用により悪影

響を及ぼさないよう，6 号及び 7 号炉で必要な重大事故等対処設備の燃料を

確保するとともに，号炉の区分けなくタンクローリ（16kL）及びタンクロ

ーリ（4kL）を用いて燃料を利用できる設計とする。 

なお，軽油タンクは，重大事故等時に重大事故等対処設備へ燃料補給を

実施する場合のみ 6号及び 7号炉共用とする。 

 

10.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

第一ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の

著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著

しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必

要な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，想定される重大事故等時にお

いて，タンクローリ（16kL）で燃料を補給するまでの間，第一ガスタービ

ン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時

において，第一ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポン

プ容量を有する設計とする。 

電源車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備に電力

を供給できる容量を有するものを 1 セット 2 台使用する。保有数は，6 号及

び 7 号炉共用で 4 セット 8 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計 9 台を保管

する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 
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号炉間電力融通ケーブル（常設）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有するものを 1 式として使用す

る。保有数は，号炉間電力融通ケーブル（常設）の故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 式（6 号及び 7 号炉共用）を保管

する。 

直流 125V 蓄電池 A，直流 125V 蓄電池 A-2 及び AM 用直流 125V 蓄電池は，

想定される重大事故等時において，負荷の切り離しを行わず 8 時間，その

後必要な負荷以外を切り離して 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

AM 用直流 125V 充電器は，想定される重大事故等時において，必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路器，緊急用電源切替箱接続装置，

AM 用動力変圧器及び AM 用 MCC は，想定される重大事故等時において，必要

な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

軽油タンクは，設計基準事故対処設備と兼用しており，設計基準事故対

処設備としての容量が，想定される重大事故等時において，その機能を発

揮することが必要な重大事故等対処設備が，事故後 7 日間連続運転するた

めに必要となる燃料を供給できる容量を有しているため，設計基準事故対

処設備と同仕様で設計する。 

タンクローリ（16kL）は，想定される重大事故等時において，第一ガス

タービン発電機用燃料タンクに，燃料を補給できる容量を有するものを 1

セット 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-6　6/18
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下線

t1260165
下線
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下線
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・非常用電源設備（重大事故等時） 

基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

d. タンクローリ（4kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     3（予備 1） 

容  量     約 4kL/台 

(6) 代替所内電気設備 

a. AM 用動力変圧器 

個  数     1 

容  量     6 号炉  約 750kVA 

7 号炉  約 800kVA 

電  圧     6.9kV/480V 

(7) 燃料補給設備 

a. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

b. タンクローリ（4kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     3（予備 1） 

容  量     約 4kL/台 

  

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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 2.16 緊急用断路器 

名 称 緊急用断路器（6,7号機共用） 

容 量 A/個 600 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する緊急用

断路器は，以下の機能を有する。 

 

緊急用断路器は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場

合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転

停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力を確保するた

めに設置する。 

系統構成は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に，常

設代替交流電源設備である第一ガスタービン発電機から緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路

器，緊急用電源切替箱接続装置，AM用動力変圧器，AM用 MCC又はメタルクラッド開閉装置 7C及

びメタルクラッド開閉装置 7Dを経由し，必要な負荷へ電力を供給できる設計とする。 

緊急用断路器の電圧は，下流に設置されているメタルクラッド開閉装置の電圧と同じ 6900Vと

する。 

 

1. 容量 

緊急用断路器を重大事故等時に使用する場合は，重大事故等時に必要な容量に基づき設計し

た第一ガスタービン発電機の容量を供給できる設計とする。 

緊急用断路器の電流は，第一ガスタービン発電機 1個分の容量 4500kVAに対し，以下のとお

り 377Aである。 

Ｉ＝
Ｑ

√3・Ｖ
＝

4500

√3×6.9
＝376.5≒377 

 

   Ｉ：電流(A) 

   Ｑ：第一ガスタービン発電機 1 個分の容量(kVA)＝4500 

   Ｖ：電圧(kV)＝6.9 

 

したがって，緊急用断路器の容量は，377Aを上回る 600A/個とする。 

 

2. 個数 

緊急用断路器は，重大事故等対処設備として炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電

力を確保するために必要な個数である第一ガスタービン発電機 1個当たり 1個とし，合計 2個

設置する。 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す
 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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2.17 AM用動力変圧器 

名 称 AM用動力変圧器 

容 量 kVA 800 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する AM 用動

力変圧器は，以下の機能を有する。 

 

AM 用動力変圧器は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した

場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運

転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力を確保する

ために設置する。 

系統構成は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に，常

設代替交流電源設備である第一ガスタービン発電機から緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路

器，緊急用電源切替箱接続装置及び AM 用動力変圧器を経由して，AM 用 MCC へ電力を供給できる

設計とする。また，可搬型代替交流電源設備である電源車を AM用動力変圧器に接続することで，

AM用 MCCへ電力を供給できる設計とする。 

 

AM 用動力変圧器の電圧は，上流に設置されている第一ガスタービン発電機の電圧 6900Vを下流

に設置されている AM用 MCCに応じて降圧するため，6900/480V とする。 

 

1. 容量 

AM用動力変圧器を重大事故等時に使用する場合の容量は，上流に設置されている第一ガスタ

ービン発電機から下流に設置されている AM用 MCCへ供給できる設計とする。 

AM用動力変圧器の負荷容量を表 1に示す。 

表 1より，負荷容量の合計は，158kW及び 160kVAとなることから，容量は以下のとおり 358kVA

となる。 

 

Ｑ＝
Ｐ1

ｐｆ
＋Ｐ2＝

158

0.8
＋160＝358 

 

   Ｑ ：AM 用動力変圧器の容量(kVA) 

   Ｐ1 ：必要負荷(kW)＝158 

   Ｐ2 ：必要負荷(kVA)＝160 

   ｐｆ：力率（平均）＝0.8 

 

したがって，AM用動力変圧器の容量は 358kVAを上回る 800kVAとする。 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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表 1 AM用動力変圧器の負荷容量 

負荷名称 
負荷容量 

(kW) 

AM 用直流 125V充電器 41 

中央制御室陽圧化可搬型空調機 3 

復水移送ポンプ（2 台） 110 

DG(A)/Z 排風機 1.5 

AM用 MCC 7B-1D 1.8 

合 計＊ 158 

負荷名称 
負荷容量 

(kVA) 

FCVS 水素サンプリングラックチラー電源

用変圧器 
30 

FCVS 水素サンプリングラック制御電源用

変圧器 
20 

FCVS pHサンプリングラック/加温・凍結

防止ヒータ用変圧器 
30 

FCVS ドレンポンプ B変圧器 30 

中操待避室用変圧器 20 

中操陽圧化空調機／SA空調機用変圧器 30 

合 計 160 

注記＊：負荷容量の合計は小数点以下を切り上げた値とする。 

 

2. 個数 

AM 用動力変圧器は，重大事故等対処設備として炉心の著しい損傷等を防止するために必要

な電力を確保するために必要な個数である 1個設置する。 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書

66-12-6　10/18

837

t8002040
下線

t8002040
下線



 

41 

K7
 ①

 Ⅴ
-1
-1
-5
-別

添
2 
R1
 

 2.18 AM用 MCC 

名 称 

AM用 MCC 

AM 用 MCC 

7B-1A 

AM用 MCC 

7B-1B 

AM用 MCC 

7B-1C 

AM用 MCC 

7B-1D 

容 量 A/個 800 400 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する AM用 MCC

は，以下の機能を有する。 

 

AM 用 MCCは，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合に

おいて炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止

中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力を確保するために

設置する。 

系統構成は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に，常

設代替交流電源設備である第一ガスタービン発電機から緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路

器，緊急用電源切替箱接続装置及び AM 用動力変圧器又はメタルクラッド開閉装置，AM 用 MCC を

経由して低圧負荷へ電力を供給できる設計とする。 

また，可搬型代替交流電源設備である電源車を緊急用電源切替箱接続装置又は AM 用動力変圧

器に接続することで，AM用 MCCを経由して必要な負荷へ電力を供給できる設計とする。 

AM 用 MCCの母線電圧は，上流に設置されている AM用動力変圧器の 2次側電圧と同じ 480Vとす

る。 

 

1. 容量 

AM用 MCC 7B-1A，7B-1B，7B-1Cを重大事故等時に使用する場合の母線容量は，上流に設置さ

れている AM 用動力変圧器から供給される容量を下流に設置されている低圧負荷へ供給できる

設計とする。 

AM用 MCC 7B-1A，7B-1B，7B-1Cの負荷を表 1に示す。 

表 1より，負荷容量の合計は，158kW及び 160kVAとなることから，容量は以下のとおり 358kVA

となる。 

Ｑ＝
Ｐ1

ｐｆ
＋Ｐ2＝

158

0.8
＋160＝358 

   Ｑ ：AM 用動力変圧器の容量(kVA) 

   Ｐ1 ：必要負荷(kW)＝158 

   Ｐ2 ：必要負荷(kVA)＝160 

   ｐｆ：力率（平均）＝0.8 
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したがって，AM用 MCC 7B-1A，7B-1B，7B-1Cの負荷容量 358kVAに対し，電流は以下のとお

り 431Aである。 

 

Ｉ＝
Ｑ

√3・Ｖ
＝

358

√3×0.48
＝430.6 ≒ 431 

   Ｉ ：電流(A) 

   Ｑ ：必要容量(kVA)＝358 

   Ｖ ：電圧(kV)   ＝0.48 

 

以上より，AM用 MCC 7B-1A，7B-1B，7B-1Cの母線容量は，431Aを上回る 800A/個とする。 

 

表 1 AM用 MCC 7B-1A，7B-1B，7B-1Cの負荷容量 

負荷名称 
負荷容量 

(kW) 

AM 用直流 125V充電器 41 

中央制御室陽圧化可搬型空調機 3 

復水移送ポンプ（2 台） 110 

DG(A)/Z 排風機 1.5 

AM用 MCC 7B-1D 1.8 

合 計＊ 158 

負荷名称 
負荷容量 

(kVA) 

FCVS 水素サンプリングラックチラー電

源用変圧器 
30 

FCVS 水素サンプリングラック制御電源

用変圧器 
20 

FCVS pHサンプリングラック/加温・凍

結防止ヒータ用変圧器 
30 

FCVS ドレンポンプ B変圧器 30 

中操待避室用変圧器 20 

中操陽圧化空調機／SA空調機用変圧器 30 

合 計 160 

注記＊：負荷容量の合計は小数点以下を切り上げた値とする。 
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AM用 MCC 7B-1Dの母線容量は，上流に設置されている AM用 MCC 7B-1Cから供給される容量

を下流に設置された電動弁に供給できる設計とする。 

AM用 MCC 7B-1Dの母線容量は，電動弁 1個当たりの最大電流を基に設計する。 

電動弁 1個当たりの負荷電流が最大となるのは，E22-F028，E22-F029及び E22-F030の 5.5A

である。 

したがって，AM用 MCC 7B-1Dの容量は 5.5Aを上回る 400A/個とする。 

 

2. 個数 

AM用 MCCは，重大事故等対処設備として炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力を

確保するために必要な個数である，4個設置する。 
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 2.19 緊急用電源切替箱接続装置 

名 称 緊急用電源切替箱接続装置 

容 量 A/個 1200 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する緊急用

電源切替箱接続装置は，以下の機能を有する。 

 

緊急用電源切替箱接続装置は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等

が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい

損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力

を確保するために設置する。 

系統構成は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に，常

設代替交流電源設備である第一ガスタービン発電機から緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路

器，緊急用電源切替箱接続装置，メタルクラッド開閉装置 7C 及びメタルクラッド開閉装置 7D，

AM用 MCCを経由し，必要な負荷へ電力を供給できる設計とする。 

また，可搬型代替交流電源設備である電源車を緊急用電源切替箱接続装置に接続し，緊急用電

源切替箱断路器，AM用動力変圧器，AM用 MCC又はメタルクラッド開閉装置 7C及びメタルクラッ

ド開閉装置 7Dを経由し，必要な負荷へ電力を供給できる設計とする。 

緊急用電源切替箱接続装置の電圧は，下流に設置されているメタルクラッド開閉装置の電圧と

同じ 6900Vとする。 

 

1. 容量 

緊急用電源切替箱接続装置を重大事故等時に使用する場合は，重大事故等時に必要な容量に

基づき設計した第一ガスタービン発電機及び電源車の容量を供給できる設計とする。 

緊急用電源切替箱接続装置の電流は，第一ガスタービン発電機及び電源車のうち多くの容量

を要する第一ガスタービン発電機 1個分の容量 4500kVAに対し，以下のとおり 377Aである。 

 

Ｉ＝
Ｑ

√3・Ｖ
＝

4500

√3×6.9
＝376.5≒377 

 

   Ｉ：電流(A) 

   Ｑ：第一ガスタービン発電機 1 個分の容量(kVA)＝4500 

   Ｖ：電圧(kV)＝6.9 

 

したがって，緊急用電源切替箱接続装置の容量は，377A を上回る 1200A/個とする。 
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2. 個数 

緊急用電源切替箱接続装置は，重大事故等対処設備として炉心の著しい損傷等を防止するた

めに必要な電力を確保するために必要な個数である各系列に 1個とし，合計 2個設置する。 
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 2.20 緊急用電源切替箱断路器 

名 称 緊急用電源切替箱断路器 

容 量 A 600 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する緊急用

電源切替箱断路器は，以下の機能を有する。 

 

緊急用電源切替箱断路器は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が

発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損

傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力を

確保するために設置する。 

系統構成は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に，常

設代替交流電源設備である第一ガスタービン発電機から緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路

器，緊急用電源切替箱接続装置，AM用動力変圧器，AM用 MCC又はメタルクラッド開閉装置 7C及

びメタルクラッド開閉装置 7Dを経由し，必要な負荷へ電力を供給できる設計とする。 

緊急用電源切替箱断路器の電圧は，下流に設置されているメタルクラッド開閉装置の電圧と同

じ 6900Vとする。 

 

1. 容量 

緊急用電源切替箱断路器を重大事故等時に使用する場合は，重大事故等時に必要な容量に基

づき設計した第一ガスタービン発電機の容量を供給できる設計とする。 

緊急用電源切替箱断路器の電流は，第一ガスタービン発電機 1個分の容量 4500kVAに対し，

以下のとおり 377Aである。 

Ｉ＝
Ｑ

√3・Ｖ
＝

4500

√3×6.9
＝376.5≒377 

 

   Ｉ：電流(A) 

   Ｑ：第一ガスタービン発電機 1 個分の容量(kVA)＝4500 

   Ｖ：電圧(kV)＝6.9 

 

したがって，緊急用電源切替箱断路器の容量は，377Aを上回る 600Aとする。 

 

2. 個数 

緊急用電源切替箱断路器は，重大事故等対処設備として炉心の著しい損傷等を防止するため

に必要な電力を確保するために必要な個数である 1個設置する。 
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 2.21 AM用切替盤 

名 称 AM 用切替盤 

容 量 A/個 50 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する AM 用切

替盤は，以下の機能を有する。 

 

AM 用切替盤は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合

において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停

止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するために必要な電力を確保するた

めに設置する。 

系統構成は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に，常

設代替交流電源設備である第一ガスタービン発電機から緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路

器，緊急用電源切替箱接続装置，AM用動力変圧器，AM用 MCC 又はメタルクラッド開閉装置 7C及

びメタルクラッド開閉装置 7D を経由し，AM 用切替盤へ接続することにより，下流に設置されて

いる必要な負荷へ電力を供給できる設計とする。 

AM 用切替盤の電圧は，上流に設置されている非常用モータコントロールセンタ及び AM 用 MCC

の電圧と同じ 480Vとする。 

 

1. 容量 

AM 用切替盤を重大事故等時に使用する場合は，非常用モータコントロールセンタ及び AM 用

MCC の下流に設置されている電動弁の容量を供給できる設計とする。 

AM 用切替盤の容量は，電動弁に電力を供給する電磁接触器 1 個当たりの容量であることか

ら，負荷のうち，電磁接触器 1個当たりの最大電流を基に設計する。 

電磁接触器 1個当たりの負荷電流が最大となるのは，E11-F005Aの 18A，E11-F005B の 17Aで

ある。 

したがって，AM用切替盤の容量は 18A及び 17Aを上回る 50A/個とする。 

 

2. 個数 

AM用切替盤は，重大事故等対処設備として炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力

を確保するために必要な個数である各系列に 1個とし，合計 2個設置する。 
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表６６－１２「電源設備」 

６６－１２－７「燃料補給設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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１
６
ｋ
Ｌ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）

 

「
電
源
設
備
（
手
順
等
）」

で
は
，
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い

損
傷
及
び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
電

力
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

④
 
燃
料
補
給
設
備
は
，
非
常
用
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
重
大
事
故
等
の
防
止
・
緩
和
に
必
要
な
重
大
事
故
等

対
処
設
備
に
対
し
燃
料
供
給
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い

る
期
間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て

適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停

止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
軽
油
タ
ン
ク
は
重
大
事
故
等
時
に
必
要
な
各
機
器
（
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
，
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン

プ
（
Ａ
－
２
級
）
等
）
を
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
可
能
な
容
量
を
有
す
る
も
の
１
基
を
所
要
数
と
す

る
。

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
４
ｋ
Ｌ
）
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
な
重
大
事
故

等
対
処
設
備
に
燃
料
を
補
給
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の
と
し
て
，
１
セ
ッ
ト
３
台
を
所
要
数
と
す
る
。

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
１
６
ｋ
Ｌ
）
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
に
，

燃
料
を
補
給
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の
と
し
て
，
１
セ
ッ
ト
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項

 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
６
号
炉
及
び
７
号
炉
の
軽
油
タ
ン
ク
４
基
の
う
ち
１
基
以
上

が
第
６
１
条
で
定
め
る
軽
油
タ
ン
ク
レ
ベ
ル
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

２
．
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
４
ｋ
Ｌ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

３
．
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
１
６
ｋ
Ｌ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

                           

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）

 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
２
，
３
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え

方
に
基
づ
き
常
設
設
備
は
１
ヶ
月
に
１
回
，
可
搬
型
設
備
は
３
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

 

軽
油
タ
ン
ク
は
，
保
安
規
定
第
６
１
条
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油
等
）
に
確
認
事
項
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
必
要
容
量
は
，
保
安
規
定
第
６
１
条
の
必
要

容
量
に
包
絡
さ
れ
る
た
め
，
運
用
面
の
観
点
か
ら
，
保
安
規
定
第
６
１
条
で
定
め
る
軽
油
タ
ン
ク
レ

ベ
ル
を
満
足
し
て
い
る
も
の
が
１
基
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

【
補
足
】

 

・
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
必
要
容
量
：
「
５
０
４
．
３
ｋ
Ｌ
以
上
」

 

重
大
事
故
等
時
に
必
要
な
各
機
器
（
第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
，
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－

２
級
）
等
）
を
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
容
量
。

 

 

・
保
安
規
定
第
６
１
条
 
確
認
事
項
：

 

項
目

 
判
定
値

 

６
号
炉

 
Ａ
系
軽
油
タ
ン
ク
レ
ベ
ル

 
７
０
２
３

 
ｍ
ｍ
以
上

 

Ｂ
系
軽
油
タ
ン
ク
レ
ベ
ル

 
７
０
０
６

 
ｍ
ｍ
以
上

 

７
号
炉

 
Ａ
系
軽
油
タ
ン
ク
レ
ベ
ル

 
７
０
３
１

 
ｍ
ｍ
以
上

 

Ｂ
系
軽
油
タ
ン
ク
レ
ベ
ル

 
７
０
３
０

 
ｍ
ｍ
以
上

 

上
記
は
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
７
日
間
連
続
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
容
量
（

ｋ

Ｌ
）
及
び
無
効
容
量
（

ｋ
Ｌ
）
の
計
「

ｋ
Ｌ
」
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル
と
し
て
設
定
。

 

              

                                        

枠
囲
み
の
内
容
は
機
密
事
項
に
属
し
ま
す
の
で
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
軽
油
タ
ン
ク
が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

Ａ
１
. 
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

２
日
間
 

Ｂ
．
動
作
可
能
な
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

（
４
ｋ
Ｌ
）
が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

又
は
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

※
６
。
 

２
日
間
 

  

２
日
間
 

Ｃ
．
動
作
可
能
な
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

（
１
６
ｋ
Ｌ
）
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

又
は
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

※
６
。
 

２
日
間
 

  

２
日
間
 

Ｄ
．
条
件
Ａ
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等

対
処
設
備

※
７
を
動
作
不
能

※
８
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

Ｅ
．
条
件
Ｂ
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

Ｅ
１
．
当
直
長
は
，
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
４
ｋ
Ｌ
）
に
よ

る
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
※
７
を
動
作
不
能

※
８
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

Ｆ
．
条
件
Ｃ
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

Ｆ
１
．
当
直
長
は
，
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
１
６
ｋ
Ｌ
）
に

よ
る
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処

設
備

※
７
を
動
作
不
能

※
８
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。

 

※
６
：
２
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
の
逸
脱

は
継
続
す
る
が
，
２
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｅ
及
び
Ｆ
に
は
移
行
し
な
い
。
 

※
７
：
燃
料
補
給
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
は
，
以
下
を
い
う
。

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
４
ｋ
Ｌ
）；

 

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
１
級
），
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
），
大
容
量
送
水
車

（
海
水
取
水
用
），
大
容
量
送
水
車
（
原
子
炉
建
屋
放
水
設
備
用
），
電
源
車
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

用
発
電
機
及
び
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備
。

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
１
６
ｋ
Ｌ
）；

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
。

 

※
８
：
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
上
の
制
限
は
個
別
に
適
用
さ
れ
る
。

 

  

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

軽
油
タ
ン
ク
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
及
び
動
作
可
能
な
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
が
所
要
数
を
満
足
し

な
く
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。

(保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
）

) 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
当
該
設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
６
１
条
（
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油
等
）
に
お
い
て
タ
ン
ク
レ
ベ
ル
等
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の

要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間
「
２
日
間
」
の
設
定
を
準
用
し
，「

２
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．，

Ｃ
１
．
 
Ａ
１
．
と
同
様
。

 

 Ｂ
２
．，

Ｃ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
，
ド
ラ
ム
缶
・
ト
ラ
ッ
ク
・

要
員
の
確
保
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
上

記
の
Ａ
１
．
と
同
様
「
２
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｄ
１
．
，
Ｅ
１
．，

Ｆ
１
．
保
安
規
定
第
６
１
条
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油
等
）
の
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
の
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間
“
速
や
か
に
”
の
設
定
を
準
用
し
，

燃
料
補
給
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
“
速
や
か
に
”
動
作
不
能
と
み
な
し
，
当
該
設
備

に
適
用
さ
れ
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
措
置
を
実
施
す
る
。

 

               

 

66-12-7　4/20

849



 

 

1.14-178 

 

 

第
1
.
1
4
.
5
3
図

 
軽

油
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か
ら
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概
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図
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第
1
.
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4
.
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図

 
タ
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ク

ロ
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リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
 

概
要

図
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に貯蔵している燃料も使用可能となり，安全性の向上が図られることか

ら，6 号及び 7 号炉で共用する設計とする。軽油タンクは，共用により悪影

響を及ぼさないよう，6 号及び 7 号炉で必要な重大事故等対処設備の燃料を

確保するとともに，号炉の区分けなくタンクローリ（16kL）及びタンクロ

ーリ（4kL）を用いて燃料を利用できる設計とする。 

なお，軽油タンクは，重大事故等時に重大事故等対処設備へ燃料補給を

実施する場合のみ 6号及び 7号炉共用とする。 

 

10.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

第一ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の

著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著

しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必

要な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクは，想定される重大事故等時にお

いて，タンクローリ（16kL）で燃料を補給するまでの間，第一ガスタービ

ン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時

において，第一ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポン

プ容量を有する設計とする。 

電源車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備に電力

を供給できる容量を有するものを 1 セット 2 台使用する。保有数は，6 号及

び 7 号炉共用で 4 セット 8 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計 9 台を保管

する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 
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号炉間電力融通ケーブル（常設）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）は，想定される重大事故等時におい

て，必要な設備に電力を供給できる容量を有するものを 1 式として使用す

る。保有数は，号炉間電力融通ケーブル（常設）の故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 式（6 号及び 7 号炉共用）を保管

する。 

直流 125V 蓄電池 A，直流 125V 蓄電池 A-2 及び AM 用直流 125V 蓄電池は，

想定される重大事故等時において，負荷の切り離しを行わず 8 時間，その

後必要な負荷以外を切り離して 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

AM 用直流 125V 充電器は，想定される重大事故等時において，必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

緊急用断路器，緊急用電源切替箱断路器，緊急用電源切替箱接続装置，

AM 用動力変圧器及び AM 用 MCC は，想定される重大事故等時において，必要

な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

軽油タンクは，設計基準事故対処設備と兼用しており，設計基準事故対

処設備としての容量が，想定される重大事故等時において，その機能を発

揮することが必要な重大事故等対処設備が，事故後 7 日間連続運転するた

めに必要となる燃料を供給できる容量を有しているため，設計基準事故対

処設備と同仕様で設計する。 

タンクローリ（16kL）は，想定される重大事故等時において，第一ガス

タービン発電機用燃料タンクに，燃料を補給できる容量を有するものを 1

セット 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-7　8/20
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下線

t1260165
下線

t1260165
下線
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下線

t1260165
下線
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号及び 7号炉共用）の合計 2台を保管する。 

タンクローリ（4kL）は，想定される重大事故等時において，その機能を

発揮することが必要な重大事故等対処設備に，燃料を補給できる容量を有

するものを 1 セット 3 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セッ

ト 3 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用

として 1台（6号及び 7号炉共用）の合計 4台を保管する。 

 

10.2.2.5 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

第一ガスタービン発電機，第一ガスタービン発電機用燃料タンク及び第

一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，屋外に設置し，想定される重

大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

第一ガスタービン発電機の操作は，想定される重大事故等時において，

中央制御室で可能な設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンクの系統構成に必要な弁の操作は，

想定される重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプの操作は，想定される重大事

故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

電源車は，屋外に保管及び設置し，想定される重大事故等時における環

境条件を考慮した設計とする。 

電源車の常設設備との接続及び操作は，想定される重大事故等時におい

て，設置場所で可能な設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（常設）は，コントロール建屋に設置し，想定

される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

号炉間電力融通ケーブル（常設）の操作は想定される重大事故等時にお

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-7　9/20
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第 10.2－1 表 代替電源設備の主要機器仕様 

 

(1) 常設代替交流電源設備 

a. 第一ガスタービン発電機（6号及び 7号炉共用） 

ガスタービン 

台  数    2 

使用燃料    軽油 

出  力    約 3,600kW/台 

発電機 

台  数    2 

種  類    同期発電機 

容  量    約 4,500kVA/台 

力  率    0.8 

電  圧    6.9kV 

周 波 数    50Hz 

b. 第一ガスタービン発電機用燃料タンク（6号及び 7号炉共用） 

基  数     2 

容  量     約 50kL/基 

c. 第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ（6号及び 7号炉共用） 

台  数     2 

容  量     約 3m3/h/台 

d. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 

66-12-7　10/20
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基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

e. タンクローリ（16kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     1（予備 1） 

容  量     約 16kL/台 

(2) 可搬型代替交流電源設備 

a. 電源車（6号及び 7号炉共用） 

エンジン 

台  数    8（予備 1） 

使用燃料    軽油 

発電機 

台  数    8（予備 1） 

種  類    同期発電機 

容  量    約 500kVA/台 

力  率    0.8 

電  圧    6.9kV 

周 波 数    50Hz 

b. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

c. タンクローリ（4kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     3（予備 1） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-7　11/20
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容  量     約 4kL/台 

(3) 号炉間電力融通電気設備 

a. 号炉間電力融通ケーブル（常設）（6号及び 7号炉共用） 

個  数     1 

b. 号炉間電力融通ケーブル（可搬型）（6号及び 7号炉共用） 

個  数     1 

(4) 所内蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備 

a. 直流 125V 蓄電池 A及び直流 125V 蓄電池 A-2 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

組  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 10,000Ah 

（直流 125V 蓄電池 A ：約 6,000Ah 

 直流 125V 蓄電池 A-2：約 4,000Ah） 

b. AM 用直流 125V 蓄電池 

組  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 3,000Ah 

c. 直流 125V 充電器 A及び直流 125V 充電器 A-2 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

個  数     2 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-7　12/20
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電  圧     125V 

容  量     約 700A 及び約 400A 

d. AM 用直流 125V 充電器 

個  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 300A 

(5) 可搬型直流電源設備 

a. 電源車（6号及び 7号炉共用） 

エンジン 

台  数    8（予備 1） 

使用燃料    軽油 

発電機 

台  数    8（予備 1） 

種  類    同期発電機 

容  量    約 500kVA/台 

力  率    0.8 

電  圧    6.9kV 

周 波 数    50Hz 

b. AM 用直流 125V 充電器 

個  数     1 

電  圧     125V 

容  量     約 300A 

c. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-7　13/20
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・非常用電源設備（重大事故等時） 

基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

d. タンクローリ（4kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     3（予備 1） 

容  量     約 4kL/台 

(6) 代替所内電気設備 

a. AM 用動力変圧器 

個  数     1 

容  量     6 号炉  約 750kVA 

7 号炉  約 800kVA 

電  圧     6.9kV/480V 

(7) 燃料補給設備 

a. 軽油タンク（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等） 

・非常用電源設備（重大事故等時） 

基  数     1（予備 3） 

容  量     約 550kL/基 

b. タンクローリ（4kL）（6号及び 7号炉共用） 

台  数     3（予備 1） 

容  量     約 4kL/台 

  

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-12-7　14/20
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   2.1.2.2 容器 

名 称 軽油タンク（重大事故等時のみ 6,7 号機共用） 

容 量 kL／個 　　　　　　　　　　　　　  以上(565) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 静水頭 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

軽油タンクは，設計基準対象施設として 7日間の外部電源喪失を仮定しても，非常用ディーゼ

ル発電設備の連続運転により必要とする電力を供給できるよう，7 日間分の容量以上の燃料を貯

蔵するために設置する。 

 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（非常用ディーゼル発電設備）として使用する軽油タンクは，以下の機能を有する。 

 

軽油タンクは,設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合

において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停

止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するために必要な電力を確保するた

めに設置する。 

系統構成は，非常用ディーゼル発電設備へ軽油タンクから燃料移送ポンプを用いて燃料を供給

できる設計とする。 

 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備，緊急時対策所代替電源設備，監視測定設備用電源設備）として使用する軽

油タンクは，以下の機能を有する。 

 

軽油タンクは,設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合

において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停

止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するために必要な電力を確保するた

めに設置する。 

系統構成は，軽油タンクからタンクローリ（4kL）を使用し，電源車，5号機原子炉建屋内緊急

時対策所用可搬型電源設備及びモニタリングポスト用発電機へ燃料を供給，又はタンクローリ

（16kL）を使用し，第一ガスタービン発電機用燃料タンクへ燃料を供給できる設計とする。 

 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備として使用する軽

油タンクは，以下の機能を有する。 

容量設定根拠
関連箇所を下線にて示す 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。
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軽油タンクは，重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷

を防止するために必要な設備の補機駆動用燃料を貯蔵するために設置する。  

系統構成は，軽油タンクからタンクローリ（4kL）を使用し，可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）

燃料タンク，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）燃料タンク，大容量送水車（原子炉建屋放水設備

用）燃料タンク，大容量送水車（海水取水用）燃料タンク及び大容量送水車（熱交換器ユニット

用）燃料タンクへ燃料を供給できる設計とする。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用する軽油タンクの容量は，設計基準事故に対処するために非常

用ディーゼル発電設備 2基が定格で 7日間連続運転可能な容量，試験で使用する容量及び無効

容量を基に設定する。 

① 非常用ディーゼル発電設備 2基を定格で 7日間運転可能な容量 ：    kL 

② 試験で使用する容量                    ：    kL 

③ 無効容量                         ：    kL 

④ 合計                           ：    kL 

 
上記から，設計基準対象施設として使用する軽油タンクの必要容量は，    kL/個以上とす

る。 

 

重大事故等対処設備として使用する軽油タンクの容量は，必要な各機器を 7日間運転継続可

能な容量を基に設定する。 

有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において想定した事故シーケンス

において，軽油タンクの燃料消費量が最も厳しくなるのは，崩壊熱除去機能喪失事象であり,使

用機器及び燃料消費量を表 1に示す。 

表 1より，使用機器の 7日間運転継続に必要な燃料は,504.3kL となる。 

以上より，軽油タンクの容量は，設計基準対象施設の必要容量である    kL を下回るため，

設計基準対象施設と同仕様で設計し，    kL/個以上となる。 

 

公称値については，要求される容量    kL を上回る 565kL/個とする。 

 

 

 

 

 

 

 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。
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表 1 崩壊熱除去機能喪失事象における使用機器及び燃料消費量 

使用機器 
個数 

（個） 

燃料消費率

（kL/h） 

燃料消費率 

（kL/7 日間） 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 8   

電源車 4  

第一ガスタービン発電機＊1 2              ＊2  

モニタリングポスト用発電機 3  

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用

可搬型電源設備 
1  

大容量送水車（熱交換器ユニット

用） 
2  

計 504.3 

注記＊1：保管時にガスタービン発電機用燃料タンクに保有されている燃料は保守的に考慮せ

ず，軽油タンクから補給される燃料のみ考慮し評価を行う。 

＊2：第一ガスタービン発電機の定格時の燃料消費量は      kL/h となるが，本評価にお

ける燃費消費量は第一ガスタービン発電機使用時の実負荷を考慮した燃費消費量と

する。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する軽油タンクの最高使用圧力は，軽油タンクが開放型タンク

であることから，静水頭とする。 

 

軽油タンクを重大事故等時において使用する場合の圧力は，軽油タンクが開放型タンクであ

ることから,設計基準対象施設と同仕様で設計し，静水頭とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する軽油タンクの最高使用温度は，軽油タンクが開放型タンク

であることから，外気の温度＊3を上回る 66℃とする。 

 

軽油タンクを重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，66℃とする。 

 

注記＊3：外気の温度は，柏崎市の過去最高気温（37.6℃）を上回る，柏崎市の観測記録に基づ

く年超過確率 10-4の気温である 38.8℃とする。 

 

4. 個数 

軽油タンクは，設計基準対象施設として非常用ディーゼル発電設備 2基が定格で 7日間連続

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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運転可能な燃料を貯蔵するために必要なものを 2個設置する。 

 

重大事故等時に使用する軽油タンクは，設計基準対象施設として 2個設置しているものを重

大事故等対処設備として使用する。 
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名 称 軽油タンク(6号機設備,重大事故等時のみ 6,7 号機共用) 

容 量 kL/個                             以上(565) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 静水頭 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

個 数 － 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備，緊急時対策所代替電源設備，監視測定設備用電源設備）として使用する軽

油タンクは，以下の機能を有する。 

 

軽油タンクは，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合

において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停

止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力を確保するため

に設置する。 

系統構成は，軽油タンクからタンクローリ（4kL）により電源車，5号機原子炉建屋内緊急時対

策所用可搬型電源設備及びモニタリングポスト用発電機へ燃料を補給，またはタンクローリ

（16kL）より第一ガスタービン発電機用燃料タンクへ燃料を補給できる設計とする。 

 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備として使用する軽

油タンクは，以下の機能を有する。 

 

軽油タンクは，重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷

を防止するために必要な設備の補機駆動用燃料を貯蔵するために設置する。 

系統構成は，軽油タンクからタンクローリ（4kL）により可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）燃料

タンク，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）燃料タンク，大容量送水車（原子炉建屋放水設備用）燃

料タンク，大容量送水車（海水取水用）燃料タンク及び大容量送水車（熱交換器ユニット用）燃

料タンクへ燃料を補給し，各機器が運転できる設計とする。 

 

1. 容量 

軽油タンクを重大事故等対処設備として使用する場合の容量は，必要な各機器を 7日間運転

継続可能な容量を基に設定する。 

有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において想定した重大事故シーケ

ンスにおいて，軽油タンクの燃料消費量が最も厳しくなるのは，崩壊熱除去機能喪失事象であ

り，使用機器及び燃料消費量を表 1に示す。 

表 1より,共用する設備の燃料を補給した場合の 7日間の運転継続に必要な燃料は，504.3kL

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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となる。 

以上より，軽油タンクの容量は，504.3kL を上回る    kL/個以上とする。 

 

公称値については，要求される容量    kL/個を上回る 565kL/個とする。 

 

表 1 崩壊熱除去機能喪失事象における使用機器及び燃料消費量 

使用機器 
個数 

（個） 

燃料消費率

（kL/h） 

燃料消費率 

（kL/7 日間） 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 8  

電源車 4  

第一ガスタービン発電機＊1 2              ＊2  

モニタリングポスト用発電機 3  

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用

可搬型電源設備 
1  

大容量送水車（熱交換器ユニット

用） 
2  

計 504.3 

  注記＊1：保管時にガスタービン発電機用燃料タンクに保有されている燃料は保守的に考慮せ

ず，軽油タンクから補給される燃料のみ考慮し評価を行う。 

＊2：第一ガスタービン発電機の定格時の燃費消費量は      kL/h となるが，本評価にお

ける燃費消費量は第一ガスタービン発電機使用時の実負荷を考慮した燃費消費量と

する。 

 

2. 最高使用圧力 

軽油タンクを重大事故等時において使用する場合の圧力は，軽油タンクが開放型タンクであ

ることから，静水頭とする。 

 

3. 最高使用温度 

軽油タンクを重大事故等時において使用する場合の温度は，軽油タンクが開放型タンクであ

ることから，外気の温度＊3を上回る 66℃する。 

 

注記＊3：外気の温度は，柏崎市の過去最高気温（37.6℃）を上回る，柏崎市の観測記録に基づ

く年超過確率 10-4の気温である 38.8℃とする。 

 

4. 個数 

軽油タンクは，重大事故等対象設備として必要な各機器が 7日間連続運転可能な燃料を保有

するため，設計基準対象施設として 2個設置しているものを重大事故等対処設備として使用す

る。 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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保安規定第６６条 

表６６－１３「計装設備」 

６６－１３－１「主要パラメータ及び代替パラメータ」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付十（所要数，必要容量） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１ 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定） 
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原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
に
よ
り
推
定

す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係

を
利
用
し
て
原
子
炉
圧
力

容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す

る
。
 

                         

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

【
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
】

 

低
圧
注
水
選
択
の
た
め
の
減
圧
確
認
及
び
原
子
炉
圧
力
容
器
の
損
傷
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

で
あ
り
，
原
子
炉
圧
力
容
器
が
開
放
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を

機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
冷
温
停
止
」
と
す
る
。 

                                      

 

No
.1
01
8
コ
メ
ン
ト
修
正

 

適
用
ﾓ
ｰﾄ
ﾞ
の
文
言
修
正

 

66-13-1　3/53

868



  

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

３
．
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
５
 

 

原
子
炉
水
位
 

（
広
帯
域
）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ
ル
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

原
子
炉
水
位
（
SA
）
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

③
高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量

 

③
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A

系
代
替
注
水
流
量
）
 

③
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B

系
代
替
注
水
流
量
）
 

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量
 

③
高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量

 

③
残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量
 

機
器

動
作

状
態

に
あ

る
流
量
よ
り
，
崩
壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化
量
を
考
慮
し
，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位
を
推
定
す
る
。
 

④
原
子
炉
圧
力
 

④
原
子
炉
圧
力
（
SA
）
 

④
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

差
圧

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
の

満
水

を
推

定
す
る
。
 

原
子
炉
水
位
 

（
燃
料
域
）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ
ル
 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

原
子
炉
水
位
（
SA
）
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

③
高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量

 

③
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A

系
代
替
注
水
流
量
）
 

③
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B

系
代
替
注
水
流
量
）
 

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量
 

③
高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量

 

③
残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量
 

機
器

動
作

状
態

に
あ

る
流
量
よ
り
，
崩
壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化
量
を
考
慮
し
，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位
を
推
定
す
る
。
 

④
原
子
炉
圧
力
 

④
原
子
炉
圧
力
（
SA
）
 

④
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

差
圧

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
の

満
水

を
推

定
す
る
。
 

 

  

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
】

 

炉
心
の
冷
却
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る

期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水

系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は

「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は

適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場

合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
」
と
す
る
。

 

                                 

No
.1
01
8
コ
メ
ン
ト
修
正

 

66-13-1　4/53

869



  

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
５
 

 

原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
），

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量
 

②
復

水
補

給
水

系
流

量

（
RH
R 

A
系
代
替
注
水

流
量
）
 

②
復

水
補

給
水

系
流

量

（
RH
R 

B
系
代
替
注
水

流
量
）
 

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統
流
量
 

②
高

圧
炉

心
注

水
系

系
統

流
量
 

②
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
 

機
器
動
作
状
態
に
あ
る
流

量
よ
り
，
崩
壊
熱
に
よ
る

原
子
炉
水
位
変
化
量
を
考

慮
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器

内
の
水
位
を
推
定
す
る
。
 

③
原
子
炉
圧
力
 

③
原
子
炉
圧
力
（
SA
）
 

③
格

納
容

器
内

圧
力

（
S/
C）

 

差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容

器
の
満
水
を
推
定
す
る
。
 

※
５
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

 

                 

 

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
】

 

炉
心
の
冷
却
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る

期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水

系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は

「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は

適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場

合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。

 

                                  

No
.1
01
8
コ
メ
ン
ト
修
正

 

66-13-1　5/53

870



  

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

４
．
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動

※
６
 

高
温
停
止

※
６
 

 

高
圧
代
替
注
水
系
 

系
統
流
量
 

①
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
） 

水
源
で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽

水
位
（

SA
）
の
変
化
に
よ

り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補

給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
高
圧
代

替
注
水
系
系
統
流
量
を
推

定
す
る
。
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

系
統
流
量
 

①
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
） 

水
源
で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽

水
位
（

SA
）
の
変
化
に
よ

り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補

給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
原
子
炉

隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量

を
推
定
す
る
。
 

高
圧
炉
心
注
水
系
 

系
統
流
量
 

①
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
） 

水
源
で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽

水
位
（

SA
）
の
変
化
に
よ

り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補

給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
高
圧
炉

心
注
水
系
系
統
流
量
を
推

定
す
る
。
 

※
６
：
高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量
及
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量
に
つ
い
て
は
，
原
子
炉
圧
力
が

１
．
０
３
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
に
適
用
す
る
。

 

         

 

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
各
系
統
・
機
器
が

要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
対
象
と
す
る
。

 

高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量
及
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量
に
つ
い
て
は
，
高
圧
代
替
注
水
系

及
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
適
用
期
間
と
同
様
に
，「

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

１
．
０
３

MP
a[
ga
ge

]以
上
）」

と
す
る
。
 

高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量
に
つ
い
て
は
，
高
圧
炉
心
注
水
系
の
適
用
期
間
と
同
様
に
，「

運
転
，
起
動

及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
 

                                   

No
.1
01
8
コ
メ
ン
ト
修
正

 

66-13-1　6/53

871



  

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
７
 

 

復
水
補
給
水
系
流
量
 

（
RH
R 
A
系
代
替
注
水
 

流
量
）
 

①
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
） 

水
源
で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽

水
位
（
SA
）
の
変
化
に
よ

り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補

給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
復
水
補

給
水
系
流
量
（
RH
R 

A
系

代
替
注
水
流
量
）
を
推
定

す
る
。
 

復
水
補
給
水
系
流
量
 

（
RH
R 
B
系
代
替
注
水
 

流
量
）
 

①
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
） 

水
源
で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽

水
位
（
SA
）
の
変
化
に
よ

り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補

給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
復
水
補

給
水
系
流
量
（
RH
R 

B
系

代
替
注
水
流
量
）
を
推
定

す
る
。
 

残
留
熱
除
去
系
 

系
統
流
量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
 

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー

ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注

水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
） 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
残
留
熱

除
去
系
系
統
流
量
を
推
定

す
る
。
 

※
７
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

         

 

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ

り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷

さ
れ
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー

ル
代
替
注
水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉

の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ

た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト

が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

復
水
補
給
水
系
流
量
 

（
RH
R 
B
系
代
替
注
水
 

流
量
）
 

①
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
） 

水
源
で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽

水
位
（
SA
）
の
変
化
に
よ

り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補

給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容

器
内

圧
力

（
D/
W）

 

②
格

納
容

器
内

圧
力

（
S/
C）

 

②
格
納
容
器
下
部
水
位
 

注
水
先
の
格
納
容
器
内
圧

力
（
D/
W）

又
は
格
納
容
器

内
圧
力
（
S/
C）

よ
り
格
納

容
器
へ
の
注
水
量
を
推
定

す
る
。
 

復
水
補
給
水
系
流
量
 

（
格
納
容
器
下
部
注
水
 

流
量
）
 

①
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
） 

水
源
で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽

水
位
（
SA
）
の
変
化
に
よ

り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補

給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容

器
内

圧
力

（
D/
W）

 

②
格

納
容

器
内

圧
力

（
S/
C）

 

②
格
納
容
器
下
部
水
位
 

注
水
先
の
格
納
容
器
下
部

水
位
の
変
化
に
よ
り
復
水

補
給
水
系
流
量
（
格
納
容

器
下
部
注
水
流
量
）
を
推

定
す
る
。
 

                   

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
各
系
統
・
機
器
が

要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
対
象
と
す
る
。

 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
及
び
格
納
容
器
下
部
注
水
系
と
同
様
に
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停

止
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
 

雰
囲
気
温
度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
の

１
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格
納
容
器
内
圧
力
（
D/
W）

 

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
格

納
容

器
内

圧
力
（

D/
W
）
に
よ
り
ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定
す
る
。
 

③
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
格

納
容

器
内

圧
力
（

S/
C
）
に
よ
り
ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定
す
る
。
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
 

チ
ェ
ン
バ
気
体
温
度
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
に
よ
り

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
気
体
温
度
を
推
定
す
る
。
 

②
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
格

納
容

器
内

圧
力
（

S/
C
）
に
よ
り
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気

体
温
度
を
推
定
す
る
。
 

③
［
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
気
体
温
度
] 

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気

体
温
度
（
常
用
計
器
）
に
よ

り
，
温
度
を
推
定
す
る
。
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
 

チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
 

水
温
度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
の
１
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
気
体
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
気

体
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・

プ
ー

ル
水

温
度

を
推

定
す

る
。
 

   

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
】

 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を

機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，

適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  ７
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

格
納
容
器
内
圧
力
 

（
D/
W）

 

①
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 
格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度

 

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

に
よ

り
格

納
容
器
内
圧
力
（

D/
W
）
を

推
定
す
る
。
 

③
［
格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）
］ 

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

格
納

容
器
内
圧
力
（
D/
W）
（
常
用

計
器
）
に
よ
り
，
圧
力
を
推

定
す
る
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
 

（
S/
C）

 

①
格
納
容
器
内
圧
力
（
D/
W）

 
格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
気
体
温
度
 

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気
体
温
度

に
よ

り
格

納
容

器
内

圧
力

（
S/
C）

を
推
定
す
る
。
 

③
［
格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C)
］ 

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

格
納

容
器
内
圧
力
（
S/
C）
（
常
用

計
器
）
に
よ
り
，
圧
力
を
推

定
す
る
。
 

                  

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
】

 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を

機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，

適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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コ
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

８
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ

ー
ル
水
位
 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 

B
系
代
替
注
水
流
量
）
 

復
水
補
給
水
系
流
量
（
RH

R 
B

系
代

替
注
水
流
量
）

の
注
水

量
に

よ
り
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位

を
推
定
す
る
。
 

②
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（
SA
）
 

水
源

で
あ
る
復
水
貯

蔵
槽
水

位
の

変
化
に
よ
り
，

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー

ル
水
位
を
推
定
す
る
。
な
お
，

復
水

貯
蔵
槽
の
補
給

状
況
も

考
慮

し
た
上
で
注
水

量
を
推

定
す
る
。
 

③
格
納
容
器
内
圧
力
（
D/
W）

 

③
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

差
圧

に
よ
り
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位

を
推
定
す
る
。
 

④
［
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
］
 

監
視

可
能
で
あ
れ
ば

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー

ル
水

位
（
常
用
計
器

）
に
よ

り
，
水
位
を
推
定
す
る
。
 

格
納
容
器
下
部
 

水
位
 

①
主

要
パ
ラ
メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

格
納

容
器
下
部
水
位

の
１
チ

ャ
ン

ネ
ル
が
故
障
し

た
場
合

は
，

他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り

推
定
す
る
。
 

②
復

水
補
給
水
系
流

量
（
格

納
容
器
下
部
注
水
流
量
）
 

復
水

補
給
水
系
流
量

（
格
納

容
器

下
部
注
水
流
量

）
の
注

水
量

に
よ
り
，
格
納

容
器
下

部
水
位
を
推
定
す
る
。
 

③
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（
SA
）
 

水
源

で
あ
る
復
水
貯

蔵
槽
水

位
の

変
化
に
よ
り
，

格
納
容

器
下

部
水
位
を
推
定

す
る
。

な
お

，
復
水
貯
蔵
槽

の
補
給

状
況

も
考
慮
し
た
上

で
注
水

量
を
推
定
す
る
。
 

       

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
】

 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を

機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，

適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。

 

                                      

No
.1
01
8
コ
メ
ン
ト
修
正
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

９
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

格
納
容
器
内
 

水
素
濃
度
 

①
主

要
パ

ラ
メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
の
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場

合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
SA
）
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（
SA
）

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

格
納
容
器
内
 

水
素
濃
度
（
SA
）
 

①
主

要
パ

ラ
メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（
SA
）

の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し

た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

 

10
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量
率
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

格
納
容
器
内
 

雰
囲
気
放
射
線
 

レ
ベ
ル
（
D/
W）

 

①
主

要
パ

ラ
メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線

レ
ベ
ル
（

D/
W）

の
１
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定

す
る
。
 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］ 

監
視
可
能
で
あ
れ
ば
，
エ
リ

ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
有
効
監

視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
の
指
示
値

を
用
い
て
，
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線
量
率
を
推
定

す
る
。
 

格
納
容
器
内
 

雰
囲
気
放
射
線
 

レ
ベ
ル
（
S/
C）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ

ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線

レ
ベ
ル
（

S/
C）

の
１
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定

す
る
。
 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］ 

監
視
可
能
で
あ
れ
ば
，
エ
リ

ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
有
効
監

視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
の
指
示
値

を
用
い
て
，
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線
量
率
を
推
定

す
る
。
 

  

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
】

 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納

容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を

機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。

 

           

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量
率
】

 

燃
料
損
傷
を
推
定
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
大

き
い
期
間
と
し
て
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

11
．
未
臨
界
の
維
持
又
は
監
視
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

起
 

 
動

※
８
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
９
 

 

起
動
領
域
モ
ニ
タ
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

起
動

領
域

モ
ニ

タ
の

１
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
 

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

③
［
制
御
棒
操
作
監
視
系
］
 

制
御
棒
操
作
監
視
系
（
有
効

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
よ
り

全
制

御
棒

が
挿

入
状

態
に

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

場
合
は
，
未
臨
界
状
態
の
維

持
を
推
定
す
る
。
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

平
均
出
力
領
域
 

モ
ニ
タ
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
の

１
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
起
動
領
域
モ
ニ
タ
 

起
動

領
域

モ
ニ

タ
に

よ
り

推
定
す
る
。
 

③
［
制
御
棒
操
作
監
視
系
］
 

制
御
棒
操
作
監
視
系
（
有
効

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
よ
り

全
制

御
棒

が
挿

入
状

態
に

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

場
合
は
，
未
臨
界
状
態
の
維

持
を
推
定
す
る
。
 

［
制
御
棒
操
作
 

監
視
系
］
 

①
起
動
領
域
モ
ニ
タ
 

起
動

領
域

モ
ニ

タ
に

よ
り

推
定
す
る
。
 

②
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
 

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

※
８
：
計
数
領
域
の
場
合
に
適
用
す
る
。
 

※
９
：
起
動
領
域
モ
ニ
タ
周
り
の
燃
料
が
４
体
未
満
の
場
合
は
除
く
。

 

        

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
未
臨
界
の
維
持
又
は
監
視
】

 

制
御
棒
又
は
ほ
う
酸
水
に
よ
り
原
子
炉
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ

る
こ
と
か
ら
，
保
安
規
定
第
２
７
条
に
準
じ
た
期
間
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

12
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
１
）
代
替
循
環
冷
却
系
  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル

水
温
度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
の
１
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
気
体
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
気

体
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・

プ
ー

ル
水

温
度

を
推

定
す

る
。
 

復
水
補
給
水
系
 

温
度
（
代
替
循
環
 

冷
却
）
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
 

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
熱

交
換

量
評

価
か

ら
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ

ー
ル

水
温

度
に

よ
り

推
定

す
る
。
 

復
水
補
給
水
系
 

流
量
（
RH
R 
A
系
 

代
替
注
水
流
量
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

注
水

先
の

原
子

炉
水

位
の

水
位

変
化

に
よ

り
復

水
補

給
水
系
流
量
（
RH
R 

A
系
代

替
注

水
流

量
）

を
推

定
す

る
。
 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推
定
す
る
。
 

            

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
（
代
替
循
環
冷
却
系
）】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
各
系
統
・
機
器
が

要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
対
象
と
す
る
。

 

代
替
循
環
冷
却
系
と
同
様
に
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

復
水
補
給
水
系
 

流
量
（
RH
R 
B
系
 

代
替
注
水
流
量
）
 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A

系
代
替
注
水
流
量
）
 

①
復

水
補

給
水

系
流

量
（

格
納

容
器
下
部
注
水
流
量
）
 

①
復
水
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

 

①
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
位
 

復
水
移

送
ポ
ン
プ
の

注

水
特
性

か
ら
推
定
し

た

総
流
量

よ
り
，
原
子

炉

格
納
容

器
側
へ
の
注

水

量
を
推
定
す
る
。
 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
気
体
温
度
 

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・

チ

ェ
ン
バ

・
プ
ー
ル
水

温

度
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル

雰

囲
気
温

度
，
サ
プ
レ

ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ
ン
バ

気

体
温
度

に
よ
り

，
最

終

ヒ
ー
ト

シ
ン
ク
が
確

保

さ
れ
て

い
る
こ
と
を

推

定
す
る
。
 

復
水
補
給
水
系
 

流
量
（
格
納
容
器
下

部
注
水
流
量
）
 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B

系
代
替
注
水
流
量
）
 

①
復
水
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

 

①
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
位
 

復
水
移

送
ポ
ン
プ
の

注

水
特
性

か
ら
推
定
し

た

総
流
量

よ
り
，
原
子

炉

格
納
容

器
下
部
へ
の

注

水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
格
納
容
器
下
部
水
位
 

注
水
先

の
格
納
容
器

下

部
水
位

の
変
化
に
よ

り

復
水

補
給

水
系

流
量

（
格
納

容
器
下
部
注

水

流
量
）
を
推
定
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

（
２
）
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

水
位
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

の
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

入
口
圧
力
 

①
格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）
 

①
格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）
 

格
納
容
器
内
圧
力
（
D/
W）

又

は
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

の
傾

向
監

視
に

よ
り

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

健
全
性
を
推
定
す
る
。
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

出
口
放
射
線
 

モ
ニ
タ
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

の
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る
。
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

水
素
濃
度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
素

濃
度

の
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
SA
）
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
ガ

ス
が

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

配
管

内
を

通
過
す
る
こ
と
か
ら
，
格
納

容
器
内
水
素
濃
度
（
SA
）
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

金
属
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

金
属

フ
ィ

ル
タ

差
圧

の
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る
。
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

ス
ク
ラ
バ
水

pH
 

①
フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

に
よ

り
ベ

ン
ト

ガ
ス

に
含

ま
れ

る
水

蒸
気

の
凝

縮
に

よ
る

ス
ク

ラ
バ

水
の

希
釈

状
況

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

      

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
（
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
）】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
各
系
統
・
機
器
が

要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
対
象
と
す
る
。

 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
と
同
様
に
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

（
３
）
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射
線
モ
ニ
タ
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

の
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る
。
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

水
素
濃
度
 

①
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
SA
）
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
ガ

ス
が

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

の
配

管
内

を
通

過
す

る
こ
と
か
ら
，
格
納
容
器
内

水
素
濃
度
（

SA
）
に
よ
り
推

定
す
る
。
 

 

（
４
）
残
留
熱
除
去
系
  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
１
０
 

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器
入
口
温
度
 

①
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・

プ
ー

ル
水

温
度

に
よ

り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定
す
る
。
 

残
留
熱
除
去
系
 

熱
交
換
器
出
口
温
度
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入
口
温
度
 

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
熱

交
換

量
評

価
か

ら
推

定
す

る
。
 

②
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

系
統
流
量
 

②
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入
口
冷
却
水
流
量
 

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
系

統
流
量
，
残
留
熱
除
去
系
熱

交
換

器
入

口
冷

却
水

流
量

に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を
推
定
す
る
。
 

残
留
熱
除
去
系
 

系
統
流
量
 

①
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出
圧
力
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
の

注
水
特
性
を
用
い
て
，
残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す
る
。
 

※
10
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

  

 ④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
（
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
）】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
各
系
統
・
機
器
が

要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
対
象
と
す
る
。

 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
と
同
様
に
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。

 

          

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
（
残
留
熱
除
去
系
）】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ

り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷

さ
れ
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー

ル
代
替
注
水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉

の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ

た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト

が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。

 

                

 

No
.1
01
8
コ
メ
ン
ト
修
正

 

66-13-1　17/53

882



  

保
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定
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６
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記
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明
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 13
．
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
 

（
１
）
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
状
態
  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

原
子
炉
水
位
 

（
広
帯
域
）
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
の
１

チ
ャ
ン
ネ
ル

が
故
障

し
た
場

合
は
，
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

原
子
炉
水
位
（
SA
）
に
よ
り
推

定
す
る
。
 

原
子
炉
水
位
 

（
燃
料
域
）
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
１

チ
ャ
ン
ネ
ル

が
故
障

し
た
場

合
は
，
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

原
子
炉
水
位
（
SA
）
に
よ
り
推

定
す
る
。
 

原
子
炉
水
位
（
SA
） 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
），

原

子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
に
よ
り

推
定
す
る
。
 

原
子
炉
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力

の
１
チ

ャ
ン
ネ

ル
が
故
障
し

た
場
合

は
，
他

チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り

推
定
す

る
。
 

②
原
子
炉
圧
力
（
SA
）
 

原
子
炉
圧
力
（
SA
）
に
よ
り
推

定
す
る
。
 

③
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

飽
和
温
度
／

圧
力
の

関
係
を

利
用
し
て
原

子
炉
圧

力
容
器

内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

原
子
炉
圧
力
（
SA
） 

①
原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力

に
よ
り

推
定
す

る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

飽
和
温
度
／

圧
力
の

関
係
を

利
用
し
て
原

子
炉
圧

力
容
器

内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

       

 

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
（
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
状
態
）】

 

原
子
炉
格
納
容
器
外
に
て
冷
却
材
漏
え
い
事
象
が
発
生
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
が
高
圧
の
状
態
で
あ
る
「
運

転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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保
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６
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条
 
条
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記
載
の
説
明
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 （
２
）
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
状
態
  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
 

雰
囲
気
温
度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度

の
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し

た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）
 

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を

利
用

し
て

格
納

容
器

内
圧

力

（
D/
W
）

に
よ

り
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰
囲
気
温
度
を
推
定
す
る
。
 

格
納
容
器
内
 

圧
力
（
D/
W）

 

①
格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）
 
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度
 

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰

囲
気

温
度

に
よ

り
格

納
容

器

内
圧
力
（
D/
W）

を
推
定
す
る
。 

③
［
格
納
容
器
圧
力
（

D/
W）
］ 

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

格
納

容

器
内
圧
力
（
D/
W）
（
常
用
計
器
）

に
よ
り
，
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

 （
３
）
原
子
炉
建
屋
内
の
状
態

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

高
圧

炉
心

注
水

系

ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
（
SA
）
 

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力

(S
A)

の
低

下
に

よ
り

格
納

容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定

す
る
。
 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］
 

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
有
効

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
よ
り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を

推
定
す
る
。
 

残
留
熱
除
去
系
 

ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
（
SA
）
 

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力

(S
A)

の
低

下
に

よ
り

格
納

容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定

す
る
。
 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］
 

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
有
効

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
よ
り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を

推
定
す
る
。
 

    

 

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
（
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
状
態
）】

 

原
子
炉
格
納
容
器
外
に
て
冷
却
材
漏
え
い
事
象
が
発
生
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
が
高
圧
の
状
態
で
あ
る
「
運

転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。

 

                【
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
（
原
子
炉
建
屋
内
の
状
態
）】

 

原
子
炉
格
納
容
器
外
に
て
冷
却
材
漏
え
い
事
象
が
発
生
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
が
高
圧
の
状
態
で
あ
る
「
運

転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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8
コ
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ト
修
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 14
．
水
源
の
確
保

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
１
１
 

 

復
水
貯
蔵
槽
 

水
位
（
SA
）
 

①
高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量

 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A

系
代
替
注
水
流
量
）
 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B

系
代
替
注
水
流
量
）
 

①
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統

流
量
 

①
高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量

 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（
格
納

容
器
下
部
注
水
流
量
）
 

復
水

貯
蔵

槽
を

水
源

と
す

る
ポ
ン
プ
の
注
水
量
か
ら
，

復
水
貯
蔵
槽
水
位
（
SA
）
を

推
定
す
る
。
な
お
，
復
水
貯

蔵
槽

の
補

給
状

況
も

考
慮

し
た

上
で

水
位

を
推

定
す

る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
SA
）
 

②
復
水
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

 

注
水

先
の

原
子

炉
水

位
の

水
位

変
化

に
よ

り
復

水
貯

蔵
槽
水
位
（

SA
）
を
推
定
す

る
。
な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水
位
を
推
定
す
る
。
 

復
水

移
送

ポ
ン

プ
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
，
水

源
で

あ
る

復
水

貯
蔵

槽
水

位
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を
推
定
す
る
。
 

③
［
復
水
貯
蔵
槽
水
位
］
 

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

復
水

貯
蔵
槽
水
位
（
常
用
計
器
）

に
よ

り
，

水
位

を
推

定
す

る
。
 

※
11
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

            

 

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
水
源
の
確
保
】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ

り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷

さ
れ
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー

ル
代
替
注
水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉

の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ

た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト

が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ

ー
ル
水
位
 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 

A
系
代
替
注
水
流
量
）
 

①
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 

B
系
代
替
注
水
流
量
）
 

①
残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量
 

サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
の
水
位
容

量
曲
線

を
用
い

て
，
原
子
炉

格
納
容

器
へ
注

水
す
る
復
水

補
給
水

系
流
量

（
RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）

と
経
過
時
間

よ
り
算

出
し
た

注
水
量
か
ら
推
定
す
る
。
 

ま
た
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
の
水

位
容
量

曲
線
を

用
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
・

プ
ー
ル

水
か
ら

原
子
炉
圧
力

容
器
へ

注
水
す

る
復
水
補
給
水
系
流
量
（
RH
R 

A
系
代
替
注
水
流
量
）
又
は
残

留
熱
除
去
系

系
統
流

量
と
経

過
時
間
よ
り

算
出
し

た
注
水

量
か
ら
推
定
す
る
。
 

②
復
水
移
送

ポ
ン
プ

吐
出
圧

力
 

②
残
留
熱
除

去
系
ポ

ン
プ
吐

出
圧
力
 

復
水
移
送
ポ

ン
プ
，

残
留
熱

除
去
系
ポ
ン

プ
が
正

常
に
動

作
し
て
い
る

こ
と
を

把
握
す

る
こ
と
に
よ

り
，
水

源
で
あ

る
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー

ル
水
位

が
確
保

さ
れ
て
い
る

こ
と
を

推
定
す

る
。
 

③
［
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
］
 

監
視
可
能
で

あ
れ
ば

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー

ル
水
位
（
常

用
計
器

）
に
よ

り
，
水
位
を
推
定
す
る
。
 

             

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
水
源
の
確
保
】

 

各
設
備
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
各
系
統
・
機
器
が

要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
対
象
と
す
る
。

 

保
安
規
定
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
の
水
位
）
で
要
求
さ
れ
る
期
間
と
同
様
に
「
運
転
，
起

動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 15
．
原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
１
２
 

原
子
炉
建
屋
 

水
素
濃
度

※
１
３
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
建
屋

水
素
濃

度
の
１

チ
ャ
ン
ネ
ル

が
故
障

し
た
場

合
は
，
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
 

器
動
作
監
視
装
置

※
１
４
 

静
的
触
媒
式

水
素
再

結
合
器
 

動
作
監
視
装

置
（
静

的
触
媒

式
水
素
再
結

合
器
入

口
／
出

口
の
差
温
度

に
よ
り

水
素
濃

度
を
推
定
）

に
よ
り

推
定
す

る
。
 

※
12
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
13
：「

６
６
－
８
－
２
 
原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
監
視
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
14
：
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
は
１
個
の
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
器
の
出
入
口
に
設
置
し
て
い
る
２
個
の
静
的
 

触
媒
式
水
素
再
結
合
器
動
作
監
視
装
置
を
い
う
。
 

 16
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
酸
素
濃
度

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

格
納
容
器
内
 

酸
素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内

酸
素
濃

度
の
１

チ
ャ
ン
ネ
ル

が
故
障

し
た
場

合
は
，
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

②
格
納
容
器

内
雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ
ル
（
D/
W）

 

②
格
納
容
器

内
雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ
ル
（
S/
C）

 

②
格
納
容
器
内
圧
力
（
D/
W）

 

②
格
納
容
器
内
圧
力
（
S/
C）

 

格
納
容
器
内

雰
囲
気

放
射
線

レ
ベ
ル
（
D/
W）

又
は
格
納
容

器
内
雰
囲
気

放
射
線

レ
ベ
ル

（
S/
C）

に
て
炉
心
損
傷
を
判

断
し
た
後
，

初
期
酸

素
濃
度

と
保
守
的
な

G
値
を
入
力
と

し
た
評
価
結
果
（
解
析
結
果
）

に
よ
り
格
納

容
器
内

酸
素
濃

度
を
推
定
す
る
。
 

事
故
後
の
原

子
炉
格

納
容
器

内
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流
入

有
無
を
把
握

し
，
水

素
燃
焼

の
可
能
性
を
推
定
す
る
。
 

   

 

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
】

 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料

が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
期
間
を

機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水

位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に
て
注

水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，

原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，

高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）

原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉

内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。

 

          【
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
酸
素
濃
度
】

 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納

容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を

機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
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保
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６
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文

 
記
載
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説
明

 
備
考

 

 17
．
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視

※
１
５

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

要
素
 

要
素
 

推
定
方
法
 

使
用

済
燃

料
プ

ー

ル
に

照
射

さ
れ

た

燃
料

を
貯

蔵
し

て

い
る
期
間
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
 

プ
ー
ル
水
位
・
 

温
度
（
SA

広
域
）
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水
位
・
温
度
（
SA
）
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

水

位
・
温
度
（
SA
）
に
よ
り
，
水

位
・
温
度
を
推
定
す
る
。
 

②
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ

ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

放

射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低

レ
ン
ジ
）
に
て
，
使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
の
水
位
を
推
定
す
る
。
 

③
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
監
視
カ
メ
ラ
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

監

視
カ
メ
ラ
に
よ
り
，
使
用
済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す

る
。
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
 

プ
ー
ル
水
位
・
 

温
度
（
SA
）
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水
位
・
温
度（

SA
広
域
） 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

水

位
・
温
度
（
SA

広
域
）
に
よ
り
，

水
位
・
温
度
を
推
定
す
る
。
 

②
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ

ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

放

射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低

レ
ン
ジ
）
に
て
使
用
済
燃
料
プ

ー
ル
の
水
位
を
推
定
す
る
。
 

③
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
監
視
カ
メ
ラ
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

監

視
カ
メ
ラ
に
よ
り
，
使
用
済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す

る
。
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵

プ
ー
ル
放
射
線
 

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン

ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水
位
・
温
度（

SA
広
域
） 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水
位
・
温
度
（
SA
）
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

水

位
・
温
度
(S
A
広
域
)，

(S
A)
に

て
水
位
を
測
定
し
た
後
，
水
位

と
放

射
線

量
率

の
関

係
に

よ

り
放
射
線
量
率
を
推
定
す
る
。
 

②
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
監
視
カ
メ
ラ
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

監

視
カ
メ
ラ
に
よ
り
，
使
用
済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す

る
。
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵

プ
ー

ル
監

視
カ

メ

ラ
(
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
監

視

カ
メ

ラ
用

空
冷

装

置
を
含
む
) 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水
位
・
温
度（

SA
広
域
） 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水
位
・
温
度
（
SA
）
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ

ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

水

位
・
温
度
，
使
用
済
燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル
放
射
線
モ
ニ
タ
に
て
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態

を
推
定
す
る
。
 

※
15
：「

６
６
－
９
－
３
 
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

  

  

④
 
各
計
器
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 【
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
】

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮
蔽
状
況
及
び
臨
界
の

防
止
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る

期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
使

用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 
⑤
 

頻
 
度
 

担
当
 

１
．
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

２
．
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

計
測
制
御
Ｇ
Ｍ
 

      （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
⑥
 

条
 
件
 
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
.主

要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
 

す
る
計
器
す
べ
て
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

Ａ
１
.当

直
長
は
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が

運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

  

３
０
日
間
 

Ｂ
.代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
 

す
る
計
器
す
べ
て
が
動
作
 

不
能
で
あ
る
場
合
 

Ｂ
１
．
 当

直
長
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が

運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

及
び
 

Ｂ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

  

３
０
日
間
 

Ｃ
.１

つ
の
機
能
を
確
認
す
る
 

す
べ
て
の
計
器
が
動
作
不
 

能
で
あ
る
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
機
能
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

３
日
間
 

Ｄ
.運

転
，
起
動
又
は
高
温
停
 

止
に
お
い
て
条
件
Ａ
，
Ｂ
 

又
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
 

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
 

合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

Ｅ
.冷

温
停
止
，
燃
料
交
換
に
 

お
い
て
条
件
Ａ
，
Ｂ
又
は
 

Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間
以
 

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

Ｅ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

 

⑤
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
し
，
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計

測
及
び
制
御
設
備
）
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
同
様
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
行
う
。

 

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

通
常
運
転
中
の
確
認
事
項
は
，
指
示
値
に
よ
り
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
の
確
認
（
振
切
れ
や
他
の
計

器
と
の
差
異
の
有
無
等
の
確
認
）
を
行
う
。

 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１
回
と
す

る
。

 

 ⑥
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
及
び
措
置
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
），

添
付
－
３
）

 

 計
装
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

を
計
測
す
る
計
器
又
は
そ
の
両
方
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

 Ａ
１
．
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
代
替

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
（
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
）
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や

か
に
”
確
認
す
る
。

 

 Ａ
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
“
速
や
か
に
”
講
じ
る
（
事
故
時
計
装
に
お
け
る
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い

場
合
の
措
置
を
準
用
）。

 

 Ａ
３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
重
大
事
故
等

対
処
設
備
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
な
お
，
こ
の
間
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

に
よ
る
監
視
に
よ
り
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
は
可
能
で
あ
る
。

 

 Ｂ
１
．
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

 Ｂ
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
“
速
や
か
に
”
講
じ
る
（
事
故
時
計
装
に
お
け
る
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い

場
合
の
措
置
を
準
用
。）

 

 Ｂ
３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
重
大
事
故
等

対
処
設
備
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
な
お
，
こ
の
間
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

が
動
作
可
能
で
あ
れ
ば
重
大
事
故
等
時
の
対
応
は
可
能
で
あ
る
。

 

 Ｃ
１
．
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
及
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
と
も
に
動
作

不
能
に
な
っ
た
場
合
，
い
ず
れ
か
の
計
器
を
復
旧
さ
せ
る
。
完
了
時
間
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

監
視
す
る
機
能
が
全
喪
失
と
な
る
こ
と
か
ら
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｄ
１
．，

Ｄ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

 Ｅ
１
．
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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第
6
.
4
－
1
図
(
1
)
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
装
設
備
概
要
図
（
そ
の

1
）
 

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
6
6
-
1
3
-
1
の
範
囲

赤
枠

に
て
示
す
 

6
6
-
9
-
3
に
て
整
理

6
6
-
8
-
2
に
て
整
理
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形

t0778977
四角形

t0778977
多角形
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第
6
.
4
－
1
図
(
2
)
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
装
設
備
概
要
図
（
そ
の

2
）
 

 

原
子

炉
格
納
容
器

(R
CC
V
)

ド
ラ
イ

ウ
ェ

ル
(D
/W
)

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ

ン
・

チ
ェ
ン

バ
(S
/C
)

原
子
炉
圧
力
容

器
(R
PV
)

⑲
原
子
炉
圧

力
容

器
温

度
⑳

原
子
炉
圧

力
㉑
原
子
炉
圧

力
（

SA
）

㉒
原
子
炉
水

位
（

広
帯

域
）

㉓
原
子
炉
水

位
（

燃
料

域
）

㉔
原
子
炉
水

位
（

SA
）

㉕
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

雰
囲

気
温
度

㉖
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
気

体
温

度
㉗
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
・

プ
ー

ル
水
温
度

㉘
格
納
容
器

内
圧

力
（

D/
W）

㉙
格
納
容
器

内
圧

力
（

S/
C）

㉚
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
・

プ
ー

ル
水
位

㉛
格
納
容
器

下
部

水
位

㉜
格
納
容
器
内
水
素
濃
度

㉝
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）

㉞
格
納
容
器

内
酸

素
濃

度
㉟
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
（

D/
W）

㊱
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
（

S/
C）

㊲
起
動
領
域
モ
ニ
タ

平
均
出
力

領
域

モ
ニ

タ

㊱
㉝

㉙

㉝

㉚

㉟

㉒
㉓

㉔
㉔

⑳
㉑

⑳

㉒
㉓

㉕

㉟ ㊱㉘

㉜㉞

㉖

⑲

㉗ ㉗ ㉗
㉛ ㉛㉛㉕

㉜㉞
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第 6.4－1 表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様 

 

(1) 原子炉圧力容器温度 

個  数    2 

計測範囲    0～350℃ 

(2) 原子炉圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    0～10MPa[gage] 

(3) 原子炉圧力（SA） 

個  数    1 

計測範囲    0～11MPa[gage] 

(4) 原子炉水位（広帯域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    -3,200～3,500mm *1 

(5) 原子炉水位（燃料域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    2 

計測範囲    -4,000～1,300mm *2 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
所要数・必要容量
関連箇所を赤枠にて示す 
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(6) 原子炉水位（SA） 

個  数    1 

1 

計測範囲    -3,200～3,500mm *1 

-8,000～3,500mm *1 

(7) 高圧代替注水系系統流量 

個  数    1 

計測範囲    0～300m3/h 

(8) 原子炉隔離時冷却系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    1 

計測範囲    0～300m3/h 

(9) 高圧炉心注水系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    2 

計測範囲    0～1,000m3/h 

(10)復水補給水系流量（RHR A 系代替注水流量） 

個  数    1 

計測範囲    6 号炉  0～200m3/h 

7 号炉  0～150m3/h 

(11)復水補給水系流量（RHR B 系代替注水流量） 

個  数    1 

計測範囲    0～350m3/h 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(12)残留熱除去系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    0～1,500m3/h 

(13)復水補給水系流量（格納容器下部注水流量） 

個  数    1 

計測範囲    6 号炉  0～150m3/h 

7 号炉  0～100m3/h 

(14)ドライウェル雰囲気温度 

個  数    2 

計測範囲    0～300℃ 

(15)サプレッション・チェンバ気体温度 

個  数    1 

計測範囲    0～300℃ 

(16)サプレッション・チェンバ・プール水温度 

個  数    3 

計測範囲    0～200℃ 

(17)格納容器内圧力（D/W） 

個  数    1 

計測範囲    0～1,000kPa[abs] 

(18)格納容器内圧力（S/C） 

個  数    1 

計測範囲    0～980.7kPa[abs] 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(19)サプレッション・チェンバ・プール水位 

個  数    1 

計測範囲    -6～11m（T.M.S.L.-7,150～+9,850mm）*3 

(20)格納容器下部水位 

個  数    3 

計測範囲    +1m，+2m，+3m（T.M.S.L.-5,600mm，-4,600mm， 

-3,600mm）*3 

(21)格納容器内水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数    2 

計測範囲    6 号炉  0～30vol% 

7 号炉  0～20vol%／0～100vol% 

(22)格納容器内水素濃度（SA） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数    2 

計測範囲    0～100vol% 

(23)格納容器内雰囲気放射線レベル（D/W） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記載

する。 

(24)格納容器内雰囲気放射線レベル（S/C） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記載

する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(25)起動領域モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉核計装 

個  数    10 

計測範囲    10-1～106s-1（1.0×103～1.0×109cm-2・s-1） 

0～40%又は0～125%（1.0×108～2.0×1013cm-2・s-1） 

(26)平均出力領域モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉核計装 

個  数    4*4 

計測範囲    0～125%（1.2×1012～2.8×1014cm-2・s-1） 

(27)復水補給水系温度（代替循環冷却） 

個  数    1 

計測範囲    0～200℃ 

(28)フィルタ装置水位 

個  数    2 

計測範囲    0～6,000mm 

(29)フィルタ装置入口圧力 

個  数    1 

計測範囲    0～1MPa[gage] 

(30)フィルタ装置出口放射線モニタ 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記載

する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(31)フィルタ装置水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数    2 

計測範囲    0～100vol% 

(32)フィルタ装置金属フィルタ差圧 

個  数    2 

計測範囲    0～50kPa 

(33)フィルタ装置スクラバ水 pH 

個  数    1 

計測範囲    pH0～14 

(34)耐圧強化ベント系放射線モニタ 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記載

する。 

(35)残留熱除去系熱交換器入口温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    0～300℃ 

(36)残留熱除去系熱交換器出口温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    0～300℃ 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(37)原子炉補機冷却水系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    6 号炉  区分Ⅰ，Ⅱ 0～4,000m3/h 

区分Ⅲ   0～3,000m3/h 

7 号炉  区分Ⅰ，Ⅱ 0～3,000m3/h 

区分Ⅲ   0～2,000m3/h 

(38)残留熱除去系熱交換器入口冷却水流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    6 号炉  0～2,000m3/h 

7 号炉  0～1,500m3/h 

(39)高圧炉心注水系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    2 

計測範囲    0～12MPa[gage] 

(40)残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数    3 

計測範囲    0～3.5MPa[gage] 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(41)復水貯蔵槽水位（SA） 

個  数    1 

計測範囲    6 号炉  0～16m 

7 号炉  0～17m 

(42)復水移送ポンプ吐出圧力 

個  数    3 

計測範囲    0～2MPa[gage] 

(43)原子炉建屋水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数    8 

計測範囲    0～20vol% 

(44)静的触媒式水素再結合器 動作監視装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数    4 

計測範囲    0～300℃ 

(45)格納容器内酸素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数    2 

計測範囲    6 号炉  0～30vol% 

7 号炉  0～10vol%／0～30vol% 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(46)使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA 広域） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様

に記載する。 

(47)使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様

に記載する。 

(48)使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記載

する。 

(49)使用済燃料貯蔵プール監視カメラ（使用済燃料貯蔵プール監視カメラ

用空冷装置を含む） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様

に記載する。 

(50)安全パラメータ表示システム（SPDS） 

第 10.12－2 表 通信連絡を行うために必要な設備（常設）の主要機器

仕様に記載する。 

*1：基準点は蒸気乾燥器スカート下端（原子炉圧力容器零レベルより

1,224cm） 

*2：基準点は有効燃料棒頂部（原子炉圧力容器零レベルより 905cm） 

*3：T.M.S.L.＝東京湾平均海面 

*4：局部出力領域モニタの検出器は 208 個であり，平均出力領域モニタ

の各チャンネルには，52 個ずつの信号が入力される。 

 

 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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c. 可搬型スプレイヘッダ（6号及び 7号炉共用） 

数  量    1（予備 1） 

d. 常設スプレイヘッダ 

数  量    1 

(2) 原子炉建屋放水設備 

a. 大容量送水車（原子炉建屋放水設備用）（6号及び 7号炉共用） 

第 9.7－1 表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の

主要機器仕様に記載する。 

b. 放水砲（6号及び 7号炉共用） 

第 9.7－1 表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の

主要機器仕様に記載する。 

(3) 使用済燃料プール監視設備 

a. 使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA 広域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数    1（検出点 14 箇所） 

計測範囲    水位 6 号炉  T.M.S.L. 20,180～31,170mm 

   7 号炉  T.M.S.L. 20,180～31,123mm 

温度 0～150℃ 

b. 使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数    1（検出点 8箇所） 

計測範囲    水位 6 号炉  T.M.S.L. 23,420～30,420mm 

   7 号炉  T.M.S.L. 23,373～30,373mm 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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温度 0～150℃ 

c. 使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記

載する。 

d. 使用済燃料貯蔵プール監視カメラ（使用済燃料貯蔵プール監視カメ

ラ用空冷装置を含む。） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数    1 

(4) 燃料プール冷却浄化系 

a. ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・燃料プール冷却浄化系 

台  数    1（予備 1※1） 

容  量    約 250m3/h/台 

全 揚 程    約 80m 

※1 6 号炉は代替循環冷却系と同時に使用する

場合を除く。 

b. 熱交換器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・燃料プール冷却浄化系 

基  数    1（予備 1※2） 

伝熱容量    約 1.9MW 

※2 代替循環冷却系と同時に使用する場合を除

く。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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(2) プロセス放射線モニタリング設備 

a. 格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（通常運転時等） 

個  数    2 

計測範囲    10-2～105Sv/h 

b. 格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（通常運転時等） 

個  数    2 

計測範囲    10-2～105Sv/h 

c. フィルタ装置出口放射線モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数    2 

計測範囲    10-2～105mSv/h 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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d. 耐圧強化ベント系放射線モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数    2 

計測範囲    10-2～105mSv/h 

(3) エリア放射線モニタリング設備 

a. 使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料プールの冷却等のための設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

高レンジ 

個  数    1 

計測範囲    101～108mSv/h 

低レンジ 

個  数    1 

計測範囲    6 号炉  10-2～105mSv/h 

7 号炉  10-3～104mSv/h 

b. 可搬型エリアモニタ（対策本部）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

種  類    半導体 

計測範囲    0.001～99.9mSv/h 

個  数    1（予備 1※1） 

※1 可搬型エリアモニタ（待機場所）と一部 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第 5.1－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（15/19） 

1.15 事故時の計装に関する手順等 

方
針
目
的 

重大事故等が発生し，計測機器の故障により，当該重大事故等に対処するために監視することが

必要なパラメータを計測することが困難となった場合において，当該パラメータを推定するために

有効な情報を把握するため，計器故障時の対応，計器の計測範囲を超えた場合への対応，計器電源

喪失時の対応，計測結果を記録する手順等を整備する。 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
及
び
分
類 

重大事故等に対処するために監視することが必要となるパラメータを技術的能力に係る審査基準

1.1～1.15 の手順着手の判断基準及び操作手順に用いるパラメータ並びに有効性評価の判断及び確

認に用いるパラメータから抽出し，これを抽出パラメータとする。 

抽出パラメータのうち，炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策等を成功させるために把握

することが必要な発電用原子炉施設の状態を直接監視するパラメータを主要パラメータとする。 

また，計器の故障，計器の計測範囲（把握能力）の超過及び計器電源の喪失により，主要パラメ

ータを計測することが困難となった場合において，主要パラメータの推定に必要なパラメータを代

替パラメータとする。 

一方，抽出パラメータのうち，発電用原子炉施設の状態を直接監視することはできないが，電源

設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の設備の運転状態により発電用原子炉

施設の状態を補助的に監視するパラメータを補助パラメータとする。 

 

主要パラメータは，以下のとおり分類する。 

・重要監視パラメータ 

主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設備としての要求事項を

満たした計器を少なくとも 1つ以上有するパラメータをいう。 

・有効監視パラメータ 

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，計測することが困難とな

った場合にその代替パラメータが重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器で計

測されるパラメータをいう。 

代替パラメータは，以下のとおり分類する。 

・重要代替監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事故等対処設備としての要求事項

を満たした計器を少なくとも 1つ以上有するパラメータをいう。 

・有効監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測されるパラメータをい

う。 

 

 

  

添付-2-(2)　設置変更許可申請書　添付十所要数，必要容量
関連箇所を赤枠にて示す

66-13-1　41/53

906

t0778977
四角形

t0778977
四角形



 10－5－120（その2） 8 

対
応
手
段
等 

監
視
機
能
喪
失
時 

計
器
故
障
時 

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
る
計
測 

主要パラメータを計測する多重化された重要計器が，計器の故障により計

測することが困難となった場合において，他チャンネルの重要計器により計

測できる場合は，当該計器を用いて計測を行う。 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定 

主要パラメータを計測する計器の故障により主要パラメータの監視機能が

喪失した場合は，代替パラメータにより主要パラメータを推定する。 

推定に当たり，使用する計器が複数ある場合は，代替パラメータと主要パ

ラメータの関連性，検出器の種類，使用環境条件，計測される値の不確かさ

等を考慮し，使用するパラメータの優先順位をあらかじめ定める。 

代替パラメータによる主要パラメータの推定は，以下の方法で行う。 

・同一物理量（温度，圧力，水位，放射線量率，水素濃度及び中性子束）

により推定 

・水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量及び吐出圧力により

推定 

・流量を注水源又は注水先の水位変化を監視することにより推定 

・除熱状態を温度，圧力，流量等の傾向監視により推定 

・必要な pH が確保されていることを，フィルタ装置水位の水位変化によ

り推定 

・圧力又は温度を水の飽和状態の関係により推定 

・注水量を注水先の圧力から注水特性の関係により推定 

・原子炉格納容器内の水位を格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により推定 

・未臨界状態の維持を制御棒の挿入状態により推定 

・酸素濃度をあらかじめ評価したパラメータの相関関係により推定 

・水素濃度を装置の作動状況により推定 

・エリア放射線モニタの傾向監視により格納容器バイパス事象が発生した

ことを推定 

・原子炉格納容器への空気（酸素）の流入の有無を原子炉格納容器内圧力

により推定 

・使用済燃料プールの状態を同一物理量(温度及び水位)，あらかじめ評価

した水位と放射線量率の相関関係及びカメラによる監視により，使用済

燃料プールの水位又は必要な水遮蔽が確保されていることを推定 

・原子炉圧力容器内の圧力と原子炉格納容器内の圧力（S/C）の差圧によ

り原子炉圧力容器の満水状態を推定 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書　添付十

66-13-1　42/53

907

t0778977
四角形
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パ
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よ
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主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

原
子

炉
圧
力
容
器
温
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
原
子
炉
圧

力
 

②
原
子
炉
圧

力
（

SA
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

③
残
留
熱
除

去
系
熱

交
換
器

入
口
温

度
 

①
原

子
炉
圧

力
容
器

温
度
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

の
監

視
が
不
可

能
と
な
っ

た
場
合
は

，
原
子
炉

水
位
か

ら
原
子
炉

圧
力
容
器

内
が
飽
和

状
態
に

あ

る
と

想
定

す
る

こ
と

で
，

原
子

炉
圧
力
よ
り
飽
和

温
度
／
圧
力
の
関
係

を
利
用
し
て
原
子

炉
圧
力
容
器
内
の
温

度
を
推
定

す
る

。
 

 
ま

た
，

ス
ク

ラ
ム

後
，

原
子

炉
水
位
が

有
効
燃
料

棒
頂
部
に

到
達
す
る

ま
で
の

経
過
時
間

よ
り

原
子

炉
圧
力
容

器
温
度

を

推
定

す
る
。
 

③
残

留
熱
除

去
系
が

運
転
状

態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱

除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子

炉
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
原
子
炉
圧

力
（

SA
）
 

③
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

③
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

③
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

③
原
子
炉
圧

力
容
器

温
度
 

①
原

子
炉
圧

力
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉
圧

力
の
監

視
が
不

可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，

原
子
炉
圧
力
（

SA
）

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容
器
内

が
飽
和
状

態
に
あ
る

と
想
定
す

る
こ
と

で
，
原
子

炉
圧
力
容

器
温
度
よ

り
飽
和

温

度
／

圧
力
の

関
係
を

利
用
し

て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原
子

炉
圧
力
（

SA
）
 

①
原
子
炉
圧

力
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

②
原
子
炉
圧

力
容
器

温
度
 

①
原

子
炉
圧

力
（
SA
）

の
監

視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，

原
子
炉
圧
力

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容
器
内

が
飽
和
状

態
に
あ
る

と
想
定
す

る
こ
と

で
，
原
子

炉
圧
力
容

器
温
度
よ

り
飽
和

温

度
／

圧
力
の

関
係
を

利
用
し

て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
原

子
炉
圧

力
容
器

内
の
圧
力
を
直
接
計
測
す
る
原
子
炉
圧
力

を
優
先
す
る

。
 

 
 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補1
同等な機能を有することの説明
関連箇所を赤枠にて示す 
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子

炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子

炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

③
高
圧
代
替

注
水
系

系
統
流

量
 

③
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
A
系

代
替

注
水

流
量
）
 

③
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系

代
替

注
水

流
量
）
 

③
原
子
炉
隔

離
時
冷

却
系
系

統
流
量
 

③
高
圧
炉
心

注
水
系

系
統
流

量
 

③
残
留
熱
除

去
系
系

統
流
量
 

④
原
子
炉
圧

力
 

④
原
子
炉
圧

力
（

SA
）
 

④
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

①
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
）
，

原
子

炉
水

位
（
燃
料

域
）

の
1
チ
ャ
ン

ネ
ル
が

故
障
し
た

場
合
は
，

他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ

り

推
定

す
る
。
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

（
S
A
）

に
よ

り
推

定
す
る

。
 

③
高

圧
代
替

注
水
系

系
統
流

量
，
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A
系
代
替
注
水
流
量

），
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R
 B

系
代

替
注

水
流

量
）
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
，

高
圧

炉
心

注
水

系
系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

の
う

ち

機
器

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
よ

り
，
崩
壊

熱
に
よ
る

原
子
炉
水

位
変
化
量

を
考
慮

し
，
原
子

炉
圧
力
容

器
内
の
水

位
を
推

定
す

る
。
 

④
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

に
よ
り
主

蒸
気
配
管

よ
り

上
ま

で
注
水
し

，
原
子

炉
圧
力
，

原
子
炉
圧

力
（

SA
）

と
格
納

容

器
内

圧
力
（
S/
C）

の
差

圧
か
ら

原
子
炉
圧
力
容
器
の
満
水
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原
子

炉
水
位
（

SA
）
 

①
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

①
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
高
圧
代
替

注
水
系

系
統
流

量
 

②
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
A
系

代
替

注
水

流
量
）
 

②
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系

代
替

注
水

流
量
）
 

②
原
子
炉
隔

離
時
冷

却
系
系

統
流
量
 

②
高
圧
炉
心

注
水
系

系
統
流

量
 

②
残
留
熱
除

去
系
系

統
流
量
 

③
原
子
炉
圧

力
 

③
原
子
炉
圧

力
（

SA
）
 

③
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

①
原

子
炉

水
位

（
SA

）
の

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

に
よ
り

推
定
す

る
。
 

②
高

圧
代
替

注
水
系

系
統
流

量
，
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A
系
代
替
注
水
流
量

），
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R
 B

系
代

替
注

水
流

量
）
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
，

高
圧

炉
心

注
水

系
系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

の
う

ち

機
器

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
よ

り
，
崩
壊

熱
に
よ
る

原
子
炉
水

位
変
化
量

を
考
慮

し
，
原
子

炉
圧
力
容

器
内
の
水

位
を
推

定
す

る
。
 

③
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

に
よ
り
主

蒸
気
配
管

よ
り
上
ま

で
注
水
し

，
原
子

炉
圧
力
，

原
子
炉
圧

力
（

SA
）

と
格
納

容

器
内

圧
力
（
S/
C）

の
差

圧
か
ら

原
子
炉
圧
力
容
器
の
満
水
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
原

子
炉
圧

力
容
器

内
の
水
位
を
直
接
計
測
す
る
原
子
炉
水
位
を
優
先
す
る

。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

高
圧

代
替
注
水
系
系
統
流
量
 

①
復
水
貯
蔵

槽
水
位

（
SA
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

①
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

の
監
視
が

不
可
能
と

な
っ
た
場

合
は
，
水

源
で
あ

る
復
水
貯

蔵
槽
水
位

（
SA
）
の

変
化
に

よ

り
注

水
量
を

推
定
す

る
。
な

お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
注

水
先
の

原
子
炉

水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
環

境
悪
化

の
影
響

が
小
さ
い
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）
を
優
先
す
る
。

 

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R
 
A

系
代

替
注

水
流
量
）

＊
 

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R
 
B

系
代

替
注

水
流
量
）
 

 ＊
代

替
循

環
冷

却
系

運
転

時
は

「
最

終
ヒ

ー
ト
シ
ン

ク
の

確
保

」
を

参
照
 

①
復
水
貯
蔵

槽
水
位

（
SA
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

①
復

水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
A
系
代
替
注
水
流
量

），
復
水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量

）
の
監
視
が
不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る
復
水

貯
蔵
槽
水

位
（

SA
）

の
変
化

に
よ
り
注

水
量
を
推

定
す
る
。

な
お
，
復

水
貯
蔵

槽
の

補
給
状

況
も
考

慮
し
た

上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

復
水

補
給

水
系

流
量

（
R
HR

 
A

系
代

替
注

水
流

量
）
，

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R 
B
系

代
替

注
水

流
量
）

を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
環

境
悪
化

の
影
響

が
小
さ
い
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）
を
優
先
す
る
。

 

原
子

炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量
 

①
復
水
貯
蔵

槽
水
位

（
SA
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量
の
監

視
が
不
可

能
と
な
っ

た
場
合
は

，
水
源

で
あ
る
復

水
貯
蔵
槽

水
位
（

SA
）
の
変

化

に
よ

り
注
水

量
を
推

定
す
る

。
な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
注

水
先
の

原
子
炉

水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
環

境
悪
化

の
影
響

が
小
さ
い
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）
を
優
先
す
る
。

 

高
圧

炉
心
注
水
系
系
統
流
量
 

①
復
水
貯
蔵

槽
水
位

（
SA
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

①
高

圧
炉

心
注

水
系

系
統

流
量

の
監
視
が

不
可
能
と

な
っ
た
場

合
は
，
水

源
で
あ

る
復
水
貯

蔵
槽
水
位

（
SA
）
の

変
化
に

よ

り
注

水
量
を

推
定
す

る
。
な

お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
注

水
先
の

原
子
炉

水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
環

境
悪
化

の
影
響

が
小
さ
い
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）
を
優
先
す
る
。
 

残
留

熱
除
去
系
系
統
流
量
 

①
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・

プ
ー

ル
水

位
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，
水
源

で
あ
る

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ

・
プ
ー

ル

水
位

の
変
化

に
よ
り

注
水
量

を
推
定
す
る
。
 

②
注

水
先
の

原
子
炉

水
位
の

水
位
変
化
に
よ
り
残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
水

源
で
あ

る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
を
優
先
す
る

。
 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の

注 水 量 

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R
 
B

系
代

替
注

水
流
量
）

＊
 

復
水

補
給

水
系

流
量

（
格

納
容

器
下

部
注

水
流
量
）

＊
 

 ＊
代

替
循

環
冷

却
系

運
転

時
は

「
最

終
ヒ

ー
ト
シ
ン

ク
の

確
保

」
を

参
照

 

①
復
水
貯
蔵

槽
水
位

（
SA
）
 

②
格
納
容
器

内
圧
力

（
D/
W）

 

②
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

②
格
納
容
器

下
部
水

位
 

①
復

水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量

），
復
水
補
給
水
系
流
量
（
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
）
の
監
視
が
不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る
復
水

貯
蔵
槽
水

位
（

SA
）

の
変
化
に

よ
り
注

水
量
を
推

定
す
る
。

な
お
，
復

水
貯
蔵

槽
の

補
給
状

況
も
考

慮
し
た

上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
注

水
先
の

格
納
容

器
内
圧

力
（
D/
W）

又
は
格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

よ
り
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注

水
先
の

格
納
容

器
下
部

水
位
の
変
化
に
よ
り
復
水
補
給
水
系
流
量
（
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
）
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
環

境
悪
化

の
影
響

が
小
さ
い
復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）
を
優
先
す
る
。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
格
納
容
器

内
圧
力

（
D/
W）

 

③
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

①
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル
雰

囲
気
温

度
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監
視
が

不
可
能
と

な
っ
た
場

合
は
，
飽

和
温
度

／
圧
力
の

関
係
を
利

用
し
て
格

納
容
器

内

圧
力

（
D/
W）

に
よ

り
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル
雰
囲
気
温
度
を
推
定
す
る
。
 

③
格

納
容
器

内
圧
力
（

S/
C）

に
よ

り
，
上
記
②
と
同
様
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

気
体

温
度
 

①
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・

プ
ー

ル
水

温
度
 

②
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

③
[サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
気
体

温
度
]＊

2  

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
気
体
温

度
の
監
視

が
不
可
能

と
な
っ
た

場
合
は

，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン

・
チ
ェ
ン

バ
・
プ

ー

ル
水

温
度
に

よ
り
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気
体
温
度
を
推
定
す
る
。
 

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

格
納

容
器

内
圧

力
（

S
/C
）

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
気

体
温

度
を

推
定

す
る
。
 

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気
体
温
度
（
常
用
計
器
）
に
よ
り
，
温
度
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ
ン
バ
内

に
あ
る

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度

を
優
先
す
る
。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

・

プ
ー

ル
水
温
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
気

体
温

度
 

①
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度

の
1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定

す
る

。
 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・
プ
ー

ル
水
温
度

の
監
視
が

不
可
能
と

な
っ
た

場
合
は
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ

気
体

温
度
に

よ
り
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

格
納

容
器
内
圧
力
（

D/
W）

 

①
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

②
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
雰

囲
気
温

度
 

③
[格

納
容
器
内

圧
力
（
D/
W）

]
＊

2  

①
格

納
容

器
内

圧
力

（
D/
W
）

の
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

内
圧

力
（

S/
C
）

に
よ

り
推

定
す

る
。
 

②
飽

和
温
度

／
圧
力

の
関
係

を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度
に
よ
り
格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

を
推
定
す
る
。
 

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
格
納

容
器
内
圧
力
（
D/
W）
（
常
用
計
器
）
に
よ
り
，
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
真

空
破
壊

装
置
，

連
通
孔
及
び
ベ
ン
ト
管
を
介
し
て
均
圧
さ
れ
る
格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

を
優
先
す
る
。

 

格
納

容
器
内
圧
力
（

S/
C）

 

①
格
納
容
器

内
圧
力

（
D/
W）

 

②
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
気

体
温

度
 

③
[格

納
容
器
内

圧
力
（
S/
C）

]
＊

2  

①
格

納
容

器
内

圧
力

（
S/
C
）

の
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

内
圧

力
（

D/
W
）

に
よ

り
推

定
す

る
。
 

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

気
体

温
度

に
よ

り
格

納
容

器
内

圧
力

（
S
/C
）

を

推
定

す
る
。
 

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
格
納

容
器
内
圧
力
（
S/
C）
（
常
用
計
器
）
に
よ
り
，
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
真

空
破
壊

装
置
，

連
通
孔
及
び
ベ
ン
ト
管
を
介
し
て
均
圧
さ
れ
る
格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

を
優
先
す
る
。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

・

プ
ー

ル
水
位
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系

代
替

注
水

流
量

）
 

②
復
水
貯
蔵

槽
水
位

（
SA
）
 

③
格
納
容
器

内
圧
力

（
D/
W）

 

③
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

④
[サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
・
プ

ー
ル

水
位
]＊

2  

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・
プ
ー

ル
水
位
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場

合
は
，
復

水
補
給
水

系
流
量
（

RH
R 

B
系

代
替

注
水
流

量
）
の

注
水
量

に
よ
り
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
を
推
定
す
る
。
 

②
水

源
で

あ
る

復
水

貯
蔵

槽
水

位
の
変
化

に
よ
り
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
・
プ
ー

ル
水
位
を

推
定
す
る

。
な
お

，

復
水

貯
蔵
槽

の
補
給

状
況
も

考
慮
し
た
上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

（
上

記
①

，
②

の
推

定
方

法
は

，
注

水
量
及

び
水
源
の

水
位
変
化

か
ら
算
出

し
た
水

量
が
全
て

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

へ
移

行
す

る
場

合
を

想
定
し
て

お
り
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ

・
プ
ー

ル
水
位
の

計
測
目
的

（
ウ
ェ
ッ

ト
ウ

ェ
ル

ベ
ン

ト
の

操
作

可
否

判
断

（
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
高

さ
-1
m
：

9.
1m
）

を
把

握
す

る
こ

と
）

か
ら

考
え

る
と

保
守

的
な

評

価
と

な
る
こ

と
か
ら

問
題
な

い
。
）
 

③
格

納
容

器
内

圧
力

（
D/
W
）

と
格
納
容

器
内
圧
力

（
S/
C）

の
差
圧

に
よ
り
サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
・

プ
ー
ル

水
位

を
推

定
す
る

。
 

④
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位

（
常
用
計
器
）
に
よ
り
，
水
位
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
注

水
先
に

近
い
復

水
補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）
を
優
先
す
る
。
 

格
納

容
器
下
部
水
位
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
復
水
補
給

水
系
流

量
（
格

納
容
器

下
部

注
水

流
量

）
 

③
復
水
貯
蔵

槽
水
位

（
SA
）
 

①
格

納
容
器

下
部
水

位
の

1
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容

器
下

部
水

位
の

監
視

が
不
可
能

と
な
っ
た

場
合
は
，

復
水
補
給

水
系
流

量
（

格
納

容
器
下
部

注
水
流
量

）
の
注

水

量
に

よ
り
，

格
納
容

器
下
部

水
位
を
推
定
す
る
。
 

③
水

源
で

あ
る

復
水

貯
蔵

槽
水

位
の
変
化

に
よ
り
，

格
納
容
器

下
部
水
位

を
推
定

す
る
。

な
お
，
復
水

貯
蔵
槽
の

補
給
状

況

も
考

慮
し
た

上
で
注

水
量
を

推
定
す
る
。

 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の

水 素 濃 度 

格
納

容
器
内
水
素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
格
納
容
器

内
水
素

濃
度
（
SA
）
 

①
格

納
容
器

内
水
素

濃
度
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容
器

内
水
素

濃
度
の

監
視
が

不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

格
納

容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
格
納
容
器

内
水
素

濃
度
 

①
格

納
容
器

内
水
素

濃
度
（
SA
）
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容
器

内
水
素

濃
度
（
SA
）
の
監
視
が

不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

放 射 線 量 率 

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
レ

ベ
ル

（
D/

W）
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
[エ

リ
ア
放
射

線
モ
ニ

タ
]＊

2  

①
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放

射
線

レ
ベ
ル
（

D/
W
）

の
1
チ

ャ
ン
ネ
ル

が
故
障
し
た

場
合
は
，

他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ

り
推
定

す

る
。
 

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
，

エ
リ

ア
放
射
線

モ
ニ
タ
（

有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー

タ
）
の

指
示
値
を

用
い
て
，

原
子
炉
格

納
容
器

内

の
放

射
線
量

率
を
推

定
す
る

。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
レ

ベ
ル

（
S/

C）
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
[エ

リ
ア
放
射

線
モ
ニ

タ
]＊

2  

①
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放

射
線

レ
ベ
ル
（

S/
C
）

の
1
チ

ャ
ン
ネ
ル

が
故
障
し
た

場
合
は
，

他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ

り
推
定

す

る
。
 

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
，

エ
リ

ア
放
射
線

モ
ニ
タ
（

有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー

タ
）
の

指
示
値
を

用
い
て
，

原
子
炉
格

納
容
器

内

の
放

射
線
量

率
を
推

定
す
る

。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視 

起
動

領
域
モ
ニ
タ
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
平
均
出
力

領
域
モ

ニ
タ
 

③
[制

御
棒
操
作

監
視
系
]＊

2  

①
起

動
領
域

モ
ニ
タ
の

1
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
起

動
領
域

モ
ニ
タ
の

監
視

が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視
パ
ラ

メ
ー
タ
）

に
よ
り
全

制
御
棒
が

挿
入
状

態
に
あ
る

こ
と
が
確

認
で
き
る

場
合
は

，

未
臨

界
状
態

の
維
持

を
推
定

す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

平
均

出
力
領
域
モ
ニ
タ
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
起
動
領
域

モ
ニ
タ
 

③
[制

御
棒
操
作

監
視
系
]＊

2  

①
平

均
出
力

領
域
モ

ニ
タ
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
平

均
出
力

領
域
モ

ニ
タ
の

監
視
が

不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
起
動
領
域
モ
ニ
タ
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視
パ
ラ

メ
ー
タ
）

に
よ
り
全

制
御
棒
が

挿
入
状

態
に
あ
る

こ
と
が
確

認
で
き
る

場
合
は

，

未
臨

界
状
態

の
維
持

を
推
定

す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

[制
御

棒
操

作
監
視
系

]＊
2  

①
起
動
領
域

モ
ニ
タ
 

②
平
均
出
力

領
域
モ

ニ
タ
 

①
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視
パ
ラ

メ
ー
タ
）

の
監
視
が

不
可
能
と

な
っ
た

場
合
は
，

起
動
領
域

モ
ニ
タ
に

よ
り
推

定

す
る

。
 

②
平

均
出
力

領
域
モ

ニ
タ
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
低

出
力
領

域
を
監

視
す
る
起
動
領
域
モ
ニ
タ
を
優
先
す
る

。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

代 替 循 環 冷 却 系 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

・

プ
ー

ル
水
温
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
気

体
温

度
 

①
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度

の
1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定

す
る

。
 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・
プ
ー

ル
水
温
度

の
監
視
が

不
可
能
と

な
っ
た

場
合
は
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ

気
体

温
度
に

よ
り
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

復
水

補
給

水
系

温
度

（
代

替
循

環
冷

却
）
 

①
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・

プ
ー

ル
水

温
度
 

①
復

水
補

給
水

系
温

度
（

代
替

循
環
冷
却

）
の
監
視

が
不
可
能

と
な
っ
た

場
合
は

，
熱
交
換

器
ユ
ニ
ッ

ト
の
熱
交

換
量
評

価

か
ら

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R
 
A

系
代

替
注

水
流
量
）
 

①
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

①
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

①
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

②
原
子
炉
圧

力
容
器

温
度
 

①
復

水
補

給
水

系
流

量
（

RH
R 
A

系
代
替

注
水
流
量

）
の
監
視

が
不
可
能

と
な
っ

た
場
合
は

，
注
水
先

の
原
子
炉

水
位
の

水

位
変

化
に
よ

り
復
水

補
給
水

系
流
量
（
R
HR
 A

系
代
替
注
水
流
量

）
を
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉
圧

力
容
器

温
度
に

よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
注

水
先
の

原
子
炉

水
位
を
優
先
す
る

。
 

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R
 
B

系
代

替
注

水
流
量
）
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
A
系

代
替

注
水

流
量
）
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
格

納
容
器

下
部

注
水

流
量
）
 

①
復
水
移
送

ポ
ン
プ

吐
出
圧

力
 

①
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

①
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・

プ
ー

ル
水

位
 

②
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・

プ
ー

ル
水

温
度
 

②
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
雰

囲
気
温

度
 

②
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
気

体
温

度
 

①
復

水
補

給
水

系
流

量
（

RH
R 
B

系
代
替

注
水
流
量

）
の
監
視

が
不
可
能

と
な
っ

た
場
合
は

，
原
子
炉

圧
力
容
器

側
の
流

量

計
で

あ
る

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R 

A
系

代
替
注

水
流
量

）
又
は
原

子
炉
格
納

容
器
下
部

側
の
流

量
計
で
あ

る
復
水
補

給
水

系
流

量
（
格

納
容

器
下

部
注

水
流
量

）
と
復
水

移
送
ポ
ン

プ
吐
出
圧

力
，

格
納
容
器
内

圧
力
（

S/
C
）
，
サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・

プ
ー

ル
水

位
か
ら
復

水
移
送
ポ

ン
プ
の
注

水
特
性
か

ら
推
定

し
た
総
流

量
よ
り
，

原
子
炉
格

納
容
器

側
へ

の
注
水

量
を
推

定
す
る

。
 

②
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
冷

却
に
お
い

て
，
復
水

補
給
水
系

流
量
（

RH
R 

B
系

代
替
注
水

流
量

）
の

監
視
が
不

可
能
と

な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ
ェ

ン
バ
・
プ

ー
ル
水
温

度
，
ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
雰
囲
気

温
度
，
サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・

チ
ェ

ン
バ
気

体
温
度

に
よ
り

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
復

水
補

給
水

系
流

量
（

RH
R 

A
系

代
替
注

水
流
量

），
復

水
補
給
水
系

流
量
（

格
納
容
器
下

部
注
水
流

量
），

復
水

移
送

ポ
ン
プ

吐
出
圧

力
，
格

納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
を
優
先
す
る

。
 

復
水

補
給

水
系

流
量

（
格

納
容

器
下

部
注

水
流
量
）
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系

代
替

注
水

流
量
）
 

①
復
水
移
送

ポ
ン
プ

吐
出
圧

力
 

①
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

①
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・

プ
ー

ル
水

位
 

②
格
納
容
器

下
部
水

位
 

①
復

水
補

給
水

系
流

量
（
格

納
容

器
下
部

注
水
流
量

）
の
監
視

が
不
可
能

と
な
っ

た
場
合
は

，
原
子
炉

格
納
容
器

側
の
流

量

計
で

あ
る

復
水

補
給

水
系

流
量

（
RH
R 

B
系

代
替

注
水

流
量

）
と

復
水

移
送

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
，

格
納

容
器

内
圧

力

（
S/
C
）
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン
バ

・
プ
ー
ル

水
位

か
ら

復
水
移
送

ポ
ン
プ

の
注
水
特

性
か
ら
推

定
し
た
総

流
量

よ

り
，

原
子
炉

格
納
容

器
下
部

へ
の
注
水
量
を
推
定
す
る
。
 

②
復

水
補

給
水

系
流

量
（
格

納
容

器
下
部

注
水
流
量

）
の
監
視

が
不
可
能

と
な
っ

た
場
合
は

，
注
水
先

の
格
納
容

器
下
部

水

位
の

変
化
に

よ
り
復

水
補
給

水
系
流
量
（
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
）
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
復

水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）
，
復
水
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
，
格
納
容
器
内
圧
力
（
S
/C
）
，

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
位
を
優
先
す
る

。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 

フ
ィ

ル
タ
装
置
水
位
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

①
フ

ィ
ル
タ

装
置
水

位
の

1
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

フ
ィ

ル
タ
装
置
入
口
圧
力
 

①
格
納
容
器

内
圧
力

（
D/
W）

 

①
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

内
圧

力
（

D/
W
）

又
は

格
納

容
器

内
圧

力

（
S/
C）

の
傾
向

監
視
に

よ
り
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置

の
健
全
性
を
推
定
す
る
。
 

フ
ィ

ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

①
フ

ィ
ル
タ

装
置
出

口
放
射

線
モ
ニ
タ
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

フ
ィ

ル
タ
装
置
水
素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
格
納
容
器

内
水
素

濃
度
（
SA
）
 

①
フ

ィ
ル
タ

装
置
水

素
濃
度
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
フ

ィ
ル

タ
装

置
水

素
濃

度
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，

原
子

炉
格
納

容
器
内
の

水
素
ガ
ス

が
格
納
容

器
圧
力

逃

が
し

装
置
の

配
管
内

を
通
過

す
る
こ
と
か
ら
，
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

フ
ィ

ル
タ
装
置
金
属
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

①
フ

ィ
ル
タ

装
置
金

属
フ
ィ

ル
タ
差
圧
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

フ
ィ

ル
タ
装
置
ス
ク
ラ
バ
水

pH
 

①
フ
ィ
ル
タ

装
置
水

位
 

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
ス

ク
ラ

バ
水

pH
の
監

視
が
不
可

能
と
な
っ

た
場
合
は

，
フ
ィ

ル
タ
装
置

水
位
に
よ

り
ベ
ン
ト

ガ
ス
に

含

ま
れ

る
水
蒸

気
の
凝

縮
に
よ

る
ス
ク
ラ
バ
水
の
希
釈
状
況
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

耐 圧 強 化 ベ ン ト 系 

耐
圧

強
化
ベ
ン
ト
系
放
射
線
モ
ニ
タ
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

①
耐

圧
強
化

ベ
ン
ト

系
放
射

線
モ
ニ
タ
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

フ
ィ

ル
タ
装
置
水
素
濃
度
 

①
格
納
容
器

内
水
素

濃
度
（
SA
）
 

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
水

素
濃

度
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，

原
子

炉
格
納

容
器
内
の

水
素
ガ
ス

が
耐
圧
強

化
ベ
ン

ト

系
の

配
管
内

を
通
過

す
る
こ

と
か
ら
，
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

残 留 熱 除 去 系 

残
留

熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

①
原
子
炉
圧

力
容
器

温
度
 

①
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
・

プ
ー

ル
水

温
度
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ
ン

バ
・
プ

ー
ル
水

温
度
に
よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

残
留

熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

①
残
留
熱
除

去
系
熱

交
換
器

入
口
温

度
 

②
原
子
炉
補

機
冷
却

水
系
系

統
流
量
 

②
残
留
熱
除

去
系
熱

交
換
器

入
口
冷

却
水

流
量
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温
度
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，
熱

交
換
器
ユ

ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量

評
価
か

ら

残
留

熱
除
去

系
熱
交

換
器
入

口
温
度
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

系
統

流
量
，
残

留
熱
除
去

系
熱
交
換

器
入
口
冷

却
水
流

量
に
よ
り

，
最
終
ヒ

ー
ト
シ
ン

ク
が
確

保

さ
れ

て
い
る

こ
と
を

推
定
す

る
。
 

推
定

は
，
残

留
熱
除

去
系
熱

交
換
器
入
口
温
度
を
優
先
す
る

。
 

残
留

熱
除
去
系
系
統
流
量
 

①
残
留
熱
除

去
系
ポ

ン
プ
吐

出
圧
力
 

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，

残
留

熱
除
去

系
ポ
ン
プ

吐
出
圧
力

か
ら

残
留

熱
除
去

系

ポ
ン

プ
の
注

水
特
性

を
用
い

て
，
残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子

炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子

炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

①
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
）
，

原
子

炉
水

位
（
燃
料

域
）

の
1
チ
ャ
ン

ネ
ル
が

故
障
し
た

場
合
は
，

他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ

り

推
定

す
る
。
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

（
S
A
）

に
よ

り
推

定
す
る

。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原
子

炉
水
位
（

SA
）
 

①
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

①
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

①
原

子
炉

水
位

（
SA

）
の

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

に
よ
り

推
定
す

る
。
 

原
子

炉
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
原
子
炉
圧

力
（

SA
）
 

③
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

③
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

③
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

③
原
子
炉
圧

力
容
器

温
度
 

①
原

子
炉
圧

力
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉
圧

力
の
監

視
が
不

可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，

原
子
炉
圧
力
（

SA
）

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容
器
内

が
飽
和
状

態
に
あ
る

と
想
定
す

る
こ
と

で
，
原
子

炉
圧
力
容

器
温
度
よ

り
飽
和

温

度
／

圧
力
の

関
係
を

利
用
し

て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原
子

炉
圧
力
（

SA
）
 

①
原
子
炉
圧

力
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

②
原
子
炉
圧

力
容
器

温
度
 

①
原

子
炉
圧

力
（
SA
）

の
監

視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，

原
子
炉
圧
力

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容
器
内

が
飽
和
状

態
に
あ
る

と
想
定
す

る
こ
と

で
，
原
子

炉
圧
力
容

器
温
度
よ

り
飽
和

温

度
／

圧
力
の

関
係
を

利
用
し

て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
原

子
炉
圧

力
容
器

内
の
圧
力
を
直
接
計
測
す
る
原
子
炉
圧
力

を
優
先
す
る

。
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 態 

ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
格
納
容
器

内
圧
力

（
D/
W）

 

①
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル
雰

囲
気
温

度
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監
視
が

不
可
能
と

な
っ
た
場

合
は
，
飽

和
温
度

／
圧
力
の

関
係
を
利

用
し
て
格

納
容
器

内

圧
力

（
D/
W）

に
よ

り
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル
雰
囲
気
温
度
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

格
納

容
器
内
圧
力
（

D/
W）

 

①
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

②
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
雰

囲
気
温

度
 

③
[格

納
容
器
内

圧
力
（
D/
W）

]
＊

2  

①
格

納
容

器
内

圧
力

（
D/
W
）

の
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

内
圧

力
（

S/
C
）

に
よ

り
推

定
す

る
。
 

②
飽

和
温
度

／
圧
力

の
関
係

を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度
に
よ
り
格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

を
推
定
す
る
。
 

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
格
納

容
器
内
圧
力
（
D/
W）
（
常
用
計
器
）
に
よ
り
，
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
真

空
破
壊

装
置
，

連
通
孔
及
び
ベ
ン
ト
管
を
介
し
て
均
圧
さ
れ
る
格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

を
優
先
す
る
。

 

原 子 炉 建 屋 内 の 状 態 

高
圧

炉
心
注
水
系
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
 

①
原
子
炉
圧

力
 

①
原
子
炉
圧

力
（

SA
）
 

②
[エ

リ
ア
放
射

線
モ
ニ

タ
]＊

2  

①
高

圧
炉

心
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧
力
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，
原

子
炉
圧
力

，
原
子
炉

圧
力

(S
A)
の
低
下

に

よ
り

格
納
容

器
バ
イ

パ
ス
の

発
生
を
推
定
す
る
。
 

②
高

圧
炉

心
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧
力
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，
エ

リ
ア
放
射

線
モ
ニ
タ

（
有
効
監

視
パ
ラ

メ

ー
タ

）
に
よ

り
格
納

容
器
バ

イ
パ
ス
の
発
生
を

推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
原

子
炉
圧

力
，
原

子
炉
圧
力
（
SA
）
を
優
先
す
る

。
 

残
留

熱
除
去
系
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
 

①
原
子
炉
圧

力
 

①
原
子
炉
圧

力
（

SA
）
 

②
[エ

リ
ア
放
射

線
モ
ニ

タ
]＊

2  

①
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
の
監

視
が
不
可

能
と
な
っ

た
場
合
は

，
原
子

炉
圧
力
，

原
子
炉
圧

力
(S
A)
の
低
下
に

よ

り
格

納
容
器

バ
イ
パ

ス
の
発

生
を
推
定
す
る
。
 

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
の
監

視
が
不
可

能
と
な
っ

た
場
合
は

，
エ
リ

ア
放
射
線

モ
ニ
タ
（

有
効
監
視

パ
ラ
メ

ー

タ
）

に
よ
り
格

納
容

器
バ
イ

パ
ス
の
発
生
を

推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
原

子
炉
圧

力
，
原

子
炉
圧
力
（
SA
）
を
優
先
す
る

。
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分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

水 源 の 確 保 

復
水

貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）

 

①
高
圧
代
替

注
水
系

系
統
流

量
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
A
系

代
替

注
水

流
量
）
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系

代
替

注
水

流
量
）
 

①
原
子
炉
隔

離
時
冷

却
系
系

統
流
量
 

①
高
圧
炉
心

注
水
系

系
統
流

量
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
格

納
容
器

下
部

注
水

流
量

）
 

②
原
子
炉
水

位
（
広

帯
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（
燃

料
域
）
 

②
原
子
炉
水

位
（

SA
）
 

②
復
水
移
送

ポ
ン
プ

吐
出
圧

力
 

③
[復

水
貯
蔵
槽

水
位

]＊
2  

①
復

水
貯

蔵
槽

水
位

（
SA
）

の
監

視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場
合

は
，
復
水

貯
蔵
槽

を
水
源
と

す
る
ポ
ン

プ
の
注
水

量
か
ら

，

復
水

貯
蔵
槽
水

位
（
SA
）

を
推
定
す
る
。

な
お
，
復
水
貯
蔵
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で

水
位
を
推
定
す
る
。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変
化
に

よ
り
復
水

貯
蔵
槽
水

位
（

SA
）

を
推
定

す
る
。
な

お
，
復
水

貯
蔵
槽
の

補
給
状

況

も
考

慮
し
た

上
で
水

位
を
推

定
す
る
。
 

②
復

水
貯

蔵
槽
を

水
源

と
す

る
復

水
移
送

ポ
ン
プ
の

吐
出
圧
力

か
ら
復
水

移
送
ポ

ン
プ
が
正

常
に
動
作

し
て
い
る

こ
と
を

把

握
す

る
こ
と

に
よ
り

，
水
源

で
あ
る
復
水
貯
蔵
槽
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
復
水

貯
蔵
槽
水
位
（
常
用
計
器
）
に
よ
り
，
水
位
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
復

水
貯
蔵

槽
を
水

源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量
を
優
先
す
る

。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

・

プ
ー

ル
水
位
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
A
系

代
替

注
水

流
量
）
 

①
復
水
補
給

水
系
流

量
（
RH
R 
B
系

代
替

注
水

流
量
）
 

①
残
留
熱
除

去
系
系

統
流
量
 

②
復
水
移
送

ポ
ン
プ

吐
出
圧

力
 

②
残
留
熱
除

去
系
ポ

ン
プ
吐

出
圧
力
 

③
[サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・

チ
ェ
ン

バ
・
プ

ー
ル

水
位
]＊

2  

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・
プ
ー

ル
水
位
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場

合
は
，

サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ

の

水
位

容
量

曲
線

を
用

い
て

，
原

子
炉
格
納

容
器
へ
注

水
す
る

復
水
補
給

水
系
流
量

（
RH
R 

B
系
代

替
注
水
流

量
）
と

経
過

時
間

よ
り

算
出

し
た

注
水

量
か

ら
推
定
す

る
。
ま
た

，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
の
水

位
容
量
曲

線
を
用
い

て
，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・

プ
ー
ル
水

か
ら
原
子

炉
圧
力

容
器
へ
注

水
す
る
復

水
補
給
水

系
流
量

（
RH
R 

A
系
代

替
注

水
流

量
）
又

は
残
留

熱
除
去

系
系
統
流
量
と
経
過
時
間
よ
り
算
出
し
た

注
水
量
か
ら
推
定
す
る
。
 

②
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

・
プ
ー

ル
を
水
源

と
す
る
復

水
移
送
ポ

ン
プ

，
残
留
熱
除

去
系
ポ
ン

プ
の
吐
出

圧
力
か

ら

復
水

移
送

ポ
ン

プ
，

残
留

熱
除
去

系
ポ
ン

プ
が
正
常

に
動
作
し

て
い
る
こ

と
を
把

握
す
る
こ

と
に
よ
り

，
水
源
で

あ
る
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン
バ

・
プ
ー
ル
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位

（
常
用
計
器
）
に
よ
り
，
水
位
を
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル

を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

を
優
先
す
る

。
 

原 子 炉 建 屋 内 の

水 素 濃 度 

原
子

炉
建
屋
水
素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
静
的
触
媒

式
水
素

再
結
合

器
 動

作
監

視
装

置
 

①
原

子
炉
建

屋
水
素

濃
度
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

 
動

作
監

視
装

置
（

静
的

触

媒
式

水
素
再

結
合
器

入
口
／

出
口
の
差
温
度

に
よ
り

水
素
濃
度
を
推
定
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

酸 素 濃 度 

格
納

容
器
内
酸
素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル
 

②
格
納
容
器

内
雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ

ル
（
D/
W）

 

②
格
納
容
器

内
雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ

ル
（
S/
C）

 

②
格
納
容
器

内
圧
力

（
D/
W）

 

②
格
納
容
器

内
圧
力

（
S/
C）

 

①
格

納
容
器

内
酸
素

濃
度
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放

射
線

レ
ベ

ル
（

D
/W

）
又

は
格

納

容
器

内
雰

囲
気
放

射
線
レ

ベ
ル

（
S/
C）

に
て
炉
心

損
傷
を

判
断
し
た

後
，
初
期

酸
素
濃
度

と
保
守

的
な

G
値
を
入
力

と

し
た

評
価
結

果
（
解

析
結
果

）
に
よ
り
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
推
定
す
る
。
 

②
格

納
容

器
内

圧
力

（
D/
W
）

又
は
格
納

容
器
内
圧

力
（

S/
C
）
に
よ

り
，
格
納

容
器
内
圧

力
が
正
圧

で
あ
る
こ

と
を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
原

子
炉

格
納
容
器

内
へ
の
空

気
（
酸
素

）
の
流
入

有
無
を

把
握
し
，

水
素
燃
焼

の
可
能
性

を
推
定

す
る

。
 

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る

。
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（
つ
づ
き
）
 

 

8－6－173 8 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

＊
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度

（
SA

広
域
）
 

①
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・

温
度

（
SA
）
 

②
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン

ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
 

③
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

監
視
カ

メ
ラ
 

①
使

用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・
温
度
（
SA

広
域
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水

位
・

温
度
（
SA
）

に
よ

り
，
水
位
・
温
度
を
推
定
す
る
。
 

②
使

用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
に
て
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
を
推
定
す
る
。
 

③
使

用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。
 

推
定

は
，
同

じ
仕
様

で
あ
る
使

用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（

SA
）
を
優
先
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度

（
SA
）

 

①
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・

温
度

（
SA

広
域

）
 

②
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン

ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
 

③
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

監
視
カ

メ
ラ
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水

位
・
温
度

（
SA
）
の

監
視
が
不

可
能
と
な

っ
た
場

合
は
，
使

用
済
燃
料

貯
蔵
プ
ー

ル
水
位

・

温
度

（
SA

広
域
）

に
よ
り

，
水
位
・
温
度
を
推
定
す
る
。
 

②
使

用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
に
て
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
を
推
定
す
る
。
 

③
使

用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。
 

推
定

は
，
同

じ
仕
様

で
あ
る
使

用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（

SA
広
域
）
を
優
先
す
る

。
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

①
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・

温
度

（
SA

広
域

）
 

①
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・

温
度

（
SA
）
 

②
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

監
視
カ

メ
ラ
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
放

射
線
モ
ニ

タ
（
高
レ

ン
ジ
・
低

レ
ン
ジ
）

の
監
視

が
不
可
能

と
な
っ
た

場
合
は
，

使
用
済

燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

SA
広
域

），
使
用
済

燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・

温
度

(S
A)
に
て

水
位
を
計

測
し
た

後
，

水

位
と

放
射
線

量
率
の

関
係
に

よ
り
放
射
線
量
率
を
推
定
す
る
。
 

②
使

用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。
 

推
定

は
，
使

用
済
燃

料
プ
ー

ル
を
直
接
監
視
す
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（

SA
広
域
）
及
び
使
用
済
燃
料
貯

蔵
プ

ー
ル
水

位
・
温

度
（
SA
）

を
優
先
す
る

。
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

①
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・

温
度

（
SA

広
域

）
 

①
使
用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

水
位
・

温
度

（
SA
）
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン

ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
 

①
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
SA

広
域

），
使

用
済

燃
料
貯

蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（

SA
），

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・

低
レ

ン
ジ
）

に
て
，

使
用
済

燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
推
定
す
る
。
 

＊
1：

代
替

パ
ラ

メ
ー
タ

の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

＊
2：

［
 

］
は

有
効
監

視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

の
常

用
計

器
（

耐
震

性
又
は

耐
環
境

性
等
は

な
い

が
，
監
視

可
能
で

あ
れ
ば

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）

を
示
す
。
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保安規定第６６条 

表６６－１３「計装設備」 

６６－１３－２「補助パラメータ」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

添付－１ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設計及び工事計画認可申請書 説明書（所要数） 

 

  添付－２ 代替措置に関する設備 

  （１）審査会合資料抜粋（代替措置に関する説明） 

 

66-13-2　1/6

919



 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
６
－
１
３
－
２
 
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
 

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
が
監
視
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

 

１
．
電
源
関
係
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
 
 

動
作
可
能
 

で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
⑤
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
電
圧
 

１
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
電
圧
 

１
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｅ
電
圧
 

１
 

Ｐ
／
Ｃ
 
Ｃ
－
１
電
圧
 

１
 

Ｐ
／
Ｃ
 
Ｄ
－
１
電
圧
 

１
 

Ｐ
／
Ｃ
 
Ｅ
－
１
電
圧
 

１
 

直
流
１
２
５
Ｖ
主
母
線
盤
Ａ
電
圧
 

１
 

直
流
１
２
５
Ｖ
主
母
線
盤
Ｂ
電
圧
 

１
 

直
流
１
２
５
Ｖ
主
母
線
盤
Ｃ
電
圧
 

１
 

直
流
１
２
５
Ｖ
充
電
器
盤
Ａ
－
２
蓄
電
池
電
圧
 

１
 

Ａ
Ｍ
用
直
流
１
２
５
Ｖ
充
電
器
盤
蓄
電
池
電
圧
 

１
 

非
常
用
Ｄ
／
Ｇ
発
電
機
電
圧
 
 

 
１

※
２
 

非
常
用
Ｄ
／
Ｇ
発
電
機
周
波
数
 

 
１

※
２
 

非
常
用
Ｄ
／
Ｇ
発
電
機
電
力
 

 
１

※
２
 

第
一
Ｇ
Ｔ
Ｇ
発
電
機
電
圧
 

１
 

第
一
Ｇ
Ｔ
Ｇ
発
電
機
周
波
数
 

１
 

電
源
車
電
圧
 

 
１

※
３
 

電
源
車
周
波
数
 

 
１

※
３
 

※
１
：
監
視
対
象
の
系
統
本
体
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
場
合
を
除
く
。
 

※
２
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
系
列
あ
た
り
。
 

※
３
：
電
源
車
１
台
あ
た
り
。
 

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）
が
該
当
す
る
。

 

 ②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
資
料
１
．（
３
））

 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
活
用
す
る

手
順
等
の
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て
い
る
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
が
監
視
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）

 

「
計
装
設
備
（
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
）」
と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
計
測
機
器

（
非
常
用
の
も
の
を
含
む
。）
の
故
障
に
よ
り
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と

が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推

定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 ④
 
電
源
関
係
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
「
６
６
－
１
２
（
電
源
設
備
）」
と
同
様
に
，
非
常
用
電
源
が
喪
失
し
た
場

合
に
重
大
事
故
等
の
防
止
・
緩
和
に
必
要
な
設
備
に
対
し
給
電
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
補
助
的

に
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。

 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，「
６
６
－
３
－
３
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
）」

と
同
様
に
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。

 

 
 
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，「
６
６
－
５
－
１
（
格
納
容

器
圧
力
逃
が
し
装
置
）
及
び
６
６
－
５
－
２
（
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
）」
と
同
様
に
，
適
用
さ
れ
る
原
子

炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間
及
び
使
用
済

燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
補
助
的
に
監
視
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
か
ら
，「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
各
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
た
め
，
必
要
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

と
す
る
。

 

ド
レ
ン
タ
ン
ク
水
位
に
つ
い
て
は
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
，
そ
れ
以
外
は
各
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
す
る
。（
保

安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），
添
付
－
１
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

２
．
そ
の
他
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
 

動
作
可
能
 

で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
⑤
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
Ａ
Ｄ
Ｓ
入
口
圧
力
 

 
１

※
４
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
出
口
圧
力
 

 
１

※
４
 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
 
ド
レ
ン
タ
ン
ク
水
位
 

４
 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
・
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
 

遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
出
口
圧
力
 

 
１

※
５
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ｒ
Ｃ
Ｗ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
 

 
１

※
６
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
出
口
冷
却
水
温
度
 

 
１

※
６
 

※
４
：
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
１
系
列
あ
た
り
。
 

※
５
：
遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
１
本
あ
た
り
。

 

※
６
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
あ
た
り
。

 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑥
 

頻
 
度
 

担
当
 

１
．
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
（
電
源
関
係
）
を
監
視
す
る
計
器

の
機
能
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

２
．
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
（
そ
の
他
）
を
監
視
す
る
計
器
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

計
測
制
御
Ｇ
Ｍ
 

３
．
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
（
電
源
車
電
圧
及
び
電
源
車
周
波

数
を
除
く
）
を
監
視
す
る
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

４
．
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
（
電
源
車
電
圧
及
び
電
源
車
周
波

数
）
を
監
視
す
る
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

    

                           ⑥
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
２
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
し
，
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計

測
及
び
制
御
設
備
）
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
同
様
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
又
は
性
能
確
認
を
行
う
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
３
，
４
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方

に
基
づ
き
常
設
設
備
は
１
ヶ
月
に
１
回
，
可
搬
型
設
備
は
３
ヶ
月
に
１
回
，
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑦
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑧
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
が

監
視
不
能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
７
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   

３
０
日
間
 

Ｂ
．
条
件
Ａ
の
Ａ
１
又
は

Ａ
２
で
要
求
さ
れ
る

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

３
日
間
 

Ｃ
．
条
件
Ａ
の
Ａ
３
又
は

条
件
Ｂ
で
要
求
さ
れ

る
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
が

監
視
不
能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
７
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

※
７
：
代
替
計
器
等
に
よ
る
監
視
を
い
う
。

 

  ⑦
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

 
 
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
が
監
視
不
能
の
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

 

 ⑧
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
（
添
付
－
２
）

 

 

代
替
措
置
は
，
可
能
な
限
り
そ
の
目
的
及
び
検
知
性
が
同
一
な
も
の
か
ら
選
定
し
，
同
一
な
も
の

が
無
い
場
合
は
添
付
－
２
の
優
先
順
位
に
よ
り
，
間
接
的
に
検
知
可
能
な
計
器
を
選
定
す
る
。

 

 Ａ
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
“
速
や
か
に
”
講
じ
る
。

 

 Ａ
３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
重
大
事
故
等

対
処
設
備
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
代
替
措
置
に
よ
る
監
視
機
能
を
全
て
失
っ
た
こ
と
か
ら
，
Ａ
Ｏ
Ｔ
は
「
３

日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｃ
１
．，
Ｃ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

 【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す

る
。

 

 Ａ
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。（
添
付
－
２
）

 

 Ａ
３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
“
速
や
か
に
”
講
じ
る
。
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別添 3－38 

K
7
 
①
  
Ⅴ
-1
-
8
-1
 
別
添

3 
R
1
 

表2.4.1－3 計測設備主要仕様（2/2） 

監視パラ

メータ＊1 
設置目的 計測範囲 計測範囲の根拠 個数 監視場所 

⑦フィル

タ装置ド

レン流量
＊2 

フィルタ装置

排水量及びド

レンタンク排

水量の確認 

0～30m3/h 
ドレンポンプの定格流量

（10m3/h）を監視可能。 
2 現場 

⑧フィル

タ装置ス

クラバ水

pH 

フィルタ装置

スクラバ水の

水質管理 

pH0～14 

フィルタ装置スクラバ水の

pH（pH0～14）が監視可

能。 

1 

中央制御室 

5 号機原子

炉建屋内緊

急時対策所

（対策本

部・高気密

室） 

現場 

⑨フィル

タ装置金

属フィル

タ差圧 

金属フィルタ

の閉塞 
0～50kPa 

  

 

 

 

 

 

 
 

2 

中央制御室 

5 号機原子

炉建屋内緊

急時対策所

（対策本

部・高気密

室） 

⑩ドレン

タンク水

位＊4 

ドレンタンク

内の水位の把

握 

タンク底部から

510mm 

タンク底部から

1586mm 

タンク底部から

3061mm 

タンク底部から

4036mm 

ドレンタンク内の水位を把

握し，ドレン排水操作の開

始やドレン排水操作の停止

判断が可能なことを監視可

能。 

4 
中央制御室 

現場 

注記＊1：監視パラメータの数字は図2.4.1－2の丸数字に対応する。 

＊2：自主対策設備。 

＊3：フィルタ装置入口及び出口側にそれぞれ１個。 

＊4：補助パラメータ。 

 

  

所要数
関連箇所を赤枠にて示す 

添付-1-(1) 設計及び工事計画認可申請書

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。
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四角形



個
別
説
明
事
項
①
－
（
６

/７
）

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
の
扱
い
に
つ
い
て

23

【
参
考
】
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
措
置
に
つ
い
て

•
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
設
置
許
可
基
準
規
則
第
５
８
条
及
び
技
術
的
能
力

1.
15
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
、

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
保
安
規
定
に
お
い
て
は
、
「
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
代
替
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
（
代
替
パ

ラ
メ
ー
タ
）
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
代
替
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

•
一
方
で
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
位
置
づ
け
た
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
設
置
許
可
基
準
規
則
の
条

文
毎
に
示
し
て
い
る
各
主
要
設
備
の
計
装
設
備
（
補
助
）
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
り
、
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
と
は
位
置

付
け
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
代
替
監
視
手
段
に
つ
い
て
は
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
整
理
し
て
い
な
い
。

•
よ
っ
て
、
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
事
象
の
状
況
に
応
じ
て
代
替
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
と

す
る
が
、
基
本
的
に
は
、
可
能
な
限
り
そ
の
目
的
及
び
検
知
性
が
同
一
な
も
の
か
ら
選
定
し
、
同
一
な
も
の
が
無
い

場
合
は
以
下
の
優
先
順
位
に
よ
り
、
間
接
的
に
検
知
可
能
な
計
器
を
選
定
す
る
。

＜
選
定
①
＞
当
該
系
統
の
当
該
計
器
と
同
一
の
計
器
で
代
替
監
視
可
能
な
も
の
（
多
重
化
さ
れ
て
い
る
も
の
）
。

（
例
）

RC
W
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
（
多
重
性
有
の
た
め
、

1系
統
監
視
不
能
の
場
合
は
他
系
統
を
確
認
）

＜
選
定
②
＞
当
該
系
統
の
当
該
計
器
と
類
似
の
計
器

（
例
）

M
/C
電
圧
に
対
す
る
同
期
検
定
ラ
ン
ニ
ン
グ
電
圧

＜
選
定
③
＞
当
該
系
統
の
上
流
側
・
下
流
側
の
計
器
に
よ
り
代
替
監
視
可
能
な
も
の
。

（
例
）

AD
S入
口
圧
力
に
対
す
る
高
圧
ボ
ン
ベ
出
口
圧
力

＜
選
定
④
＞
当
該
系
統
と
同
等
の
他
系
統
に
お
い
て
同
等
な
計
器
で
代
替
監
視
可
能
な
も
の
。

（
例
）
他
系
統
の
非
常
用

D/
G発
電
機
電
圧
等

添付-2-(1) 20190611　BWR保安規定基本方針　審査会合資料
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保安規定第６６条 

表６６－１３「計装設備」 

６６－１３－３「可搬型計測器」 

 

運転上の制限等のについて 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（監視パラメータ） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
６
－
１
３
－
３
 
可
搬
型
計
測
器
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

可
搬
型
計
測
器
 

所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

可
搬
型
計
測
器
 

２
３
個
 

                       

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
対
象
と
す
る
系
統
・
機
器

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
計
測
器
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）

 

 
 
 
「
計
装
設
備
（
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
）」
と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
計
測
機
器

（
非
常
用
の
も
の
を
含
む
。）
の
故
障
に
よ
り
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と

が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推

定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

④
 
可
搬
型
計
測
器
は
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
（
原
子
炉

圧
力
容
器
内
の
温
度
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
，
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の
注
水
量
，
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

圧
力
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
，
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
，
水

源
の
確
保
，
原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
，
使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
の
監
視
）
の
計
測
又
は
推
定
を
行

う
の
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 

⑥
 
可
搬
型
計
測
器
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
，
圧
力
，
水
位
及
び
流
量
（
注

水
量
）
等
の
計
測
用
と
し
て
，
所
要
数
を
２
３
個
と
す
る
。（
測
定
時
の
故
障
を
想
定
し
た
予
備
は
所
要

数
に
含
ま
な
い
。）
な
お
，
上
記
の
設
備
は
原
子
炉
建
屋
内
に
配
備
さ
れ
た
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設

備
で
あ
り
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），
添
付
－
１
） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
所
要
数
の
可
搬
型
計
測
器
の
機
能
を
確
認
す
る
。
 
 

１
年
に
１
回
 

計
測
制
御
Ｇ
Ｍ
 

２
．
所
要
数
の
可
搬
型
計
測
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可
搬

型
計
測
器
が
所
要

数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る

※
２
。
 

３
０
日
間
 

  

３
０
日
間
 

Ｂ
．
条
件
Ａ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可
搬

型
計
測
器
が
所
要

数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

※
１
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。

 

※
２
：
３
０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
の
逸

脱
は
継
続
す
る
が
，
３
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｂ
に
は
移
行
し
な
い
。
 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の

考
え
方
に
基
づ
き
１
年
に
１
回
，
模
擬
入
力
に
よ
る
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考

え
方
に
基
づ
き
３
ヶ
月
に
１
回
，
外
観
点
検
，
通
電
等
の
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

可
搬
型
計
測
器
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
未
満
に
な
っ
た
場
合
を

条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
重
大
事
故
等

対
処
設
備
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ａ
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
計
測
機
器
の
補
充
等
）
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の

Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．，
Ｂ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

 【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す

る
。

 

 Ａ
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
計
測
機
器
の
補
充
等
）
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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 8－6－56 8 

電気的に分離し，チャンネル間の独立を図る設計とする。また，重要監視

パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測装置の間においてもパラメ

ータ相互をヒューズにより電気的に分離することで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，設計基準対象施設として使用

する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用することで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型計測器は，通常時に接続先の系統と分離された状態であること及

び重大事故等時は重大事故等対処設備として系統構成をすることにより，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

6.4.2.3  共用の禁止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，号炉の区分けなく通信連絡す

ることで，必要な情報（相互のプラント状況，運転員の対応状況等）を共

有・考慮しながら総合的な管理（事故処理を含む。）を行うことができ，安

全性の向上が図れることから，6号及び 7号炉で共用する設計とする。 

また，安全パラメータ表示システム（SPDS）は，共用により悪影響を及

ぼさないよう，6 号及び 7 号炉に必要な容量を確保するとともに，号炉の区

分けなく通信連絡が可能な設計とする。 

 

6.4.2.4  容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 

66-13-3　4/16
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四角形
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設計基準事故時の計測機能と兼用しており，設計基準事故時に使用する場

合の計測範囲が，計器の不確かさを考慮しても設計基準を超える状態にお

いて発電用原子炉施設の状態を推定できるため，設計基準事故対処設備と

同仕様の設計とする。 

・原子炉圧力 

・原子炉水位（広帯域） 

・原子炉水位（燃料域） 

・原子炉隔離時冷却系系統流量 

・高圧炉心注水系系統流量 

・残留熱除去系系統流量 

・格納容器内水素濃度 

・格納容器内雰囲気放射線レベル（D/W） 

・格納容器内雰囲気放射線レベル（S/C） 

・起動領域モニタ 

・平均出力領域モニタ 

・残留熱除去系熱交換器入口温度 

・残留熱除去系熱交換器出口温度 

・原子炉補機冷却水系系統流量 

・残留熱除去系熱交換器入口冷却水流量 

・高圧炉心注水系ポンプ吐出圧力 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

・格納容器内酸素濃度 

・使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA 広域） 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，

計器の不確かさを考慮しても設計基準を超える状態において発電用原子炉

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-13-3　5/16

929
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施設の状態を推定できる設計とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・原子炉圧力（SA） 

・原子炉水位（SA） 

・高圧代替注水系系統流量 

・復水補給水系流量（RHR A 系代替注水流量） 

・復水補給水系流量（RHR B 系代替注水流量） 

・復水補給水系流量（格納容器下部注水流量） 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ気体温度 

・サプレッション・チェンバ・プール水温度 

・格納容器内圧力（D/W） 

・格納容器内圧力（S/C） 

・サプレッション・チェンバ・プール水位 

・格納容器下部水位 

・格納容器内水素濃度（SA） 

・復水補給水系温度（代替循環冷却） 

・フィルタ装置水位 

・フィルタ装置入口圧力 

・フィルタ装置出口放射線モニタ 

・フィルタ装置水素濃度 

・フィルタ装置金属フィルタ差圧 

・フィルタ装置スクラバ水 pH 

・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

・復水貯蔵槽水位（SA） 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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・復水移送ポンプ吐出圧力 

・原子炉建屋水素濃度 

・静的触媒式水素再結合器 動作監視装置 

・使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA） 

・使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・使用済燃料貯蔵プール監視カメラ（使用済燃料貯蔵プール監視カメラ

用空冷装置を含む） 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，想定される重大事故等時に発

電所内の通信連絡をする必要のある場所に必要なデータ量を伝送すること

ができる設計とする。 

可搬型計測器は，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，

水位及び流量（注水量）等の計測用として 6 号炉，7 号炉それぞれ 1 セット

24 個（測定時の故障を想定した予備 1 個含む）使用する。保有数は，故障

時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 24 個（6 号及び

7号炉共用）を含めて合計 72 個を分散して保管する。 

 

6.4.2.5  環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメー

タを計測する設備は，原子炉格納容器内に設置し，想定される重大事故等

時における環境条件を考慮した設計とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ気体温度 

・サプレッション・チェンバ・プール水温度 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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.
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－
2
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

① 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

2 
0～

3
50
℃

 
最

大
値

：
30
0℃

＊
4  

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

損
傷

炉
心

の
冷

却
状

態
を

把
握

し
，

適
切

に
対

応
す

る

た
め

の
判
断
基
準
（

30
0℃

）
に
対
し
て
，

35
0℃

ま
で
を
監
視
可
能
。
 

1 

原
子
炉
圧
力

＊
1  

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
圧
力
（

SA
）

＊
1  

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

＊
1  

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

＊
1  

原
子
炉
水
位
（

SA
）

＊
1  

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

＊
1  

「
⑫

最
終
ヒ

ー
ト
シ

ン
ク
の

確
保
（

残
留
熱
除
去
系
）」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子
炉
圧
力

＊
2  

3 
0～

1
0M
P
a[
g
ag
e
] 

最
大

値
：

8
.4
8
MP
a
[g
a
ge
] 

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

原
子

炉
圧

力
容

器
最

高
圧

力
(8
.
92
M
Pa
[
ga
g
e]

)
を
包

絡

す
る

範
囲

と
し

て
設

定
。

な
お

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
手

動
操

作
に

よ
り

変

動
す

る
範
囲
に
つ
い
て
も
計
測
範
囲
に
包
絡

さ
れ
て
お
り
，
監
視
可
能
で
あ
る
。

 
1 

原
子
炉
圧
力
（

SA
）

＊
2  

1 
0～

1
1M
P
a[
g
ag
e
] 

最
大

値
：

8
.4
8
MP
a
[g
a
ge
] 

原
子

炉
圧

力
容

器
最

高
使

用
圧

力
（

8
.6

2M
P
a 

[g
a
ge

]
）

の
1.
2

倍
（

1
0.
3
4M
Pa
 

[
ga
g
e]
)を

監
視
可
能
。
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

＊
1  

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

＊
1  

原
子
炉
水
位
（

SA
）

＊
1  

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

＊
1  

「
①

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

③ 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

＊
2  

3 
-
32
0
0～

35
0
0m
m
＊

5  
-
68
7
2～

16
5
0m
m
＊

5
,
7  

炉
心

の
冷

却
状
況

を
把
握

す
る

上
で
，
原

子
炉
水

位
制
御

範
囲
（

レ
ベ

ル
3
～
8
）

及
び

有
効
燃
料
棒
底
部
ま
で
監
視
可
能
。

 
1 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

＊
2  

2 
-
40
0
0～

13
0
0m
m
＊

6  
-
36
8
0～

48
4
3m
m
＊

6
,
7  

原
子
炉
水
位
（

SA
）

＊
2  

1 
-
32
0
0～

35
0
0m
m
＊

5  
-
68
7
2～

16
5
0m
m
＊

5
,
7  

1 
-
80
0
0～

35
0
0m
m
＊

5  

高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量

＊
1  

「
④

原
子
炉

圧
力
容

器
へ
の

注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A
系
代
替
注
水
流
量
）

＊
1  

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）

＊
1  

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量

＊
1  

高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量

＊
1  

残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量

＊
1  

原
子
炉
圧
力

＊
1  

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
圧
力
（

SA
）

＊
1  

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

関
連
箇
所
を
下
線
に

て
示
す
 

添付-1-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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（
つ
づ
き
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

④ 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量
 

1 
0～

3
00
m
3
/h
 

 
－

＊
8  

高
圧

代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の
最
大
注
水
量
（

18
2
m
3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

1 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量
 

1 
0～

3
00
m
3
/h
 

0～
1
82
m
3
/h
 

原
子

炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
最
大
注
水
量
（

18
2m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量
 

2 
0～

1
00
0
m
3 /
h 

0～
7
27
m
3
/h
 

高
圧

炉
心
注
水
系
ポ
ン
プ
の
最
大
注
水
量
（

72
7
m
3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A
系
代
替
注
水
流
量
）
 

1 
0～

2
00
m
3
/h
（

6
号

炉
）
 

0～
1
50
m
3
/h
（

7
号

炉
）
 

 
－

＊
8  

復
水

移
送
ポ
ン
プ
を
用
い
た
低
圧
代
替
注
水
系
（

RH
R 

A
系
ラ
イ
ン
）
に
お
け
る
最

大
注

水
量
（
90
m
3
/h
）
を
監
視
可
能
。
 

1 
復

水
補

給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）
 

1 
0～

3
50
m
3
/h
 

 
－

＊
8  

復
水

移
送
ポ
ン
プ
を
用
い
た
低
圧
代
替
注
水
系
（

RH
R 

B
系
ラ
イ
ン
）
に
お
け
る
最

大
注

水
量
（
30
0
m
3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量
 

3 
0～

1
50
0
m
3 /
h 

0～
9
54
m
3
/h
 

残
留

熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
最
大
注
水
量
（

95
4m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）

＊
1  

「
⑭

水
源
の

確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位

＊
1  

「
⑧

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

＊
1  

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

＊
1  

原
子
炉
水
位
（

SA
）

＊
1  

⑤ 原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量 

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）
 

「
④

原
子
炉

圧
力
容

器
へ
の

注
水
量

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

1 

復
水

補
給
水
系
流
量
（
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
）
 

1 
0～

1
50
m
3
/h
（

6
号

炉
）
 

0～
1
00
m
3
/h
（

7
号

炉
）
 

 
－

＊
8  

復
水

移
送

ポ
ン
プ
を
用
い
た
格
納
容
器
下
部
注
水
系
の
最
大
注
水
量
（

90
m3
/h
）
を

監
視

可
能
。
 

復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）

＊
1  

「
⑭

水
源
の

確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

＊
1  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  

格
納
容
器
下
部
水
位

＊
1  

「
⑧

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑥ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度
 

2 
0～

3
00
℃

 
最

大
値

：
13
8℃

 

格
納

容
器
の
限
界
温
度
（

20
0℃

）
を
監
視
可
能
。
 

1 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気
体
温
度

＊
2  

1 
0～

3
00
℃

 
最

大
値

：
13
8℃

 

1 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度

＊
2 

3 
0～

2
00
℃

 
最

大
値

：
97
℃
 

格
納

容
器

の
限

界
圧

力
（

2P
d
：

62
0
kP
a
[g
a
ge

]
）

に
お

け
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

・

チ
ェ

ン
バ
・
プ
ー
ル
水
の
飽
和
温
度
（
約

16
6℃

）
を
監
視
可
能
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

＊
1  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑦ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

＊
2  

1 
0～

1
00
0
kP
a
[a
b
s]
 

最
大

値
：

2
46
k
Pa
[
ga
g
e]
 

格
納

容
器
の
限
界
圧
力
（

2P
d：

62
0
kP
a
[g
a
ge
]）

を
監
視
可
能
。
 

1 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
2  

1 
0～

9
80
.
7k
P
a[
a
bs
] 

最
大

値
：

1
77
k
Pa
[
ga
g
e]
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度

＊
1  

「
⑥

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気
体
温
度

＊
1  

⑧ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
 

1 

-
6～

11
m 

（
T.
M.
S
.L
.
-7
1
50
～

 

＋
98
50
m
m）

＊
9  

-
2.
5
9～

0m
 

(
T.
M
.S
.
L.
-
37
4
0～

-

1
15
0
mm
）

＊
9  

ウ
ェ

ッ
ト
ウ

ェ
ル
ベ

ン
ト
操

作
可
否

判
断

（
ベ

ン
ト

ラ
イ
ン

高
さ

-1
m
：

9.
1
m
）

を

把
握

で
き
る
範
囲
を
監
視
可
能
。
 

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
非

常
用

炉
心

冷
却

系

の
起

動
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
（
低
下
）
水
位
：

-2
.5
9m

を
監
視
可
能
。
）
 

1 

格
納
容
器
下
部
水
位
 

3 

+
1m
,
+2
m
,+
3
m 

（
T.
M.
S
.L
.
-5
6
00
m
m，

-

4
60
0
mm
，

-3
60
0
mm
）

＊
9  

－
＊

8  
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
，

格
納

容
器

下
部

に
溶

融
炉

心
の

冷
却

に
必

要
な

水
深

（
底

部
か
ら
+2
m）

が
あ
る
こ
と
を
監
視
可
能
。
 

1 

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）

＊
1  

「
⑤

原
子
炉

格
納
容

器
へ
の

注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

復
水

補
給
水
系
流
量
（
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
）

＊
1  

復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）

＊
1  

「
⑭

水
源
の

確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

＊
1  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  

⑨ 原 子 炉 格 納 容 器 内

の 水 素 濃 度 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

＊
2  

2 

0～
3
0v
ol

%（
6
号

炉
）
 

0～
2
0v
ol

% 

/
0～

10
0
vo
l%

（
7
号

炉
）
 

0～
6
.2
vo
l%

 

重
大

事
故

等
時

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

が
変

動
す

る
可

能
性

の
あ

る

範
囲

（
0
～

38
vo

l%
）

を
監

視
可

能
。
な

お
，

6
号

炉
に
つ

い
て
は

，
格
納

容
器

内

水
素

濃
度

が
30
vo

l%
を

超
え

た
場

合
に

お
い

て
も

，
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
SA
）

に
よ
り
把
握
可
能
。
 

－
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）

＊
2  

2 
0～

1
00
vo
l%

 
－
 

⑩ 原 子 炉 格 納 容 器 内

の 放 射 線 量 率 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
（
D
/W
）

＊
2  

2 
1
0
-2
～

1
0
5 S
v
/h
 

1
0S
v
/h

未
満

＊
10
 

炉
心

損
傷

の
判

断
値
（

原
子

炉
停

止
直
後

に
炉

心
損
傷

し
た
場

合
は

約
10
Sv

/h
）

を
把

握
す

る
上

で
監

視
可

能
（

上
記

の
判

断
値

は
原

子
炉

停
止

後
の

経
過

時
間

と

と
も

に
低
く
な
る
）

。
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
（
S
/C
）

＊
2  

2 
1
0
-2
～

1
0
5 S
v
/h
 

1
0S
v
/h

未
満

＊
10
 

炉
心

損
傷

の
判

断
値
（

原
子

炉
停

止
直
後

に
炉

心
損
傷

し
た
場

合
は

約
10
Sv

/h
）

を
把

握
す

る
上

で
監

視
可

能
（

上
記

の
判

断
値

は
原

子
炉

停
止

後
の

経
過

時
間

と

と
も

に
低
く
な
る
）

。
 

－
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑪ 未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視 

起
動
領
域
モ
ニ
タ

＊
2  

1
0 

1
0
-1
～

1
0
6 s

-
1 （

1.
0×

1
03
～

1
.0
×

10
9
cm

-
2 ・

s-
1 ）

 

0～
4
0%
又

は
0～

12
5%
 

（
1.
0×

10
8 ～

2.
0×

10
1
3  

c
m
-2
・

s
-
1 ）

 

定
格

出
力
の
 

約
10

倍
 

原
子

炉
の

停
止

時
か

ら
起

動
時

及
び

起
動

時
か

ら
定

格
出

力
運

転
時

の
中

性
子

束

を
監

視
可
能
。
 

な
お

，
起

動
領

域
モ

ニ
タ

が
測

定
で

き
る

範
囲

を
超

え
た

場
合

は
，

平
均

出
力

領

域
モ

ニ
タ
に
よ
っ
て
監
視
可
能
。
 

－
 

平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ

＊
2  

4
＊

3  

0～
1
25
% 

（
1.
2×

10
1
2 ～

2.
8×

1
0
14

㎝
-2
･s

-
1 ）

 

原
子

炉
の
起
動
時
か
ら
定
格
出
力
運
転
時
の
中
性
子
束
を
監
視
可
能
。
 

な
お

，
設

計
基

準
事

故
時

及
び

重
大

事
故

等
時

，
一

時
的

に
計

測
範

囲
を

超
え

る

が
，

負
の

反
応

度
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

効
果

に
よ

り
短

期
間

で
あ

り
，

か
つ

出
力

上

昇
及

び
下

降
は

急
峻

で
あ

る
。

12
5%

を
超

え
た

領
域

で
そ

の
指

示
に

基
づ

き
操

作

を
伴

う
も

の
で

な
い

こ
と

か
ら

，
現

状
の

計
測

範
囲

で
も

運
転

監
視

上
影

響
は

な

い
。

ま
た

，
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ
等

に

よ
り

中
性
子
束
は
低
下
す
る
た
め
，
現
状
の
計
測
範
囲
で
も
対
応
が
可
能
。
 

－
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

代 替 循 環 冷 却 系 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度

＊
2  

「
⑥

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

復
水
補
給
水
系
温
度
（
代
替
循
環
冷
却
）

 
1 

0～
2
00
℃

 
 

－
＊

8  
代

替
循

環
冷

却
時

に
お

け
る

復
水

移
送

ポ
ン

プ
の

最
高

使
用

温
度

（
85
℃

）
に

余

裕
を

見
込
ん
だ
設
定
と
す
る
。
 

1 

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A
系
代
替
注
水
流
量
）

＊
2  

「
④

原
子
炉

圧
力
容

器
へ
の

注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）

＊
2  

「
⑤

原
子
炉

格
納
容

器
へ
の

注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

復
水

補
給
水
系
流
量
（
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
）

＊
2  

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

＊
1  

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

＊
1  

原
子
炉
水
位
（

SA
）

＊
1  

復
水
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

＊
1  

「
⑭

水
源
の

確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位

＊
1  

「
⑧

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
下
部
水
位

＊
1  

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
気
体
温
度

＊
1  

「
⑥

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度

＊
1  

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

＊
1  

「
①

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位

＊
2  

2 
0～

6
00
0
mm
 

 
－

＊
8  

ス
ク

ラ
バ

ノ
ズ

ル
上

端
を

計
測

範
囲

の
ゼ

ロ
点

と
し

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
機

能
維

持

の
た

め
の
上
限
：
約

22
00

mm
，
下
限
：
約

50
0
mm

を
監
視
可
能
。
 

1 

フ
ィ
ル
タ
装
置
入
口
圧
力
 

1 
0～

1
MP
a
[g
a
ge
] 

 
－

＊
8  

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
内

の
最

高
圧

力

（
0.
62
M
Pa
[
ga
g
e]
）
が
監
視
可
能
。
 

1 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

2 
1
0
-2
～
1
0
5 m
S
v/
h 

 
－

＊
8  

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，

想
定

さ
れ

る
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
の

最
大

放
射

線

量
率

（
約

7×
10

4 m
Sv
/
h）

を
監
視

可
能
。
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
素
濃
度
 

2 
0～

1
00
vo
l%

 
 

－
＊

8  

格
納

容
器

ベ
ン

ト
停

止
後

の
窒

素
に

よ
る

パ
ー

ジ
を

実
施

し
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

及

び
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
の

配
管

内
に

滞
留

す
る

水
素

濃
度

が
可

燃
限

界

（
4
vo
l%

）
未
満

で
あ
る
こ
と
を
監
視
可
能
。
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
金
属
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

2 
0～

5
0k
P
a 

 
－

＊
8  

フ
ィ

ル
タ
装
置
金
属
フ
ィ
ル
タ
の
上
限
差
圧
が
監
視
可
能
。
 

1 

フ
ィ
ル
タ
装
置
ス
ク
ラ
バ
水

pH
 

1 
p
H0
～

14
 

 
－

＊
8  

フ
ィ

ル
タ
装
置
ス
ク
ラ
バ
水
の

pH
（

pH
0～

1
4）

が
監
視
可
能
。
 

－
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

＊
1  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）

＊
1  

「
⑨

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
素
濃
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

耐 圧 強 化 ベ ン ト 系 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
放
射
線
モ
ニ
タ
 

2 
1
0
-2
～
1
0
5 m
S
v/
h 

 
－

＊
8  

重
大

事
故

等
時

の
排

気
ラ

イ
ン

の
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
放

射
線

モ
ニ

タ
設

置
位

置

に
お

け
る
最
大
放
射
線
量
率
（
約

4×
10

4
mS
v
/h
）
を

監
視
可
能
。
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
素
濃
度
 

1 
「

⑫
最

終
ヒ

ー
ト
シ

ン
ク
の

確
保
（

格
納

容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
）
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

SA
）

＊
1  

「
⑨

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
素
濃
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

残 留 熱 除 去 系 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

＊
2  

3 
0～

3
00
℃

 
最

大
値

：
18
2℃

 
残

留
熱

除
去

系
の

運
転

時
に

お
け

る
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

水
の

最
高

使
用

温
度

（
18
2℃

）
を
監
視
可
能
。
 

1 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

3 
0～

3
00
℃

 
最

大
値

：
18
2℃

 
残

留
熱

除
去

系
の

運
転

時
に

お
け

る
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

水
の

最
高

使
用

温
度

（
18
2℃

）
を
監
視
可
能
。
 

1 

残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量
 

「
④

原
子
炉

圧
力
容

器
へ
の

注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
系
統
流
量

＊
1  

3 

0
～

4
00
0
m3
/h

（
6

号
炉

区

分
Ⅰ

，
Ⅱ
）
 

0
～

3
00
0
m3
/h

（
6

号
炉

区

分
Ⅲ

，
7

号
炉

区
分

Ⅰ
，

Ⅱ
）
 

0
～

2
00
0
m3
/h

（
7

号
炉

区

分
Ⅲ

）
 

0
～

2
20
0
m
3 /
h
（

6
号

炉
区

分
Ⅰ
，

Ⅱ
）
 

0
～

1
70
0
m
3 /
h
（

6
号

炉
区

分
Ⅲ
）
 

0
～

2
60
0
m
3 /
h
（

7
号

炉
区

分
Ⅰ
，

Ⅱ
）
 

0
～

1
60
0
m
3 /
h
（

7
号

炉
区

分
Ⅲ
）
 

原
子

炉
補

機
冷
却
系
中
間
ル
ー
プ
循
環
ポ
ン
プ

の
最
大
流
量
（

22
00
m
3
/h
（
6

号
炉

区
分

Ⅰ
，

Ⅱ
）
，

17
00

m3
/h

（
6

号
炉

区
分

Ⅲ
）
，

26
00
m
3 /
h
（

7
号

炉
区

分
Ⅰ

，

Ⅱ
）
，

16
00
m
3
/h
（
7
号
炉
区
分
Ⅲ
）
）
を
監
視
可
能
。
 

代
替

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
の
最
大
流
量
（

60
0m

３
/h
）
を
監
視
可
能
。
 

1 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
冷
却
水
流
量

＊
1  

3 
0～

2
00
0
m
3 /
h（

6
号

炉
）
 

0～
1
50
0
m
3 /
h（

7
号

炉
）
 

0～
1
20
0
m
3 /
h 

残
留

熱
除

去
系
熱
交
換
器
入
口
冷
却
水
流
量
の
最
大
流
量
（

12
00
m
3
/h
）
を
監
視
可

能
。
 

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト
（

代
替
原

子
炉

補
機

冷
却
水

ポ
ン

プ
）

の
最
大
流

量
（

47
0m

３

/
h）

を
監
視
可
能
。
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

＊
1  

「
①

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
温
度

＊
1  

「
⑥

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

＊
1  

「
⑭

水
源
の

確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑬ 格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

＊
2  

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

＊
2  

原
子
炉
水
位
（

SA
）

＊
2  

原
子
炉
圧
力

＊
2  

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
圧
力
（

SA
）

＊
2  

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

＊
1  

「
①

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原 子 炉 格 納 容

器 内 の 状 態 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
雰
囲
気
温
度

＊
2  

「
⑥

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

＊
2  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  

原 子 炉 建 屋 内 の 状 態 

高
圧
炉
心
注
水
系
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
 

2 
0～

1
2M
P
a[
g
ag
e
] 

最
大

値
：

1
1.
8
MP
a
[g
a
ge
] 

高
圧

炉
心

注
水

系
の

運
転

時
に

お
け

る
，

高
圧

炉
心

注
水

系
系

統
の

最
高

使
用

圧

力
（

約
11
.8
M
Pa
[
ga
g
e]
）
を
監
視
可
能
。
 

1 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
 

3 
0～

3
.5
M
Pa
[
ga
g
e]
 

最
大

値
：

3
.5
M
Pa
[
ga
g
e]
 

残
留

熱
除

去
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
残

留
熱

除
去

系
系

統
の

最
高

使
用

圧
力

（
約

3.
5M

Pa
[
ga
g
e]
）
を
監
視
可
能
。
 

原
子
炉
圧
力

＊
1  

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
圧
力
（

SA
）

＊
1  

⑭ 水 源 の 確 保 

復
水
貯
蔵
槽
水
位
（

SA
）

 
1 

0～
1
6m
（

6
号

炉
）
 

0～
1
7m
（

7
号

炉
）
 

0～
1
5.
5
m(
6
号

炉
) 

0～
1
5.
7
m(
7
号

炉
) 

復
水

貯
蔵
槽
の
底
部
か
ら
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
レ
ベ
ル
（

6
号
炉
：

0～
15
.5
m，

7
号

炉
：

0～
15
.
7m
）
を
監
視
可
能
。
 

1 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
・
プ
ー
ル
水
位
 

「
⑧

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

高
圧
代
替
注
水
系
系
統
流
量

＊
1  

「
④

原
子
炉

圧
力
容

器
へ
の

注
水
量

」
及

び
「

⑤
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
A
系
代
替
注
水
流
量
）

＊
1  

復
水

補
給
水
系
流
量
（

RH
R 
B
系
代
替
注
水
流
量
）

＊
1  

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
系
統
流
量

＊
1  

高
圧
炉
心
注
水
系
系
統
流
量

＊
1  

残
留
熱
除
去
系
系
統
流
量

＊
1  

復
水

補
給
水
系
流
量
（
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
）

＊
1  

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

＊
1  

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

＊
1  

原
子
炉
水
位
（

SA
）

＊
1  

復
水
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

＊
1  

3 
0～

2
MP
a
[g
a
ge
] 

 
－

＊
8  

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

，
復

水
補

給
水

系
の

最
高

使
用

圧
力

（
約

1
.7
M
Pa
[
ga
g
e]
）
を
監
視
可
能
。
 

1 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

＊
1  

「
⑬

格
納
容

器
バ
イ

パ
ス
の

監
視
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
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分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑮ 原 子 炉 建 屋 内 の 

水 素 濃 度 

原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
 

8 
0～

2
0v
ol

% 
 

－
＊

8  

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
原

子
炉

建
屋

内
の

水
素

燃
焼

の
可

能
性

（
水

素
濃

度
：

4v
ol

%
）

を
把
握
す

る
上
で
監

視
可
能

（
な
お
，

静
的
触
媒

式
水
素
再

結
合

器

に
て

，
原

子
炉

建
屋

の
水

素
濃

度
を

可
燃

限
界

で
あ

る
4v
ol
%
未

満
に

低
減

す

る
）
。
 

－
 

静
的

触
媒
式
水
素
再
結
合
器

 動
作
監
視
装
置

＊
1  

4 
0～

3
00
℃

 
 

－
＊

8  
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
，

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
作

動
時

に
想

定
さ

れ
る

温
度

範
囲
を
監
視
可
能
。
 

1 

⑯ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

酸 素 濃 度 

格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
 

2 

0～
3
0v
ol

%（
6
号

炉
）
 

0～
1
0v
ol

% 

/
0～

30
vo
l%

（
7
号

炉
）
 

4
.9
vo
l%

以
下
 

重
大

事
故

等
時

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

酸
素

濃
度

が
変

動
す

る
可

能
性

の
あ

る

範
囲

（
0～

4.
9v

ol
%）

を
監
視
可
能
。
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
（
D
/W
）

＊
1  

「
⑩

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

放
射
線
量
率
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
（
S
/C
）

＊
1  

格
納
容
器
内
圧
力
（

D/
W）

＊
1  

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

格
納
容
器
内
圧
力
（

S/
C）

＊
1  

⑰ 使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用

済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（

SA
広
域
）

＊
2  

1
＊
1
1  

T
.M
.
S.
L
.2
0
18
0～

3
11
7
0m
m（

6
号

炉
）

＊
9  

T
.M
.
S.
L
.2
0
18
0～

3
11
2
3m
m（

7
号

炉
）

＊
9  

T
.M
.
S.
L
.3
1
39
5
mm

（
6
号

炉
）

＊
9  

T
.M
.
S.
L
.3
1
39
0
mm

（
7
号

炉
）

＊
9  

重
大

事
故

等
に

よ
り

変
動

す
る

可
能

性
の

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

か
ら

底

部
近

傍
ま
で
の
範
囲
に
わ
た
り
水
位
を
監
視
可
能
。
 

1 

0～
1
50
℃

 
6
6℃

 
重

大
事

故
等

に
よ

り
変

動
す

る
可

能
性

の
あ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

温
度

を
監

視
可

能
。
 

使
用

済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（

SA
）

＊
2  

1
＊
1
2  

T
.M
.
S.
L
.2
3
42
0～

3
04
2
0m
m（

6
号

炉
）

＊
9  

T
.M
.
S.
L
.2
3
37
3～

3
03
7
3m
m（

7
号

炉
）

＊
9  

T
.M
.
S.
L
.3
1
39
5
mm

（
6
号

炉
）

＊
9  

T
.M
.
S.
L
.3
1
39
0
mm

（
7
号

炉
）

＊
9  

重
大

事
故

等
に

よ
り

変
動

す
る

可
能

性
の

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

か
ら

使

用
済

燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
近
傍
ま
で
の
範
囲
に
わ
た
り
水
位
を
監
視
可
能
。
 

0～
1
50
℃

 
6
6℃

 
重

大
事

故
等

に
よ

り
変

動
す

る
可

能
性

の
あ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

温
度

を
監

視
可

能
。
 

使
用

済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ

・

低
レ
ン
ジ
）

＊
2  

1 
1
0
1 ～

10
8 m
S
v/
h 

 
－

＊
8  

重
大

事
故

等
に

よ
り

変
動

す
る

可
能

性
が

あ
る

放
射

線
量

率
の

範
囲

（
5×

1
0
-2
～

1
0
7 m
S
v/
h）

に
わ
た
り
監
視
可
能

。
 

－
 

1 
1
0
-2
～

1
0
5 m
S
v/
h（

6
号

炉
）
 

1
0
-3
～

1
0
4 m
S
v/
h（

7
号

炉
）
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ

＊
2
 

1 
－

 
 

－
＊

8  
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
及

び
そ

の
周

辺
の

状
況

を
監

視
可

能
。
 

－
 

＊
 1
：

重
要

代
替
監

視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
＊

 2
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー

タ
及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ
メ

ー
タ
 

＊
 3
：

局
部

出
力
領

域
モ
ニ
タ
の
検
出
器
は

20
8
個
で
あ
り
，
平
均

出
力
領

域
モ

ニ
タ

の
各

チ
ャ
ン

ネ
ル
に

は
，
52

個
ず

つ
の

信
号

が
入
力

さ
れ
る

。
 

＊
 4
：

設
計

基
準
事

故
時
に
想
定
さ
れ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
の
最
高

圧
力
に

対
す

る
飽

和
温

度
。
 

添付-1-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-13-3　15/16

939

t1260165
下線

t1260165
下線

t1260165
下線



（
つ
づ
き
）
 

 

8－6－162 8 

＊
 
5：

基
準

点
は
蒸

気
乾
燥
器
ス
カ
ー
ト
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零

レ
ベ

ル
よ

り
1
22
4
cm
）

，
＊

 6
：
基

準
点

は
有

効
燃

料
棒
頂
部
（

原
子

炉
圧

力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

90
5c
m）

，
＊
 7
：
水
位
は
炉
心
部
か
ら
発
生
す
る
ボ
イ
ド

を
含

ん
で
い

る
た
め
，
有
効
燃
料
棒
頂
部
を
下
回
る
こ
と
は

な
い
。

，
＊

 8
：
重

大
事

故
時

に
使
用

す
る
設

備
の
た

め
，

設
計

基
準

事
故
時

は
値
な
し
。
，
＊
 
9：

T.
M
.S
.
L.
 
=東

京
湾
平
均
海
面
 

＊
10

：
炉

心
損

傷
は

，
原
子

炉
停

止
後
の

経
過
時

間
に

お
け
る

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
レ

ベ
ル

の
値

で
判

断
す

る
。

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損
傷

し
た
場

合
の
判

断
値

は
約

10
Sv
/h
（

経
過
時

間
と
と

も
に

判
断
値

は
低

く
な

る
）

で
あ
り

，
設
計
基
準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら

こ
の
値

を
下
回

る
。
 

＊
11
：

検
出

点
は

14
箇

所
，
＊

12
：
検
出
点
は

8
箇
所
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保安規定第６６条 

表６６－１３「計装設備」 

６６－１３－４「パラメータ記録」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
６
－
１
３
－
４
 
パ
ラ
メ
ー
タ
記
録
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
SP
DS
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
SP
DS
）
 

デ
ー
タ
伝
送
装
置
 

※
１
 

緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
 

※
１
 

SP
DS

表
示
装
置
 

※
１
 

※
１
：「

６
６
－
１
７
－
１
 
通
信
連
絡
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

      

              

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）
が
該
当
す
る
。

 

 ②
 
運
転
上
の
制
限
対
象
と
す
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
S
P
DS
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保

安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）

 

「
計
装
設
備
（
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
）」

と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
計
測
機
器

（
非
常
用
の
も
の
を
含
む
。）

の
故
障
に
よ
り
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と

が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推

定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 ④
 
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
S
P
D
S）

は
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
記
録
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，

原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状

態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 

⑥
 
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
を
他
表
に
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
て
お
り
，
確
認
事
項
及
び
要
求

さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
も
他
表
に
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
（
項
目
・
運
転
上
の
制

限
・
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
）
の
み
を
記
載
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））
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1.15-75 

              

第
1
.
1
5
.
3
図

 
主

要
設

備
 

概
略

系
統

図
 
(
3
/
3
)
 

※
:７

号
炉
も
同
様

発
電
所
内

発
電

所
外

統 合 原 子 力 防 災

ネ ッ ト ワ ー ク

（ 有 線 系 ）

５
号

炉

原
子

炉
建

屋

統 合 原 子 力 防 災

ネ ッ ト ワ ー ク

（ 衛 星 系 ）

デ
ー
タ

伝
送
設
備

衛
星
系
回
線

衛
星

系
回
線

無
線

系
回
線

無
線
連
絡
設
備

（
常
設

）

衛
星

無
線

通
信

装
置

無
線
系
回
線

S
PD
S

表
示
装
置

(
待
機

場
所

)

６
号

炉

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

建
屋
等

※

中
央

制
御
室
等

制
御
盤

中
央
制
御

室

衛
星
系
回
線

無
線
系
回
線

衛
星
電
話
設
備

（
可

搬
型
）

無
線
連
絡
設
備

（
可
搬
型
）

中
央

制
御

室

待
避
室

携
帯
型
音

声

呼
出
電
話
設

備

携
帯
型
音
声

呼
出
電
話
機

携
帯
型
音
声

呼
出
電
話
機

デ
ー
タ

伝
送
装
置

統
合
原
子

力
防
災

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
用
い
た
通

信
連
絡
設

備

Ｉ
Ｐ

－
電
話
機

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ
Ａ
Ｘ

テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム

携
帯
型

音
声

呼
出
電
話

設
備

携
帯
型
音
声

呼
出
電
話
機

５
号

炉

原
子

炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策
所

(
対
策

本
部

)

有
線
系
回
線

安
全
パ
ラ

メ
ー
タ
表

示
シ
ス
テ

ム
(S
PD
S
)

無
線
連
絡
設
備

（
常

設
）

衛
星
電
話
設
備

（
常
設
）

携
帯

型
音
声

呼
出

電
話
機

衛
星
電
話
設
備

（
常
設
）

光
フ
ァ
イ

バ
通

信
伝
送

装
置

緊
急
時
対
策

支
援

シ
ス

テ
ム
伝
送
装
置

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
6
6
-
1
3
-
4
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
1
7
-
1
に
て
整
理
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保安規定第６６条 

表６６－１４「運転員が中央制御室にとどまるための設備」 

６６－１４－１「中央制御室の居住性の確保」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（所要数） 

（４）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

（５）設計及び工事計画認可申請書 要目表（所要数） 

（６）ＳＡ５９条補足説明資料（所要数の説明） 

（７）設計及び工事計画認可申請書 基本設計方針（所要数） 

 

  添付－３ 自主対策設備に関する説明 

（１） 設置変更許可申請書 添付十追補１（自主対策設備に関する説明） 

（２） 設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間に関する説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
６
－
１
４

 
運
転
員
が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備
 

 ６
６
－
１
４
－
１
 
中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

被
ば
く
 

低
減
設
備
 

（
１
）
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

（
２
）
中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と

※
２
 

（
３
）
デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
），

中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
（
可
搬
型
），

差
圧
計
及

び
酸
素
濃
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

そ
の
他
設
備
 

可
搬
型
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
及
び
中
央
制
御
室
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
 

プ
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

炉
心
変
更
時

※
４

又
は
 

原
子
炉
建
屋
原
子

炉
棟
内
で
照
射
さ

れ
た
燃
料
に
係
る

作
業
時
 

中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
 

２
台
 

中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
ブ
ロ
ワ
ユ
ニ
ッ
ト
）
 

４
台
 

中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

１
７
４
本
 

デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
）
 

１
台
 

中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
（
可
搬
型
）
 

１
式
 

酸
素
濃
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

２
個
 

差
圧
計
 

２
個
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

可
搬
型
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
 

２
個
 

中
央
制
御
室
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
 

４
個
 

衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
 

※
５
 

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
 

※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

※
１
：
陽
圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
，
配
管
，
ダ
ク
ト
及
び
ダ
ン
パ
を
含
む
。
ま
た
，
当
該
系
統

が
動
作
不
能
時
は
，
「
第
５
７
条
 
中
央
制
御
室
非
常
用
換
気
空
調
系
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認

す
る
。
 

※
２
：
陽
圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
及
び
配
管
を
含
む
。
 

※
３
：
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
一
時
的
な
開
放
に
つ
い
て
は
，
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に

管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
４
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る

1
組
又
は

1
本
の
制
御
棒
の
挿
入
・
引
抜

 

①
 
設
置
許
可
規
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
九
条
（
１
．
１
６
）
が
該
当
す
る
。

 

 ②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 
 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機

に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
，
中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る

加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
，
並
び
に
デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
）
等
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
な
お
，
中
央
制
御
室
は
６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
で
１
つ
で
あ

り
，
上
記
の
運
転
上
の
制
限
は
中
央
制
御
室
あ
た
り
の
要
求
で
あ
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
３
（
１
）
）

 

ま
た
，
資
機
材
搬
入
に
伴
う
ハ
ッ
チ
，
扉
等
の
一
時
的
な
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
開
放
に
つ
い
て
は
，
要
員
を

配
置
す
る
等
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
九
条
（
１
．
１
６
）

 

「
原
子
炉
制
御
室
（
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
）」

と
し
て
，
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

も
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
構
成
す
る
も
の
を
除
く
。）

が
有
す
る
原

子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。）

運
転
員
が
と
ど
ま
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 な
お
，
通
信
連
絡
に
係
わ
る
設
備
は
，
６
６
－
１
７
－
１
（
通
信
連
絡
設
備
）
に
て
整
理
す
る
。

 

 ④
 
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
，
中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン

ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
，
そ
の
他
陽
圧
化
時
の
監
視
計
器
や
中
央
制
御
室
待
避
室
に
配
備
す
る
設
備
に
つ
い

て
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
運
転
員
が
と
ど
ま
る
た
め
に
必
要
な
設
備
（
被
ば
く

評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
）
で
あ
る
。
運
転
停
止
中
／
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
有
効
性
評
価
に

て
，
炉
心
損
傷
又
は
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
燃
料
損
傷
に
至
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
，
冷
温
停
止
中
は
被
ば
く
の
原
因
と
な
る
大
量
の
放
射
性
物
質
放
出
を
伴
う
事
象
が
発
生
す
る
可
能

性
は
低
い
が
中
央
制
御
室
バ
ウ
ン
ダ
リ
と
中
央
制
御
室
陽
圧
化
バ
ウ
ン
ダ
リ
は
同
バ
ウ
ン
ダ
リ
で
あ
る

こ
と
か
ら
中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
（
第

5
7
条
）
と
同
じ
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
「
運
転
，
起
動
，

高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時
又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時
」
と

す
る
。

 

可
搬
型
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
運
転
員
が
と
ど
ま
る
た

め
に
必
要
な
設
備
（
被
ば
く
評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
以
外
）
で
あ
り
，
中
央
制
御
室
照
明
が

機
能
喪
失
し
た
際
に
は
必
要
と
な
る
。
中
央
制
御
室
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
は
，

重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
身
体
サ
ー
ベ
イ
，
作
業
服
の
着
替
え
等
に
必
要
な
照
度
の
確
保
に
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」

と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
中
央
制
御
室
の
居
住
性
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
台
数
と
し
て
，
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
は
６
号
炉
及
び
７
号
炉
そ
れ
ぞ
れ
１
セ
ッ
ト
１
台

の
計
２
台
及
び
ブ
ロ
ワ
ユ
ニ
ッ
ト
は
６
号
炉
及
び
７
号
炉
そ
れ
ぞ
れ
１
セ
ッ
ト
２
台
の
計
４
台
を
所
要

数
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

を
除
く
。
 

※
５
：「

６
６
－
１
７
－
１
 
通
信
連
絡
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

          

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
  
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
ブ
ロ
ワ
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
性

能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
Ｇ
Ｍ
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
時
に
お
い
て
，
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

化
学
管
理
 

Ｇ
Ｍ
 

３
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
時
に
お
い
て
，
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
ブ
ロ
ワ

ユ
ニ
ッ
ト
）
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
時
に
お
い
て
，
Ｍ
Ｃ
Ｒ
排
気
隔
離
ダ
ン
パ
，
Ｍ
Ｃ
Ｒ
通
常
時
外

気
取
入
隔
離
ダ
ン
パ
及
び
Ｍ
Ｃ
Ｒ
非
常
時
外
気
取
入
隔
離
ダ
ン

パ
が
閉
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

５
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
原
子
炉
の
状
態
が
運

転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７
又
は
原
子
炉
建
屋
原

子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時
に
お
い
て
，
所
要

数
の
中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
が
規
定

圧
力
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

６
．
可
搬
型
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
の
点
灯
確
認
を
行
い
，
使
用
可
能
で
 

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，
中
央
制
御
室
待
避
室
の
居
住
性
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
容
量
と
し
て
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
１
７
４
本
を
所
要
数
と
す
る
。 

デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
）
は
，
中
央
制
御
室
待
避
室
に
待
避
中
の
運
転
員
が
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ

の
監
視
を
行
う
た
め
に
必
要
な
台
数
と
し
て
，
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

 

中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
（
可
搬
型
）
は
，
中
央
制
御
室
待
避
室
の
遮
蔽
に
必
要
と
な
る
１
式
を
所
要
数

と
す
る
。

 

酸
素
濃
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
は
，
中
央
制
御
室
内
及
び
中
央
制
御
室
待
避
室
内
の
陽
圧
化
時
の
居
住

環
境
を
測
定
す
る
た
め
６
号
及
び
７
号
炉
起
動
断
面
で
は
３
個
必
要
だ
が
，
７
号
炉
の
み
起
動
断
面
で

は
７
号
炉
中
央
制
御
室
及
び
中
央
制
御
室
待
避
室
に
そ
れ
ぞ
れ
１
個
あ
れ
ば
い
い
の
で
２
個
を
所
要
数

と
す
る
。

 

差
圧
計
は
，
中
央
制
御
室
内
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
，
中
央
制
御
室
待
避
室
内
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
の

陽
圧
化
時
の
差
圧
を
測
定
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
２
個
を
所
要
数
と
す
る
。

 

可
搬
型
蓄
電
池
式
内
蔵
照
明
は
，
７
号
炉
の
運
転
員
が
中
央
制
御
室
内
又
は
中
央
制
御
室
待
避
室
内
で

 

監
視
操
作
等
に
必
要
な
照
度
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
台
数
と
し
て
，
２
個
を
所
要
数
と
す
る
。

 

中
央
制
御
室
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
は
，
身
体
サ
ー
ベ
イ
，
作
業
服
の
着
替
え
等

 

に
必
要
な
照
度
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
個
数
と
し
て
，
４
個
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更

 

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添
付
－
２
）

 

  

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
８
，
１
１
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の

考
え
方
に
基
づ
き
定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
，
５
，
６
，
７
，
９
，
１
０
，
１
２
，
１
３
が
該
当
。

 

項
目
２
，
３
，
５
，
６
，
７
，
９
，
１
０
，
１
２
，
１
３
に
つ
い
て
は
，
「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
，
３
ヶ
月
に

１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

項
目
４
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ

月
に
１
回
と
す
る
。

 

な
お
，
項
目
１
１
に
つ
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
が
，
系
統
と
切
り
離
し
て
保
管

し
て
い
る
た
め
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
と
同
様
に
，
３
ヶ

月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
，
外
観
点
検
に
て
，
保
管
容
器
が
フ
ィ
ル
タ
性
能
に
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
状
態
に
な
い
こ
と
を
確
認
し
，
性
能
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

７
．
中
央
制
御
室
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
の
点

灯
確
認
を
行
い
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
管
理

Ｇ
Ｍ
 

８
．
差
圧
計
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

計
測
制
御
 

Ｇ
Ｍ
 

９
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
時
に
お
い
て
，
差
圧
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検

に
よ
り
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

10
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
時
に
お
い
て
，
酸
素
濃
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

11
．
酸
素
濃
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
の
計
器
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

12
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
時
に
お
い
て
，
デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
）
の
伝
送
確
認
を

実
施
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

計
測
制
御
 

Ｇ
Ｍ
 

13
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７
 

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
 

業
時
に
お
い
て
，
中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
（
可
搬
型
）
が
使
用
 

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
管
理

Ｇ
Ｍ
 

※
７
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る

1
組
又
は

1
本
の
制
御
棒
の
挿
入
・
引
抜
を
 

除
く
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

 

Ａ
．
中
央
制
御
室
可
搬
型

陽
圧
化
空
調
機
に

よ
る
中
央
制
御
室

の
加
圧
系
が
動
作
不

能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
７
号
炉
の
中
央
制
御
室
非

常
用
換
気
空
調
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
９
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
０
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

   

１
０
日
間
 

Ｂ
．
中
央
制
御
室
待
避
室
陽

圧
化
装
置
（
空
気
ボ

ン
ベ
）
に
よ
る
中
央

制
御
室
待
避
室
の
加

圧
系
が
動
作
不
能
の

場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
７
号
炉
の
中
央
制
御
室
非

常
用
換
気
空
調
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
９
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主

対
策
設
備

※
１
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     

３
日
間
 

   

１
０
日
間
 

        

  ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
等
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な

系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
又
は
所
要
数
を
満
足
し
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書

類
八
）
」
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
中
央
制
御

室
非
常
用
換
気
空
調
系
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 

中
央
制
御
室
非
常
用
換
気
空
調
系
は
，
再
循
環
運
転
モ
ー
ド
を
確
認
す
る
。

 

 Ａ
２
．
当
該
系
統
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
空
調
機
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場

合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ａ
３
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
へ
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ

Ｔ
上
限
の
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．
 
Ａ
１
と
同
様
。

 

 Ｂ
２
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
カ
ー
ド
ル
式
空
気
ボ
ン
ベ
ユ
ニ
ッ
ト
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応

す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る

「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

  
 

 
 

 
カ
ー
ド
ル
式
空
気
ボ
ン
ベ
ユ
ニ
ッ
ト
の
準
備
操
作
は
，
空
気
の
供
給
開
始
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
が
，
中
央
制
御
室
待
避
室
に
必
要
空
気
量
を
供
給
で
き
る
こ
と
か
ら
，
事
前
配
備
等
の
準
備
時

間
短
縮
の
補
完
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
で
，
中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）

の
機
能
を
代
替
で
き
る
。（

添
付
－
３
）

 

 Ｂ
３
．
 
Ａ
３
と
同
様
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

 

Ｃ
．
動
作
可
能
な
デ
ー
タ

表
示

装
置

（
待

避

室
），
中
央
制
御
室
待

避
室

遮
蔽

（
可

搬

型
），

差
圧
計
，
酸
素

濃
度
・
二
酸
化
炭
素

濃
度
計

,
可
搬
型
蓄

電
池
内
蔵
型
照
明
又

は
中
央
制
御
室
用
乾

電
池

内
蔵

型
照

明

（
ラ

ン
タ

ン
タ

イ

プ
）
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
０
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る

※
１
２
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｄ
．
条
件
Ａ
，
Ｂ
又
は
Ｃ
で

要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可
搬
型

蓄
電
池
内
蔵
型
照
明

又
は
中
央
制
御
室
用

乾
電
池
内
蔵
型
照
明

（
ラ

ン
タ

ン
タ

イ

プ
）
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
０
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

炉
心
変
更
時

※
８

又
は
 

原
子
炉
建
屋
原

子
炉
棟
内
で
照

射
さ
れ
た
燃
料

に
係
る
作
業
時
 

Ａ
．
炉
心
変
更
時

※
８
又
は

原
子
炉
建
屋
原
子
炉

棟
内
で
照
射
さ
れ
た

燃
料
に
係
る
作
業
時

に
お
い
て
要
求
さ
れ

る
設
備
が
，
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
判
断
し
た
場

合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
炉
心
変
更
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照

射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
を
中
止
す

る
。
 

速
や
か
に
 

 

速
や
か
に
 

※
８
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る

1
組
又
は

1
本
の
制
御
棒
の
挿
入
・
引
抜

を
除
く
。

 

  Ｃ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ
の
他
の

設
備
と
同
様
に
，「

事
故
時
計
装
」
の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，
少
な

く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１
０

日
間
」
を
準
用
し
，「

１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｃ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
表
示
装
置
又
は
記
録
要
員
の
確
保
も
し
く
は
可
搬
型

遮
蔽
，
計
測
機
器
又
は
可
搬
型
照
明
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
，
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ
の
他
の
設
備
と
同
様
，「

事
故
時
計
装
」

の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，
少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復

旧
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，「

１
０
日
間
」

と
す
る
。

 

  Ｄ
１
．，

Ｄ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

         【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 Ａ
２
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ｃ
２
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
代
替
措
置
と
は
，
可
搬

型
照
明
の
補
充
等
を
い
う
。
ま
た
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措

置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

  【
炉
心
変
更
時
又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時
】

 

 Ａ
１
．，

Ａ
２
．
保
安
規
定
第
５
７
条
（
中
央
制
御
室
非
常
用
換
気
空
調
系
）
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

※
９
：
残
り
の
中
央
制
御
室
非
常
用
換
気
空
調
系
１
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
10
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

※
11
：
カ
ー
ド
ル
式
空
気
ボ
ン
ベ
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
中
央
制
御
室
待
避
室
の
加
圧
を
い
う
。
（
準
備
時
間
短

縮
の
補
完
措
置
を
含
む
）
 

※
12
：
１
０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
の
逸

脱
は
継
続
す
る
が
，
１
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｄ
に
は
移
行
し
な
い
。
 

 

 

66-14-1　7/44

950



 

1.16-55 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
，
プ
ル
ー
ム
通
過
前
及
び
プ
ル
ー
ム
通
過
後
） 

 

 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
，
プ
ル
ー
ム
通
過
中
） 

 

 

第 1.16.1図 運転モード毎の中央制御室換気空調系概要図(2/2) 

 

 

 

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１66-14-1の範囲
赤枠にて示す 

6号炉及び7号炉の中央制御室バウンダリを構成する
隔離弁及びダクトは第57条と兼ねる 

66-14-1　8/44

951

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形



 

1.16-56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.16.2図 中央制御室，中央制御室待避室の陽圧化バウンダリ構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.16.3 図 中央制御室可搬型陽圧化空調機の構成図

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

枠囲みの内容は，機密事項に属しますので公開できません。
中央制御室バウンダリのハッチ，扉を
赤枠にて示す

66-14-1　9/44

952

t1114511
四角形

T8002131
四角形



 

1.16-59 

  

第 1.16.6図 中央制御室待避室陽圧化装置概要 

 

  

第 1.16.7 図 データ表示装置に関するデータ伝送の概要 

 

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

66-17-1にて整理

66-14-1　10/44

953

t0778977
四角形

t0778977
四角形
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に示す。 

中央制御室遮蔽及び中央制御室待避室遮蔽（常設）は，重大事故等時に

おいて，隣接する 6 号及び 7 号炉の事故対応を一つの中央制御室として共

用することによって，プラント状態に応じた運転員の融通により安全性が

向上することから，6号及び 7号炉で共用する設計とする。 

 

6.10.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

中央制御室可搬型陽圧化空調機は，想定される重大事故等時において中

央制御室の居住性を確保するため，運転員の放射線被ばくを防止するとと

もに中央制御室内の換気に必要な容量を確保できる設計とする。 

中央制御室可搬型陽圧化空調機フィルタユニットは，想定される重大事

故等時において中央制御室の居住性を確保するため，運転員を過度の放射

線被ばくから防護するために必要な放射性物質の除去効率及び吸着能力を

有する設計とする。 

中央制御室可搬型陽圧化空調機のフィルタユニットは，必要な容量を有

するものを 1 セット 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉それぞれ 1 セ

ット 1 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ

用として 1台（6号及び 7号炉共用）の合計 3台を保管する設計とする。 

中央制御室可搬型陽圧化空調機のブロワユニットは，必要な容量を有す

るものを 1 セット 2 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉それぞれ 1 セッ

ト 2 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用

として 2台（6号及び 7号炉共用）の合計 6台を保管する設計とする。 

中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）は，想定される重大事故等

時において中央制御室待避室の居住性を確保するため，中央制御室待避室

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-14-1　11/44
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を陽圧化することにより，必要な運転員の窒息を防止及び給気ライン以外

から中央制御室待避室内へ外気の流入を一定時間遮断するために必要な容

量を有するものを 1 セット 174 本使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用

で 1 セット 174 本に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップ用として 20 本以上（6 号及び 7 号炉共用）の合計 194 本以上を保

管する。 

データ表示装置（待避室）は，中央制御室待避室に待避中の運転員が，

発電用原子炉施設の主要な計測装置の監視を行うために必要なデータの伝

送及び表示が可能な設計とする。 

可搬型蓄電池内蔵型照明は，想定される重大事故等時に，運転員が中央

制御室内で操作可能な照度を確保するために必要な容量を有するものを 1

セット 3 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 3 台に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

号及び 7号炉共用）の合計 4台を保管する設計とする。 

差圧計は，中央制御室内とコントロール建屋，中央制御室待避室内とコ

ントロール建屋の居住環境の基準値を上回る範囲を測定できるものを 1 セ

ット 2 個使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 2 個に加えて

故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 個（6 号及

び 7号炉共用）の合計 3個を保管する設計とする。 

酸素濃度・二酸化炭素濃度計は，中央制御室内及び中央制御室待避室内

の居住環境の基準値を上回る範囲を測定できるものを，1 セット 3 個使用す

る。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 3 個に加えて故障時及び保守

点検時による待機除外時のバックアップ用として 1 個（6 号及び 7 号炉共

用）の合計 4個を保管する設計とする。 

非常用ガス処理系排風機は，設計基準事故対処設備としての仕様が，想

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-14-1　12/44
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定される重大事故等時において，中央制御室の運転員の被ばくを低減でき

るよう，原子炉建屋原子炉区域内を負圧に維持するとともに，主排気筒

（内筒）を通して排気口から放出するために必要な容量に対して十分であ

るため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

 

6.10.2.2.5 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

中央制御室遮蔽，中央制御室待避室遮蔽（常設），中央制御室待避室遮蔽

（可搬型），中央制御室可搬型陽圧化空調機，データ表示装置（待避室），

可搬型蓄電池内蔵型照明，差圧計及び酸素濃度・二酸化炭素濃度計は，コ

ントロール建屋内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を

考慮した設計とする。 

中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）は，コントロール建屋内及

び廃棄物処理建屋内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件

を考慮した設計とする。 

中央制御室待避室遮蔽（可搬型），中央制御室可搬型陽圧化空調機，中央

制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ），データ表示装置（待避室），可搬

型蓄電池内蔵型照明，差圧計，酸素濃度・二酸化炭素濃度計の接続及び操

作は，想定される重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

非常用ガス処理系排風機は，原子炉建屋原子炉区域内に設置し，想定さ

れる重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

非常用ガス処理系の操作は，想定される重大事故等時において，中央制

御室で可能な設計とする。 

 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-14-1　13/44
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第 6.10－2 表 中央制御室（重大事故等時）（常設）の設備の主要機器仕様 

 

(1) 居住性を確保するための設備 

a. 中央制御室遮蔽（6号及び 7号炉共用） 

第 8.3－1 表 遮蔽設備の主要機器仕様に記載する。 

b. 中央制御室待避室遮蔽（常設）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.3－1 表 遮蔽設備の主要機器仕様に記載する。 

c. 無線連絡設備（常設） 

第 10.12－2 表 通信連絡を行うために必要な設備（常設）の主要

機器仕様に記載する。 

d. 衛星電話設備（常設） 

第 10.12－2 表 通信連絡を行うために必要な設備（常設）の主要

機器仕様に記載する。 

e. データ表示装置（待避室） 

個  数    一式 

(2) 中央制御室の運転員の被ばくを低減するための設備 

a. 非常用ガス処理系 

(a) 非常用ガス処理系排風機 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用ガス処理系 

基    数    1（予備 1） 

系統設計流量    約 2,000m3/h 

（原子炉区域内空気を 1 日に 0.5 回換気

できる量） 

  

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 

66-14-1　14/44
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第 6.10－3 表 中央制御室（重大事故等時）（可搬型）の設備の主要機器仕様 

 

(1) 居住性を確保するための設備 

a. 中央制御室可搬型陽圧化空調機（6号及び 7号炉共用） 

第 8.2－1 表 換気空調設備の主要機器仕様に記載する。 

b. 中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.2－1 表 換気空調設備の主要機器仕様に記載する。 

c. 中央制御室待避室遮蔽（可搬型）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.3－1 表 遮蔽設備の主要機器仕様に記載する。 

d. 可搬型蓄電池内蔵型照明（6号及び 7号炉共用） 

個  数    3（予備 1） 

e. 差圧計（6号及び 7号炉共用） 

個  数    2（予備 1） 

f. 酸素濃度・二酸化炭素濃度計（6号及び 7号炉共用） 

個  数    2（予備 1） 

 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-14-1　15/44
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b. 排気ファン 

台  数        2（うち 1台は予備） 

容  量        約 8 万 m3/h/台 

(4) 中央制御室可搬型陽圧化空調機（6号及び 7号炉共用） 

a. フィルタユニット 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（重大事故等時） 

台  数        2（予備 1） 

よう素除去効率     99.9%以上 

粒子除去効率      99.9%以上 

b. ブロワユニット 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（重大事故等時） 

台  数        4（予備 2） 

容  量        約 1,500m3/h（1 台当たり） 

(5) 中央制御室待避室陽圧化装置（6号及び 7号炉共用） 

a. 空気ボンベ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（重大事故等時） 

本  数        174（予備 20 以上） 

容  量        約 47L/本 

充填圧力        約 15MPa[gage] 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-14-1　16/44
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第 8.3－1 表 遮蔽設備の主要機器仕様 

 

(1) 原子炉一次遮蔽 

原 子 炉 遮 蔽 壁 厚 さ 約 0.5m，約 0.6m 

 材 料 モルタル及び鋼板 

原子炉一次遮蔽壁 厚 さ 約 2.0m 

 材 料 コンクリート 

(2) 原子炉二次遮蔽 

原子炉二次遮蔽壁 厚 さ 約 0.3～約 1.7m 

 材 料 コンクリート 

(3) 燃料取扱遮蔽 

水  深   

 原子炉ウェル  約 7m 

 使用済燃料プール  6 号炉  約 2.6m 

 （燃料取替時の燃料 
有効長の上端まで） 

 7 号炉  約 2.8m 

水  質  純 水 

(4) 中央制御室遮蔽（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（通常運転時等） 

・中央制御室（重大事故等時） 

厚  さ                   mm 以上 

材  料  コンクリート 

枠囲みの内容は，機密事項に属しますので公開できません。

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-14-1　17/44
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(5) 中央制御室待避室遮蔽 

a. 中央制御室待避室遮蔽（常設）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（重大事故等時） 

厚  さ コンクリート     mm 以上 

 鉛               mm 以上 

材  料  コンクリート及び鉛 

b. 中央制御室待避室遮蔽（可搬型）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（重大事故等時） 

厚  さ                  mm 以上 

材  料  鉛 

(6) 緊急時対策所遮蔽 

a. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）遮蔽（6 号及び 7 号炉

共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

厚  さ                   mm 以上 

材  料  コンクリート 

b. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）遮蔽（6 号及び 7 号炉

共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

厚  さ  　　　　　　　　 mm 以上 

材  料  コンクリート 

枠囲みの内容は，機密事項に属しますので公開できません。

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-14-1　18/44
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たことを把握できる設計とするとともに，現場盤の警報は中央制御室に一括警報を発する

設計とする。 

 

3.3 外部状況把握 

3.3.1 津波監視カメラ 

発電用原子炉施設に影響を及ぼす可能性がある自然現象や発電所構内の状況（海側，山

側）を監視するため，屋外に暗視機能等を持った津波監視カメラを設置し，中央制御室に

て遠隔操作することにより昼夜にわたり監視することができる設計とする。 

津波監視カメラは，7号機原子炉建屋屋上の主排気筒に設置し，6号機及び 7号機で共

用する設計とする。 

共用にあたっては，隣接する 6号機及び 7号機発電用原子炉施設に迫る自然現象を共通

要因として把握するものであり，監視に必要な要件を満足する仕様とすることで，共用に

よって安全性を損なうことのない設計とする。 

津波監視カメラは耐震Ｓクラスの設備とし，地震，積雪，降下火砕物，降雨及び風の荷

重を適切に考慮し必要な強度を有する設計とするとともに常設代替交流電源設備から給電

できる設計とする。 

津波監視カメラで把握可能な自然現象等を表 3－4，津波監視カメラの仕様を表 3－5，

津波監視カメラの配置を図 3－1に示す。 

具体的な津波監視カメラの強度及び給電の機能は，Ⅴ-1-1-3「発電用原子炉施設の自然

現象等による損傷の防止に関する説明書」に示す。 

 

3.3.2 気象観測設備等 

発電所構内の状況の把握に有効なパラメータは，気象観測設備等で測定し中央制御室に

て確認できる設計とする。 

中央制御室で入手できる外部状況把握可能なパラメータ及び計測範囲を表 3－6に示す。 

なお，その他重大事故等時の対応として，屋外に保管している可搬型気象観測装置によ

り風向，風速その他の気象条件を測定し，及びその結果を記録することができる設計とす

る。 

 

3.3.3 公的機関からの気象情報入手 

中央制御室に電話，FAX 等を設置し，公的機関からの地震，津波，竜巻情報等を入手で

きる設計とする。 

 

3.4 居住性の確保 

3.4.1 換気設備 

中央制御室換気空調系は，設計基準事故が発生した場合において，チャコールフィルタ

を通る再循環運転とし，運転員を放射線被ばくから防護する設計とするとともに，運転操

作に適した室温（21℃～26℃）に調整可能な設計とする。 

所要数
関連箇所を下線にて示す 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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また，重大事故等が発生した場合においては，中央制御室可搬型陽圧化空調機により，

中央制御室を陽圧化することで，インリークを防止可能な設計とする。 

中央制御室外の火災等により発生した燃焼ガスやばい煙，有毒ガス及び降下火砕物に対

しても再循環運転に切替えることにより，外部雰囲気から隔離できる設計とする。 

また，再循環運転による酸欠防止を考慮して外気取り入れの再開が可能な設計とするが，

設計基準事故時 30 日間空気の取り込みを一時的に停止した場合においても，室内の酸素

濃度及び二酸化炭素濃度が事故対策のための活動に支障がない濃度を確保できるとともに，

中央制御室の気密性及び中央制御室遮蔽の機能とあいまって，居住性に係る判断基準

100mSv を超えない設計とする。 

さらに，重大事故等時に，中央制御室可搬型陽圧化空調機により 7日間中央制御室を陽

圧化した場合においても，室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度が事故対策のための活動に

支障がない濃度を確保できるとともに，中央制御室の気密性及び中央制御室遮蔽，中央制

御室待避室遮蔽（常設）及び中央制御室待避室遮蔽（可搬型）の機能とあいまって，居住

性に係る判断基準 100mSv を超えない設計とする。 

また，炉心の著しい損傷後に格納容器圧力逃がし装置を作動させる場合に放出される放

射性雲通過時に，中央制御室待避室を中央制御室待避室陽圧化装置で陽圧化することによ

り，放射性物質が中央制御室待避室に流入することを一定時間完全に防ぐことができる設

計とするとともに，原子炉格納容器から漏えいした空気中の放射性物質の濃度を低減する

ため非常用ガス処理系を設ける設計とする。 

コントロール建屋と中央制御室との間の陽圧化に必要な差圧及び，コントロール建屋と

中央制御室待避室との間の陽圧化に必要な差圧を監視できる計測範囲として 0～200Pa 以

上を有する中央制御室用差圧計を 1セット 2個に加えて故障時及び保守点検時による待機

除外時のバックアップ用として予備 1個の合計 3個設置する設計とする。原子炉建屋原子

炉区域に設置された燃料取替床ブローアウトパネルは，開放した場合に容易かつ確実に燃

料取替床ブローアウトパネル閉止装置により閉止できる設計とするとともに，現場におい

ても人力により閉止操作が可能な設計とする。これらにより，中央制御室の居住性を確保

する設計とする。具体的な，換気設備の機能については，Ⅴ-1-7-3「中央制御室の居住性

に関する説明書」，また，燃料取替床ブローアウトパネル閉止装置の機能・設計については，

Ｖ-1-1-7-別添 4「ブローアウトパネル関連設備の設計方針」に示す。 

中央制御室換気空調系は，地震，竜巻・風（台風），積雪，落雷，外部火災，降下火砕物

の降下に伴い外部電源が喪失した場合に，非常用ディーゼル発電機が起動することにより

電源が確保される設計とする。 

また，炉心の著しい損傷が発生した場合においては，中央制御室可搬型陽圧化空調機に

より中央制御室内を陽圧化するとともに，全交流動力電源喪失時は常設代替交流電源設備

である第一ガスタービン発電機（「6,7 号機共用」（以下同じ。））から給電できる設計とす

る。 

燃料取替床ブローアウトパネル閉止装置は，全交流動力電源喪失時においても，第一ガ

スタービン発電機から給電できる設計とする。 
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具体的な，中央制御室可搬型陽圧化空調機への給電の機能は，Ⅴ-1-9-1-1「非常用発電

装置の出力の決定に関する説明書」に示す。 

 

3.4.2 生体遮蔽装置 

中央制御室遮蔽は，設計基準事故が発生した場合においては事故後 30 日間とどまって

も中央制御室の気密性及び中央制御室換気空調系の機能とあいまって，居住性に係る判断

基準 100mSv を超えない設計とする。また，中央制御室遮蔽，中央制御室待避室遮蔽（常設）

及び中央制御室待避室遮蔽（可搬型）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，中

央制御室の気密性，中央制御室可搬型陽圧化空調機及び中央制御室待避室陽圧化装置の機

能とあいまって，運転員の実効線量が 7日間で 100mSv を超えない設計とする。 

具体的な，中央制御室の遮蔽設計，その他の適切な防護の妥当性評価は，Ⅴ-4-2-1「中

央制御室の生体遮蔽装置の放射線の遮蔽及び熱除去についての計算書」に示す。 

 

3.4.3 照明  

操作に必要な照明は，地震，竜巻・風（台風），積雪，落雷，外部火災，降下火砕物の降

下に伴い外部電源が喪失した場合，非常用ディーゼル発電機が起動することにより照明用

電源が確保されるとともに，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要

な電力の供給が第一ガスタービン発電機から開始されるまでの間においても，中央制御室

の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明により，運転操作に必要な照明を確保できる設計とす

る。 

重大事故等時においても，必要な照明は可搬型蓄電池内蔵型照明により確保できる設計

とするとともに，全交流動力電源喪失時においても，常設代替交流電源設備である第一ガ

スタービン発電機から給電できる設計とする。 

具体的な，中央制御室照明及び可搬型蓄電池内蔵型照明の機能，照明設備への給電の機

能は，Ⅴ-1-1-13「非常用照明に関する説明書」に示す。 

 

3.4.4 酸素濃度・二酸化炭素濃度計 

設計基準事故時及び重大事故等時の対応として，中央制御室及び中央制御室待避室内の

酸素及び二酸化炭素濃度を確認する電池式の可搬型の酸素濃度・二酸化炭素濃度計は，活

動に支障がない範囲にあることの測定が可能なものを，1セット 3個に加えて故障時及び

保守点検時による待機除外時のバックアップ用として 1個の合計 4個を分散して保管する

設計とする。また，酸素濃度・二酸化炭素濃度計は，付属のスイッチにより容易かつ確実

に操作が可能な設計とする。可搬型の酸素濃度・二酸化炭素濃度計の仕様を表 3－7に示

す。 

具体的な中央制御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の評価については，Ⅴ-1-7-3「中

央制御室の居住性に関する説明書」に示す。 
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3.4.5 チェンジングエリア 

炉心の著しい損傷が発生し，中央制御室の外側が放射性物質により汚染した状況下にお

いて，中央制御室への汚染の持込みを防止することができるよう身体の汚染検査，作業服

の着替え等を行うための区画を設けることができる設計とする。 

具体的な，チェンジングエリアの機能については，Ⅴ-1-7-2「管理区域の出入管理設備

及び環境試料分析装置に関する説明書」に示す。 

 

3.4.6 データ表示装置（中央制御室待避室） 

炉心の著しい損傷が発生した場合においても，中央制御室待避室に待避した運転員が，

データ表示装置（中央制御室待避室）により中央制御室待避室の外に出ることなく発電用

原子炉施設の主要な計測装置の監視を行うことができる設計とする。 

また，データ表示装置（中央制御室待避室）は，中央制御室待避室に 7号機用 1台を設

置する設計とする。 

データ表示装置（中央制御室待避室）は，全交流動力電源喪失時においても，常設代替

交流電源設備である第一ガスタービン発電機から給電できる設計とする。 

 

3.4.7 衛星電話設備（常設）（中央制御室待避室）及び無線連絡設備（常設）（中央制御室待避

室） 

炉心の著しい損傷が発生した場合においても運転員がとどまるために，衛星電話設備（常

設）（中央制御室待避室）及び無線連絡設備（常設）（中央制御室待避室）により，中央制

御室待避室に待避した運転員が，緊急時対策所（対策本部）と通信連絡できる設計とする。 

衛星電話設備（常設）（中央制御室待避室）及び無線連絡設備（常設）（中央制御室待避

室）は，全交流動力電源喪失時においても，常設代替交流電源設備である第一ガスタービ

ン発電機又は可搬型代替交流電源設備から給電できる設計とする。 

 

3.5 通信連絡 

原子炉冷却系統に係る発電用原子炉施設の損壊又は故障その他の異常の際に，中央制御室等

から人が立ち入る可能性のある原子炉建屋，タービン建屋等の建屋内外各所の人に操作，作業，

退避の指示，事故対策のための集合等の連絡をブザー鳴動及び音声により行う警報装置及び音

声等により行う多様性を確保した所内通信連絡設備により，発電所内の通信連絡をする必要の

ある場所と通信連絡できる設計とする。 

重大事故等が発生した場合において，衛星電話設備（常設）等の所内通信連絡設備により，

発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡できる設計とする。 

設計基準事故その他の異常の際並びに重大事故等が発生した場合において，発電所外の通信

連絡をする必要がある場所と通信連絡を行うことができる所外通信連絡設備により，発電所外

の通信連絡をする必要がある場所と通信連絡ができる設計とする。 

具体的な通信連絡設備については，Ⅴ-1-1-11「通信連絡設備に関する説明書」に示す。 
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3.3 重大事故等発生時の照明  

重大事故等発生時に，中央制御室及び中央制御室待避室での監視操作に必要な照度

を確保するため，可搬型蓄電池内蔵型照明を配備する。また，中央制御室バウンダリ

に隣接した場所に設ける中央制御室チェンジングエリア及び緊急時対策所入口に設け

る緊急時対策所チェンジングエリアでの身体の汚染検査及び作業服の着替え等に必要

な照度を確保するため，乾電池内蔵型照明（ランタンタイプ）を配備する。 

可搬型蓄電池内蔵型照明は，常設代替交流電源設備から電力の供給を可能とするた

め非常用低圧母線に接続された中央制御室内のコンセントに接続可能な設計とする。 

可搬型蓄電池内蔵型照明の電源系統を図 4 に示す。 

中央制御室に設置する可搬型蓄電池内蔵型照明は，重大事故等に中央制御室の制御

盤での操作に必要な照度及び中央制御室待避室の居住性確保に必要な照度として，照

明全消灯状態にて監視操作が可能なことを確認している，大型表示盤面で 20 lx 以上

を確保する設計とする。また，中央制御室待避室に設置する可搬型蓄電池内蔵型照明

は，監視及び陽圧化バルブ操作のため 20 lx 以上を確保する設計とする。 

中央制御室バウンダリに隣接した場所に設ける中央制御室チェンジングエリアでの

身体の汚染検査及び作業服の着替え等に必要な照明として，中央制御室用乾電池内蔵

型照明（ランタンタイプ）はチェンジングエリア内の脱衣エリア，サーベイエリア及

び除染エリアの中央床面において 5 lx 以上の照度を確保する設計とする。また，緊急

時対策所入口に設ける緊急時対策所チェンジングエリアでの身体の汚染検査及び作業

服の着替え等に必要な照明として，5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用乾電池内蔵型

照明（ランタンタイプ）はチェンジングエリア内の脱衣エリア，サーベイエリア及び

除染エリアの中央床面において 5 lx 以上の照度を確保する設計とする。 

可搬型蓄電池内蔵型照明の必要数は，中央制御室の制御盤での監視及び操作に必要

な照度を有するものを各号機１個，中央制御室待避室での監視及び陽圧化バルブ操作

に必要な照度を有するものを 1 個，故障時及び保守点検時のバックアップ用として 1

個の合計 4 個を中央制御室及び中央制御室待避室に保管する設計とする。 

中央制御室用乾電池内蔵型照明（ランタンタイプ）の必要数は，身体の汚染検査及

び作業服の着替え等に必要な照度を有するものを 4 個とし，故障時及び保守点検時の

バックアップ用として 1 個の合計 5 個を中央制御室待避室に保管する設計とする。 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用乾電池内蔵型照明（ランタンタイプ）の必要数

は，身体の汚染検査及び作業服の着替え等に必要な照度を有するものを 4 個とし，故

障時及び保守点検時のバックアップ用として 1 個の合計 5 個を 5 号機原子炉建屋内緊

急時対策所（対策本部・高気密室）に保管する設計とする。 

また，技術基準規則第 54 条第 1 項第 2 号及び第 3 項第 6 号に基づき想定される重

大事故等発生時において，重大事故等対処設備を停電時及び夜間時に確実に操作を実

施するため及び可搬型重大事故等対処設備を運搬するため並びに他の設備の被害状況
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を把握するために必要な照明設備として，可搬型照明を重大事故等時に迅速に使用で

きる場所に配備する。 

可搬型照明に関しては，保安規定にて資機材としての取扱いについて定め管理する。 

可搬型蓄電池内蔵型照明，中央制御室用乾電池内蔵型照明（ランタンタイプ）及び

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用乾電池内蔵型照明（ランタンタイプ）の保管場所

を第 1-8-1 図から第 1-8-33 図「非常用照明の取付箇所を明示した図面」に示す。 
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3.2.2 送風機 

名 称 中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）（6,7 号機共用） 

容 量 m3/h/個 1125～1500(1500) 

原 動 機 出 力 kW/個 1.5 

個 数 ― 4（予備 2） 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時に放射線管理施設のうち換気設備のうち中央制御室換気空調系（中央制御室陽圧

化換気空調系）として使用する中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）は，以下の機能を有す

る。 

 

中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）は，重大事故等が発生した場合においても運転員が

中央制御室にとどまるために必要な設備を施設するために設置する。 

系統構成は，重大事故等が発生した場合において，中央制御室内への放射性物質の侵入を低減

するとともに，中央制御室の気密性に対して余裕を考慮した換気を行うため，中央制御室可搬型

陽圧化空調機（ファン）を使用し，中央制御室可搬型陽圧化空調機（フィルタユニット）を介し

て中央制御室内へコントロール建屋内の空気を供給することで中央制御室内の陽圧を維持でき

る設計とする。 

 

1. 容量 

中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）の容量は，中央制御室内を隣接区画＋20Pa 以上＋

40Pa 未満の範囲内で陽圧化する必要風量 4409m3/h 以上 6494m3/h 未満＊，及び一般的な労働環

境における酸素濃度の許容濃度を満たすことができる流量 95.5m3/h＊並びに二酸化炭素濃度の

許容濃度を満たすことができる流量 14.9m3/h＊を踏まえ，要求値 4409m3/h 以上 6494m3/h 未満に

設計裕度をもった 4500～6000m3/h（1125～1500m3/h/個×4個）とする。公称値については設計

風量上限値の 1500m3/h/個とする。 

 

注記＊：添付資料「Ⅴ-1-7-3 中央制御室の居住性に関する説明書」に示す容量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す 
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2. 原動機出力 

中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）の原動機出力は，風量 1500m3/h/個の時の軸動力を

基に設定する。 

定格風量点における 1 個あたりの中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）の風量は

1500m3/h，全圧が 1.43kPa（0.00143MPa）であり，その時の必要軸動力は，以下の通り 0.91kW

となるため，原動機出力はそれを上回る 1.5kW/個とする。 

 

Ｌ＝（Ｐ・Ｑ/3600）/η＝（1.43×1500/3600）/0.66＝0.91 

Ｌ:必要軸動力（kW） 

Ｐ:ファン全圧（kPa）＝1.43 

Ｑ:ファン風量（m3/h）＝1500 

η:ファン効率＝0.66 

 

3. 個数 

中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として中

央制御室内への放射性物質の侵入を低減するとともに，中央制御室の気密性に対して余裕を考

慮した換気を行うため，中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）を使用し，中央制御室可搬

型陽圧化空調機（フィルタユニット）を介して中央制御室内へコントロール建屋内の空気を供

給することで中央制御室内の陽圧を維持するために予備 2個を含む合計 6個設置する。 
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3.2.3 フィルター 

名 称 
中央制御室可搬型陽圧化空調機（フィルタユニット） 

（6,7 号機共用） 

種 類 ― 高性能フィルタ 活性炭フィルタ 

効 率 
単 体 % 99.97 以上（0.15μm 粒子） 99.9 以上（相対湿度 85%以下） 

総 合 % 99.97 以上（0.15μm 粒子） 99.9 以上（相対湿度 85%以下） 

個 数 ― 2（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時に放射線管理施設のうち換気設備のうち中央制御室換気空調系（中央制御室陽圧

化換気空調系）として使用する中央制御室可搬型陽圧化空調機（フィルタユニット）は，以下の

機能を有する。 

 

中央制御室可搬型陽圧化空調機（フィルタユニット）は，重大事故等が発生した場合において

も運転員が中央制御室にとどまるために必要な設備を施設するために設置する。 

系統構成は，重大事故等が発生した場合において，中央制御室内への放射性物質の侵入を低減

するとともに，中央制御室の気密性に対して余裕を考慮した換気を行うため，中央制御室可搬型

陽圧化空調機（ファン）を使用し，中央制御室可搬型陽圧化空調機（フィルタユニット）を介し

て中央制御室内へコントロール建屋内の空気を供給することで微粒子及び放射性よう素を除去

低減できる設計とする。 

 

1. 高性能フィルタの効率 

1.1 単体除去効率 

高性能フィルタの単体除去効率は，「放射性エアロゾル用高性能エアフィルタ」（ＪＩＳ 

Ｚ ４８１２－1995）に規定される性能を基に設定し，基準粒子径 0.15μm における単体除

去効率が 99.97%と規定されていることから，99.97%以上（0.15μm 粒子）とする。 

 

1.2 総合除去効率 

高性能フィルタの総合除去効率は，中央制御室の居住性に係る被ばく評価＊に示す運転員

の実効線量が 7 日間で 100mSv を超えないことを評価した評価条件を基に設計し，使用状態

において 99.97%以上（0.15μm粒子）とする。 
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2. 活性炭フィルタの効率 

2.1 単体除去効率 

活性炭フィルタの単体除去効率は，使用条件での活性炭フィルタ総合除去効率の設計値を

確保できるように設定し，99.9%以上（相対湿度 85%以下）とする。 

 

2.2 総合除去効率 

活性炭フィルタの総合除去効率は，中央制御室の居住性に係る被ばく評価＊に示す運転員

の実効線量が 7 日間で 100mSv を超えないことを評価した評価条件を基に設計し，使用状態

において 99.9%以上（相対湿度 85%以下）とする。 

 

注記＊：添付資料「Ⅴ-1-7-3 中央制御室の居住性に関する説明書」 

 

3. 個数 

中央制御室可搬型陽圧化空調機（フィルタユニット）は，重大事故等対処設備として中央制

御室内への放射性物質の侵入を低減するとともに，中央制御室の気密性に対して余裕を考慮し

た換気を行うため，中央制御室可搬型陽圧化空調機（ファン）を使用し，中央制御室可搬型陽

圧化空調機（フィルタユニット）を介して中央制御室内へコントロール建屋内の空気を供給す

ることで微粒子及び放射性よう素を除去低減するために予備 1個を含む合計 3個設置する。 
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3.3 中央制御室待避室陽圧化換気空調系 

3.3.1 容器 

名 称 
中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ） 

（6,7 号機共用） 

容 量 L/個 46.7 以上（46.7） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 14.7 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 － 174（予備 26） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に放射線管理施設のうち換気設備のうち中央制御室換気空調系（中央制御室待避

室陽圧化換気空調系）として使用する中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）は，以下の機

能を有する。 

 

中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）は，炉心の著しい損傷後の格納容器圧力逃がし装

置を作動させる場合に放出される放射性雲通過時において，放射性物質が中央制御室待避室に流

入することを防ぎ，中央制御室待避室にとどまる運転員の被ばくを低減するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷後の格納容器圧力逃がし装置を作動させる場合に放出される放

射性雲通過時において，中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）から中央制御室待避室内へ

空気を送気し陽圧化することにより，放射性物質が中央制御室待避室に流入することを一定時間

完全に防ぎ，中央制御室遮蔽等の機能とあいまって中央制御室にとどまる運転員の実効線量が事

故後 7日間で 100ｍSv を超えない設計とする。 

 

1. 容量 

重大事故等時に使用する中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）は，高圧ガス保安法の

適合品である一般汎用型の空気ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカで定め

た容量である 46.7L/個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ 46.7L/個とする。 

 
2. 最高使用圧力 

中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）を重大事故等時において使用する場合の圧力は，

高圧ガス保安法の適合品であるボンベにて実績を有する充填圧力である 14.7MPa とする。 

 
3. 最高使用温度 

中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）を重大事故等時において使用する場合の温度は，

重大事故等時の環境条件（40℃）及び高圧ガス保安法に基づき 40℃とする。 
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4. 個数 

  中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）の必要個数は，中央制御室待避室に待避した運

転員の窒息を防止するため，及び給気ライン以外から中央制御室待避室内への外気の流入を放

射性雲通過までの 10 時間の間遮断するために必要な個数である 174 個とする。根拠について

は以下のとおり。 

 

4.1 必要換気量 

①二酸化炭素濃度基準に基づく必要換気量 

・収容人数：n＝20名＊ 

・許容二酸化炭素濃度：Ci＝0.5%（労働安全衛生法） 

・大気二酸化炭素濃度：C0＝0.039%（標準大気の二酸化炭素濃度） 

・呼吸による二酸化炭素発生量：M＝0.022 m3/(h・人）（空気調和・衛生工学便覧の極軽

作業の作業程度の吐出し量） 

・必要換気量：Q1＝n・100・M／（Ci－C0）m3/h（空気調和・衛生工学便覧の二酸化炭素

基準の必要換気量） 

Q1＝20×100×0.022÷（0.5－0.039） 

≒95.44 

≒95.5 m3/h 

 

②酸素濃度基準に基づく必要換気量 

・収容人数：n＝20名＊ 

・吸気酸素濃度：a＝20.95%（標準大気の酸素濃度） 

・許容酸素濃度：b＝18.0%（労働安全衛生法） 

・酸素消費量：c＝x・（a－d）m3/(h・人) 

・成人の呼吸量：x＝0.48 m3/(h・人)（空気調和・衛生工学便覧の静座作業） 

・乾燥空気換算呼気酸素濃度：d＝16.4%（空気調和・衛生工学便覧） 

・必要換気量：Q2＝n・c／（a－b）m3/h（空気調和・衛生工学便覧の酸素基準の必要換気

量） 

Q2＝20×0.48×（20.95－16.4）÷（20.95－18.0） 

≒14.81 

≒14.9 m3/h 

 

以上より，空気ボンベ陽圧化時に，窒息を防止するために必要な換気量は二酸化炭素濃

度基準の 95.5m3/h 以上とする。 

 

注記＊：6号及び 7号機運転員 18名に対して余裕を考慮。 
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4.2 必要ボンベ個数 

中央制御室待避室を 10 時間陽圧化する必要最低限のボンベ個数は二酸化炭素濃度基準換

気量の 95.5 m3/h 及びボンベ供給可能空気量 5.50 m3/個から下記の通り 174 個となる。 

・ボンベ初期充填圧力：14.7MPa 

・ボンベ内容積：46.7L/個 

・ボンベ供給可能空気量：5.50m3/個 

必要ボンベ個数＝95.5m3/h×10 時間÷5.50m3/個 

＝173.6 

≒174 個 

 

  また，故障時及び保守点検時による待機除外時のバックアップ用として予備 26 個を保管す

る。 
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59-6-23 

名  称 酸素濃度・二酸化炭素濃度計 

検知

範囲 

酸素 ％ 5.0 ～ 30.0 

二酸化炭素 ％ 0.04 ～ 5.00 

機器仕様に関する注記 ― 

【設定根拠】 

酸素濃度・二酸化炭素濃度計は，可搬型重大事故等対処設備として配置するものである。 

 

酸素濃度・二酸化炭素濃度計は，外気から中央制御室及び中央制御室待避室への空気の

取り込みを停止した場合に，酸素濃度，二酸化炭素が事故対策のための活動に支障がない

範囲にあることを正確に把握するためのものである。 

 

  なお，酸素濃度・二酸化炭素濃度計は，6 号炉中央制御室，7 号炉中央制御室及び中央

制御室待避室に設置するための 3 台に，予備 1 台を含めた合計 4 台を中央制御室内に保管

する。 

 

1. 検知範囲 

1.1 酸素濃度 

労働安全衛生法の酸素欠乏症等防止規則に基づき，空気中の酸素濃度 18％を十分

に満足する範囲を検知できる設計とする。また，表示精度としては，3％FS の精度

を有する設計とする。 

 

1.2 二酸化炭素濃度  

JEAC4622-2009「原子力発電所中央制御室運転員の事故時被ばくに関する規程」に

基づき，空気中の二酸化炭素濃度 0.5％を十分に満足する範囲を検知できる設計と

する。また，，表示精度としては，±10％Rdg の精度を有する設計とする。 

 

 

 

7号炉に必要な所要数は，7号炉中央制御室に1台及び
中央制御室待避室に1台の合計2台とする。
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添 3.16-10 

 

3.16.2.1.3.2   設置許可基準規則第 43 条第 3項への適合方針 

 

(1) 容量（設置許可基準規則第 43 条第 3項一） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等の収束に必要な容量に加え，十分に余裕のある容量を

有するものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

    基本方針については，「2.3.2 容量等」に示す。 

 

可搬型蓄電池内蔵型照明は，重大事故等時に中央制御室での監視操作に必要

な照度を有するものを 6号及び 7号炉の大型表示盤エリアに各１台，重大事故

等の対処のための制御盤等を配備したエリアに１台の計3台を設置する設計と

する。   

また，中央制御室待避室内での監視等に必要な照度を有するものを 1台設置

する設計とする。 

可搬型蓄電池内蔵型照明を中央制御室での監視操作に使用する場合と，中央

制御室待避室での監視等に使用する場合は，同時に使用することがないため，

重大事故等時に必要な個数 3 台を保管する設計とする。また，これに加えて予

備 1台を有する設計とする。 

可搬型蓄電池内蔵型照明の照度は各設置場所にて照度を確認し，監視操作が

可能な設計とする。                                  

(59-10) 

 

(2) 確実な接続（設置許可基準規則第 43 条第 3項二） 

(ⅰ) 要求事項 

常設設備（発電用原子炉施設と接続されている設備又は短時間に発電用原子

炉施設と接続することができる常設の設備をいう。以下同じ。）と接続するも

のにあっては，当該常設設備と容易かつ確実に接続することができ，かつ，二

以上の系統又は発電用原子炉施設が相互に使用することができるよう，接続部

の規格の統一その他の適切な措置を講じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に示す。 

 

可搬型蓄電池内蔵型照明は，常設代替交流電源設備である第一ガスタービン

発電機から給電された非常用所内電気設備との接続を，一般的なコンセントプ

ラグによる接続とすることで確実に接続できる設計とする。 

また，コンセントプラグ接続を用いることにより 6号及び 7号炉で相互に使

用可能な設計とする。                            

（59-5） 

 

添付-2-(6)　SA59条補足説明資料所要数の説明
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と
が
で
き
る

設
計
と
す
る
。
 

中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ァ
ン
）
及
び
中
央
制
御
室
可
搬
型

陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
は
，
重
大
事
故
等
時
に
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
仮
設
ダ
ク
ト
を
用
い
て
中
央
制
御
室
を

陽
圧
化
す
る
こ
と
に
よ
り
，
放
射
性
物
質
を
含
む
外
気
が
中
央
制
御
室
に

直

接
流
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ァ
ン
）
は
，
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
お
い
て
も
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
が
可
能
な
設
計
と

す
る
。
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
中
央
制
御
室
の
外
側
が
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚

染
し
た
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
，
運
転
員
が
中
央
制
御
室
の
外
側
か
ら
中

央
制

御
室

に
放

射
性

物
質

に
よ

る
汚

染
を

持
ち

込
む

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
，
身
体
サ
ー
ベ
イ
及
び
作
業
服
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
区
画
を
設
け

る
設
計
と
す
る
。
 

身
体
サ
ー
ベ
イ
の
結
果
，
運
転
員
の
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
運
転
員

の
除
染
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
区
画
を
，
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
行
う
区
画
に
隣

接
し
て
設
置
す
る
設
計
と
す
る
。
 

重
大
事
故
等
時
に
，
身
体
サ
ー
ベ
イ
，
作
業
服
の
着
替
え
等
に
必
要
な
照
度

所
要
数

関
係
箇
所
を
下
線
に
て
示
す
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6-4-16 

K7
 ①

 Ⅱ
 R
1 

変
更
前
 

変
更
後
 

                        

の
確
保
は
，
中
央
制
御
室
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）（

6
,
7

号
機
共
用
）（

個
数

4（
予
備

1
））

に
よ
り
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時

対
策
所
の
居
住
性
を
確
保
す
る
た
め
の
設
備
と
し
て
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内

緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
遮
蔽
（「

6
,
7
号
機
共
用
」（

以
下
同
じ
。）
），

5

号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
遮
蔽
（「

6
,
7
号
機
共
用
」

（
以
下
同
じ
。）
），

5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
室

内
遮
蔽
（「

6,
7
号
機
共
用
」（

以
下
同
じ
。）
），

二
次
遮
蔽
壁
，
補
助
遮
蔽
，

緊
急
時
対
策
所
換
気
空
調
系
の
設
備
，
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
又
は
保
管
す
る
設
計
と
す
る
。
 

5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
遮
蔽
，
5
号
機
原
子

炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
遮
蔽
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急

時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
室
内
遮
蔽
，
二
次
遮
蔽
壁
及
び
補
助
遮
蔽
は
，
5
号

機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
の
気
密
性
及
び

緊
急
時
対
策
所
換
気
空
調

系
の
機
能
と
あ
い
ま
っ
て
，
緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
る
要
員
の
実
効
線
量

が
事
故
後

7
日
間
で

10
0
m
Sv

を
超
え
な
い
設
計
と
す
る
。
 

緊
急
時
対
策
所
換
気
空
調
系
の
設
備
の
う
ち
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急

時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ァ
ン
）
及
び

5
号
機
原

子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
は
，
仮
設
ダ
ク
ト
を
用
い
て

5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時

対
策
所
（
対
策
本
部
・
高
気
密
室
）
を
陽
圧
化
し
，
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
低

減
で
き
る
設
計
と
す
る
。
ま
た
，
緊
急
時
対
策
所
換
気
空
調
系
の

5
号
機
原

子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，

放
射
性
雲
通
過
時
に
お
い
て
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
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1.16-9 

排気ダンパ，MCR 非常用外気取入ダンパ），中央制御室換

気空調系ダクト（MCR 外気取入ダクト，MCR 排気ダクト），

中央制御室待避室遮蔽，中央制御室待避室陽圧化装置（空

気ボンベ，配管・弁），可搬型蓄電池内蔵型照明，差圧

計 ， 酸 素 濃 度 ・ 二 酸 化 炭 素 濃 度 計 ， 無 線 連 絡 設 備 （ 常

設），無線連絡設備（常設）（屋外アンテナ），衛星電話

設備（常設），衛星電話設備（常設）（屋外アンテナ），

データ表示装置（待避室），非常用交流電源設備，常設代

替交流電源設備，非常用ガス処理系排風機，非常用ガス処

理系フィルタ装置，非常用ガス処理系乾燥装置，非常用ガ

ス処理系配管・弁，主排気筒（内筒），非常用ガス処理系

排気流量，原子炉建屋外気差圧及び原子炉建屋原子炉区域

は重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の設備により，重大事故が発生した場合においても

中央制御室に運転員がとどまることができるため，以下の

設備は自主対策設備と位置付ける。あわせてその理由を示

す。 

 

・非常用照明 

非常用照明は設計基準対象施設であり耐震性は確保

されていないが，全交流動力電源喪失時に代替交流電

源設備から給電可能であるため，可搬型蓄電池内蔵型

照明の代替設備として有効である。 

 

・カードル式空気ボンベユニット 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補1自主対策設備に関する説明
関連箇所を赤枠にて示す 

66-14-1　37/44

980

t1260165
四角形



 

1.16-10 

カードル式空気ボンベユニットの準備操作は，参集

した緊急時対策要員によって実施すること，さらには

空気の供給開始までに時間を要するが，仮に 6 号及び 7

号炉の格納容器ベントのタイミングのずれを考慮した

場合でも，中央制御室待避室に必要空気量を供給する

際に有効である。 

 

・第二代替交流電源設備 

耐震性は確保されていないが，常設代替交流電源設

備と同等の機能を有することから，健全性が確認でき

た場合において，事故対応時に必要な電源を確保する

ための手段として有効である。 

 

なお，乾電池内蔵型照明，防護具及びチェンジングエリ

ア設営用資機材については，資機材であるため重大事故等

対処設備とはしない。 

 

b. 手順等 

上記の a.により選定した対応手段に係る手順を整備する。

また，重大事故時に監視が必要となる計器及び重大事故時に

給電が必要となる設備についても整備する（第 1.16.2 表，第

1.16.3 表）。 

これらの手順は，運転員及び復旧班要員※ ３の対応として全

交流動力電源喪失の対応手順等に定める。また，保安班要員※

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補1
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1.16-22 

作であるので 1.16.2.1(1)a.炉心損傷の判断時の中央制御室

可搬型陽圧化空調機起動手順の「中央制御室換気空調系が再

循環運転モードで運転している場合の中央制御室可搬型陽圧

化空調機への切替え手順の概要」と同様である。 

 

(2) 中央制御室待避室の準備手順 

格納容器圧力逃がし装置を使用する際に待避する中央制御室待

避室を中央制御室待避室陽圧化装置により加圧し，中央制御室待

避室の居住性を確保するための手順を整備する。 

 

a. 中央制御室待避室陽圧化装置による中央制御室待避室の陽圧

化手順 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※ 1 で，中央制御室可搬型陽圧化空

調機による中央制御室の陽圧化を実施した場合。  

 

※1：格納容器内雰囲気放射線レベル計 (CAMS)で原子炉格納

容器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガン

マ線線量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器内雰

囲気放射線レベル計(CAMS)が使用できない場合に原子

炉圧力容器温度計で 300℃以上を確認した場合。 

 

(b) 操作手順 

自主対策設備に関する説明（準備時間）
関連箇所を下線にて示す

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.16-23 

中央制御室待避室の陽圧化設備による加圧手順の概要は以

下のとおり。中央制御室待避室を加圧するための中央制御室

待避室陽圧化装置の概要を第 1.16.6 図に示す。 

①当直副長は，炉心損傷時の中央制御室可搬型陽圧化空調

機による中央制御室内の加圧操作後に，現場運転員 E 及

び F に中央制御室待避室の加圧準備を指示する。  

②現場運転員 E 及び F は，中央制御室可搬型陽圧化空調機

による中央制御室内の加圧操作後に，コントロール建屋

1 階通路，廃棄物処理建屋 1 階通路に設置した中央制御

室陽圧化装置空気ボンベ元弁を開操作し，中央制御室待避

室の加圧準備を完了する。 

③当直副長は，格納容器圧力逃がし装置を使用する約 30 分

前，又は現場運転員 C 及び D に格納容器圧力逃がし装置

の一次隔離弁の開操作を指示し，現場運転員 C 及び D が

現場へ移動開始した時に，現場運転員 E 又は F に中央制

御室待避室の加圧を指示する。 

④現場運転員 E 又は F は，中央制御室待避室内に設置され

た中央制御室陽圧化装置空気ボンベ空気給気第一，第二

弁を開操作し，中央制御室待避室の陽圧化を開始する。

（第 1.16.6 図 中央制御室待避室陽圧化装置概要） 

⑤当直副長は，現場運転員 E 又は F に中央制御室待避室の

圧力を中央制御室隣接区画より陽圧に維持するよう指示

する。 

⑥現場運転員 E 又は F は，中央制御室待避室にて中央制御

室待避室と中央制御室の差圧を確認しながら，中央制御

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.16-24 

室待避室内に設置した排気弁を操作し，中央制御室待避

室圧力を中央制御室隣接区画より陽圧に維持する。 

 

(c) 操作の成立性 

中央制御室待避室の加圧準備操作は，中央制御室可搬型陽

圧化空調機起動後に実施し，現場運転員 2 名で約 30 分で対応

可能である。（ 6 号及び 7 号炉が同時に炉心損傷した場合

は，7 号炉の現場運転員が中央制御室待避室の加圧準備操作

を行う。） 

中央制御室待避室の加圧操作は，当直副長の加圧操作指示

後（格納容器圧力逃がし装置を使用する約 30 分前，又は現場

運転員 C 及び D に格納容器圧力逃がし装置の一次隔離弁の開

操作を指示し，現場運転員 C 及び D が現場へ移動開始した

時），運転員 1 名にて 5 分以内で対応可能である。（6 号及

び 7 号炉が同時に炉心損傷した場合は，7 号炉の中央制御室

運転員が中央制御室待避室の加圧操作を行う。） 

 

b. カードル式空気ボンベユニットによる中央制御室待避室の陽

圧化手順 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※ 1 で，中央制御室待避室陽圧化装

置を使用できない場合，又は 6 号及び 7 号炉の同時でない原

子炉格納容器ベント操作を実施する場合。 

 

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.16-25 

※1：格納容器内雰囲気放射線レベル計 (CAMS)で原子炉格納

容器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガン

マ線線量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器内雰

囲気放射線レベル計(CAMS)が使用できない場合に原子

炉圧力容器温度計で 300℃以上を確認した場合。 

 

(b) 操作手順 

カードル式空気ボンベユニットによる中央制御室待避室の

加圧手順の概要は以下のとおり。 

[カードル式空気ボンベユニットの準備操作] 

①当直長は，当直副長の依頼に基づき，緊急時対策本部に

中央制御室待避室の陽圧化のためのカードル式空気ボン

ベユニットの準備を依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員にカードル式空気ボ

ンベユニットの準備を指示する。 

③緊急時対策要員は，廃棄物処理建屋近傍へカードル式空

気ボンベユニットを移動させる。 

④緊急時対策要員は，カードル式空気ボンベユニット 5 台

をホースにて接続し，更に中央制御室待避室陽圧化装置

（配管）と接続するため，廃棄物処理建屋接続口へホー

スを接続する。 

⑤緊急時対策要員は，カードル式空気ボンベユニットのボ

ンベ元弁を開操作し，カードル式空気ボンベユニット建

屋接続外弁を開操作する。 

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.16-26 

⑥緊急時対策要員は，カードル式空気ボンベユニットの準

備完了を緊急時対策本部経由で当直長へ報告する。  

 

[中央制御室待避室の陽圧化] 

①当直副長は，格納容器圧力逃がし装置を使用する約 30 分

前，又は現場運転員 C 及び D に格納容器圧力逃がし装置

の一次隔離弁の開操作を指示し，現場運転員 C 及び D が

現場へ移動開始した時に，現場運転員 E 及び F に中央制

御室待避室の加圧を指示する。 

②現場運転員 E 及び F は，廃棄物処理建屋 1 階にてカード

ル式空気ボンベユニット建屋接続内弁を開操作する。 

③中央制御室運転員は，中央制御室待避室内に設置された

中央制御室陽圧化装置空気ボンベ空気給気第一，第二弁

を開操作することで，中央制御室待避室の加圧を開始す

る。 

④当直副長は，中央制御室運転員に中央制御室待避室の圧

力を中央制御室隣接区画より陽圧に維持するよう指示す

る。 

⑤中央制御室運転員は，中央制御室待避室にて中央制御室

待避室と中央制御室の差圧を確認しながら，中央制御室

待避室内に設置した排気弁を操作し，中央制御室待避室

圧力を中央制御室隣接区画より陽圧に維持する。 

 

(c) 操作の成立性 
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1.16-27 

カードル式空気ボンベユニットによる中央制御室待避室の

加圧準備操作は，緊急時対策要員 7 名で実施し，約 150 分で

対応可能である。 

中央制御室待避室の加圧操作は，当直副長の加圧操作指示

後（格納容器圧力逃がし装置を使用する約 30 分前，又は現場

運転員 C 及び D に格納容器圧力逃がし装置の一次隔離弁の開

操作を指示し，現場運転員 C 及び D が現場へ移動開始した

時），中央制御室運転員 1 名，現場運転員 2 名の合計 3 名で

実施し，約 20 分で対応可能である。 

カードル式空気ボンベユニットの準備操作は，参集した緊

急時対策要員によって行う。なお，中央制御室待避室が建屋

内の空気ボンベによって陽圧化されている時に，カードル式

空気ボンベユニットによる空気の供給を開始した場合も，空

気ボンベの下流側に設置されている圧力調整ユニットにより

系統圧力が制御されているため，中央制御室待避室に影響が

でることはない。 

 

(3) 中央制御室の照明を確保する手順 

中央制御室の居住性確保の観点から，中央制御室の照明が使用

できない場合において，可搬型蓄電池内蔵型照明により照明を確

保する手順を整備する。 

 

a. 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失や電気系統の故障により，中央制御室の

照明が使用できない場合。 

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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保安規定第６６条 

表６６－１４「運転員が原子炉制御室にとどまるための設備」 

６６－１４－２「原子炉建屋ブローアウトパネル」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設計及び工事計画認可申請書 説明書（所要数） 

（２）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設計方針） 
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記
載
の
説
明

 
備

考
 

 ６
６
－
１
４
－
２
 
原
子
炉
建
屋
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 ③

 

原
子
炉
建
屋
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル

※
１
 

燃
料

取
替

床
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

の
機

能
が

健

全
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

燃
料
取
替
床
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
 

４
台
 

※
１
：
燃
料

取
替
床
ブ

ロ
ー
ア

ウ
ト
パ
ネ

ル
及
び
主

蒸
気
系

ト
ン
ネ
ル

室
ブ
ロ
ー

ア
ウ
ト

パ
ネ
ル
の

開
放
機

能
は
，「

第
４
９
条

 
原
子
炉
建

屋
」
で
確
認
す
る
。

 
     （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
の
性
能
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
Ｇ
Ｍ
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
燃
料
取
替
 

床
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

の
機

能
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
長
 

          

 
①

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
九
条
（
１
．
１
６
）
が
該
当
す
る
。

 
 ②

 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器

 
 

③
 
以

下
の

条
文

要
求

が
運
転

段
階

に
お

い
て

も
維

持
で
き

る
よ

う
，

常
設

重
大

事
故
等

対
処

設
備

で
あ

る

燃
料

取
替

床
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

の
機

能
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

運
転

上
の

制
限

と
す

る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）

 
 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
九
条
（
１
．
１
６
）

 
「
運
転
員
が
と
ど
ま
る
た
め
に
必
要
な
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
制
御
室
に
関
し
，
重
大

事
故

が
発
生

し
た
場

合
に
お
い

て
も

運
転

員
が
と

ど
ま
る
た

め
に

必
要

な
設
備

を
設
け
る

（
手

順
書

を
定
め
る
こ
と
）
こ
と
。

 
 
 

 
④

 
燃

料
取

替
床

ブ
ロ

ー
ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

は
，

燃
料
取

替
床

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト
パ

ネ
ル

が
開

放
し

た

状
態
で
，
炉
心
が
著
し
く
損
傷
し
た
場
合
に
開
口
部
を
閉
止
し
，
原
子
炉
制
御
室
の
居
住
性
を
確
保
す
る

た
め

の
設
備

で
あ

る
こ
と

か
ら

，
炉

心
の

著
し

い
損
傷

が
発

生
す

る
原

子
炉

の
状
態

を
機

能
維

持
期

間

と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に

係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 ⑤

 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 ⑥

 
燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
は
，
原
子
炉
建
屋
に
４
台
設
置
さ
れ
て
お
り
，
４
台
を
所

要
数
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
）
 

 ⑦
 
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

に
お

け
る

確
認

事
項

を
記

載
す

る
。
（

保
安

規
定

変
更

に
係

る
基

本
方

針

４
．
２
）

 
ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
項
目
１
が
該
当
。

 
定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 
 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）

 
項
目
２
が
該
当
。

 
「

保
安

規
定

変
更
に

係
る
基
本

方
針

」
の

重
大
事

故
等
対
処

設
備

の
サ

ー
ベ
ラ

ン
ス
頻
度

の
考

え
方

に
基

づ
き
常

設
設
備

は
１
ヶ
月

に
１

回
，

外
観
点

検
等
の
確

認
に

よ
り

使
用
可

能
で
あ
る

こ
と

を
確

認
す
る
。
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 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
燃
料
取
替
床
ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル

閉
止

装
置

の
機

能

が
健

全
で

な
い

場

合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，

燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
の
機
能

が
健
全
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
２
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。 

速
や
か
に
 

  

３
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｂ
．
条
件
Ａ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

※
２
：
手
動
操
作
等
に
よ
る
閉
止
手
段

の
確
認
を
い
う
。

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 
燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満

と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 
 ⑨

 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
可
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，
（
３
））

 
Ａ
１
．
燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
は
，
燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
が
開
放

し
て
し
ま
っ
た
時
に
，
原
子
炉
制
御
室
の
居
住
性
を
確
保
す
る
た
め
に
，
開
口
部
を
閉
止
す
る
対

策
で
あ
る
。
閉
止
装
置
の
機
能
が
健
全
で
な
い
場
合
に
は
，
燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル

の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 
 Ａ
２
．
燃
料
取
替
床
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
が
開
放
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
備
え
，
代
替
措
置
（
代
替
閉

止
手
段
の
確
認
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設

計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日

間
」
と
す
る
。

 
 Ａ
３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を

実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の

「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｂ
１
．，

Ｂ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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表7－3 オペフロBOP閉止装置の構造計画 

設備分類 
計画の概要 

説明図 
主体構造 支持構造 

オペフロ

BOP閉止装

置 

オペフロ

BOP閉止装

置は，

扉，閂，

扉枠（扉

を移動さ

せるため

のハンガ

ーレール

を含む）

及び扉を

駆動する

電動機か

ら構成す

る。 

扉枠（ハ

ンガーレ

ール含

む）は，

原子炉建

屋原子炉

区域の壁

に据え付

ける。 

扉はハン

ガーロー

ラ，吊具

によりハ

ンガーレ

ールに支

持され

る。 

 

 

主要寸法 扉  

材  料 扉  

個  数 4台 

作動方式 電動（手動） 

取付箇所 原子炉建屋原子炉区域地上4階中間床 

  

 

 

  

所要数
関連箇所を下線にて示す 

添付-1-(1) 設計及び工事計画認可申請書

枠囲みの内容は，機密事項に属しますので公開できません。
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2. 設備分類 

ブローアウトパネル関連設備は，以下のとおり，燃料取替床ブローアウトパネル（以下「オペ

フロ BOP」という。），主蒸気系トンネル室ブローアウトパネル（以下「MS トンネル室 BOP」と

いう。），燃料取替床ブローアウトパネル閉止装置（以下「オペフロ BOP閉止装置」という。）

及び燃料取替床ブローアウトパネル強制開放装置（以下「オペフロ BOP強制開放装置」という。）

に分類する。 

 

(1)  オペフロ BOP 

オペフロ BOPは，原子炉建屋原子炉区域外壁（地上 4階中間床）に配置され，差圧により

開放するパネル本体部，パネルを建屋外壁内に設置する枠部及び差圧により破損するクリッ

プ部より構成される設備である。 

 

(2)  MSトンネル室 BOP 

MSトンネル室BOPは，原子炉建屋原子炉区域主蒸気系トンネル室（以下「MSトンネル室」

という。）（地上 1階）に配置され，差圧により開放するラプチャーパネル及びラプチャー

パネルを MSトンネル室壁面内に設置する枠部より構成される設備である。 

 

(3)  オペフロ BOP閉止装置 

オペフロ BOP閉止装置は，扉，扉枠（扉を移動させるためのレールを含む），扉を駆動す

る電動機及び扉を開状態又は閉状態で固定する閂等から構成されており，通常運転中は，扉

は開放した状態であり，オペフロ BOPが開放された状態で炉心損傷した場合において，閂及

び扉を電動機又は手動により動作させ，ブローアウトパネル開口部を閉止する設備である。 

扉は，地震による扉閉方向の移動を制限するために，常時閂により固定している。このた

め，開放状態にある扉の閉止操作は，閂による扉固定の解除，扉の移動及び閂による扉閉状

態での扉固定の一連の動作を，中央制御室からの遠隔操作により実施する。 

 

(4)  オペフロ BOP強制開放装置（自主対策設備） 

オペフロ BOP強制開放装置は，電動ウインチ及びワイヤロープから構成され，ワイヤロー

プはオペフロ BOPに取り付けられている。電動ウインチによりワイヤロープを巻き取ること

で，オペフロ BOPを開放する設備である。 

 

  

 

  

設計方針
関連する箇所を下線及び赤枠にて示す 

添付-1-(2) 設計及び工事計画認可申請書
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3. ブローアウトパネル関連設備の要求機能 

ブローアウトパネル及びその関連設備（オペフロ BOP 閉止装置及びオペフロ BOP 強制開放装

置）について，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」（以下「技術基

準規則」という。）上の主な要求事項を以下に整理した。 

 

(1) オペフロ BOP及び MSトンネル室 BOPの要求事項 

設計基準対象施設及び重大事故等対処設備であるオペフロ BOPは，主蒸気管破断及びイン

ターフェイスシステム LOCA を想定した場合並びに，設計基準対象施設及び重大事故等対処

設備である MS トンネル室 BOP は，主蒸気管破断を想定した場合の放出蒸気による圧力等か

ら原子炉建屋等を防護することを目的に設置されている。 

このため，原子炉建屋の内外差圧（オペフロ BOP：設計差圧 3.43kPa以下，MSトンネル室

BOP：設計差圧 5.89kPa 以上，9.81kPa 以下）により自動的に開放する機能が必要となる。

なお，この機能は，基準地震動Ｓｓにより損なわないようにする必要がある。 

また，オペフロ BOP 及び MS トンネル室 BOP は，原子炉建屋原子炉区域の壁の一部となる

ことから，2 次格納施設のバウンダリとしての機能維持が必要であり，このため，オペフロ

BOP 及び MS トンネル室 BOP は，原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許容応力編 

（ＪＥＡＧ４６０１・補-1984）に基づき，弾性設計用地震動Ｓｄで開放しない設計とする

必要がある。 

なお，設計竜巻や弾性設計用地震動Ｓｄを超える地震により開放し，安全上支障のない期

間内に復旧できない場合には，安全な状態に移行（運転中は冷温停止へ移行，停止中は使用

済燃料に関連する作業の停止）することを保安規定に定め対応する。 

 

(2) ブローアウトパネル閉止装置の要求事項 

重大事故等対処設備であるオペフロ BOP閉止装置は，重大事故等時に，中央制御室の居住

性を確保するために原子炉建屋原子炉区域に設置されたオペフロ BOP部を閉止する必要があ

る場合，この開口部を容易かつ確実に閉止操作することを目的に設置されている。 

このため，容易かつ確実に閉止操作する機能が必要であり，閉止後は，原子炉建屋原子炉

区域の壁の一部となることから，2 次格納施設のバウンダリとして原子炉建屋原子炉区域を

負圧に維持できる気密性を保持できることが必要である。なお，扉開状態（待機状態）では

基準地震動Ｓｓが作用した後においても，作動性及び扉閉止後の原子炉建屋原子炉区域を負

圧に維持できる気密性を保持できるようにする必要がある。 

また，オペフロ BOP閉止装置は扉閉止後，原子炉建屋原子炉区域の壁の一部となることか

ら，2 次格納施設のバウンダリとしての機能維持が必要であるが，この機能維持が必要な状

況とは，オペフロ BOP部が開放し，更に重大事故に至った場合である。オペフロ BOPは弾性

設計用地震動Ｓｄ以上の地震で開放すること，技術基準規則第 74 条では，運転員の実効線

量が 7 日間で 100mSv を超えないことが要求されていることを踏まえ，地震動に対する頑健

性を有するように基準地震動Ｓｓでも機能を維持する設計とする。 

なお，オペフロ BOP閉止装置は現場において人力による操作が可能なものとする必要があ

る。 

添付-1-(2) 設計及び工事計画認可申請書
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保安規定第６６条 

表６６－１５「監視測定設備」 

６６－１５－１「監視測定設備」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
６
－
１
５

 
監
視
測
定
設
備
 

 ６
６
－
１
５
－
１
 
監
視
測
定
設
備
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

監
視
測
定
設
備
 

所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

 
所
要
数
 
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

２
台

※
１
 

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

２
台

※
１
 

Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

１
台

※
１
 

電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

２
台

※
１
 

可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
 

２
台

※
１
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

※
２
 

１
５
台

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
用
発
電
機
 

３
台
 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置

※
２
 

１
台
 

小
型
船
舶
（
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
）
 

１
台
 

※
１
：
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。

 

※
２
：
デ
ー
タ
処
理
装
置
を
含
む
。

 

     

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
条
（
１
．
１
７
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
監
視
測
定
設
備
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
条
（
１
．
１
７
）

 

 
 
 
「
監
視
測
定
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺

（
周
辺
海
域
を
含
む
）
に
お
い
て
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及

び
放
射
線
量
を
監
視
，
測
定
し
，
そ
の
結
果
を
記
録
で
き
る
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）

こ
と
。

 

 

④
 
監
視
測
定
設
備
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
，
発
電
所
か

ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
等
の
監
視
・
測
定
・
記
録
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，

重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と

か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 

⑥
 
監
視
測
定
設
備
は
１
Ｎ
要
求
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
監
視
に
必
要
な
台

数
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
所
要
数
の
可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
の
機
能
確
認
を
実
施

す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

２
．
所
要
数
の
可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

３
．
所
要
数
の
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
の
機

能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

４
．
所
要
数
の
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

５
．
所
要
数
の
Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
の
機
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

６
．
所
要
数
の
Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

７
．
所
要
数
の
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
の
機
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

８
．
所
要
数
の
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

９
．
所
要
数
の
Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
の
機

能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

10
．
所
要
数
の
Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
が
動
 

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

11
．
所
要
数
の
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
機
能
確
認
を
実
施
す

る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

12
．
所
要
数
の
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

13
．
所
要
数
の
小
型
船
舶
（
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
）
が
使
用
可
能
で
 

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

14
．
所
要
数
の
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
の
機
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

15
．
所
要
数
の
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

16
．
所
要
数
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
用
発
電
機
の
機
能
確
認
を
実
施
す
 

る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

17
．
所
要
数
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
用
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
 

と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

    

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目
１
，
３
，
５
，
７
，
９
，
１
１
，
１
４
，
１
６
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度

の
考
え
方
に
基
づ
き
１
年
に
１
回
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
４
，
６
，
８
，
１
０
，
１
２
，
１
３
，
１
５
，
１
７
が
該
当
。

 

項
目
２
，
４
，
６
，
８
，
１
０
，
１
２
，
１
５
に
つ
い
て
は
，
「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」

の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
，
３
ヶ
月
に
１
回
，

電
源
を
入
れ
指
示
値
に
異
常
が
無
い
こ
と
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

項
目
１
３
の
小
型
船
舶
（
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
）
に
つ
い
て
は
，
３
ヶ
月
に
１
回
の
外
観
点
検
等

に
よ
り
，
必
要
な
機
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

項
目
１
７
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，

１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
監
視

測
定

設
備

が
所

要
数
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
３
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

※
３
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

監
視
測
定
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し

て
記
載
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 Ａ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
保
安
規
定
第

１
０
３
条
（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
に
お
い
て
，「

故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場

合
は
，
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
こ
の
考
え
方
を
準
用
す
る
。 

 Ａ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
計
測
機
器
又
は
代
替
船
舶
の
補
充
も
し
く
は
発
電

所
岸
壁
付
近
へ
の
船
舶
の
係
留
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

保
安
規
定
第
１
０
３
条
（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
に
お
い
て
，「

故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能

と
な
っ
た
場
合
は
，
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
こ
の
考
え
方

を
準
用
す
る
。
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8.1.2.2.2  悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

可搬型モニタリングポスト，可搬型放射線計測器，小型船舶（海上モニ

タリング用）及び可搬型気象観測装置は，他の設備から独立して単独で使

用可能とし，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

モニタリング・ポスト用発電機は，通常時は遮断器により切り離し，重

大事故等時に遮断器を投入することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

 

8.1.2.2.3  共用の禁止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

モニタリング・ポスト用発電機は，モニタリング・ポストに給電する設

備であるため，モニタリング・ポストと同様に 6 号及び 7 号炉で共用する

ことで，操作に必要な時間及び要員を減少させて安全性の向上を図る設計

とする。 

 

8.1.2.2.4  容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

可搬型モニタリングポスト及び可搬型放射線計測器は，炉心の著しい損

傷及び原子炉格納容器の破損が発生した場合に放出されると予想される放

射性物質の濃度及び放射線量を測定できるよう，「発電用軽水型原子炉施設

における事故時の放射線計測に関する審査指針」に定める測定上限値を満

足する設計とする。 

所要数・必要容量
関連箇所を下線で示す 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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可搬型モニタリングポストの保有数は，6 号及び 7 号炉共用で，モニタリ

ング・ポストの機能喪失時の代替としての 9 台，発電所海側等での監視・

測定のための 5 台，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所の加圧判断用としての

1 台と故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台

（6号及び 7号炉共用）を保管する。 

可搬型放射線計測器のうち可搬型ダスト・よう素サンプラ，NaI シンチレ

ーションサーベイメータ，GM 汚染サーベイメータ及び電離箱サーベイメー

タの保有数は，放射能観測車の代替並びに発電所及びその周辺（発電所の

周辺海域を含む。）において発電用原子炉施設から放出される放射性物質の

濃度及び放射線量を測定し得る十分な個数として，6 号及び 7 号炉共用で 2

台と故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

号及び 7 号炉共用）を保管する。可搬型放射線計測器のうち ZnS シンチレ

ーションサーベイメータの保有数は，発電所及びその周辺（発電所の周辺

海域を含む。）において発電用原子炉施設から放出される放射性物質の濃度

を測定し得る十分な個数として，6 号及び 7 号炉共用で 1 台と故障時及び保

守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共

用）を保管する。 

小型船舶（海上モニタリング用）は，発電所の周辺海域において，発電

用原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量の測定を行う

ために必要な設備及び要員を積載し得る十分な個数として，6 号及び 7 号炉

共用で 1 台と故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用とし

て 1台（6号及び 7号炉共用）を保管する。 

可搬型気象観測装置は，「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指

針」に定める観測項目を測定できる設計とする。 

可搬型気象観測装置の保有数は，気象観測設備が機能喪失しても代替し

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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得る十分な個数として，6 号及び 7 号炉共用で 1 台と故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）を保管

する。 

モニタリング・ポスト用発電機は，常用所内電源復旧までの期間，モニ

タリング・ポスト 3 台に必要な電力を供給できる容量を有するものを 6 号

及び 7号炉共用で 3台設置する設計とする。 

可搬型モニタリングポスト，可搬型ダスト・よう素サンプラ，NaI シンチ

レーションサーベイメータ，GM 汚染サーベイメータ，ZnS シンチレーショ

ンサーベイメータ，電離箱サーベイメータ及び可搬型気象観測装置の電源

は，蓄電池又は乾電池を使用し，予備品と交換することで，重大事故等時

の必要な期間測定できる設計とする。 

 

8.1.2.2.5  環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

可搬型モニタリングポストは，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所内及び屋

外に保管し，並びに屋外に設置し，想定される重大事故等時における環境

条件を考慮した設計とする。可搬型モニタリングポストの操作は，重大事

故等時において設置場所で可能な設計とする。 

可搬型放射線計測器は，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所内に保管し，及

び屋内又は屋外で使用し，想定される重大事故等時における環境条件を考

慮した設計とする。可搬型放射線計測器の操作は，重大事故等時において

使用場所で可能な設計とする。 

小型船舶（海上モニタリング用）は，屋外に保管し，及び屋外で使用

し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。ま

た，小型船舶（海上モニタリング用）は，海で使用するため，耐腐食性材

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様 

 

(1) 環境モニタリング設備 

a. 固定式モニタリング設備 

(a) モニタリング・ポスト用発電機（6号及び 7号炉共用） 

ディーゼルエンジン 

個  数    3 

使用燃料    軽油 

発電機 

種  類    3 相同期発電機 

容  量    約 40kVA/台 

力  率    0.8 

電  圧    460V 

周 波 数    50Hz 

b. 移動式モニタリング設備 

(a) 可搬型モニタリングポスト（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

種  類    NaI（Tl）シンチレーション 

半導体 

計測範囲    10～109nGy/h 

個  数    15（予備 1） 

伝送方法    無線 

設備仕様
関連箇所を赤枠で示す 

添付-1-(2) 設置変更許可申請書　添付八
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(b) 可搬型放射線計測器（6号及び 7号炉共用） 

(b-1) 可搬型ダスト・よう素サンプラ 

個  数    2（予備 1） 

(b-2) NaI シンチレーションサーベイメータ 

種  類    NaI（Tl）シンチレーション 

計測範囲    0.1～30μGy/h 

個  数    2（予備 1） 

(b-3) GM 汚染サーベイメータ 

種  類    GM 管 

計測範囲    0～100kmin-1 

個  数    2（予備 1） 

(b-4) ZnS シンチレーションサーベイメータ 

種  類    ZnS（Ag）シンチレーション 

計測範囲    0～100kmin-1 

個  数    1（予備 1） 

(b-5) 電離箱サーベイメータ 

種  類    電離箱 

計測範囲    0.001～1000mSv/h 

個  数    2（予備 1） 

c. 小型船舶（海上モニタリング用）（6号及び 7号炉共用） 

個  数      1（予備 1） 

d. 可搬型気象観測装置（6号及び 7号炉共用） 

観測項目      風向，風速，日射量，放射収支量，雨量 

個  数      1（予備 1） 

伝送方法      無線 

添付-1-(2) 設置変更許可申請書　添付八
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保安規定第６６条 

表６６－１６「緊急時対策所」 

６６－１６－１「緊急時対策所の居住性確保（対策本部）」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

（４）設計及び工事計画認可申請書 基本設計方針（所要数） 
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発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
短
期
間
の
放
射
性
物
質
放
出
（
格
納
容
器
ベ
ン
ト
実
施
時
）
に
対
応
す
る
設
備

だ
が
，
必
要
な
要
員
が
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
，
必
要
な
情
報
を
把
握

で
き
る
設
備
及
び
発
電
所
内
外
と
の
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
（
第

5
7
条
）
と
同
じ
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
「
運
転
，
起
動
，
高
温

停
止
及
び
炉
心
変
更
時
又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時
」
と
す
る
。
な

お
，
当
該
設
備
は
６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
設
備
で
あ
る
が
，
本
条
文
は
７
号
炉
の
原
子
炉
の
状
態
に
対
し

て
定
め
る
。

 

可
搬
型
外
気
取
入
送
風
機
及
び
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
，
差
圧
計
，
酸
素
濃
度
計
，
二
酸
化

炭
素
濃
度
計
，
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
及
び
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
乾
電
池
内
蔵
型
照

明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
に
つ
い
て
は
，
長
期
間
の
放
射
性
物
質
放
出
に
対
応
す
る
設
備
で
あ
る
た
め
，
適

用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安

規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
対
策
本
部
の
陽
圧
化
並
び
に
酸
素
濃
度
及
び

二
酸
化
炭
素
濃
度
を
活
動
に
支
障
が
な
い
範
囲
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
本
数
と
し
て
，
工
事
計
画
認

可
申
請
書
に
基
づ
き
，
１
２
３
本
を
所
要
数
と
す
る
。

 

二
酸
化
炭
素
吸
収
装
置
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
対
策
要
員
等
が
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
に
よ
り

 

窒
息
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
台
数
と
し
て
，
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
型
外
気
取
入
送
風
機
は
，
必
要
な
換
気
容
量
を
有
す
る
も
の
２
台
を
所
要
数
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

※
１
：
陽
圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
及
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
陽
圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
及
び
ダ
ク
ト
を
含
む
。
 

※
３
：
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
一
時
的
な
開
放
に
つ
い
て
は
，
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に

管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
４
：
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。
 

※
５
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
制
御
棒
１
組
又
は
１
本
の
挿
入
・
引
抜
を

除
く
。
 

※
６
：「

６
６
－
１
５
－
１
 
監
視
測
定
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

  （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
陽
圧

化
空
調
機
の
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

化
学
管
理
 

Ｇ
Ｍ
 

２
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
陽
圧

化
空
調
機
の
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
Ｇ
Ｍ
 

３
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
陽
圧

化
空
調
機
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
 

Ｇ
Ｍ
 

４
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
外
気

取
入
送
風
機
の
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
Ｇ
Ｍ
 

５
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
外
気

取
入
送
風
機
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
 

Ｇ
Ｍ
 

６
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７

又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業

時
に
お
い
て
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）

陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
が
規
定
圧
力
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

３
ヶ
月
に
１
回
 

５
号
炉
 

当
直
長
 

７
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
二
酸
化
炭
素

吸
収
装
置
の
性
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
Ｇ
Ｍ
 

８
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
７
又

は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時

に
お
い
て
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
二

酸
化
炭
素
吸
収
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

原
子
炉
Ｇ
Ｍ
 

９
．
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
対
策
本
部
）
の
機
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全

Ｇ
Ｍ
 

10
．
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
対
策
本
部
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全

Ｇ
Ｍ
 

11
．
酸
素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
の
計
器
校
正
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
は
，
必
要
な
換
気
容
量
を
有
す
る
も
の
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

 

差
圧
計
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
の
陽
圧
化
さ
れ
た
室
内
と
周
辺
エ
リ
ア
と
の
差
圧
範

囲
を
監
視
す
る
た
め
，
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。

 

酸
素
濃
度
計
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
は
，
対
策
本
部
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
活
動
に
支

障
が
な
い
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
測
定
す
る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。

 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
対
策
本
部
内
の
放
射
線
量
の
監
視
の
た
め
，
１
台
を

所
要
数
と
す
る
。

 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
は
，
身
体
サ
ー
ベ

 

イ
，
作
業
服
の
着
替
え
等
に
必
要
な
照
度
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
個
数
と
し
て
，
４
個
を
所
要
数
と

 

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

 

  ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
４
，
７
，
９
，
１
１
，
１
３
，
１
５
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の

考
え
方
に
基
づ
き
定
事
検
停
止
時
（
又
は
１
年
に
１
回
）
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
３
，
５
，
６
，
８
，
１
０
，
１
２
，
１
４
，
１
６
，
１
７
が
該
当
。

 

項
目
１
，
３
，
５
，
６
，
１
０
，
１
２
，
１
４
，
１
６
，
１
７
「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」

の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
，
３
ヶ
月
に
１
回
，
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

項
目
８
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ

月
に
１
回
と
す
る
。

 

 

活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
に
つ
い
て
は
，
外
観
点
検
に
て
，
フ
ィ
ル
タ
の
保
管
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
で
，
性
能
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。

 

 

酸
素
濃
度
計
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
に
つ
い
て
は
，
電
源
を
入
れ
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

12
．
酸
素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

13
．
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
の
計
器
校
正
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

14
．
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

15
．
差
圧
計
（
対
策
本
部
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

計
測
制
御
 

Ｇ
Ｍ
 

16
．
差
圧
計
（
対
策
本
部
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
よ
り
確

認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

計
測
制
御
 

Ｇ
Ｍ
 

17
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
 

タ
ン
タ
イ
プ
）
の
点
灯
確
認
を
行
い
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
管
理

Ｇ
Ｍ
 

※
７
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
制
御
棒
１
組
又
は
１
本
の
挿
入
・
引
抜
を
 

除
く
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可
搬
型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
（
対
策
本
部
）
が

所
要
数
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
９
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

Ｂ
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊

急
時
対
策
所
（
対
策
本

部
）
可
搬
型
外
気
取
入
送

風
機
及
び
可
搬
型
陽
圧

化
空
調
機
に
よ
る
加
圧

系
が
動
作
不
能
の
場
合
 

又
は
 ５

号
炉

原
子
炉

建
屋

内

緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本

部
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気

ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系

が
動
作
不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
９
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る

※
１
０
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｃ
．
動
作
可
能
な
５
号
炉
原
子

炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所

（
対
策
本
部
）
二
酸
化
炭

素
吸
収
装
置
，
差
圧
計
（
対

策
本
部
）
，
酸
素
濃

度
計

（
対
策
本
部
），

二
酸
化
炭

素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
又

は
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊

急
時
対
策
所
用
乾
電
池
内
蔵

型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）

が
所
要
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
９
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る

※
１
０
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｄ
．
条
件
Ｂ
又
は
Ｃ
で
要
求
さ
れ

る
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
外
気
取
入
送
風
機
及
び
可
搬
型
陽
圧
化
空
調

機
に
よ
る
加
圧
系
等
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し

て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
完
了
時
間
は
，
保
安
規
定
第
１

０
３
条
（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
に
お
い
て
，
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
は
「
故
障
等
に

よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，

こ
の
考
え
方
を
準
用
し
“
速
や
か
に
”
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

 Ａ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
計
測
機
器
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
完
了
時
間
は
，
保
安
規
定
第

１
０
３
条
（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
に
お
い
て
，
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
は
「
故
障
等

に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，

こ
の
考
え
方
を
準
用
す
る
。

 

 Ｂ
１
．，

Ｃ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計

測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，

少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１

０
日
間
」
を
準
用
し
，「

１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
２
．，

Ｃ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
Ｂ
２
．
に
つ
い
て
は
，
送
風
機
，
空
調
機
又

は
空
気
ボ
ン
ベ
の
補
充
等
。
Ｃ
２
．
に
つ
い
て
は
，
二
酸
化
炭
素
吸
収
装
置
，
計
測
機
器
又
は
乾

電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
，
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ
の
他
の
設
備
と
同
様
，「

事
故
時
計

装
」
の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，
少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

復
旧
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，「

１
０
日
間
」

と
す
る
。

 

  Ｄ
１
．，

Ｄ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可
搬
型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
（
対
策
本
部
）
が

所
要
数
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
９
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

Ｂ
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊

急
時
対
策
所
（
対
策
本

部
）
可
搬
型
外
気
取
入
送

風
機
及
び
可
搬
型
陽
圧

化
空
調
機
に
よ
る
加
圧

系
が
動
作
不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
９
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

Ｃ
．
動
作
可
能
な
差
圧
計
（
対
策

本
部
），

酸
素
濃
度
計
（
対

策
本
部
），
二
酸
化
炭
素
濃

度
計
（
対
策
本
部
）
又
は

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊

急
時
対
策
所
用
乾
電
池
内

蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ

プ
）
が
所
要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合

 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
９
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

炉
心
変
更
時

※
８
 

又
は
 

原
子
炉
建
屋
原

子
炉
棟
内
で
照

射
さ
れ
た
燃
料

に
係
る
作
業
時
 

Ａ
．
炉
心
変
更
時

※
８
又
は
原
子

炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照

射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
時
に
お
い
て
要
求
さ
れ

る
設
備
が
，運

転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判

断
し
た
場
合

 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
炉
心
変
更
を
中
止
す
る
。 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟

内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作

業
を
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

速
や
か
に
 

※
８
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
制
御
棒
１
組
又
は
１
本
の
挿
入
・
引
抜
を
除

く
。
 

※
９
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

※
10
：
１
０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
の
逸
脱

は
継
続
す
る
が
，
１
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｄ
に
は
移
行
し
な
い
。
 

 

 

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．，

Ｂ
１
．，

Ｃ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。 

 Ａ
２
．，

Ｂ
２
．，

Ｃ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
Ａ
２
．
及
び
Ｃ
２
．
に
つ
い
て
は
，

計
測
機
器
又
は
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）
の
補
充
等
。
Ｂ
２
．
に
つ
い
て
は
，

送
風
機
又
は
空
調
機
の
補
充
等
。）

を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

                      

 
 
【
炉
心
変
更
時
又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時
】

 

 

 
Ａ
１
．，

Ａ
２
．
保
安
規
定
第
５
７
条
（
中
央
制
御
室
非
常
用
換
気
空
調
系
）
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.18-66 

 

陽圧化装置（空気ボンベ）

二酸化炭素吸収装置

大気開放弁

均圧室

非常口

DPI
差圧計

対策本部（高気密室）

可搬型陽圧化空調機

仮設ダクト
可搬型陽圧化空調機給気口

差圧調整用排気弁
（可搬型陽圧化空調機）

FI

陽圧化装置
空気給気第一弁／第二弁

PI

屋外
空気ボンベ元弁

中
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

高
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

活
性
炭ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

：運転（又は使用）機器

中央制御室換気
空調系給気ダクト

中央制御室換気
空調系排気ダクト

閉止板

閉止板

差圧調整用排気弁
（陽圧化装置）

５号炉中央制御室換気空調系
給気口

５号炉中央制御室換気空調系
排気口

 

第 1.18.2 図  5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）  

換気設備   系統概略図  

(プルーム通過前及び通過後：可搬型陽圧化空調機による陽圧化 ) 

 

手順の項目

５号炉原子炉建屋
内緊急時対策所
（対策本部）可搬
型陽圧化空調機運
転手順

保安班
２
名

経過時間（分）

要員

０ ５ 10 15 20 25 30

活性炭フィルタ保管場所へ移動

活性炭フィルタ装着，
ダクト接続，電源接続，空調機起動

可搬型陽圧化空調機設置場所から５号炉原子炉建屋内緊急時対策所へ移動

室内差圧確認

▽起動指示 可搬型陽圧化空調機による換気開始▽

35 40

活性炭フィルタ保管場所から可搬型陽圧化空調機設置場所へ移動

活性炭フィルタ保管容器から活性炭フィルタ取出し

45 50

中央制御室換気空調系の停止確認

55

可搬型陽圧化空調機を予備機へ切替え
（必要に応じて実施）

 

第 1.18.3 図 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型

陽圧化空調機運転手順タイムチャート  

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１66-16-1の範囲
赤枠にて示す 
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四角形



1.18-72 

閉止板

陽圧化装置（空気ボンベ）

二酸化炭素吸収装置

PI

大気開放弁

均圧室

非常口

DPI
差圧計

対策本部（高気密室）

屋外

差圧調整用排気弁
（陽圧化装置（空気ボンベ））

差圧調整用排気弁
（可搬型陽圧化空調機）

空気ボンベ陽圧化装置
空気給気第一弁／第二弁

FI

空気ボンベ元弁

：運転（又は使用）機器

閉止板

閉止板

中央制御室換気
空調系給気ダクト

中央制御室換気
空調系排気ダクト

可搬型陽圧化空調機

中
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

高
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

活
性
炭ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

仮設ダクト

可搬型陽圧化空調機給気口

５号炉中央制御室換気空調系
給気口

５号炉中央制御室換気空調系
排気口

 

第 1.18.11 図  5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）  

換気設備  系統概略図  

(プルーム通過中：陽圧化装置（空気ボンベ）による陽圧化 ) 

手順の項目

５号炉原子炉建屋内
緊急時対策所（対策
本部）可搬型陽圧化
空調機停止手順

保安班
２
名

５号炉原子炉建屋内
緊急時対策所（対策
本部）陽圧化装置
（空気ボンベ）起動
手順

保安班
１
名

経過時間（分）

要員

０ １ ２ ３ ４ ５ ６

▽可搬型エリアモニタの警報発生

▽可搬型陽圧化空調機切離し／空気ボンベ陽圧化装置起動

給気口から仮設ダクト取外し（対策本部内作業）

▽陽圧化状態の確認完了

空気ボンベ陽圧化装置空気供給第一／第二弁開操作（対策本部内作業）

高気密室給気口に閉止板取付け（対策本部内作業）

差圧調整用排気弁の切替え（対策本部内作業）

室内差圧確認（対策本部内作業）

室内差圧確認（対策本部内作業）

通路（可搬型空調機設置場所）へ移動

空調機停止（対策本部外作業）

▽可搬型陽圧化空調機停止

二酸化炭素吸収装置起動

 

第 1.18.12 図 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型

陽圧化空調機停止及び 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）

陽圧化装置（空気ボンベ）起動手順タイムチャート  

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１66-16-1の範囲
赤枠にて示す 

66-16-1  8/23

1010

t0778977
多角形

t0778977
四角形



５号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）
バウンダリの扉を橙枠にて示す

添付-1-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１

66-16-1  9/23

1011

T8002131
四角形



 8－10－135 8 

び待機場所を共用化し，事故収束に必要な緊急時対策所遮蔽，緊急時対策

所換気空調設備，重大事故等に対処するために必要な情報を把握できる設

備等を設置する。共用により，必要な情報（相互のプラント状況，運転員

の対応状況等）を共有・考慮しながら，総合的な管理（事故処置を含む。）

を行うことで，安全性の向上が図れることから，6 号及び 7 号炉で共用する

設計とする。各設備は，共用により悪影響を及ぼさないよう，号炉の区分

けなく使用できる設計とする。 

 

10.9.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所は，想定される重大事故等時において，

重大事故等に対処するために必要な指示を行う要員に加え，原子炉格納容

器の破損等による発電所外への放射性物質の拡散を抑制するために必要な

対策を行う要員として，対策本部に最大 86 名，待機場所に最大 98 名を収

容することで，合計 184 名を収容できる設計とする。また，対策要員等が 5

号炉原子炉建屋内緊急時対策所に 7 日間とどまり重大事故等に対処するた

めに必要な数量の放射線管理用資機材や食料等を配備できる設計とする。 

対策本部の可搬型陽圧化空調機は，対策要員の放射線被ばくを低減及び

防止するとともに，高気密室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度を活動に支

障がない範囲に維持するために必要な換気容量を有する設計とする。保有

数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台に加えて，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計

2台を保管する。 

対策本部の可搬型外気取入送風機は，必要な換気容量を有するもの 1 セ

ット 2 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 2 台に加え

所要数・必要容量
関連箇所を下線で示す 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

号及び 7号炉共用）の合計 3台を保管する。 

対策本部の陽圧化装置（空気ボンベ）は，重大事故時において対策本部

の居住性を確保するため，高気密室を陽圧化し，高気密室内へ希ガスを含

む放射性物質の侵入を防止するとともに，酸素濃度及び二酸化炭素濃度を

活動に支障がない範囲に維持するために必要な容量に加え，故障時及び保

守点検による待機除外時のバックアップを考慮し，十分な容量を保管す

る。 

対策本部の二酸化炭素吸収装置は，重大事故時に陽圧化装置（空気ボン

ベ）により高気密室を陽圧化する場合において，対策要員等が二酸化炭素

濃度の増加により窒息することを防止できる処理容量を有する設計とす

る。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 台に加えて，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計

2台を設置する設計とする。 

待機場所の可搬型陽圧化空調機は，対策要員の放射線被ばくを低減及び

防止するとともに，待機場所内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度を活動に支

障がない範囲に維持するために必要な換気容量を有する設計とする。保有

数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 2 台に加えて，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計

3台を保管する設計とする。 

待機場所の陽圧化装置（空気ボンベ）は，重大事故時において待機場所

の居住性を確保するため，待機場所を陽圧化し，待機場所へ希ガスを含む

放射性物質の侵入を防止するとともに，酸素濃度及び二酸化炭素濃度を活

動に支障がない範囲に維持するために必要な容量に加え，故障時及び保守

点検による待機除外時のバックアップを考慮し，十分な容量本を保管す

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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る。 

酸素濃度計及び二酸化炭素濃度計は，高気密室及び待機場所の酸素濃度

及び二酸化炭素濃度が活動に支障がない範囲範囲内であることの測定が可

能なものを，対策本部及び待機場所それぞれで 1 台使用する。保有数は，6

号及び 7 号炉共用で対策本部及び待機場所それぞれ 1 台に加え，故障時及

び保守点検時による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号

炉共用，対策本部と待機場所で共用）の合計 3台を保管する。 

差圧計は，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所の陽圧化された室内と周辺エ

リアとの差圧範囲を監視できるものを，対策本部及び待機場所それぞれで 1

台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で対策本部及び待機場所それぞ

れ 1 台に加え，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用と

して 1 台（6 号及び 7 号炉共用，対策本部と待機場所で共用）の合計 3 台を

保管する。 

可搬型エリアモニタは，重大事故時において，対策本部内及び待機場所

内の放射線量の監視に必要な測定範囲を有するものを，対策本部及び待機

場所それぞれで 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で対策本部及

び待機場所それぞれ 1 台に加え，故障時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用，対策本部と待機場所で共

用）の合計 3台を保管する。 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備は，1 台で 5 号炉原子

炉建屋内緊急時対策所に給電するために必要な容量を有するものを，補給

時の切替えを考慮し，2 台を 1 セットとして使用する。保有数は，6 号及び

7 号炉共用で 1 セット 2 台に加え，故障対応時及び保守点検時のバックアッ

プ用として 3台の合計 5台を保管する。 

 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第 10.9－2 表 緊急時対策所（重大事故等時）の主要機器仕様 

 

(1) 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部） 

a. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）高気密室（6 号及び 7

号炉共用） 

個  数    1 

b. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）遮蔽（6 号及び 7 号炉

共用） 

第 8.3－1 表 遮蔽設備の主要機器仕様に記載する。 

c. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機

（6号及び 7号炉共用） 

第 8.2－1 表 換気空調設備の主要機器仕様に記載する。 

d. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型外気取入送風機

（6号及び 7号炉共用） 

第 8.2－1 表 換気空調設備の主要機器仕様に記載する。 

e. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボン

ベ）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.2－1 表 換気空調設備の主要機器仕様に記載する。 

f. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）二酸化炭素吸収装置

（6号及び 7号炉共用） 

台  数    1(予備 1) 

風  量    　　 m3/h/台 

吸収剤能力   　　　 m3/kg 

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。

設備仕様
関連箇所を赤枠で示す 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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g. 差圧計（対策本部）（6号及び 7号炉共用） 

個  数    1（予備 1※１） 

※1 「待機場所」と兼用 

h. 酸素濃度計（対策本部）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

個  数    1（予備 1※1） 

※1 「待機場所」と兼用 

測定範囲    0～100% 

i. 二酸化炭素濃度計（対策本部）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

個  数    1（予備 1※１） 

※1 「待機場所」と兼用 

測定範囲    0～10,000ppm 

j. 可搬型エリアモニタ（対策本部）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に

記載する。 

k. 可搬型モニタリングポスト（6号及び 7号炉共用） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に

記載する。 

l. 5 号炉屋外緊急連絡用インターフォン（6号及び 7号炉共用） 

第 10.12－2 表 通信連絡を行うために必要な設備（常設）の主要

機器仕様に記載する。 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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(6) 緊急時対策所換気空調設備（6号及び 7号炉共用） 

a. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機

（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        1（予備 1） 

容  量        600m3/h/台 

効  率        高性能フィルタ  99.9%以上 

活性炭フィルタ  99.9%以上 

b. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型外気取入送風機

（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        2（予備 1） 

風  量        600m3/h/台 

c. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボン

ベ）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        123 

容  量        47L/本 

充填圧力        15MPa 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-16-1  15/23
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d. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）二酸化炭素吸収装置

（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        1（予備 1） 

風  量        　　 m3/h/台 

吸収剤能力               m3/kg 

e. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型陽圧化空調機

（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        2（予備 1） 

容  量        600m3/h/台 

効  率        高性能フィルタ  99.9%以上 

活性炭フィルタ  99.9%以上 

f. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空気ボン

ベ）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        1,792 

容  量        47L/本 

充填圧力        15MPa 

 

  

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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d. 耐圧強化ベント系放射線モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数    2 

計測範囲    10-2～105mSv/h 

(3) エリア放射線モニタリング設備 

a. 使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料プールの冷却等のための設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

高レンジ 

個  数    1 

計測範囲    101～108mSv/h 

低レンジ 

個  数    1 

計測範囲    6 号炉  10-2～105mSv/h 

7 号炉  10-3～104mSv/h 

b. 可搬型エリアモニタ（対策本部）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

種  類    半導体 

計測範囲    0.001～99.9mSv/h 

個  数    1（予備 1※1） 

※1 可搬型エリアモニタ（待機場所）と一部 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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3.4 緊急時対策所換気空調系 

3.4.1 容器 

名 称 
5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部） 

陽圧化装置（空気ボンベ）（6,7 号機共用） 

容 量 L/個 46.7 以上（46.7） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 14.7 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 123 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に放射線管理施設のうち換気設備（緊急時対策所換気空調系）として使用する 5

号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）は，以下の機能を有する。 

 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）は，炉心の著しい損傷

後の格納容器圧力逃がし装置を作動させる場合に放出される放射性雲通過時において，放射性物

質が 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）に流入することを防ぎ，5 号機原

子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）にとどまる要員の被ばくを低減するために設置

する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷後の格納容器圧力逃がし装置を作動させる場合に放出される放

射性雲通過時において，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）

から 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）へ空気を送気し陽圧化することに

より，放射性物質が 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）に流入することを

一定時間完全に防ぎ，5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）遮蔽等の機能とあいまって

緊急時対策所にとどまる要員の実効線量が事故後 7日間で 100ｍSv を超えない設計とする。 

 

1. 容量 

重大事故等時に使用する 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボ

ンベ）は，高圧ガス保安法の適合品である一般汎用型の空気ボンベを使用することから，当該

ボンベの容量はメーカで定めた容量である 46.7L/個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ 46.7L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）を重大事故等時にお

いて使用する場合の圧力は，高圧ガス保安法の適合品であるボンベにて実績を有する充填圧力

である 14.7MPa とする。 

 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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3. 最高使用温度 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）を重大事故等時にお

いて使用する場合の温度は，重大事故等時の環境条件（40℃）及び高圧ガス保安法に基づき 40℃

とする。 

 

4. 個数 

  5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）の必要個数は，5号

機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）にとどまる要員の窒息を防止するため及

び給気ライン以外から 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）への外気の流

入を放射性雲通過までの 10 時間の間遮断するために必要な個数である 117 個並びに陽圧化切

替時に必要な個数である 6個を合わせた 123 個とする。根拠については以下のとおり。 

 

 4.1 必要換気量 

   ①二酸化炭素濃度基準に基づく必要換気量 

・収容人数：n＝86名 

・許容二酸化炭素濃度：Ci＝0.5%（労働安全衛生法） 

・大気二酸化炭素濃度：C0＝0.039%（標準大気の二酸化炭素濃度） 

    ・呼吸による二酸化炭素発生量：M＝0.030m3/(h・人）（空気調和・衛生工学便覧の軽作

業 の作業程度の吐出し量） 

・必要換気量：Q1＝n・100・M／（Ci－C0）m3/h（空気調和・衛生工学便覧の二酸化炭素

基準の必要換気量） 

Q1＝86×100×0.030÷（0.5－0.039） 

≒559.65 

≒559.7m3/h 

 

②酸素濃度基準に基づく必要換気量 

・収容人数：n＝86名 

・吸気酸素濃度：a＝20.95%（標準大気の酸素濃度） 

・許容酸素濃度：b＝18.0%（労働安全衛生法） 

・酸素消費量：c＝x・（a－d）m3/(h・人) 

・成人の呼吸量：x＝0.48m3/(h・人)（空気調和・衛生工学便覧の静座作業） 

・乾燥空気換算呼気酸素濃度：d＝16.4%（空気調和・衛生工学便覧） 

・必要換気量：Q2＝n・c／（a－b）m3/h（空気調和・衛生工学便覧の酸素基準の必要換気

量） 

Q2＝86×0.48×（20.95－16.4）÷（20.95－18.0） 

＝63.66 

≒64m3/h 
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以上より，空気ボンベ陽圧化時に，窒息を防止するために必要な換気量は二酸化炭素濃

度基準の 559.7m3/h 以上となるが，5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密

室）は 5 号機緊急時対策所（対策本部）二酸化炭素吸収装置により二酸化炭素を除去する

ことで許容二酸化炭素濃度（0.5%）を超えない設計とするため酸素濃度基準の 64m3/h 以上

とする。 

 

4.2 必要ボンベ個数 

(1) 放射性雲通過中に必要となるボンベ個数 

放射性雲通過中に5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）を10時間陽圧

化する必要最低限のボンベ個数は陽圧化維持基準換気量の64m3/h及びボンベ供給可能空気

量5.50m3/個から下記の通り，117個となる。 

・ボンベ初期充填圧力：14.7MPa 

・ボンベ内容積：46.7L/個 

・ボンベ供給可能量：5.50m3/個 

必要ボンベ個数＝64m3/h×10時間÷5.50m3/個 

＝116.4個 

≒117 個 

 

(2) 陽圧化切替操作時に必要となるボンベ個数 

 放射性雲通過後は5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）の陽圧化を5

号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）による給気から5号

機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機による給気に切り替える。

切替操作の間，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）陽圧化装置（空気ボンベ）の

給気と5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機を並行して行うこ

とにより，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）の陽圧化状態を損なわ

ない設計とする。 

 操作の所要時間は，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機か

ら5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部・高気密室）給気口への5号機原子炉建屋内

緊急時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機仮設ダクトの接続，5号機原子炉建屋内緊急

時対策所（対策本部・高気密室）給気口の閉止板取外し及びその他の5号機原子炉建屋内緊

急時対策所（対策本部・高気密室）の弁の操作に必要となる所要時間10分に加え，放射性

雲通過直後に建屋内の雰囲気線量が屋外より高い場合に，屋外から5号機原子炉建屋内緊急

時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機に直接外気の取入を可能とするための5号機原子

炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型外気取入送風機，5号機原子炉建屋内緊急時対策

所（対策本部）可搬型陽圧化空調機仮設ダクト敷設及び5号機原子炉建屋内緊急時対策所

（対策本部）可搬型陽圧化空調機の起動操作10分，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策

本部）可搬型陽圧化空調機起動失敗を想定した場合の予備機への切替操作10分を考慮し合

計30分とする。必要最低限のボンベ個数は陽圧化維持基準換気量の64m3/h及びボンベ供給 
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可能空気量5.50m3/個から下記の通り，6個となる。 

 

必要ボンベ個数＝64m3/h×0.5 時間÷5.50m3/個 

＝5.8個 

≒6個 
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1 

変
更
前
 

変
更
後
 

                        

本
部
・
高
気
密
室
）
を
陽
圧
化
し
，
希
ガ
ス
を
含
む
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
防

止
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

緊
急
時
対
策
所
換
気
空
調
系
の
設
備
の
う
ち
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急

時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ァ
ン
）
及
び

5
号
機
原

子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
は
，
仮
設
ダ
ク
ト
を
用
い
て

5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時

対
策
所
（
待
機
場
所
）
を
陽
圧
化
し
，
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
低
減
で
き
る
設

計
と
す
る
。
ま
た
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
陽

圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，
放
射
性
雲
通
過
時
に
お
い
て
，
5
号
機
原
子

炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
を
陽
圧
化
す
る
こ
と
に
よ
り
，
希
ガ

ス
を
含
む
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
防
止
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
に
は
，
室
内
へ
の
希
ガ
ス
等
の
放
射

性
物
質
の
侵
入
を
低
減
又
は
防
止
す
る
た
め
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
放
射
線

量
を
監
視
，
測
定
す
る
た
め
，
さ
ら
に
緊
急
時
対
策
所
換
気
空
調
系
の
設
備
に

よ
る
加
圧
判
断
の
た
め
に
使
用
す
る
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
及
び
可
搬
型
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
保
管
す
る
設
計
と
す
る
。
 

5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
5
号

機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
の
外
側
が
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
し
た

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
，
要
員
が

5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所

内
に
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
を
持
ち
込
む
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
，
身
体

サ
ー
ベ
イ
及
び
作
業
服
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
区
画
を
設
置
す
る
設
計

と
す
る
。
身
体
サ
ー
ベ
イ
の
結
果
，
要
員
の
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
要

員
の
除
染
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
区
画
を
，
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
行
う
区
画
に

隣
接
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
慮
す
る
。
身
体
サ
ー
ベ
イ
，
作
業
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変
更
前
 

変
更
後
 

    2.
2
 
換
気
設
備
 

通
常
運
転
時
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に

お
い
て
，
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
，
発
電
所
従
業
員
に
新
鮮
な
空
気
を

送
る
と
と
も
に
，
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
除
去
・
低
減
が
可
能
な
換
気
設
備

を
設
け
る
設
計
と
す
る
。
 

換
気
設
備
は
，
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
可
能
性
か
ら
み
て
区
域
を
分

け
，
そ
れ
ぞ
れ
別
系
統
と
し
，
清
浄
区
域
に
新
鮮
な
空
気
を
供
給
し
て
，
汚
染

の
可
能
性
の
あ
る
区
域
に
向
っ
て
流
れ
る
よ
う
に
し
，
排
気
は
適
切
な
フ
ィ

ル
タ
を
通
し
て
行
う
。
ま
た
，
各
換
気
系
統
は
，
そ
の
容
量
が
区
域
及
び
部
屋

の
必
要
な
換
気
及
び
除
熱
を
十
分
行
え
る
設
計
と
す
る
。
 

放
射
性
物
質
を
内
包
す
る
換
気
ダ
ク
ト
は
，
溶
接
構
造
と
し
，
耐
圧
試
験
に

合
格
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
で
，
漏
え
い
し
難
い
構
造
と
す
る
。
ま
た
，

フ
ァ
ン
，
逆
流
防
止
用
ダ
ン
パ
等
を
設
置
し
，
逆
流
し
難
い
構
造
と
す
る
。
 

排
出
す
る
空
気
を
浄
化
す
る
た
め
，
気
体
状
の
放
射
性
よ
う
素
を
除
去
す

る
よ
う
素
フ
ィ
ル
タ
及
び
放
射
性
微
粒
子
を
除
去
す
る
微
粒
子
フ
ィ
ル
タ
を

設
置
す
る
。
 

こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
タ
を
内
包
す
る
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
は
，
フ
ィ
ル
タ
の

取
替
が
容
易
と
な
る
よ
う
取
替
え
に
必
要
な
空
間
を
有
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
梯
子
等
を
設
置
し
，
取
替
が
容
易
な
構
造
と
す
る
。
 

吸
気
口
は
，
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
吸
入
し
難
い
よ
う
に
，
排

服
の
着
替
え
等
に
必
要
な
照
度
の
確
保
は
，
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
用
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ
プ
）（

6
,
7
号
機
共
用
，
5
号
機

に
保
管
）（

個
数

4（
予
備

1）
）
に
よ
り
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

 2.
2 

換
気
設
備
 

通
常
運
転
時
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に

お
い
て
，
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
，
発
電
所
従
業
員
に
新
鮮
な
空
気
を

送
る
と
と
も
に
，
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
除
去
・
低
減
が
可
能
な
換
気
設
備

を
設
け
る
設
計
と
す
る
。
 

換
気
設
備
は
，
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
可
能
性
か
ら
み
て
区
域
を
分

け
，
そ
れ
ぞ
れ
別
系
統
と
し
，
清
浄
区
域
に
新
鮮
な
空
気
を
供
給
し
て
，
汚
染

の
可
能
性
の
あ
る
区
域
に
向
っ
て
流
れ
る
よ
う
に
し
，
排
気
は
適
切
な
フ
ィ

ル
タ
を
通
し
て
行
う
。
ま
た
，
各
換
気
系
統
は
，
そ
の
容
量
が
区
域
及
び
部
屋

の
必
要
な
換
気
及
び
除
熱
を
十
分
行
え
る
設
計
と
す
る
。
 

放
射
性
物
質
を
内
包
す
る
換
気
ダ
ク
ト
は
，
溶
接
構
造
と
し
，
耐
圧
試
験
に

合
格
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
で
，
漏
え
い
し
難
い
構
造
と
す
る
。
ま
た
，

フ
ァ
ン
，
逆
流
防
止
用
ダ
ン
パ
等
を
設
置
し
，
逆
流
し
難
い
構
造
と
す
る
。
 

排
出
す
る
空
気
を
浄
化
す
る
た
め
，
気
体
状
の
放
射
性
よ
う
素
を
除
去
す

る
よ
う
素
フ
ィ
ル
タ
及
び
放
射
性
微
粒
子
を
除
去
す
る
微
粒
子
フ
ィ
ル
タ
を

設
置
す
る
。
 

こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
タ
を
内
包
す
る
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
は
，
フ
ィ
ル
タ
の

取
替
が
容
易
と
な
る
よ
う
取
替
え
に
必
要
な
空
間
を
有
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
梯
子
等
を
設
置
し
，
取
替
が
容
易
な
構
造
と
す
る
。
 

吸
気
口
は
，
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
吸
入
し
難
い
よ
う
に
，
排
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保安規定第６６条 

表６６－１６「緊急時対策所」 

６６－１６－２「緊急時対策所の居住性確保（待機場所）」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 ６
６
－
１
６
－
２
 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
（
待
機
場
所
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 ③

 

被
ば
く
低
減
設
備
 

（
１
）
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ

ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

（
２
）
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機

に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
２
 

（
３
）
差
圧
計
（
待
機
場
所
），

酸
素
濃
度
計
（
待
機
場
所
）
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計

（
待
機
場
所
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

そ
の
他
設
備
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用

さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数

※
４
 ⑥

 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

炉
心

変
更
時

※
５
 

又
は
 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉

棟
内
で
照
射
さ
れ
た

燃
料
に
係
る
作
業
時
 

５
号
炉
原
子
炉

建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）

陽
圧
化
装
置
（

空
気
ボ
ン
ベ
）
 

１
４
２
１
本
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

５
号
炉
原
子
炉

建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）

可
搬
型
陽
圧
化

空
調
機
 

２
台
 

差
圧
計
（
待
機

場
所
）
 

１
個
 

酸
素
濃
度
計
（

待
機
場
所
）
 

１
個
 

二
酸
化
炭
素
濃

度
計
（
待
機
場
所
）
 

１
個
 

可
搬
型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
 

１
台
 

※
１

：
陽

圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
及
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
陽

圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
及
び
ダ
ク
ト
を
含
む
。
 

※
３
：
バ

ウ
ン
ダ
リ
の
一
時
的
な
開
放
に
つ
い
て
は
，
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に

管

理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
４

：
５

号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。

 

 
①

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
が
該
当
す
る
。

 
 ②

 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 
 ③

 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う

，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策

所
（
待
機
場
所
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
及
び
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
並
び
に
可
搬

型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
等
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

な

お
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
は

６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
で
１
つ
で

あ

り
，
上
記
の
運
転
上
の
制
限
は
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
あ
た
り
の
要
求
で
あ
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 
ま
た
，
一
時
的
な
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
開
放
に
つ
い
て
は
，
要
員
を
配
置
す
る
等
速
や
か
に

バ
ウ
ン
ダ

リ

機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な

さ

な
い
。

 
 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）

 
「
緊
急
時
対
策
所
（
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
）
」
で
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
も

重
大

事
故

等
に
対

処
す
る

た
め
に

必
要

な
指
示

を
行
う

要
員
が

と
ど

ま
り
，

必
要
な

指
示
を

行

う
と

と
も

に
，

発
電
所

内
外
の

通
信
連

絡
を

す
る
必

要
の
あ

る
場
所

と
通

信
連
絡

す
る
た

め
に
必

要

な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 
 
な
お
，
必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
に
係
わ
る
設
備
は
，
６
６
－
１
７
－
１
（
通
信
連
絡
設
備
）
に
て

整
理
す
る
。

 
 

④
 
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
に
つ
い
て
は
，

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い

て
，
短
期
間
の
放
射
性
物
質
放
出
（
格
納
容
器
ベ
ン
ト
実
施
時
）
に
対
応
す
る
設
備
だ
が
，
必
要
な
要
員

が
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
，
必
要
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備

及

び
発
電
所
内
外
と
の
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
，

中
央
制

御

室
換
気
空
調
系
（
第

57
条
）
と
同
じ
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
「
運
転
，
起
動

，
高
温
停
止
及
び
炉

心
変
更
時
又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時

」
と
す
る
。
な
お
，

当

該
設
備
は
６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
設
備
で
あ
る
が
，
本
条
文
は
７
号
炉
の
原
子
炉
の
状
態
に
対
し

て

定
め
る
。
 

可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
，
差
圧
計
，
酸
素
濃
度
計
，
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
，
可
搬
型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
に
つ
い
て
は
，
長
期
間
の
放
射
性
物
質
放
出
に
対
応
す
る
設
備
で
あ
る
た
め
，
適
用
さ
れ

る

原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 ⑥

 
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
待
機
場
所
の
陽
圧
化
並
び
に
酸
素
濃
度
及

び
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
活
動
に
支
障
が
な
い
範
囲
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
本
数
と
し
て
，

設
計

及

び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
，
１
４
２
１
本
を
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
は
，
必
要
な
換
気
容
量
を
有
す
る
も
の
２
台
を
所
要
数
と
す
る
。
 

差
圧
計
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
の
陽
圧
化
さ
れ
た
室
内
と
周
辺
エ
リ
ア
と
の
差

圧

範
囲
を
監
視
す
る
た
め
，
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

※
５
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
制
御
棒
１
組
又
は
１
本
の
挿
入
・
引
抜
を
除

く
。

 
   （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
５
号

炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽

圧
化

空
調

機
の
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

化
学
管
理
Ｇ
Ｍ
 

２
．
５
号

炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽

圧
化
空
調
機
の
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

原
子
炉
Ｇ
Ｍ
 

３
．
５
号

炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽

圧
化
空
調
機
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高

温
停
止
及
び
炉
心
変
更
時

※
６

又
は

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

で
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時
に
お
い
て
，

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場

所
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
が
規
定
圧
力
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

５
号
炉
当
直
長
 

５
．
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
の
機
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

６
．
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

放
射
線
安
全
Ｇ
Ｍ
 

７
．
酸
素
濃
度
計
（
待
機
場
所
）
の
計
器
校
正
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

８
．
酸
素
濃
度
計
（
待
機
場
所
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

９
．
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
待
機
場
所
）
の
計
器
校
正
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

10
．
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
待
機
場
所
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

11
．
差
圧
計
（
待
機
場
所
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

計
測
制
御
Ｇ
Ｍ
 

12
．
差
圧
計
（
待
機
場
所
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
よ
り

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

計
測
制
御
Ｇ
Ｍ
 

※
６
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
制
御
棒
１
組
又
は
１
本
の
挿
入
・
引
抜
を
除
く
。 

    

酸
素
濃
度
計
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
は
，
待
機
場
所
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
活
動

に

支
障
が
な
い
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
測
定
す
る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
待
機
場
所

内
の
放
射
線
量
の
監
視
の
た
め
，

１

台
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添
付
－
２
）
 

   ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

 
４
．
２
）

 
 ａ

．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
項
目
２
，
５
，
７
，
９
，
１
１
が
該
当
。

 
「
保

安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方

針
」
の
可
搬

型
重
大
事
故
等

対
処
設
備
の

サ
ー
ベ
ラ
ン
ス

頻

度
の
考
え
方
に
基
づ
き
１
年
に
１
回
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 
 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）

 
項
目
１
，
３
，
４
，
６
，
８
，
１
０
，
１
２
が
該
当
。

 
「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え

方
に
基
づ
き
可
搬
型
設
備
は
３
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
 

活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
に
つ
い
て
は
，
外
観
点
検
に
て
，
フ
ィ
ル
タ
の
保
管
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
で
，
性
能
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。

 
 

酸
素
濃
度
計
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
に
つ
い
て
は
，
電
源
を
入
れ
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温

停
止
 

 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可

搬
型

エ
リ

ア
モ
ニ
タ
（
待

機
場
所
）

が
所

要
数

を
満

足
し

て

い
な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討

し
，
原
子

炉
主
任
技

術
者
の
確

認

を
得
て
実

施
す
る

措
置
を
開
始

す

る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

Ｂ
．
５

号
炉

原
子
炉

建
屋

内
緊

急
時

対
策

所
（

待
機

場

所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調

機
に

よ
る

加
圧

系
が

動

作
不
能
の
場
合
 

又
は
 ５

号
炉

原
子

炉
建

屋
内

緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場

所
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気

ボ
ン
ベ
）
に
よ

る
加
圧
系

が
動
作
不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討

し
，
原
子

炉
主
任
技

術
者
の
確

認

を
得
て
実
施
す
る

※
９
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｃ
．
動
作
可
能
な
差
圧
計
（
待
機

場
所
），

酸
素
濃
度
計
（
待

機
場

所
）

又
は

二
酸

化
炭

素
濃
度
計
（
待
機
場
所
）
が

所
要

数
を

満
足

し
て

い
な

い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討

し
，
原
子

炉
主
任
技

術
者
の
確

認

を
得
て
実
施
す
る

※
９
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｄ
．
条
件
Ｂ
又
は
Ｃ
で
要
求
さ
れ

る
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

      

  ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系

等
は

，

１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 
 ⑨

 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，
（
３
））

 
【
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
】

 
Ａ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る

。
完
了
時
間
は
，
保
安
規
定
第

１
０
３
条
（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
に
お
い
て
，
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
は
「
故
障

等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。」

と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
，
こ
の
考
え
方
を
準
用
し
“
速
や
か
に
”
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 
 Ａ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
計
測
機
器
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
に
開
始
す
る
。
完
了
時
間
は
，
保
安

規
定
第
１
０
３
条
（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
に
お
い
て
，
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
は

「
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
」
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
，
こ
の
考
え
方
を
準
用
す
る
。

 
 Ｂ

１
．，

Ｃ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
保
安
規
定
第
２

７
条
（
計

測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，

少
な

く
と

も
１

つ
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

復
旧

す
る

た
め

に
認

め
ら

れ
て

い
る

完
了

時
間

で
あ

る

「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，「

１
０
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｂ
２
．
，
Ｃ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
Ｂ
２
．
に
つ
い
て
は
，
空
調
機
又
は
空
気

ボ
ン
ベ
の
補
充
等
。
Ｃ
２
．
に
つ
い
て
は
，
計
測
機
器
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
，
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ
の
他
の
設
備
と

同
様
，「

事
故
時
計
装
」
の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，
少
な
く
と
も
１

つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を

準
用
し
，
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｄ

１
．，

Ｄ
２
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 
適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

冷
温

停
止
 

燃
料

交
換
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可

搬
型

エ
リ

ア
モ
ニ
タ
（
待

機
場
所
）

が
所

要
数

を
満

足
し

て

い
な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

Ｂ
．
５

号
炉

原
子
炉

建
屋

内
緊

急
時

対
策

所
（

待
機

場

所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調

機
に

よ
る

加
圧

系
が

動

作
不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認

を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始

す

る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

Ｃ
．
動
作
可
能
な
差
圧
計
（
待
機

場
所
）
，
酸
素
濃

度
計
（
待

機
場
所
）
又
は
二
酸
化
炭

素
濃
度
計
（
待

機
場
所
）

が
所

要
数

を
満

足
し

て

い
な
い
場
合

 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認

を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始

す

る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

炉
心
変
更
時

※
７
 

又
は
 

原
子
炉
建
屋
原

子
炉
棟
内
で
照

射
さ
れ
た
燃
料

に
係
る
作
業
時
 

Ａ
．
炉
心
変
更
時

※
７
又
は
原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

で

照
射

さ
れ

た
燃

料
に

係

る
作

業
時

に
お

い
て

要

求
さ

れ
る

設
備

が
，

運
転

上
の
制
限
を
満

足
し

て
い

な
い
と
判
断
し
た
場
合

 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
炉
心
変
更
を
中
止
す
る
。 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟

内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業

を
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

 

速
や
か
に
 

※
７
：
停
止
余
裕
確
認
後
の
同
一
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
制
御
棒
１
組
又
は
１
本
の
挿
入
・
引
抜
を
除

く
。

 
※
８

：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。

 
※
９
：
１

０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
の
逸

脱

は
継
続
す
る
が
，
１
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｄ
に
は
移
行
し
な
い
。

 

 【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 
Ａ
１
．，

Ｂ
１
．
，
Ｃ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す

る
。

 
 Ａ

２
．
，
Ｂ
２
．
，
Ｃ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
Ａ
２
．
及
び
Ｃ
２
．
に
つ
い
て

は
，
計
測
機
器
の
補
充
等
。
Ｂ
２
．
に
つ
い
て
は
，
空
調
機
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 
                 
 
【
炉
心
変
更
時
又
は
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
時
】

 
Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
保
安
規
定
第
５
７
条
（
中
央
制
御
室
非
常
用
換
気
空
調
系
）
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。 
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1.18-67 

陽圧化装置（空気ボンベ）
均圧室

DPI

差圧計

仮設ダクト

FI

陽圧化装置
空気給気第一弁／第二弁

PI

空気ボンベ元弁

：運転（又は使用）機器

中央制御室換気
空調系給気ダクト

中央制御室換気
空調系排気ダクト

閉止板

閉止板

中
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

高
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

活
性
炭ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

中
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

高
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

活
性
炭ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

可搬型陽圧化空調機

均圧室 待機場所（中操制御室換気空調系機械室）

５号炉中央制御室換気空調系
給気口

可搬型陽圧化空調機給気口

５号炉中央制御室換気空調系
排気口

屋外

 

第 1.18.4 図  5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）  

換気設備  系統概略図  

(プルーム通過前及び通過後：可搬型陽圧化空調機による陽圧化 ) 

 

手順の項目

５号炉原子炉建屋
内緊急時対策所
（待機場所）可搬
型陽圧化空調機運
転手順

復旧班
２
名

経過時間（分）

要員

０ ５ 10 15 20 25 30

活性炭フィルタ保管場所へ移動

活性炭フィルタ装着，
ダクト接続，電源接続，空調機起動

可搬型陽圧化空調機設置場所から５号炉原子炉建屋内緊急時対策所へ移動

室内差圧確認

▽起動指示 可搬型陽圧化空調機による換気開始▽

35 40

活性炭フィルタ保管場所から可搬型陽圧化空調機設置場所へ移動

活性炭フィルタ保管容器から活性炭フィルタ取出し

45 50

中央制御室換気空調系の停止確認

55

可搬型陽圧化空調機を予備機へ切替え
（必要に応じて実施）

 

第 1.18.5 図 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型

陽圧化空調機運転手順タイムチャート  

 

 

 

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１66-16-2の範囲
赤枠にて示す 
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1.18-73 

DPI 差圧計

給気口

：運転（又は使用）機器

中央制御室換気
空調系給気ダクト

中央制御室換気
空調系排気ダクト

閉止板

閉止板

均圧室

閉止板

閉止板

陽圧化装置（空気ボンベ）

PI

均圧室

陽圧化装置
空気給気第一弁／第二弁

FI

空気ボンベ元弁

待機場所（中操制御室換気空調系機械室）

５号炉中央制御室換気空調系
給気口

５号炉中央制御室
換気空調系排気口

中
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

高
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

活
性
炭ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

中
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

高
性
能ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

活
性
炭ﾌ

ｨﾙ
ﾀ

可搬型陽圧化空調機

屋外

 

第 1.18.13 図  5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）  

換気設備  系統概略図  

(プルーム通過中：陽圧化装置（空気ボンベ）による陽圧化 ) 

手順の項目

５号炉原子炉建屋内
緊急時対策所（待機
場所）可搬型陽圧化
空調機停止手順

復旧班
２
名

５号炉原子炉建屋内
緊急時対策所（待機
場所）陽圧化装置
（空気ボンベ）起動
手順

復旧班
１
名

経過時間（分）

要員

０ １ ２ ３ ４ ５ ６

▽可搬型エリアモニタの警報発生

▽可搬型陽圧化空調機切離し／空気ボンベ陽圧化装置起動

給気口から仮設ダクト取外し（待機場所内作業）

▽陽圧化状態の確認完了

空気ボンベ陽圧化装置空気供給第一／第二弁開操作（待機場所内作業）

高気密室給気口に閉止板取付け（待機場所内作業）

室内差圧確認

室内差圧確認（待機場所内作業）

通路（可搬型空調機設置場所）へ移動

空調機停止（待機場所外作業）

▽可搬型陽圧化空調機停止

 

第 1.18.14 図 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型

陽圧化空調機停止及び 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）

陽圧化装置（空気ボンベ）起動手順タイムチャート  

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１66-16-2の範囲
赤枠にて示す 
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四角形



５号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）
バウンダリの扉を橙枠にて示す

添付-1-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１
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T8002131
四角形



 8－10－135 8 

び待機場所を共用化し，事故収束に必要な緊急時対策所遮蔽，緊急時対策

所換気空調設備，重大事故等に対処するために必要な情報を把握できる設

備等を設置する。共用により，必要な情報（相互のプラント状況，運転員

の対応状況等）を共有・考慮しながら，総合的な管理（事故処置を含む。）

を行うことで，安全性の向上が図れることから，6 号及び 7 号炉で共用する

設計とする。各設備は，共用により悪影響を及ぼさないよう，号炉の区分

けなく使用できる設計とする。 

 

10.9.2.2.4 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所は，想定される重大事故等時において，

重大事故等に対処するために必要な指示を行う要員に加え，原子炉格納容

器の破損等による発電所外への放射性物質の拡散を抑制するために必要な

対策を行う要員として，対策本部に最大 86 名，待機場所に最大 98 名を収

容することで，合計 184 名を収容できる設計とする。また，対策要員等が 5

号炉原子炉建屋内緊急時対策所に 7 日間とどまり重大事故等に対処するた

めに必要な数量の放射線管理用資機材や食料等を配備できる設計とする。 

対策本部の可搬型陽圧化空調機は，対策要員の放射線被ばくを低減及び

防止するとともに，高気密室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度を活動に支

障がない範囲に維持するために必要な換気容量を有する設計とする。保有

数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台に加えて，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計

2台を保管する。 

対策本部の可搬型外気取入送風機は，必要な換気容量を有するもの 1 セ

ット 2 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 2 台に加え

所要数・必要容量
関連箇所を下線で示す 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

号及び 7号炉共用）の合計 3台を保管する。 

対策本部の陽圧化装置（空気ボンベ）は，重大事故時において対策本部

の居住性を確保するため，高気密室を陽圧化し，高気密室内へ希ガスを含

む放射性物質の侵入を防止するとともに，酸素濃度及び二酸化炭素濃度を

活動に支障がない範囲に維持するために必要な容量に加え，故障時及び保

守点検による待機除外時のバックアップを考慮し，十分な容量を保管す

る。 

対策本部の二酸化炭素吸収装置は，重大事故時に陽圧化装置（空気ボン

ベ）により高気密室を陽圧化する場合において，対策要員等が二酸化炭素

濃度の増加により窒息することを防止できる処理容量を有する設計とす

る。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 台に加えて，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計

2台を設置する設計とする。 

待機場所の可搬型陽圧化空調機は，対策要員の放射線被ばくを低減及び

防止するとともに，待機場所内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度を活動に支

障がない範囲に維持するために必要な換気容量を有する設計とする。保有

数は，6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 2 台に加えて，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計

3台を保管する設計とする。 

待機場所の陽圧化装置（空気ボンベ）は，重大事故時において待機場所

の居住性を確保するため，待機場所を陽圧化し，待機場所へ希ガスを含む

放射性物質の侵入を防止するとともに，酸素濃度及び二酸化炭素濃度を活

動に支障がない範囲に維持するために必要な容量に加え，故障時及び保守

点検による待機除外時のバックアップを考慮し，十分な容量本を保管す
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る。 

酸素濃度計及び二酸化炭素濃度計は，高気密室及び待機場所の酸素濃度

及び二酸化炭素濃度が活動に支障がない範囲範囲内であることの測定が可

能なものを，対策本部及び待機場所それぞれで 1 台使用する。保有数は，6

号及び 7 号炉共用で対策本部及び待機場所それぞれ 1 台に加え，故障時及

び保守点検時による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号

炉共用，対策本部と待機場所で共用）の合計 3台を保管する。 

差圧計は，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所の陽圧化された室内と周辺エ

リアとの差圧範囲を監視できるものを，対策本部及び待機場所それぞれで 1

台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で対策本部及び待機場所それぞ

れ 1 台に加え，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用と

して 1 台（6 号及び 7 号炉共用，対策本部と待機場所で共用）の合計 3 台を

保管する。 

可搬型エリアモニタは，重大事故時において，対策本部内及び待機場所

内の放射線量の監視に必要な測定範囲を有するものを，対策本部及び待機

場所それぞれで 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で対策本部及

び待機場所それぞれ 1 台に加え，故障時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用，対策本部と待機場所で共

用）の合計 3台を保管する。 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備は，1 台で 5 号炉原子

炉建屋内緊急時対策所に給電するために必要な容量を有するものを，補給

時の切替えを考慮し，2 台を 1 セットとして使用する。保有数は，6 号及び

7 号炉共用で 1 セット 2 台に加え，故障対応時及び保守点検時のバックアッ

プ用として 3台の合計 5台を保管する。 
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(2) 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所） 

a. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）遮蔽（6 号及び 7 号炉

共用） 

第 8.3－1 表 遮蔽設備の主要機器仕様に記載する。 

b. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）室内遮蔽（6 号及び 7

号炉共用） 

第 8.3－1 表 遮蔽設備の主要機器仕様に記載する。 

c. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型陽圧化空調機

（6号及び 7号炉共用） 

第 8.2－1 表 換気空調設備の主要機器仕様に記載する。 

d. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空気ボン

ベ）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.2－1 表 換気空調設備の主要機器仕様に記載する。 

e. 差圧計（待機場所）（6号及び 7号炉共用） 

個  数    1（予備 1※2） 

※2 「対策本部」と兼用 

f. 酸素濃度計（待機場所）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

個  数    1（予備 1※2） 

※2 「対策本部」と兼用 

測定範囲    0～100% 

g. 二酸化炭素濃度計（待機場所）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

設備仕様
関連箇所を赤枠で示す 
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個  数    1（予備 1※2） 

※2 「対策本部」と兼用 

測定範囲    0～10,000ppm 

h. 可搬型エリアモニタ（待機場所）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に

記載する。 

(3) 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6 号及び 7 号炉共

用） 

エンジン 

個  数     2 （予備 3） 

使用燃料     軽油 

発電機 

個  数     2 （予備 3） 

種  類     横軸回転界磁 3相同期発電機 

容  量     約 200kVA/台 

力  率     0.8 

電  圧     440V 

周 波 数     50Hz 

  

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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d. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）二酸化炭素吸収装置

（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        1（予備 1） 

風  量        　　 m3/h/台 

吸収剤能力              m3/kg 

e. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型陽圧化空調機

（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        2（予備 1） 

容  量        600m3/h/台 

効  率        高性能フィルタ  99.9%以上 

活性炭フィルタ  99.9%以上 

f. 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空気ボン

ベ）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

台  数        1,792 

容  量        47L/本 

充填圧力        15MPa 

 

  

枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。
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兼用 

c. 可搬型エリアモニタ（待機場所）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

種  類    半導体 

計測範囲    0.001～99.9mSv/h  

個  数    1（予備 1※2） 

※2 可搬型エリアモニタ（対策本部）と一部 

兼用 
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名 称 
5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所） 

陽圧化装置（空気ボンベ）（6,7 号機共用） 

容 量 L/個 46.7 以上（46.7） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 14.7 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1792 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に放射線管理施設のうち換気設備（緊急時対策所換気空調系）として使用する 5

号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空気ボンベ）は，以下の機能を有する。 

 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空気ボンベ）は，炉心の著しい損傷

後の格納容器圧力逃がし装置を作動させる場合に放出される放射性雲通過時において，放射性物

質が 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）に流入することを防ぎ，5 号機原子炉建屋内

緊急時対策所（待機場所）にとどまる要員の被ばくを低減するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷後の格納容器圧力逃がし装置を作動させる場合に放出される放

射性雲通過時において，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空気ボンベ）

から 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）へ空気を送気し陽圧化することにより，放射

性物質が 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）に流入することを一定時間完全に防ぎ，

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）遮蔽等の機能とあいまって緊急時対策所にとどま

る要員の実効線量が事故後 7 日間で 100ｍSv を超えない設計とする。 

 

1. 容量 

重大事故等時に使用する 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空気ボ

ンベ）は，高圧ガス保安法の適合品である一般汎用型の空気ボンベを使用することから，当該

ボンベの容量はメーカで定めた容量である 46.7L/個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ 46.7L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）空気ボンベを重大事故等時において使用する

場合の圧力は，高圧ガス保安法の適合品であるボンベにて実績を有する充填圧力である

14.7MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）空気ボンベを重大事故等時において使用する

場合の温度は，重大事故等時の環境条件（40℃）及び高圧ガス保安法に基づき 40℃とする。 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す 
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4. 個数 

  5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）空気ボンベの必要個数は，5号機原子炉建屋内

緊急時対策所（待機場所）にとどまる要員の窒息を防止するため及び給気ライン以外から 5 号

機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）への外気の流入を放射性雲通過までの 10 時間の間遮

断するために必要な個数である 1353 個並びに陽圧化切替時に必要な個数である 68 個を合わせ

た 1421 個に余裕を考慮し，合計 1792 個を保管する。根拠については以下のとおり。 

 

4.1 必要換気量 

①二酸化炭素濃度基準に基づく必要換気量 

・収容人数：n＝98名 

・許容二酸化炭素濃度：Ci＝0.5%（労働安全衛生法） 

・大気二酸化炭素濃度：C0＝0.039%（標準大気の二酸化炭素濃度） 

・呼吸による二酸化炭素発生量：M＝0.030m3/(h・人）（空気調和・衛生工学便覧の軽作

業の作業程度の吐出し量） 

・必要換気量：Q1＝n・100・M／（Ci－C0）m3/h（空気調和・衛生工学便覧の二酸化炭素

基準の必要換気量） 

Q1＝98×100×0.030÷（0.5－0.039） 

＝637.74 

≒637.8m3/h 

 

②酸素濃度基準に基づく必要換気量 

・収容人数：n＝98名 

・吸気酸素濃度：a＝20.95%（標準大気の酸素濃度） 

・許容酸素濃度：b＝18.0%（労働安全衛生法） 

・酸素消費量：c＝x・（a－d）m3/(h・人) 

・成人の呼吸量：x＝0.48m3/(h・人)（空気調和・衛生工学便覧の静座作業） 

・乾燥空気換算呼気酸素濃度：d＝16.4%（空気調和・衛生工学便覧） 

・必要換気量：Q2＝n・c／（a－b）m3/h（空気調和・衛生工学便覧の酸素基準の必要換気

量） 

Q2＝98×0.48×（20.95－16.4）÷（20.95－18.0） 

＝72.55 

≒72.6m3/h 

 

③気密性能評価試験結果に基づく給気量 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）にて実施した，気密性能評価試験より

隣接区画との差圧＋20Pa を確保するための必要給気量は 744.0m3/h である。 
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以上より，空気ボンベ陽圧化時に，窒息を防止するために必要な換気量は気密性能評価

試験結果に基づく給気量の 744.0m3/h 以上とする。 

 

4.2 必要ボンベ個数 

(1) 放射性雲通過中に必要となるボンベ個数 

放射性雲通過中に5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）を10時間陽圧化する必要

最低限のボンベ個数は陽圧化維持基準換気量の744.0m3/h及びボンベ供給可能空気量

5.50m3/個から下記の通り，1353個となる。 

・ボンベ初期充填圧力：14.7MPa 

・ボンベ内容積：46.7L/個 

・ボンベ供給可能量：5.50m3/個 

必要ボンベ個数＝744.0m3/h×10 時間÷5.50m3/個 

＝1352.7個 

≒1353 個 

 

 (2) 陽圧化切替操作時に必要となるボンベ個数 

放射性雲通過後において，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）陽圧化装置（空

気ボンベ）による給気から5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型陽圧化空調

操作の所要時間は，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型陽圧化空調機から

5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）給気口への5号機原子炉建屋内緊急時対策所

（待機場所）可搬型陽圧化空調機仮設ダクトの接続，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待

機場所）給気口の閉止板取外しに必要となる所用時間 10分に加え，放射性雲通過直後に建

屋内の雰囲気線量が屋外より高い場合に，屋外から5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機

場所）可搬型陽圧化空調機に直接外気の取入を可能とするための5号機原子炉建屋内緊急時

対策所（待機場所）可搬型陽圧化空調機仮設ダクト敷設及び5号機原子炉建屋内緊急時対策

所（待機場所）可搬型陽圧化空調機起動操作10分，5号機原子炉建屋内緊急時対策所（待機

場所）可搬型陽圧化空調機起動失敗を想定した場合の予備機への切替操作10分を考慮し合

計30分とする。必要最低限のボンベ個数は陽圧化維持基準換気量の744.0m3/h及びボンベ供

給可能空気量5.50m3/個から下記の通り，68個となる。 

必要ボンベ個数＝744.0m3/h×0.5 時間÷5.50m3/個 

＝67.6個 

≒68 個 
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保安規定第６６条 

表６６－１６「緊急時対策所」 

６６－１６－３「緊急時対策所の代替電源設備」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
６
－
１
６
－
３
 
緊
急
時
対
策
所
の
代
替
電
源
設
備
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

緊
急
時
対
策
所
の
代
替
電
源
設
備
 
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 ④

 
設
 
備
 ⑤

 
所
要
数

※
１
 ⑥

 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬

型
電
源
設
備
 

２
台
 

可
搬
ケ
ー
ブ
ル
 

２
セ
ッ
ト

※
２
 

交
流
分
電
盤
 

３
台
 

負
荷
変
圧
器
 

１
台
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
３
 

※
１
：
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。
 

※
２
：
２
セ
ッ
ト
と
は
，
１
相
分
１
本
の
３
相
分
３
本
を
１
セ
ッ
ト
及
び
１
相
分
２
本
の
３
相
分
６
本
を
 

１
セ
ッ
ト
を
い
う
。
 

※
３
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

              

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
 （

１
．
１
８
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
代
替

電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
な
お
，
緊
急
時
対
策
所
(
対
策

本
部
及
び
待
機
場
所
)は

６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
で
１
つ
で
あ
り
，
上
記
の
運
転
上
の
制
限
は
緊
急
時
対
策
所

あ
た
り
の
要
求
で
あ
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）
 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
 

「
緊
急
時
対
策
所
(の

居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
)
 」

と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
が
と
ど
ま
り
，
必
要
な
指
示
を
行
う
と
と
も

に
，
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す

る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
［
本
項
は
代
替
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
が
対
象
］
 

 

④
 
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
及
び
待
機
場
所
）
は
，
必
要
な
要
員

が
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
，
必
要
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備
及
び
発
電

所
内
外
と
の
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
た
め
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運

転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３

（
１
）
）
 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 

 

⑥
 
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
，
１
台
で
必
要
な
容
量
を
有
す
る
も

の
を
燃
料
補
給
時
の
切
替
を
考
慮
し
て
２
台
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備
１
台
あ
た
り
１
セ

ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
。
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
で
は
予
備
も
含
め
た
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時

対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備
４
台
に
対
し
て
４
セ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
，
運
転
上
の
制
限
と

し
て
は
，
要
求
さ
れ
る
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
可
搬
型
電
源
設
備
２
台
に
対
す
る
２
セ
ッ
ト
を
所
要
数
と
す

る
。
 

交
流
分
電
盤
に
つ
い
て
は
，
設
置
さ
れ
て
い
る
３
台
を
所
要
数
と
す
る
。
 

負
荷
変
圧
器
に
つ
い
て
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
主
母
線
盤
内
に
実
装
さ
れ
て
い
る
１
台

を
所
要
数
と
す
る
。
 

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添
付
―
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項

 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備

を
起
動
し
，
運
転
状
態
（
電
圧
等
）
に
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

２
年
に
１
回
 

電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

２
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備

の
発
電
機
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

３
．
負
荷
変
圧
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
て
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

４
．
交
流
分
電
盤
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
て
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

５
．
可
搬
ケ
ー
ブ
ル
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
て

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

                     

  ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）
 

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え

方
に
基
づ
き
２
年
に
１
回
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
，
５
が
該
当
。

 

項
目
２
，
５
に
つ
い
て
は
，「

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー

ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
，
３
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

項
目
３
，
４
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ

月
に
１
回
と
す
る
。

 

 

な
お
，
負
荷
変
圧
器
，
交
流
分
電
盤
，
可
搬
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
，
１
ヶ
月
に
１
回
又
は
３
ヶ
月
に
１
回

の
外
観
点
検
に
よ
り
，
必
要
な
機
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
代
替
電
源
設
備
に

よ
る
電
源
系
が
動

作
不
能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る

※
５
。
 

又
は
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
 

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
０
日
間
 

 

  １
０
日
間
 

Ｂ
．
条
件
Ａ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
代
替
電
源
設
備
に

よ
る
電
源
系
が
動

作
不
能
の
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
 

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
を
い
う
。

 

※
５
：
１
０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
の
逸

脱
は
継
続
す
る
が
，
１
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｂ
に
は
移
行
し
な
い
。
 

 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

代
替
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条

件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
に
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，
（
３
）
）
 

緊
急
時
対
策
所
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
し
て
は
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
「
緊
急
時
対
策
上
重
要
な

も
の
及
び
異
常
状
態
の
把
握
機
能
」
と
し
て
「
Ｍ
Ｓ
－
３
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
，
従
来
は
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
し
て

い
な
い
。
緊
急
時
対
策
所
は
，
運
転
中
／
停
止
中
の
炉
心
，
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
の
燃
料
に
対
し
て

間
接
的
に
安
全
機
能
を
有
す
る
設
備
で
あ
り
，
事
故
時
に
情
報
収
集
し
必
要
な
指
示
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
，
「
Ｍ
Ｓ
－
２
」
の
「
異
常
状
態
へ
の
対
応
上
特
に
重
要
な
構
造
物
，
系
統
及
び
機
器
」
に
分
類

さ
れ
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
さ
れ
て
い
る
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
要
求

さ
れ
る
措
置
／
Ａ
Ｏ
Ｔ
を
参
考
に
以
下
に
定
め
る
。
 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
 

Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
当
該
系
統
(代

替
電
源
設
備
)の

機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
発
電
機
，
ケ
ー
ブ
ル
，
分
電

盤
又
は
変
圧
器
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
“
速
や
か
に
”
実
施
す

る
。
完
了
時
間
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
２
つ
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，
少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す
る
た
め
に
認
め

ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 Ｂ
１
．
，
Ｂ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】
 

Ａ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 Ａ
２
．
当
該
系
統
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
発
電
機
，
ケ
ー
ブ
ル
，
分
電
盤
又
は
変
圧
器
の
補
充
等
）

を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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手順の項目

5号炉原子炉建屋
内緊急時対策所可
搬型陽圧化空調機
の切替え手順

保安班※ ２
名

※　5号炉原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）の場合。5号炉原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）の場合は，復旧班。

経過時間（分）

要員

０ 10 20 30 40 50 60

▽切替指示（１台）

ダクト装着，電源接続，空調機起動

室内差圧確認

予備機保管場所へ移動

可搬型陽圧化空調機停止，

ダクト取外し，可搬型陽圧化
空調機を架台から取外し

予備機を架台へ取付

可搬型陽圧化空調機切替完了▽

活性炭フィルタ保管容器から活性炭フィルタを取出し

予備機に活性炭フィルタ装着

予備機を架台から取外し

予備機運搬

可搬型陽圧化空調機設置場所から緊急時対策所へ移動

70 80

第 1.18.25 図  5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所  可搬型陽圧化  

空調機の切替え手順タイムチャート  

動力変圧器

Ｄ/Ｇ
(7A)

Ｇ Ｇ

5号炉原子炉建屋内緊急時
対策所用可搬型電源設備
（代替交流電源設備）

負荷変圧器

Ａ Ｂ

：6/7号炉設計基準対象施設

480V
MCC 7C-1-6

蓄電池
2,400Ah

交流分電盤① 交流分電盤②

屋外

蓄電池
1,000Ah

480V
MCC 5C-1-8

動力変圧器

480V
MCC 6D-1-7

動力変圧器

Ｄ/Ｇ
(6B)

動力変圧器

Ｄ/Ｇ
(6C)

充電器

ＧＧ

可搬ケーブル

5号炉原子炉建屋内緊急時
対策所用可搬型電源設備

（予備）

（略語）

MCC：モータ・コントロール・センタ

交流分電盤③

：6/7号炉設計基準対象施設
及び重大事故等対処設備
として使用する設備

非常用高圧母線7C

共通用高圧母線6SA-1 共通用高圧母線6SB-2

非常用低圧母線7C-1

非常用高圧母線5C

共通用高圧母線5SA-2 共通用高圧母線5SB-1

非常用低圧母線5C-1

非常用高圧母線6D

非常用低圧母線6D-1

共通用高圧母線6SA-2

非常用高圧母線6E

非常用低圧母線6E-1

充電器

非常用高圧母線6C

Ｄ/Ｇ
(6A)

動力変圧器

480V
MCC 6C-1-6

非常用低圧母線6C-1

蓄電池
1,000Ah

充電器

480V
MCC 6E-1-3

480V
MCC 7C-1-5

蓄電池
1,000Ah

充電器

〇照明設備
（コンセント負荷含む）

〇放射線管理設備

〇換気空調設備
・可搬型陽圧化空調機(対策本部)
・可搬型陽圧化空調機(待機場所)
・可搬型外気取入送風機
・パッケージエアコン
・二酸化炭素吸収装置
〇照明設備
（コンセント負荷含む）
〇必要な情報を把握できる設備
・緊急時対策支援システム伝送装置
・SPDS表示装置
〇通信連絡設備
・無線連絡設備
・衛星電話設備
・統合原子力防災ネットワークを

用いた通信連絡設備
・専用電話設備
・テレビ会議システム
・電力保安通信用電話設備（FAX）
・衛星電話設備（社内向）
〇放射線管理設備
〇屋外緊急連絡用インターフォン

〇照明設備
（コンセント負荷含む）

【使用可能な場合】
〇通信連絡設備
・送受話器

[使用可能な場合]
〇通信連絡設備
・電力保安通信用電話設備

5号炉
原子炉建屋内
緊急時対策所

[使用可能な場合]
〇通信連絡設備
・電力保安通信用電話設備

[使用可能な場合]
〇通信連絡設備
・電力保安通信用電話設備

【凡例】

：非常用ディーゼル発電機

：遮断器

：配線用遮断器

：切替装置

：電源車
(常設代替交流電源設備)

D/G

Ｇ

 

第 1.18.26 図 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所  給電系統概要図  

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補1

3相各相1本の計3本を示す

66-16-3の範囲
赤枠にて示す 

66-16-3　5/14

1048

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t1114511
線

t1114511
四角形
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る。 

酸素濃度計及び二酸化炭素濃度計は，高気密室及び待機場所の酸素濃度

及び二酸化炭素濃度が活動に支障がない範囲範囲内であることの測定が可

能なものを，対策本部及び待機場所それぞれで 1 台使用する。保有数は，6

号及び 7 号炉共用で対策本部及び待機場所それぞれ 1 台に加え，故障時及

び保守点検時による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号

炉共用，対策本部と待機場所で共用）の合計 3台を保管する。 

差圧計は，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所の陽圧化された室内と周辺エ

リアとの差圧範囲を監視できるものを，対策本部及び待機場所それぞれで 1

台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で対策本部及び待機場所それぞ

れ 1 台に加え，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用と

して 1 台（6 号及び 7 号炉共用，対策本部と待機場所で共用）の合計 3 台を

保管する。 

可搬型エリアモニタは，重大事故時において，対策本部内及び待機場所

内の放射線量の監視に必要な測定範囲を有するものを，対策本部及び待機

場所それぞれで 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で対策本部及

び待機場所それぞれ 1 台に加え，故障時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用，対策本部と待機場所で共

用）の合計 3台を保管する。 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備は，1 台で 5 号炉原子

炉建屋内緊急時対策所に給電するために必要な容量を有するものを，補給

時の切替えを考慮し，2 台を 1 セットとして使用する。保有数は，6 号及び

7 号炉共用で 1 セット 2 台に加え，故障対応時及び保守点検時のバックアッ

プ用として 3台の合計 5台を保管する。 

 

所要数・必要容量
関連箇所を下線で示す 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

66-16-3　6/14
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四角形
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下線
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下線
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下線



 

 8－10－216 8 

個  数    1（予備 1※2） 

※2 「対策本部」と兼用 

測定範囲    0～10,000ppm 

h. 可搬型エリアモニタ（待機場所）（6号及び 7号炉共用） 

第 8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に

記載する。 

(3) 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6 号及び 7 号炉共

用） 

エンジン 

個  数     2 （予備 3） 

使用燃料     軽油 

発電機 

個  数     2 （予備 3） 

種  類     横軸回転界磁 3相同期発電機 

容  量     約 200kVA/台 

力  率     0.8 

電  圧     440V 

周 波 数     50Hz 

  

設備仕様
関連箇所を赤枠で示す 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-16-3　7/14
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  2.3.2 発電機 

   2.3.2.1 発電機 

名 称 
5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備 

（6,7 号機共用） 

容 量 kVA/個 200 

個 数 ― 2（予備 3） 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する5号機

原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備は，以下の機能を有する。 

 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備は，重大事故等が発生した場合において5

号機原子炉建屋内緊急時対策所の機能及び居住性の維持に必要な電力を確保するために設置す

る。 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備は，全交流動力電源が喪失した場合に，5

号機原子炉建屋内緊急時対策所用受電盤に接続することで必要な設備に電力を給電できる設計

とする。 

 

1. 容量 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備を重大事故等時に使用する場合の容量

に関しては，Ｖ-1-9-1-1 「非常用発電装置の出力の決定に関する説明書」にて説明する。 

 

2. 個数 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備は，重大事故等対処設備として5号機原

子炉建屋内緊急時対策所の機能及び居住性の維持に必要な電力を確保するため，1個で必要

な容量を有するものを燃料補給時の切替を考慮して2個を1セットとして保管することに加

え，保守点検による待機除外時のバックアップとして予備を3個保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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 2.24 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 1 

名 称 
5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 1 

（6,7号機共用） 

容 量 A 225 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する 5号機原

子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 1は，以下の機能を有する。 

 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 1は，重大事故等が発生した場合において

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所の機能及び居住性の維持に必要な電力を確保するために設置す

る。 

系統構成は，全交流動力電源が喪失した場合に，可搬型代替交流電源設備である 5号機原子炉

建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備を 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用受電盤に接続し，5

号機原子炉建屋内緊急時対策所用主母線盤，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用 110V分電盤 1を

介して 5号機原子炉建屋内緊急時対策所内の負荷に給電できる設計とする。 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 1の電圧は，下流に設置されている低圧負

荷の電圧に合わせ 110Vとする。 

 

1. 容量 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤1を重大事故等時に使用する場合の容量

は，上流に設置されている5号機原子炉建屋内緊急時対策所用主母線盤の容量を下流に設置さ

れている低圧負荷へ供給できる設計とする。 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤1の負荷を表1に示す。 

表1に示す5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤1の最大電流は，60.8Aであるこ

とから，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤1の容量は，60.8Aを上回る225Aとす

る。 

 

表 1 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 1の負荷容量 

負荷 負荷容量（A） 

照明設備(コンセント・火災感知器等) 5 

安全パラメータ表示システム（SPDS）通信連絡設備等 55.8 

負荷総合計 60.8 

 

2. 個数 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 1は，重大事故等対処設備として 5号機

原子炉建屋内緊急時対策所に必要な電力を確保するために必要な個数である 1個設置する。 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書

66-16-3　9/14

1052

t8002040
下線

t8002040
下線

t8002040
下線

t8002040
下線



 

52 

K7
 ①

 Ⅴ
-1
-1
-5
-別

添
2 
R1
 

 2.25 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 2 

名 称 
5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 2 

（6,7号機共用） 

容 量 A 225 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する 5号機原

子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 2は，以下の機能を有する。 

 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 2は，重大事故等が発生した場合において

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所の機能及び居住性の維持に必要な電力を確保するために設置す

る。 

系統構成は，全交流動力電源が喪失した場合に，可搬型代替交流電源設備である 5号機原子炉

建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備を 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用受電盤に接続し，5

号機原子炉建屋内緊急時対策所用主母線盤，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用 110V分電盤 2を

介して 5号機原子炉建屋内緊急時対策所内の負荷に給電できる設計とする。 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 2の電圧は，下流に設置されている低圧負

荷の電圧に合わせ 110Vとする。 

 

1. 容量 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤2を重大事故等時に使用する場合の容量

は，上流に設置されている5号機原子炉建屋内緊急時対策所用主母線盤の容量を下流に設置さ

れている低圧負荷へ供給できる設計とする。 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤2の負荷を表1に示す。 

表1に示す5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤2の各相の最大電流は，121.73A

であることから, 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤2の最大電流は以下のとお

り211Aとなる。 

 

I＝√3×121.73＝210.8≒211 

I：電流(A) 

 

以上により，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤2の容量は，211Aを上回る

225Aとする。 

 

 

 

 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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表 1 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 2の負荷容量 

負荷 
負荷容量（A） 

R-S S-T T-R 

照明設備(コンセント・火災感知器等) 74.93 32.18 15.44 

安全パラメータ表示システム（SPDS）

通信連絡設備等 
17.88 25 47.1 

放射線管理設備 28.92 3 0 

負荷総合計 121.73 60.18 62.54 

 

2. 個数 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 2 は，重大事故等対処設備として 5 号

機原子炉建屋内緊急時対策所に必要な電力を確保するために必要な個数である 1個設置する。 

 

 

 

 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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 2.26 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 3 

名 称 
5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 3 

（6,7号機共用） 

容 量 A 225 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する 5号機原

子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 3は，以下の機能を有する。 

 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 3は，重大事故等が発生した場合において

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所の機能及び居住性の維持に必要な電力を確保するために設置す

る。 

系統構成は，全交流動力電源が喪失した場合に，可搬型代替交流電源設備である 5号機原子炉

建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備を 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用受電盤に接続し，5

号機原子炉建屋内緊急時対策所用主母線盤，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用 110V分電盤 3を

介して 5号機原子炉建屋内緊急時対策所内の負荷に給電できる設計とする。 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 3の電圧は，下流に設置されている低圧負

荷の電圧に合わせ 110Vとする。 

 

1. 容量 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤3を重大事故等時に使用する場合の容量

は，上流に設置されている5号機原子炉建屋内緊急時対策所用主母線盤の容量を下流に設置さ

れている低圧負荷へ供給できる設計とする。 

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤3の負荷を表1に示す。 

表1に示す5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤3の各相の最大電流は，88.68A

であることから，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤3の最大電流は以下のとお

り154Aとなる。 

 

I＝√3×88.68＝153.5≒154 

I：電流(A) 

 

以上により，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流110V分電盤3の容量は，154Aを上回る

225Aとする。 
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表 1 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V分電盤 3の負荷容量 

負荷 
負荷容量（A） 

R-S S-T T-R 

照明設備(コンセント・火災感知器等) 6.36 67.68 11.56 

安全パラメータ表示システム（SPDS）

通信連絡設備等 
0 0 0.65 

放射線管理設備＊ 12 21 13.86 

負荷総合計 18.36 88.68 26.07 

注記＊：5 号機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型陽圧化空調機(ファン)1 個，5 号

機原子炉建屋内緊急時対策所（待機場所）可搬型陽圧化空調機（ファン）2個及び 5号

機原子炉建屋内緊急時対策所（対策本部）可搬型外気取入送風機 2個（S-T：12.6A，T-

R：4.2A）を含む。 

 

2. 個数 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用交流 110V 分電盤 3 は，重大事故等対処設備として 5 号

機原子炉建屋内緊急時対策所に必要な電力を確保するために必要な個数である 1個設置する。 
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 2.27 可搬ケーブル 

名 称 可搬ケーブル（6,7号機共用） 

容 量 A/本 290 

個 数 ― 
1相分 1本の 3相分 3本を 1セット 

1相分 2本の 3相分 6本を 3セット 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備として使用する可搬ケ

ーブルは，以下の機能を有する。 

 

可搬ケーブルは，重大事故等が発生した場合において 5号機原子炉建屋内緊急時対策所の機能

及び居住性の維持に必要な電力を確保するために設置する。 

可搬ケーブルは，5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備及び 5 号機原子炉建屋内

緊急時対策所用受電盤に接続することで，5 号機原子炉建屋内緊急時対策所内の負荷に電力を給

電できる設計とする。 

可搬ケーブルの電圧は，5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備と同じ 440V とす

る。 

 

1. 容量 

可搬ケーブルを重大事故等時に使用する場合の容量は，重大事故等時に必要な容量に基づき

設計した5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備の負荷容量を供給できる設計とす

る。 

可搬ケーブルの容量は,Ｖ-1-9-1-1「非常用発電装置の出力の決定に関する説明書」にて示す

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備の負荷容量57.02kWに対し,以下のとおり

94Aを上回る290A/本とする。 

 

Ｉ＝
Ｑ

√3・Ｖ・0.8
＝

57.02

√3×0.44×0.8
＝93.5≒94 

   ここで, 

    Ｉ：電流(A) 

    Ｑ：5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備の負荷容量(kW) 

    Ｖ：電圧(kV) 

 

2. 個数 

可搬ケーブルは，重大事故等対処設備として 5号機原子炉建屋内緊急時対策所に必要な電力

を確保するために必要な個数である 1相分 1本の 3相分 3 本を 1セット及び 1相分 2本の 3相

分 6本を 3セット設置する。 
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保安規定第６６条 

表６６－１７「通信連絡を行うために必要な設備」 

６６－１７－１「通信連絡設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（所要数） 
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６
６
－
１
７
 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

 ６
６
－
１
７
－
１
 
通
信
連
絡
設
備
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 ③
 

通
信
連
絡
設
備
 

（
１
）
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
及
び
デ
ー
タ
伝
送
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
 

（
２
）
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
，
IP
-電

話
機
及
び

IP
-F
AX
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

（
３
）
SP
DS

表
示
装
置
，
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
），

衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
），

無
線
連

絡
設
備
（
常
設
），

無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
），

携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
及
び
５
号

炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

                        

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
二
条
（
１
．
１
９
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
す
る
系
統
・
機
器
 （

添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
通
信
連
絡
設
備
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）
 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
 

「
緊
急
時
対
策
所
(
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
)」

と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
も
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
が
と
ど
ま
り
，
必
要
な
指
示
を

行
う
と
と
も
に
，
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
す
る
た
め
に
必

要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
［
本
項
は
通
信
連
絡
を
行
う
設
備
が
対
象
］
 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
二
条
（
１
．
１
９
）
 

「
通
信
連
絡
を
行
う
設
備
(手

順
等
)」

と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所

内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る

（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
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さ
れ
る
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子
炉
の
 

状
態

 ④
 

設
 
備
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所
要
数
 

⑥
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋

内
緊

急
時

対
策

所

（
対
策
本
部
）
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
（
SP
DS
）
 

緊
急
時
対

策
支
援

シ
ス

テ

ム
伝
送
装
置

※
１
 

１
式

※
２
 

SP
DS

表
示
装
置
 

１
台

※
２
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通

信
連
絡
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
 

１
台

※
３
 

IP
-電

話
機
 

６
台

※
３
 

IP
-F
AX
 

２
台

※
３
 

衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
 

５
台
 

衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
 

４
台
 

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
 

４
台
 

無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
）
 

２
９
台
 

携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
 

２
台
 

５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
 

２
台

※
４
 

７
号
炉
プ
ロ
セ
ス
計

算
機
室
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
（
SP
DS
）
 

デ
ー
タ
伝
送
装
置
 

１
式

※
２
 

７
号
炉
中
央
制
御
室
 

衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
 

１
台
 

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
 

１
台
 

携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
 

３
台
 

５
号
炉
中
央
制
御
室
 

５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

 
２
台

※
４
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋

屋
外
 

５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

 
６
台

※
４
 

※
１
：
デ
ー
タ
伝
送
設
備
を
含
む
。

 

※
２
：
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
及
び
デ
ー
タ
伝
送
装
置
に
つ
い
て
は
，
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
所
内
は
有
線
系
又
は
無
線
系
回
線
，
所
外
は
有
線
系
又
は
衛
星
系
回
線
で
伝
送
可
能
で
あ
る
こ
と
を

い
う
。

 

※
３
：
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
は
，
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
IP
-

電
話
機
又
は

IP
-F
AX

の
い
ず
れ
か
に
よ
り
有
線
系
又
は
衛
星
系
回
線
で
所
外
へ
通
信
可
能
で
あ
る
こ
と
を

い
う
。

 

※
４
：
５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
は
，
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。

 

 

    

 

④
 
通
信
連
絡
設
備
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
内
外
の
連
絡
を
行
う
た
め

に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機

が
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷

温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）
 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 

⑥
 
通
信
連
絡
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
お
い
て
整
理
し
た

各
場
所
に
必
要
な
個
数
を
所
要
数
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添

付
－
２
）
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 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
，
デ
ー
タ
伝
送
装

置
及
び

SP
DS

表
示
装
置
の
伝
送
機
能
を
確
認
す
る
。
ま

た
，
デ
ー
タ
の
記
録
機
能
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

計
測
制
御
Ｇ
Ｍ
 

２
．
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設

備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
IP
-電

話
機
及
び

IP
-F
AX
）

の
通
話
及
び
通
信
機
能
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

３
．
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

４
．
衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

５
．
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

６
．
無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

７
．
携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
の
通
話
確
認
を
実
施
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

（
７
号
炉
中
央
制
御
室
）
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

（
緊
急
時
対
策
所
）
 

電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

８
．
５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
通
話
機
能

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

        

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）
 

衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
），

無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
）
及
び
携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
に
つ
い

て
は
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，「

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」

の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
３
ヶ
月
に
１
回

に
，
通
話
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

衛
星
電
話
設
備
（
常
設
），

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
及
び
５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ

ォ
ン
に
つ
い
て
は
，
通
話
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
頻
度
に
つ
い
て
は

既
存
の
保
安
規
定
設
備
（
ポ
ン
プ
，
フ
ァ
ン
等
）
の
確
認
頻
度
が
１
ヶ
月
に
１
回
で
設
定
さ
れ
て

い
る
の
で
，
そ
れ
を
準
用
し
た
対
応
と
す
る
。

 

 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
I
P-
電
話

機
及
び

IP
-F
A
X）

に
つ
い
て
は
，
通
話
及
び
通
信
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
頻
度
に
つ
い
て
は
，
上
記
の
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
等
と
同
様
。

 

 

緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
，
デ
ー
タ
伝
送
装
置
及
び

S
P
DS

表
示
装
置
に
つ
い
て
は
，

伝
送
機
能
及
び
デ
ー
タ
の
記
録
機
能
の
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
頻
度

に
つ
い
て
は
，
上
記
の
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
等
と
同
様
。
な
お
，
デ
ー
タ
の
記
録
は
，
設
置

許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）
の
要
求
事
項
の
記
録
を

い
う
。
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６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス

テ
ム

伝
送

装
置

※
５
又
は

デ
ー
タ
伝
送
装
置

※
５
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，

原
子

炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を

得
て

実
施
す
る

※
９
。
 

１
０
日
間

※
１
３
 

  

１
０
日
間
 

Ｂ
．
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
用

い
た

通

信
連

絡
設

備
※

６
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
０
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者
の

確
認

を
得
て

実
施
す
る

※
９
。
 

１
０
日
間

※
１
３
 

  

１
０
日
間
 

Ｃ
．
SP
DS

表
示
装
置

※
５
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
１
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施
す
る

※
９
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｄ
．
動
作
可
能
な
衛
星
電
話
設

備
（
常
設
）

※
７
，
衛
星
電

話
設
備
（
可
搬
型
）

※
７
，

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）

※
７
，
無
線
連
絡
設
備
（
可

搬
型
）

※
７
，
携
帯
型
音
声

呼
出

電
話
機

※
７
又
は
５

号
炉

屋
外

緊
急

連
絡

用

イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン

※
７
が

所
要

数
を

満
足

し
て

い

な
い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
２
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施
す
る

※
９
。
 

１
０
日
間

※
１
３
 

  

１
０
日
間
 

Ｅ
．
条
件
Ａ
か
ら
Ｄ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

Ｅ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｅ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

 

 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

通
信
連
絡
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設

定
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，

（
３
）
）
 

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
 

Ａ
１
．
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
所
要
数
を
満
足
さ
せ
る
。
完
了
時
間
は
，
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ

の
他
設
備
と
同
様
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
２

つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，
少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す

る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，
「
１
０
日
間
」
と

す
る
。
 

 

Ａ
２
．
通
信
連
絡
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ
の
他
設
備
と
同
様
，
保
安
規
定
第
２
７

条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ

た
場
合
，
少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間

で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 

Ｂ
１
．
，
Ａ
１
．
と
同
様
。
 

 Ｂ
２
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 

Ｃ
１
．
，
Ａ
１
．
と
同
様
。
 

 Ｃ
２
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 Ｄ
１
．
，
Ａ
１
．
と
同
様
。
 

 Ｄ
２
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 

Ｅ
１
．
，
Ｅ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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６
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適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

 
燃
料
交
換
 

Ａ
．
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス

テ
ム
伝
送

装
置

※
５
又
は

デ
ー
タ
伝
送
装
置

※
５
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，

原
子

炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を

得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

※
１
３
 

  

速
や
か
に
 

Ｂ
．
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
用
い
た

通

信
連
絡
設
備

※
６
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
０
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

※
１
３
 

  

速
や
か
に
 

Ｃ
．
SP
DS

表
示
装
置

※
５
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
１
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に
 

Ｄ
．
動
作
可
能
な
，
衛
星
電
話

設
備
（
常
設
）

※
７
，
衛
星
 

電
話
設
備
（
可
搬
型
）
※
７
，

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
 

）
※
７
，
無
線
連
絡
設
備

（
可
搬
型
）

※
７
，
携
帯
型

音
声
呼
出
電
話
機

※
７
又

は
５

号
炉

屋
外

緊
急

連

絡
用

イ
ン

タ
ー

フ
ォ

ン
※
７
が
所
要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
１
２
を
検
討
し
，

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

※
１
３
 

  

速
や
か
に
 

※
５
：
サ
ー
バ
ー
切
替
等
に
よ
る
一
時
的
な
デ
ー
タ
伝
送
停
止
は
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ

な
い
。
ま
た
，
所
要
の
確
認
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
録
し
，
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
計
画

的
に
行
う
計
画
的
な
保
全
作
業
及
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
及

び
試
験
に
伴
う
デ
ー
タ
伝
送
停
止
を
含
む
。）

は
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
６
：
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
等
に
よ
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
行
う
計
画
的
な
保
全
作
業
及
び
機

能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
及
び
試
験
に
伴
う
停
止
を
含
む
。
）
は
，

  

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】
 

Ａ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 Ａ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 

Ｂ
１
．
，
Ｂ
２
．
，
Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 Ｃ
１
．
，
Ｃ
２
．
，
Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 Ｄ
１
．
，
Ｄ
２
．
，
Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
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運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
７
：
連
絡
要
員
の
追
加
や
，
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
又
は
他
種
の
通
信
機
器
等
に
よ
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
を
条
件
に
行
う
計
画
的
な
保
全
作
業
及
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の

点
検
及
び
試
験
に
伴
う
停
止
を
含
む
。）

は
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
８
：
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
及
び
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
代
替
措
置
は
，
所
要
の
確
認
対
象
パ
ラ
メ
ー

タ
を
記
録
し
，
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。

 

※
９
：
１
０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
は
継
続
す
る

が
，
１
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｅ
に
は
移
行
し
な
い
。

 

※
10
：
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
の
代
替
措
置
は
，
通
信
機
器
の
補
充
等
を
い
う
。 

※
11
：
SP
DS

表
示
装
置
の
代
替
措
置
は
，
連
絡
要
員
の
追
加
や
，
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
又
は
他
種
の
通
信
機
器

に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保
及
び
あ
ら
か
じ
め
記
録
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
を
定
め
，
記
録
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等

を
い
う
。
 

※
12
：
連
絡
要
員
の
追
加
や
，
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
又
は
他
種
の
通
信
機
器
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保
に
よ
る
措

置
を
い
う
。

 

※
13
：
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
，
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
），

衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
及
び
統
合

原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
IP
-電

話
機
及
び

IP
-F
AX
）

に
つ
い
て
は
，
原
子
炉
設
置
者
所
掌
外
の
設
備
（
通
信
衛
星
等
の
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
）
の
故
障

等
に
よ
り
運
転
上
の
制
限
を
逸
脱
し
た
場
合
に
お
い
て
，
当
該
要
求
さ
れ
る
措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
を
除
外

す
る
。

 

     
 
注
釈
※
８
の
解
釈
：

 

緊
急
時
対
策
所
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
又
は
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
伝
送
停
止
（
パ
ラ
メ
ー
タ
の
記
録
不
良

含
む
）
が
発
生
し
た
場
合
，
以
下
の
措
置
を
行
う
。
な
お
，
「
所
要
の
確
認
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
は
，
設
置
許

可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）
で
要
求
さ
れ
，
保
安
規
定
第
６
６
条

「
６
６
－
１
３
－
１
 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
に
規
定
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。

 


 
発
電
Ｇ
Ｍ
は
，
パ
ラ
メ
ー
タ
の
記
録
又
は
伝
送
不
良
が
発
生
し
た
場
合
，
状
況
に
応
じ
た
記
録
要
員
数

を
確
認
し
，
速
や
か
に
７
号
炉
中
央
制
御
室
に
配
置
す
る
。

 


 
記
録
要
員
は
，
６
６
－
１
３
－
１
に
規
定
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
所
定
の
頻
度
で
記
録
す
る
。（

所
定
の
頻

度
と
は
，
１
時
間
毎
を
目
途
と
す
る
。）

 


 
記
録
し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
を
連
絡
す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
。
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10.12.2.2.3  共用の禁止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所内に設置する無線連絡設備（常設），5

号炉原子炉建屋内緊急時対策所内に設置する衛星電話設備（常設），5 号炉

屋外緊急連絡用インターフォン，統合原子力防災ネットワークを用いた通

信連絡設備，安全パラメータ表示システム（SPDS）及びデータ伝送設備

は，号炉の区分けなく通信連絡することで，必要な情報（相互のプラント

状況，運転員の対応状況等）を共有・考慮しながら，総合的な管理（事故

処置を含む。）を行うことができ，安全性の向上が図れることから，6 号及

び 7号炉で共用する設計とする。 

また，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所内に設置する無線連絡設備（常

設），5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所内に設置する衛星電話設備（常設），

5 号炉屋外緊急連絡用インターフォン，統合原子力防災ネットワークを用い

た通信連絡設備，安全パラメータ表示システム（SPDS）及びデータ伝送設

備は，共用により悪影響を及ぼさないよう，6 号及び 7 号炉に必要な容量を

確保するとともに，号炉の区分けなく通信連絡が可能な設計とする。 

 

10.12.2.2.4  容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

携帯型音声呼出電話設備は，想定される重大事故等時において，発電所

内の建屋内で必要な通信連絡を行うために必要な個数を保管する設計とす

る。保有数は，6 号及び 7 号炉で重大事故等に対処するために必要な個数と

故障時及び保守点検時のバックアップ用を加え，一式（5 号炉原子炉建屋内

緊急時対策所内に設置するものは 6 号及び 7 号炉共用）を保管する設計と

所要数・必要容量
関連箇所を下線で示す 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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する。 

無線連絡設備のうち無線連絡設備（常設）は，想定される重大事故等時

において，発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うた

めに必要な個数を設置する設計とする。 

無線連絡設備のうち無線連絡設備（可搬型）は，想定される重大事故等

時において，発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行う

ために必要な個数を保管する設計とする。保有数は，6 号及び 7 号炉で重大

事故等に対処するために必要な個数と故障時及び保守点検時のバックアッ

プ用を加え，一式（6号及び 7号炉共用）を保管する設計とする。 

衛星電話設備のうち衛星電話設備（常設）は，想定される重大事故等時

において，発電所内及び発電所外の通信連絡をする必要のある場所と通信

連絡を行うために必要な個数を設置する設計とする。 

衛星電話設備のうち衛星電話設備（可搬型）は，想定される重大事故等

時において，発電所内及び発電所外の通信連絡をする必要のある場所と通

信連絡を行うために必要な個数を保管する設計とする。保有数は，6 号及び

7 号炉で重大事故等に対処するために必要な個数と故障時及び保守点検時の

バックアップ用を加え，一式（6 号及び 7 号炉共用）を保管する設計とす

る。 

5 号炉屋外緊急連絡用インターフォンは，対策要員が 5 号炉原子炉建屋内

緊急時対策所と屋外のアクセスを円滑かつ安全に行うことができるように

するため，5 号炉原子炉建屋屋外，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所内及び

5号炉中央制御室内にそれぞれ設置する設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，想定される重大事故等時にお

いて，発電所内の通信連絡をする必要のある場所に必要なデータ量を伝送

することができる設計とする。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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統合原子力防災ネットワークを用いた通信連絡設備は，想定される重大

事故等時において，発電所外の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡

を行うために必要な個数を設置する設計とする。 

データ伝送設備は，想定される重大事故等時において，発電所外の通信

連絡をする必要のある場所に必要なデータ量を伝送することができる設計

とする。 

 

10.12.2.2.5  環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

携帯型音声呼出電話設備は，中央制御室及び 5 号炉原子炉建屋内緊急時

対策所内に保管し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した

設計とする。 

携帯型音声呼出電話設備は，想定される重大事故等時において，発電所

内の建屋内で使用し，使用場所で操作が可能な設計とする。 

無線連絡設備のうち無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備のうち衛星

電話設備（常設）は，中央制御室及び 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所内

に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とす

る。 

無線連絡設備のうち無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備のうち衛星

電話設備（常設）の操作は，想定される重大事故等時における環境条件を

考慮した設計とする。 

無線連絡設備のうち無線連絡設備（可搬型）及び衛星電話設備のうち衛

星電話設備（可搬型）は，発電所内の屋外で使用し，使用場所で操作が可

能な設計とする。 

5 号炉屋外緊急連絡用インターフォンは，5 号炉原子炉建屋屋外，5 号炉

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第 10.12－2 表 通信連絡を行うために必要な設備（常設）の主要機器仕様 

 

(1) 無線連絡設備 

無線連絡設備（常設）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

使用回線     無線系回線 

個  数     一式 

無線連絡設備（常設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

使用回線     無線系回線 

個  数     一式 

(2) 衛星電話設備 

衛星電話設備（常設）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

使用回線     衛星系回線 

個  数     一式 

設備仕様
関連箇所を赤枠で示す 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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衛星電話設備（常設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

使用回線     衛星系回線 

個  数     一式 

(3) 安全パラメータ表示システム（SPDS） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

a. データ伝送装置 

使用回線    有線系回線及び無線系回線 

個  数    一式 

b. 緊急時対策支援システム伝送装置（6号及び 7号炉共用） 

使用回線    有線系回線及び無線系回線 

個  数    一式 

c. SPDS 表示装置（6号及び 7号炉共用） 

個  数    一式 

(4) 統合原子力防災ネットワークを用いた通信連絡設備（6号及び 7号炉共

用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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・通信連絡設備（通常運転時等） 

a. テレビ会議システム（6号及び 7号炉共用） 

使用回線    有線系回線及び衛星系回線 

個  数    一式 

b. IP－電話機（6号及び 7号炉共用） 

使用回線    有線系回線及び衛星系回線 

個  数    一式 

c. IP－FAX（6 号及び 7号炉共用） 

使用回線    有線系回線及び衛星系回線 

個  数    一式 

(5) データ伝送設備（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

a. 緊急時対策支援システム伝送装置（6号及び 7号炉共用） 

使用回線    有線系回線及び衛星系回線 

個  数    一式 

(6) 5 号炉屋外緊急連絡用インターフォン（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

a. インターフォン 

使用回線    有線系回線 

個  数    一式 
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第 10.12－3 表 通信連絡を行うために必要な設備（可搬型）の主要機器仕様 

 

(1) 携帯型音声呼出電話設備（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

a. 携帯型音声呼出電話機（6号及び 7号炉共用） 

使用回線    有線系回線 

個  数    一式 

(2) 携帯型音声呼出電話設備 

兼用する設備は以下のとおり。 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

a. 携帯型音声呼出電話機 

使用回線    有線系回線 

個  数    一式 

(3) 無線連絡設備 

無線連絡設備（可搬型）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

使用回線    無線系回線 

個  数    一式 
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(4) 衛星電話設備 

衛星電話設備（可搬型）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

使用回線    衛星系回線 

個  数    一式 

  

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

66-17-1　16/22

1073

t1260165
四角形



16 

K7
 ①

 Ⅴ
-1
-1
-1
1 
R1
 

表
1 

通
信
連
絡
設
備
の
主
要
設
備
一
覧
（
1/
6）

 

通
信
種
別
 

主
要
設
備
 

数
量
 

共
用
の
 

 
区
分

＊
4  

設
計
基
準
対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

備
考
 

警
報
装
置
 

送
受
話
器
 

(ペ
ー
ジ
ン
グ

) 

（
警
報
装
置
）
 

ハ
ン
ド
セ
ッ
ト

＊
3  

2
59

台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

2
台

＊
1  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
：

2
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

22
台
 

・
原
子
炉
建
屋
，
タ
ー
ビ
ン
建
屋
：

11
9
台
 

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
他
：

90
台

＊
2  

・
屋
外
：

24
台

＊
2  

―
 

―
 

注
記
＊

1：
 

6
,7

号
機
共

用
，

5
号
機

に
設
置
。
 

 注
記
＊

2：
 

6
,7

号
機
共

用
，

6
号
機

に
設
置
。
 

ス
ピ
－
カ

＊
3  

6
71

台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

2
台

＊
1  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
：

2
台

*1
 

・
中
央
制
御
室
：

47
台
 

・
原
子
炉
建
屋
，
タ
ー
ビ
ン
建
屋
：

36
2
台
 

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
他
：

22
1
台

＊
2  

・
屋
外
：

37
台

＊
2  

―
 

―
 

所
内
通
信

連
絡
設
備
 

送
受
話
器
 

(ペ
ー
ジ
ン
グ

) 

ハ
ン
ド
セ
ッ
ト

＊
3  

2
59

台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

2
台

＊
1  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
：

2
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

22
台
 

・
原
子
炉
建
屋
，
タ
ー
ビ
ン
建
屋
：

11
9
台
 

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
他
：

90
台

＊
2  

・
屋
外
：

24
台

＊
2  

―
 

―
 

ス
ピ
－
カ

＊
3  

6
71

台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

2
台

＊
1  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
：

2
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

47
台
 

・
原
子
炉
建
屋
，
タ
ー
ビ
ン
建
屋
：

36
2
台
 

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
他
：

22
1
台

＊
2  

・
屋
外
：

37
台

＊
2  

―
 

―
 

注
記
＊

3：
数
量
及
び
設
置
場
所
（
又
は
保
管
場
所
）
は
，
原
子
力
防
災
訓
練
に
よ
り
実
効
性
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
適
宜
改
善
し
て
い
く
。
 

注
記
＊

4：
本
文
中
全
て
共
用
の
区
分
は
同
じ
。
 

所
要
数

関
連
箇
所
を
下
線
に
て
示
す
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表
1 

通
信
連
絡
設
備
の
主
要
設
備
一
覧
（
2/
6）

 

通
信
種
別
 

主
要
設
備
 

数
量
 

共
用
の
 

 
区
分

＊
5  

設
計
基
準
対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

備
考
 

所
内
通
信
 

連
絡
設
備
 

電
力
保
安
通
信

用
電
話
設
備
 

固
定
電
話
機

＊
4  

7
4台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

1
7台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

4台
 

・
原
子
炉
建
屋
，
タ
ー
ビ
ン
建
屋
：

47
台
 

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
他
：

6台
＊

2  

―
 

―
 

注
記
＊

1：
 

6
,7
号
機
共

用
，
5号

機

に
設
置
。
 

 注
記
＊

2：
 

6
,7
号
機
共

用
,6
号
機
に

設
置
。
 

 

P
HS
端
末

＊
4  

2
15
台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

30
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

11
台
 

・
発
電
所
員
他
配
備
分
：

17
4台

＊
1 

―
 

―
 

F
AX

＊
4  

2台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

1台
＊

1  

・
中
央
制
御
室
：

1台
 

―
 

―
 

衛
星
電
話
設
備
 

＊
7 

衛
星
電
話
設
備
 

（
常
設
）
 

6台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

5台
＊

1 

・
中
央
制
御
室
：

1台
 

そ
の
他
：
1式

 

（
5号

機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

＊
1  

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

＊
1  

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

 

6台
＊

3  

・
5号

機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

5台
＊
1 

・
中
央
制
御
室
：

1台
（
中
央
制
御
室
待
避
室
を
含
む
）
 

そ
の
他
：

1式
＊
3  

（
5号

機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

＊
1  

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

＊
1  

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

 

―
 

衛
星
電
話
設
備
 

（
可
搬
型
）

＊
4  

4台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

4台
＊

1  

4台
＊

3 （
予
備
4台

を
除
く
）
 

・
5号

機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

4台
＊
1 

 
（
予
備

4台
を
除
く
）
 

 
（
可
搬
型
用
充
電
器
：

8台
）

 

 
（
可
搬
型
用
充
電
式
電
池
予
備
：

8台
）
 

全
体
数
量
 

：
39
台

＊
6  

注
記
＊

3：
設
計
基
準
対
象
施
設
及
び
重
大
事
故
時
等
対
処
設
備
と
し
て
使
用
す
る
設
備
。
 

注
記
＊

4：
数
量
及
び
設
置
場
所
（
又
は
保
管
場
所
）
は
，
原
子
力
防
災
訓
練
に
よ
り
実
効
性
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
適
宜
改
善
し
て
い
く
。
 

注
記
＊

5：
本
文
中
全
て
共
用
の
区
分
は
同
じ
。
 

注
記
＊

6：
内
訳
は
，

5号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

15
台
（
予
備

4台
，
自
主

7台
を
含
む
）
，
参
集
地
点
（
刈
羽
寮
，
柏
崎
ｴﾈ
ﾙ
ｷﾞ
ｰ
ﾎｰ
ﾙ）

：
自
主

24
台
。
 

注
記
＊

7：
発
電
所
内
と
発
電
所
外
で
共
用
。
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表
1 

通
信
連
絡
設
備
の
主
要
設
備
一
覧
（
3/
6）

 

通
信
種
別
 

主
要
設
備
 

数
量
 

共
用
の
 

 
区
分

＊
4  

設
計
基
準
対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

備
考
 

所
内
通
信

連
絡
設
備
 

無
線
連
絡
設
備
 

無
線
連
絡
設
備
 

（
常
設
）
 

5
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

4
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

1
台
 

そ
の
他
：
1
式
 

（
5
号
機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

＊
1  

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

＊
1  

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
）
 

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

 

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

 

5
台

＊
2  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

4
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

1
台
（
中
央
制
御
室
待
避
室
を
含
む
）
 

そ
の
他
：
1
式

＊
2  

（
5
号
機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

＊
1  

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

＊
1  

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
）
 

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

 

・
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

 

―
 

注
記
＊

1：
 

6
,7
号
機
共

用
，
5号

機

に
設
置
。
 

無
線
連
絡
設
備
 

（
可
搬
型
）

＊
3  

29
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

29
台

＊
1  

29
台

＊
2 （

予
備

29
台
を
除
く
）
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

29
台

＊
1 

 
（
予
備

29
台
を
除
く
）
 

 
（
可
搬
型
用
充
電
器
：

58
台
）
 

 
（
可
搬
型
用
充
電
式
電
池
予
備
：

58
台
）
 

全
体
数
量
 

：
18
0
台

＊
5  

携
帯
型
音
声
 

呼
出
電
話
設
備
 

携
帯
型
音
声
 

呼
出
電
話
機

＊
3  

5
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

2
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

3
台
 

5
台

＊
2 （

予
備

5
台
を
除
く
）
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

2
台

＊
1 

 
（
予
備

2
台
を
除
く
）
 

・
中
央
制
御
室
：

3
台
（
予
備

3
台
を
除
く
）
 

全
体
数
量
 

：
16

台
＊
6  

5
号
機
屋
外
緊

急
連
絡
用
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
 

5
号
機
屋
外
緊
急

連
絡
用
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
（
イ
ン
タ

ー
フ
ォ
ン
）

 

―
 

10
台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

2
台

＊
1  

・
5
号
機
中
央
制
御
室
：

2
台

＊
1  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
屋
外
：

6
台

＊
1  

―
 

注
記
＊

2：
設
計
基
準
対
象
施
設
及
び
重
大
事
故
時
等
対
処
設
備
と
し
て
使
用
す
る
設
備
。
 

注
記
＊

3：
数
量
及
び
設
置
場
所
（
又
は
保
管
場
所
）
は
，
原
子
力
防
災
訓
練
に
よ
り
実
効
性
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
適
宜
改
善
し
て
い
く
。
 

注
記
＊

4：
本
文
中
全
て
共
用
の
区
分
は
同
じ
。
 

注
記
＊

5：
内
訳
は
，

5号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

90
台
（
予
備
29
台
，
自
主
3
2台

を
含
む
）
，
事
務
建
屋
他
：
自
主
9
0台

。
 

注
記
＊

6：
内
訳
は
，
5号

機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

 6
台
（
予
備
 2
台
，
自
主
 
2台

を
含
む
）
，
中
央
制
御
室
：

10
台
（
予
備

3台
，
自
主

4台
を
含
む
）
。
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表
1 

通
信
連
絡
設
備
の
主
要
設
備
一
覧
（
4/
6）

 

通
信
種
別
 

主
要
設
備
 

数
量
 

共
用
の
 

 
区
分

＊
4  

設
計
基
準
対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

備
考
 

安
全
 

パ
ラ
メ
ー

タ
表
示
シ

ス
テ
ム

（
SP
DS
）

 

デ
ー
タ
伝
送
装
置
 

1
式

 

・
コ
ン
ト
ロ
－
ル
建
屋
：
1
式
 

同
左

＊
3  

―
 

注
記
＊

1：
 

6
,7
号
機
共

用
，

5号
機

に
設
置
。
 

 注
記
＊

2：
 

6
,7
号
機
共

用
 

緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
 

伝
送
装
置

＊
5  

1
式

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

1
式

＊
1  

そ
の
他
：
1
式
 

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
）
 

・
無
線
通
信
装
置
用
メ
ッ
シ
ュ
型
ア
ン
テ
ナ

＊
2  

・
無
線
通
信
装
置
収
容
架

＊
2  

（
5
号
機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
無
線
通
信
装
置
用
メ
ッ
シ
ュ
型
ア
ン
テ
ナ

＊
1 

・
無
線
通
信
装
置
収
容
架

＊
1  

同
左

＊
3  

―
 

S
PD
S
表
示
装
置
 

1
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

1
台

＊
1  

同
左

＊
3  

―
 

注
記
＊

3：
設
計
基
準
対
象
施
設
及
び
重
大
事
故
時
等
対
処
設
備
と
し
て
使
用
す
る
設
備
。
 

注
記
＊

4：
本
文
中
全
て
共
用
の
区
分
は
同
じ
。
 

注
記
＊

5：
発
電
所
内
と
発
電
所
外
で
共
用
。
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 Ⅴ
-1
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1 
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表
1 

通
信
連
絡
設
備
の
主
要
設
備
一
覧
（
5/
6）

 

通
信
種
別
 

主
要
設
備
 

数
量
 

共
用
の
 

 
区
分

＊
3  

設
計
基
準
対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

備
考
 

所
外
通
信

連
絡
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議
 

シ
ス
テ
ム
 

テ
レ
ビ
会
議
 

シ
ス
テ
ム
 

（
社
内
向
）
 

1
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

1
台

＊
1  

―
 

―
 

注
記
＊

1：
 

6
,7

号
機
共

用
，

5
号
機

に
設
置
。
 

専
用
電
話
設
備
 

専
用
電
話
設
備
 

（
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

) 
（
地
方
公
共
団
体
他
向
）
 

7
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

7
台

＊
1  

―
 

―
 

衛
星
電
話
設
備
 

（
社
内
向
）
 

テ
レ
ビ
会
議
 

シ
ス
テ
ム
 

（
社
内
向
）
 

1
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

1
台

＊
1  

―
 

―
 

衛
星
社
内
電
話
機
 

4
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

4
台

＊
1  

―
 

―
 

統
合
原
子
力
 

防
災
ネ
ッ
ト
ワ

－
ク
を
用
い
た

通
信
連
絡
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議
 

シ
ス
テ
ム
 

1
台
（
有
線
系
・
衛
星
系
共
用
）
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：
１
台

＊
1  

そ
の
他
：

1
式
 

（
5
号
機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
衛
星
無
線
通
信
装
置
用
ア
ン
テ
ナ

＊
1  

・
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
通
信
装
置
収
容
架

＊
1 

同
左

＊
2  

―
 

I
P－

電
話
機
 

6
台
（
有
線
系
：

4
台
，
衛
星
系
：

2
台
）
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
（
有
線
系
）

 

：
4
台

＊
1  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
（
衛
星
系
）

 

：
2
台

＊
1 

同
左

＊
2  

―
 

I
P－

FA
X 

2
台
（
有
線
系
：

1
台
，
衛
星
系

1
台
）
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
（
有
線
系
）

 

：
1
台

＊
1  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
（
衛
星
系
）

 

：
1
台

＊
1 

同
左

＊
2  

―
 

注
記
＊

2：
設
計
基
準
対
象
施
設
及
び
重
大
事
故
時
等
対
処
設
備
と
し
て
使
用
す
る
設
備
。
 

注
記
＊

3：
本
文
中
全
て
共
用
の
区
分
は
同
じ
。
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表
1 

通
信
連
絡
設
備
の
主
要
設
備
一
覧
（
6/
6）

 

通
信
種
別
 

主
要
設
備
 

数
量
 

共
用
の
 

 
区
分

＊
4  

設
計
基
準
対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

備
考
 

所
外
通
信

連
絡
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
 

＊
6  

衛
星
電
話
設
備
 

（
常
設
）
 

6
台

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

5
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

1
台
 

そ
の
他
：
1式

 

（
5号

機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

＊
1  

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

＊
1  

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

 

6
台

＊
2  

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

5
台

＊
1  

・
中
央
制
御
室
：

1
台
（
中
央
制
御
室
待
避
室
を
含
む
）
 

そ
の
他
：

1式
 

（
5号

機
原
子
炉
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

＊
1  

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

＊
1  

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
屋
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
用
ア
ン
テ
ナ

 

・
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
通
信
収
容
架

 

―
 

注
記
＊

1：
 

6
,7

号
機
共

用
，

5
号
機

に
設
置
。
 

衛
星
電
話
設
備
 

（
可
搬
型
）

＊
3  

4台
 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室

）
：

4
台

＊
1 

4台
＊

2 （
予
備
4台

を
除
く
）
 

・
5号

機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

4台
＊
1 

 
（
予
備
4台

を
除
く
）
 

 
（
可
搬
型
用
充
電
器
：

8台
）

 

 
（
可
搬
型
用
充
電
式
電
池
予
備
：

8
台
）
 

全
体
数
量
 

：
39
台

＊
5  

デ
ー
タ
 

伝
送
設
備
 

緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
 

伝
送
装
置

＊
6  

1
式

 

・
5
号
機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
対

策
本
部
・
高
気
密
室
）
：

1
式

＊
1 

同
左

＊
2  

―
 

注
記
＊

2：
設
計
基
準
対
象
施
設
及
び
重
大
事
故
時
等
対
処
設
備
と
し
て
使
用
す
る
設
備
。
 

注
記
＊

3：
数
量
及
び
設
置
場
所
（
又
は
保
管
場
所
）
は
，
原
子
力
防
災
訓
練
に
よ
り
実
効
性
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
適
宜
改
善
し
て
い
く
。
 

注
記
＊

4：
本
文
中
全
て
共
用
の
区
分
は
同
じ
。
 

注
記
＊

5：
内
訳
は
，
5号

機
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
：

15
台
（
予
備

4台
，
自
主
7台

を
含
む
）
，
参
集
地
点
（
刈
羽
寮
，
柏
崎
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル
）
：
自
主

24
台
。
 

注
記
＊

6：
発
電
所
内
と
発
電
所
外
で
共
用
。
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保安規定第６６条 

表６６－１８「アクセスルートの確保」 

６６－１８－１「ホイールローダ」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）ＳＡ４３条共４補足説明資料（分散配置） 
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1080



 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
６
－
１
８

 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

 ６
６
－
１
８
－
１
 
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
 

所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
 

４
台

※
１
 

※
１
：
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
は
，
荒
浜
側
高
台
保
管
場
所
及
び
大
湊
側
高
台
保
管
場
所
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
 

             （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
つ
い
て
，
所
要
数
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

   

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
三
条
（
１
．
０
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ

る
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
三
条
（
１
．
０
）

 

「
重
大
事
故
等
対
処
設
備
」
と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
可
搬
型
重
大
事
故

等
対
処
設
備
を
運
搬
し
又
は
他
の
設
備
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
，
工
場
等
内
の
道
路
及
び
道

路
が
確
保
で
き
る
よ
う
，
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
（
実
効
性
の
あ
る
運
用
管
理
を
行
う
）

こ
と
。

 

 

④
 
重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
，
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水

系
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ
並
び
に
原
子
炉
建
屋
へ
の
放
水
等
，
発
電
所
に
配
備
し

て
い
る
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
用
途
は
多
岐
に
渡
る
。
屋
外
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す

る
た
め
の
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ら
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
そ
れ
ぞ
れ
要

求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の

状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る

基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 

⑥
 
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
は
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
が
可
搬
型
代
替
電
源
及
び
可
搬
型
注
水

設
備
で
な
い
こ
と
か
ら
１
Ｎ
要
求
機
器
で
あ
り
，
４
台
で
重
大
事
故
等
発
生
時
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を

確
保
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
４
台
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
）

 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。

(
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
) 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の

考
え
方
に
基
づ
き
３
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
ホ
イ

ー
ル
ロ
ー
ダ
が
所

要
数
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
２
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る

※
３
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｂ
．
条
件
Ａ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
ホ
イ

ー
ル
ロ
ー
ダ
が
所

要
数
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
２
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。

 

※
３
：
１
０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
の
逸

脱
は
継
続
す
る
が
，
１
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｂ
に
は
移
行
し
な
い
。
 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
条
件
を
記
載
す
る
。

 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し

て
記
載
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

Ａ
１
．
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
は
重
大
事
故
等
時
に
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
運
搬
す
る
た
め
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
設
備
で
あ
り
，
運
転
／
停
止
中
の
炉
心
，
及
び
使
用
済
み
燃
料
プ
ー

ル
の
燃
料
に
対
し
て
間
接
的
に
安
全
機
能
を
有
す
る
設
備
で
あ
り
，
「
Ｍ
Ｓ
－
２
」
の
「
異
常
状

態
へ
の
対
応
上
特
に
重
要
な
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
」
に
分
類
さ
れ
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
さ
れ
て
い

る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
「
事
故
時
計
装
」
の
機
能
喪
失
時
に
要
求
さ
れ
る
Ａ
Ｏ
Ｔ
の
「
１

０
日
間
」
を
準
用
し
，「

１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ａ
２
．
当
該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
重
機
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
，「

事
故
時
計
装
」
の
機
能
喪
失
時
に
要
求
さ
れ
る
Ａ

Ｏ
Ｔ
の
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，「

１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 Ｂ
１
．，

Ｂ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

 【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】

 

Ａ
１
．
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 Ａ
２
．
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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 8－1－36 8 

複数のアクセスルートを確保する設計とする。 

屋外アクセスルートに対する地震による影響（周辺構造物等の損

壊，周辺斜面の崩壊及び道路面のすべり），その他自然現象による影響

（風（台風）及び竜巻による飛来物，積雪並びに火山の影響）を想定

し，複数のアクセスルートの中から状況を確認し，早期に復旧可能な

アクセスルートを確保するため，障害物を除去可能なホイールローダ

を 4 台（予備 1 台）保管，使用する。また，地震による屋外タンクか

らの溢水及び降水に対しては，道路上への自然流下も考慮した上で，

通行への影響を受けない箇所にアクセスルートを確保する設計とす

る。 

津波の影響については，基準津波による遡上域最大水位よりも高い

位置にアクセスルートを確保する設計とする。 

屋外アクセスルートは，地震の影響による周辺斜面の崩壊及び道路

面のすべりで崩壊土砂が広範囲に到達することを想定した上で，ホイ

ールローダによる崩壊箇所の仮復旧を行うことで，通行性を確保でき

る設計とする。また，不等沈下等に伴う段差の発生が想定される箇所

においては，段差緩和対策等を行う，迂回する，又は砕石による段差

解消対策により対処する設計とする。 

屋外アクセスルートは，考慮すべき自然現象のうち，低温（凍結）

及び積雪に対して，道路については融雪剤を配備し，車両については

走行可能なタイヤを装着することにより通行性を確保できる設計とす

る。なお，融雪剤の配備等については，「添付書類十 5.1 重大事故等

対策」に示す。 

大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他のテロリ

ズムによる大規模損壊発生時の消火活動等については，「添付書類十 

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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t1260165
四角形

t1260165
下線

t1260165
下線

t1260165
下線

t1260165
下線



添付-1-(2)　SA43条共4補足説明資料
分散配置
関連箇所を下線にて示す 
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t0778977
四角形

t0778977
線

t0778977
線

t0778977
線

t0778977
線

t0778977
線



保安規定第６６条 

表６６－１９「可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）」 

６６－１９－１「可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

（４）ＳＡ４３条共４補足説明資料（分散配置） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 表
６
６
－
１
９
 
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
 

 ６
６
－
１
９
－
１
 
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 ③

 

可
搬
型

代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ

－
２
級
）
 

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と

※
１
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 ④

 
設
 
備
 
⑤
 

所
要
数

 ⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
２
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た

燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
 

８
台

※
３
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
及
び

ホ
ー
ス
に
よ
り
送
水
で
き
る
こ
と

を
い
う
。
 

可
搬

型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ

－
２
級
）
を
使
用
す
る
各
系
統
の
必
要
数
は
以
下
の
と
お
り
。
 

・
６
６
－
４
－
２
 
低
圧
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）
４
台
×
２
 

・
６
６
－
５
－
１
 
格
納
容
器

圧
力
逃
が
し
装
置
 
４
台
 

・
６
６
－
６
－
２
 
代
替
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
４
台
×
２
 

・
６
６
－
７
－
２
 
格
納
容
器

下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
４
台
×
２
 

・
６
６
－
９
－
１
 
燃
料
プ
ー

ル
代
替
注
水
系
 
４
台
×
２
 

・
６
６
－
１
１
－
２
 
復
水
貯

蔵
槽
へ
の
移
送
設
備
 
４
台
×
２
 

※
２
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な

っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 
（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料

が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 
※

３
：
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
は
，
荒
浜
側
高
台
保
管
場
所
，
大
湊
側
高
台
保
管
場
所
及

び
５
号
炉
東
側
第
二
保
管
場
所
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

       

 
①

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
 
（
１
．
７
）

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）

 
が
該
当
す
る
。

 
 可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
下
記
機
能
の
対
応
手
段
に
て
使

用
し
，
保
安
規
定
第
６
６
条
の
各
表
に
て
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
を
使
用
し
た
各
系
統
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
し
て
い
る
。
 

ａ
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
４
－
２
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

 
 
ｂ
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
５
－
１
 
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置

 
ｃ
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 
６
６
－
６
－
２
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
 

 
 
ｄ
．
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 
６
６
－
７
－
２
 
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

ｅ
．
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 
６
６
－
９
－
１
 
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系

 
ｆ
．
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 
 

６
６
－
１
１
－
２
 
復
水
貯
蔵
槽
へ
の
移
送
設
備
 

 可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
の
所
要
数
に
つ
い
て
は
，
各
手
段
で
兼
用
し
た
台
数
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
，
本

表
に
て
可

搬
型
代

替
注
水
ポ

ン
プ
（
Ａ

－
２
級

）
の
確
認

事
項
及
び

可
搬
型

代
替
注
水

ポ
ン
プ

（
Ａ
－
２
級
）
が
動
作
不
能
な
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
一
括
し
て
整
理
す
る
。

 
 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 
 

③
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
の
所
要
数

が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 ④

 
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
の
機
能
が
要
求
さ
れ
て
い
る
，
保
安
規
定
第
６
６
条
各
表
の
下
記
適

用
モ
ー
ド
よ
り
，
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ

た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開

の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
」
と
「

使
用

済
燃

料
プ
ー

ル
に

照
射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い
る

期
間

」
に

て
対

応
す

る
設
備

が
異

な
る

こ
と

か
ら

要

求
さ
れ
る
措
置
に
て
そ
れ
ぞ
れ
動
作
不
能
と
み
な
す
設
備
を
定
め
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

３
（
１
）
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

                  （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
の
性
能
確
認
を
実
施
し
，

以
下
の
３
項
目
を
全
て
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
１
）
吐
出
圧
力
が
１
．
２
９
MP
a[
ga
ge
]以

上
，
流
量
が
１
４
７

ｍ
３
／
ｈ
／
台
以
上
。
 

（
２
）
吐
出
圧
力
が
１
．
６
３
MP
a[
ga
ge
]以

上
，
流
量
が
１
２
０

ｍ
３
／
ｈ
／
台
以
上
。
 

（
３
）
吐
出
圧
力
が
１
．
６
７
MP
a[
ga
ge
]以

上
，
流
量
が
９
０
ｍ

３

／
ｈ
／
台
以
上
。
 

１
年
に
１
回
 

タ
ー
ビ
ン
Ｇ
Ｍ
 

２
．
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

       

 
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
を
適
用

 
・
６
６
－
５
－
１
 
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置

 
・
６
６
－
６
－
２
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
 

・
６
６
－
７
－
２
 
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

 「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し

な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）

原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

を
適
用

 
・
６
６
－
４
－
２
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

・
６
６
－
１
１
－
２
 
復
水
貯
蔵
槽
へ
の
移
送
設
備
 

 「
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
」
を
適
用

 
・
６
６
－
９
－
１
 
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系

 
 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 

⑥
 
「
設
置
許
可
基
準
規
則
」（

技
術
基
準
規
則
）
の
要
求
で
は
，
２
Ｎ
が
求
め
ら
れ
る
設
備
は
，
条
文
要
求
に
よ

り
，
可
搬
型
代
替
電
源
設
備
及
び
可
搬
型
注
水
設
備
（
原
子
炉
建
屋
の
外
か
ら
水
又
は
電
気
を
供
給
す
る
も
の

に
限
る
。
）
が
該
当
す
る
こ
と
か
ら
，
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
に
よ
る
低
圧

代
替
注
水
，
代

替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
に
使
用
す
る
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
は
２
Ｎ
要
求
と
し
，
２
セ
ッ

ト
８
台
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添
付
－
２
）

 
 ⑦

 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
２
） 

 
ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
項
目
１
が
該
当
。

 
「

保
安

規
定
変

更
に
係

る
基
本

方
針

」
の
可

搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

の
サ
ー

ベ
ラ
ン

ス
頻

度
の
考

え
方
に
基
づ
き
１
年
に
１
回
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 
 可

搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
に
必
要
な
流
量
・
吐
出
圧
力
は
，
下
記
の
と
お
り
各
手
段
で
求
め
ら

れ
る
機
能
毎
に
異
な
る
が
，
性
能
確
認
と
し
て
は
Ｑ
Ｈ
特
性
上
３
点
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
，
機
能
毎
に
容
量

と
吐
出
圧
力
が
そ
れ
ぞ
れ
最
大
と
な
る
値
及
び
機
能
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
の
値
を
確
認
す
る
。
（
添
付
－
２
）
 

 可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
公
称
値
（
容
量

1
2
0
m
3
/h

以
上
・
吐
出
圧
力

0.
85
MP
a[
ga
ge
]以

上
）
 

系
 
統
 

機
 
能
 

必
要
台
数
 

(
最
大
数
)【

台
】
 

Ｎ
=必

要
台
数
 

必
要
流
量
 

【
m3
/h
】
 

必
要
吐
出
圧
力

【
MP
a[
ga
ge
]】

 

低
圧
代
替
注
水
系
 

低
圧
代
替
注
水
 

４
（
２
Ｎ
）
 

8
4
以
上
 

1
20

以
上

※
1  

1
.
26

以
上
 

1
.
63

以
上

※
1  

格
納
容
器
圧
力
 

逃
が
し
装
置
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
張
り
 

４
（
１
Ｎ
）
 

2
0
以
上
 

1
.
28

以
上
 

代
替
格
納
容
器
 

ス
プ
レ
イ
冷
却
系
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

４
（
２
Ｎ
）
 

8
0
以
上
 

1
20

以
上

※
1  

0
.
71

以
上
 

1
.
63

以
上

※
1  

格
納
容
器
下
部
 

注
水
系
 

格
納
容
器
下
部
注
水
 

４
（
２
Ｎ
）
 

9
0
以
上
 

1
.
67

以
上
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

                                    

燃
料
プ
ー
ル
代
替
 

注
水
系
 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
 

を
使
用
し
た
注
水
 

４
（
２
Ｎ
）
 

4
5
以
上
 

0
.
74

以
上
 

常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
 

使
用
し
た
注
水
 

４
（
２
Ｎ
）
 

4
5
以
上
 

0
.
38

以
上
 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
 

を
使
用
し
た
ス
プ
レ
イ
 

４
（
２
Ｎ
）
 

4
8
以
上
 

1
.
31

以
上
 

常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
 

使
用
し
た
ス
プ
レ
イ
 

３
（
２
Ｎ
）

※
２
 

1
47

以
上

※
3  

1
.
29

以
上

※
４

 
 

水
の
供
給
設
備
 

水
の
移
送
 

４
（
２
Ｎ
）
 

1
30

以
上
 

1
.
04

以
上
 

※
１
：
低
圧
代
替
注
水
系
と
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
同
時
に
使
用
す
る
場
合
 

※
２
：
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
使
用
し
た
ス
プ
レ
イ
は
，
Ａ
－
１
級
１
台
及
び
Ａ
－
２
級
３
台
を
１
セ
ッ
ト

と
し
て
使
用
す
る
。
 

※
３
：
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
使
用
し
た
ス
プ
レ
イ
の
容
量
、
圧
力
は
先
車
に
Ａ
－
１
級
を
使
用
し
な
い
と

成
立
し
な
い
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
数
値
は
、
淡
水
貯
水
池
を
水
源
と
し
た
送
水
の
“
中
継
車
”
の
容

量
を
記
載
し
て
い
る
。
１
４
７
ｍ

３
／
ｈ
で
の
圧
力
は
１
．
０
５
MP
a[
ga
ge
]に

な
る
。

 
※
４
：
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
使
用
し
た
ス
プ
レ
イ
の
容
量
、
圧
力
は
先
車
に
Ａ
－
１
級
を
使
用
し
な
い
と

成
立
し
な
い
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
数
値
は
、
淡
水
貯
水
池
を
水
源
と
し
た
送
水
の
“
元
車
”
の
圧
力

を
記
載
し
て
い
る
。
１
．
２
９
MP
a[
ga
ge
]で

の
容
量
は
７
３
．
５
ｍ

３
／
ｈ
に
な
る
。

 
 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）

 
項
目
２
が
該
当
。

 
「

保
安

規
定
変

更
に
係

る
基
本

方
針

」
の
重

大
事
故

等
対
処

設
備

の
サ
ー

ベ
ラ
ン

ス
頻
度

の
考

え
方
に

基
づ
き
可
搬
型
設
備
は
３
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
  

Ａ
．
動

作
可

能
な

可

搬
型

代
替

注
水

ポ
ン

プ
（

Ａ
－

２
級

）
が

８
台

未
満

の
場

合

（
４

台
以

上
が

動
作
可
能
）
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
残
り
の
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン

プ
（
Ａ
－
２
級
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
１
系
列
及
び
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
起
動
し
，

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

と
と

も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
４
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
４
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

     

１
０
日
間
 

  

３
０
日
間
 

Ｂ
．
動

作
可

能
な

可

搬
型

代
替

注
水

ポ
ン

プ
（

Ａ
－

２
級

）
が

４
台

未
満
の
場
合
 

 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
，
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
，
格
納
容

器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
及
び
復
水
貯
蔵

槽
へ
の
移
送
設
備
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１

台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
４
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     

速
や
か
に
 

    

３
日
間
 

  

１
０
日
間
 

 

    

 
⑧

 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 
上
記
③
の
と
お
り
，
運
転
上
の
制
限
を
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
動
作
不
能
と

な
り
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
条
件
と
す
る
。

 
動
作
可
能
な
台
数
が
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
と
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記

載
す
る
。

 
 ⑨

 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，
（
３
））

 
【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 
Ａ
１
．
動
作
可
能
な
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
が
８
台
未
満
４
台
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
，

 
残
り
の
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
動
作
確
認

 
の
結
果
，
動
作
可
能
な
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
が
４
台
以
上
の
場
合
に
は
，
条
件
Ａ

 
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
継
続
し
て
実
施
し
，
４
台
未
満
の
場
合
に
は
条
件
Ｂ
へ
移
行
し
，
条
件
Ｂ
で
要

 
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。
な
お
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 Ａ

２
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作

 
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
設
置
許
可
基
準
規
則
第
四
十

 
七
条
～
第
五
十
二
条
に
お
け
る
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
を
使
用
す
る
各
対
応
手
段
の

 
主
な
起
因
で
あ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
の
冷
却
機
能
喪
失
時
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
冷
却
機
能
喪
失
時

 
及
び
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
，
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象

 
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
残
留
熱
除
去
系
及
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
原
子
 

炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
含
む
。）

が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”

 
と
す
る
。

 
 Ａ
３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
可
搬
型
ポ
ン
プ
の
補
充

等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限

（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
）
で
あ
る
「
１
０
日
間
」

と
す
る
。

 
 Ａ
４
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は

代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上

限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｂ
１
．
動
作
可
能
な
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
が
１
Ｎ
未
満
の
場
合
，
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン

プ
（
Ａ
－
２
級
）
を
使
用
す
る
設
備
が
機
能
喪
失
し
た
状
態
と
な
る
こ
と
か
ら
，
各
対
応
す
る
設
備
を

動
作
不
能
と
み
な
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
実
施
す
る
。
 

 Ｂ
２
．
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
を
使
用
す
る
各
対
応
手
段
の
主
な
起
因
で
あ
る
全
交
流
動
力

電
源
喪
失
時
に
お
い
て
，
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ

と
と
し
，
具
体
的
に
は
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却

海
水
系
含
む
。
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 Ｂ
３
．，

Ａ
３
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 
 Ｂ
４
．，

Ａ
４
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 
適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

 
高
温
停
止
 

Ｃ
．
条
件
Ａ
又
は
Ｂ
で

要
求

さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き

な
い
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温

停
止
 

燃
料
交
換

※
６
 

 

Ａ
．
動

作
可

能
な

可

搬
型

代
替

注
水

ポ
ン

プ
（

Ａ
－

２
級

）
が

８
台

未
満

の
場

合

（
４

台
以

上
が

動
作
可
能
）
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
第
６
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
起
動
し
，
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
７
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

     

速
や
か
に
 

 

Ｂ
．
動

作
可

能
な

可

搬
型

代
替

注
水

ポ
ン

プ
（

Ａ
－

２
級

）
が

４
台

未
満
の
場
合
 

 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，

復
水

貯
蔵

槽
へ

の
移

送
設

備
を

動
作

不
能

と
み
な
す
。
 

及
び
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
３
．
当
直
長
は
，
第
６
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
起
動
し
，
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
７
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

Ｂ
４
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

     

速
や
か
に
 

 

   

    Ｃ
１
．，

Ｃ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

     
【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
（
１
）
原
子
炉
水

位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全

燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 
Ａ
１
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 
 Ａ

２
．
原
子
炉
が
停
止
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
，
保
安
規
定
第
６
０
条
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
２
）

で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
起
動
し

確
認
す
る
。

 
 
 
 
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
を
使
用
す
る

各
対
応
手
段
の
主
な
起
因
で
あ
る
全
交
流
動
力

電
源
喪
失
時
に
お
い
て
，
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ

と
と
し
，
具
体
的
に
は
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却

海
水
系
含
む
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 
 Ａ
３
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ａ
３
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原

子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水

位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か

つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 Ｂ
１
．【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る
Ｂ
１
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原

子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水

位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か

つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
動
作
不
能
と
み
な
す
設
備
は
低
圧
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）
及
び
復
水
貯
蔵
槽
へ
の
移
送
設
備
と
す
る
。

 
 Ｂ
２
．【

冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子

炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

に
お
け
る
Ａ
１
．
と
同
様
。

 
 Ｂ
３
．【

冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子

炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

に
お
け
る
Ａ
２
．
と
同
様
。

 
 Ｂ
４
．【

冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子

炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

に
お
け
る
Ａ
３
．
と
同
様
。

 
 

66-19-1  6/50

1090



 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
に
照

射
さ
れ
た
燃

料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
可
搬

型
代
替
注
水
ポ
ン

プ
（
Ａ
－
２
級
）

が
８
台
未
満
の
場

合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
を
動

作
不
能
と
み
な
す
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子

炉
主
任
技

術
者
の

確
認
を

得
て

実
施
す

る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

 

※
４
：
残

り
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
３
系
列
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却

海
水
系
３
系
列
を
い
い
，
至
近
の

記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
代

替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

※
６

：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 
（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 
※
７

：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
器
に
必
要
な
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
及
び
原
子
炉
 

補
機
冷
却
海
水
系
１
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
 

 【
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
】

 
Ａ
１
．
動
作
可
能
な
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
－
２
級
）
が
２
Ｎ
未
満
の
場
合
及
び
１
Ｎ
未
満
の
場
合
と

も
に
，
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
の
動
作
不
能
時
の
要
求
さ
れ
る
措
置
及
び
完
了
時
間

が
同
等
な
こ
と

か
ら
“
速
や
か
に
”
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

 Ａ
２
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 
 Ａ
３
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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1.4-99 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

            

第
1
.
4
.
1
2
図

 
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

/
海

水
）

 
概

要
図

 

（
交

流
電

源
が

確
保

さ
れ

て
い

る
場

合
）

 

凡
例

注
入

配
管

残
留

熱
除

去
系

(A
)注

入
配

管
使

用
の

場
合

残
留

熱
除

去
系

(B
)注

入
配

管
使

用
の

場
合

高
圧

炉
心

注
水

系
(B

)注
入

配
管

使
用

の
場

合

残
留

熱
除

去
系

(C
)注

入
配

管
使

用
の

場
合

高
圧

炉
心

注
水

系
(C

)注
入

配
管

使
用

の
場

合

設
計

基
準

対
象

施
設

か
ら

追
加

し
た

箇
所

D
/
W

Ｒ
Ｐ

Ｖ

R
C

C
V

S
/
C

Ｄ
Ｄ

消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

ろ
過

水
ﾀ
ﾝ
ｸ

M
U

W
C

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ(
B

)

C
S

P
M

U
W

C
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A

)

M
U

W
C

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ(
C

)

M
O

M
O

M
O

T
/
B

各
負

荷

遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備

（
非

管
理

区
域

）遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備

（屋
外

）

Ｒ
／

Ｂ

④

⑤
※
1

M
O

M
O

M
O

M
O

A
O

N
O

N
ON
O

FTFI

（
中
央
制

御
室
）

FI

M
O

M
O

M
O

⑦
a※

1 ⑦
a※

2

⑦
b
※
1

⑦
b
※
2

⑦
c

⑥
a

⑦
e

⑥
c

⑦
d

⑥
b

FT

（
中
央
制

御
室
）

⑤
※
2

⑪
※
1

⑪
※
2

N
O

海
水

防
火

水
槽

淡
水

貯
水

池

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
6
6
-
1
9
-
1
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
4
-
2
に
て
整
理

重
大
事
故
等
対
処
設
備

自
主
対
策
設
備
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t0778977
多角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形



 

 

1.4-106 

 

             

第
1
.
4
.
1
8
図

 
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

/
海

水
）

 
概

要
図

 

（
全

交
流

動
力

電
源

が
喪

失
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第 1.7.7 図 フィルタ装置水位調整（水張り） 概要図 
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及ぼさない設計とする。 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，治具や輪留めによる固定等をするこ

とで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，飛散物となって他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

 

5.6.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

低圧代替注水系（常設）の復水移送ポンプは，設計基準対象施設の復水

補給水系と兼用しており，設計基準対象施設としての復水移送ポンプ 2 台

におけるポンプ流量が，想定される重大事故等時において，炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するために必要な注水流量に対して

十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

低圧代替注水系（可搬型）の可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，想定さ

れる重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損

を防止するために必要な注水流量を有するものを 1 セット 4 台使用する。

保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 4 セット 16 台に加えて，故障時及び保守

点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）

の合計 17 台を保管する。 

また，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，想定される重大事故等時にお

いて，低圧代替注水系（可搬型）及び代替格納容器スプレイ冷却系（可搬

型）として同時に使用するため，各系統の必要な流量を同時に確保できる

容量を有する設計とする。 

 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
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設計とする。 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）の可搬型代替注水ポンプ（A-2

級）は，想定される重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉

格納容器の破損を防止するために必要なスプレイ流量を有するものを 1 セ

ット 4 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 4 セット 16 台に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6

号及び 7号炉共用）の合計 17 台を保管する。 

また，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，想定される重大事故等時にお

いて，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）及び低圧代替注水系（可搬

型）として同時に使用するため，各系統の必要な流量を同時に確保できる

容量を有する設計とする。 

 

9.2.2.4  環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）の復水移送ポンプは，廃棄物処理

建屋内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設

計とする。 

復水移送ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，中央制御

室で可能な設計とする。 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）の系統構成に必要な弁の操作は，

想定される重大事故等時において，中央制御室若しくは離れた場所から遠

隔で可能な設計又は設置場所で可能な設計とする。 

また，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）は，淡水だけでなく海水も

使用できる設計とする。なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期

間とすることで，設備への影響を考慮する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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に示す。 

格納容器下部注水系（常設）は，通常時は弁により他の系統と隔離し，

重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とす

ることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

格納容器下部注水系（可搬型）は，通常時は可搬型代替注水ポンプ（A-2

級）を接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等に

より重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，治具や輪留めによる固定等をするこ

とで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，飛散物となって他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

コリウムシールドは，他の設備と独立して設置することで，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。また，コリウムシールドは，下部にスリ

ットを設けることで，原子炉格納容器下部に設置されているドライウェル

高電導度廃液サンプの原子炉冷却材圧力バウンダリからの原子炉冷却材の

漏えい検出機能に対して悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

9.4.2.3  容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

格納容器下部注水系（常設）の復水移送ポンプは，設計基準対象施設の

復水補給水系と兼用しており，設計基準対象施設としてのポンプ流量が，

想定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉

心を冷却するために必要な注水流量に対して十分であるため，設計基準対

象施設と同仕様で設計する。また，復水移送ポンプは，想定される重大事

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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故等時において，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）及び格納容器下部

注水系（常設）として同時に使用するため，各系統の必要な流量を同時に

確保できる容量を有する設計とする。 

格納容器下部注水系（可搬型）の可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，想

定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心

を冷却するために必要な注水流量を有するものを 1 セット 4 台使用する。

保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 4 セット 16 台に加えて，故障時及び保守

点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）

の合計 17 台を保管する。 

コリウムシールドは，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心が，ドラ

イウェル高電導度廃液サンプ及びドライウェル低電導度廃液サンプへ流入

することを抑制するために必要な厚さ及び高さを有する設計とする。 

 

9.4.2.4  環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

格納容器下部注水系（常設）の復水移送ポンプは，廃棄物処理建屋内に

設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とす

る。復水移送ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，中央制

御室で可能な設計とする。 

格納容器下部注水系（常設）の系統構成に必要な弁の操作は，想定され

る重大事故等時において，中央制御室若しくは離れた場所から遠隔で可能

な設計又は設置場所で可能な設計とする。 

また，格納容器下部注水系（常設）は，淡水だけでなく海水も使用でき

る設計とする。なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間とする

ことで，設備への影響を考慮する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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響を及ぼさない設計とする。 

燃料プール冷却浄化系ポンプ及び燃料プール冷却浄化系熱交換器は，設

計基準対象施設として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備

として使用することにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

燃料プール冷却浄化系で使用する代替原子炉補機冷却系は，通常時は熱

交換器ユニットを接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，

弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。また，原子炉補機冷却系と代替原

子炉補機冷却系を同時に使用しないことにより，相互の機能に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

代替原子炉補機冷却系の熱交換器ユニット及び大容量送水車（熱交換器

ユニット用）は，治具や輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪

影響を及ぼさない設計とする。 

熱交換器ユニット及び大容量送水車（熱交換器ユニット用）は，飛散物

となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

4.3.2.3  容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

燃料プール代替注水系の可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）及び可搬型代替

注水ポンプ（A-2 級）は，想定される重大事故等時において，使用済燃料プ

ール内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために必

要な注水流量を有するものとして，可搬型スプレイヘッダ又は常設スプレ

イヘッダを使用する場合は，可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）を１セット１

台及び可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を１セット 3 台，又は可搬型代替注

水ポンプ（A-2 級）を 1 セット 4 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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用で可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）の場合に 4 セット 16 台に加えて，故

障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び

7 号炉共用）の合計 17 台，可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）の場合に 6 号

及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台に加えて，故障時及び保守点検による待機

除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計 2 台を保

管する。 

燃料プール代替注水系の可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）及び可搬型代替

注水ポンプ（A-2 級）は，想定される重大事故等時において，使用済燃料プ

ール内燃料体等の損傷を緩和し，及び臨界を防止するために必要なスプレ

イ量を有するものとして，可搬型スプレイヘッダを使用する場合は，可搬

型代替注水ポンプ（A-1 級）を 1 セット 1 台及び可搬型代替注水ポンプ（A-

2 級）を 1 セット 3 台，又は可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を 1 セット 4

台使用し，常設スプレイヘッダを使用する場合は，可搬型代替注水ポンプ

（A-1 級）を 1 セット 1 台及び可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を 1 セット

3 台として使用する。保有数は 6 号及び 7 号炉共用で可搬型代替注水ポン

プ（A-2 級）の場合に 1 セット 4 台に加えて，故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップ用として 1 台（6 号及び 7 号炉共用）の合計 5 台，

可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）の場合に 6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1

台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用とし

て 1台（6号及び 7号炉共用）の合計 2台を保管する。 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA）は，想定される重大事故等時に

おいて変動する可能性のある使用済燃料プール上部から使用済燃料上端近

傍までの範囲を測定できる設計とする。 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA 広域）は，想定される重大事故等

時において変動する可能性のある使用済燃料プール上部から底部近傍まで

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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大容量送水車（海水取水用）は，海水を各系統へ供給できる設計と

する。 

また，代替原子炉補機冷却系の大容量送水車（熱交換器ユニット

用）及び原子炉建屋放水設備の大容量送水車（原子炉建屋放水設備

用）の水源として，海を使用する。 

大容量送水車（海水取水用）の燃料は，燃料補給設備である軽油タ

ンク及びタンクローリ（4kL）により補給できる設計とする。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

・大容量送水車（海水取水用）(6 号及び 7号炉共用) 

・燃料補給設備（6号及び 7号炉共用）（10.2 代替電源設備） 

本系統の流路として，ホースを重大事故等対処設備として使用す

る。 

その他，設計基準事故対処設備である非常用取水設備の海水貯留

堰，スクリーン室及び取水路を重大事故等対処設備として使用する。 

各系統の詳細については，「4.3 使用済燃料プールの冷却等のため

の設備」，「5.6 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備」，「5.10 最終ヒートシンクへ熱を輸送するため

の設備」，「9.2 原子炉格納容器内の冷却等のための設備」，「9.4 原

子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」及び「9.7 発電

所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備」に記載する。 

(2) 水源へ水を供給するための設備 

a. 復水貯蔵槽へ水を供給するための設備 

重大事故等の収束に必要な水源である復水貯蔵槽へ淡水を供給する

ための重大事故等対処設備として，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を

使用する。 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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保に必要な容量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設

計する。 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，想定される重大事故等時において，

重大事故等の収束に必要となる十分な量の水の供給が可能な容量を有する

ものを 1 セット 4 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号炉共用で 4 セット

16 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用と

して 1台（6号及び 7号炉共用）の合計 17 台を保管する。 

大容量送水車（海水取水用）は，想定される重大事故等時において，重

大事故等の収束に必要となる十分な量の水の供給が可能な容量を有するも

のを 6 号及び 7 号炉共用で 1 セット 1 台使用する。保有数は，6 号及び 7 号

炉共用で 2 セット 2 台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として 1台（6号及び 7号炉共用）の合計 3台を保管する。 

代替水源からの移送ホースは，複数ルートを考慮してそれぞれのルート

に必要なホースの長さを満足する数量の合計に，故障時及び保守点検によ

る待機除外時のバックアップを考慮した数量を分散して保管する。 

 

5.7.2.4  環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

復水貯蔵槽は，廃棄物処理建屋内に設置し，想定される重大事故等時に

おける環境条件を考慮した設計とする。 

サプレッション・チェンバは，原子炉建屋原子炉区域内に設置し，想定

される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及び大容量送水車（海水取水用）は，屋

外に保管及び設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮し

た設計とする。 
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第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する 

ための設備の主要機器仕様 

 

(1) 低圧代替注水系（常設） 

a. 復水移送ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

台  数    2（予備 1） 

容  量    約 125m3/h/台 

全 揚 程    約 85m 

 

(2) 低圧代替注水系（可搬型） 

a. 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）（6号及び 7号炉共用） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

 

  

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八設備仕様
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第 9.2－1 表 原子炉格納容器内の冷却等のための設備の主要機器仕様 

 

(1) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設） 

a. 復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型） 

a. 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）（6号及び 7号炉共用） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 
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第 9.4－1 表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要 

機器仕様 

 

(1) 格納容器下部注水系（常設） 

a. 復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) 格納容器下部注水系（可搬型） 

a. 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）（6号及び 7号炉共用） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(3) コリウムシールド 

材  質    ジルコニア 

高  さ    6 号炉  約 0.85m 

7 号炉  約 0.65m 

厚  さ    約 0.13m 

(4) 低圧代替注水系（常設） 

a. 復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(5) 低圧代替注水系（可搬型） 

a. 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）（6号及び 7号炉共用） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 
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第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様 

 

(1) 燃料プール代替注水系 

a. 可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）（6号及び 7号炉共用） 

型  式    うず巻形 

台  数    1（予備 1） 

容  量    168m3/h/台以上（吐出圧力 0.85MPa[gage] 

において） 

120m3/h/台以上（吐出圧力 1.4MPa[gage] 

において） 

吐出圧力    0.85MPa[gage]～1.4MPa[gage]以上 

b. 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）（6号及び 7号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に原子炉を冷却するための設備 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

・重大事故等の収束に必要となる水の供給設備 

型  式    うず巻形 

台  数    16（予備 1） 

容  量    120m3/h/台以上（吐出圧力 0.85MPa[gage] 

において） 

84m3/h/台以上（吐出圧力 1.4MPa[gage] 

において） 

吐出圧力    0.85MPa[gage]～1.4MPa[gage]以上 
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第 5.7－1 表 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備の主要機器仕様 

 

(1) 復水貯蔵槽 

第 10.13－1 表 補給水系主要機器仕様に記載する。 

 

(2) サプレッション・チェンバ 

第 9.1－1 表 一次格納施設主要仕様に記載する。 

 

(3) ほう酸水注入系貯蔵タンク 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

 

(4) 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）（6号及び 7号炉共用） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様

に記載する。 

 

(5) 大容量送水車（海水取水用）（6号及び 7号炉共用） 

個  数    2（予備 1） 

容  量    900m3/h 
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名 称 
可搬型代替注水ポンプ（A-2級） 

（6,7号機共用） 

容 量 m3/h/個 

45以上，45以上，48 以上，147以上，20以上， 

84以上，130以上，90以上，80以上，120 以上 

（120以上） 

吐 出 圧 力  MPa 

0.74以上，0.38以上，1.31 以上，1.29以上，1.28 以上， 

1.26以上，1.04以上，1.67以上，0.71以上，1.63以上 

（0.85以上） 

最 高 使 用 圧 力 MPa  

最 高 使 用 温 度 ℃  

原 動 機 出 力  kW/個 100 

個 数 ― 16（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

重大事故等時に核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備（燃

料プール代替注水系）として使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2級）は，以下の機能を有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，使用済燃料貯蔵槽の冷却機能又は注水機能が喪失し，又

は使用済燃料貯蔵槽からの水の漏えいその他の要因により当該使用済燃料貯蔵槽の水位が低下

した場合において使用済燃料貯蔵槽内の燃料体又は使用済燃料を冷却し，放射線を遮蔽し，及び

臨界を防止するために設置する。 

系統構成は，残留熱除去系（燃料プール冷却機能）及び燃料プール冷却浄化系の有する使用済

燃料貯蔵プールの冷却機能喪失又は残留熱除去系ポンプによる使用済燃料貯蔵プールへの補給

機能が喪失し，又は使用済燃料貯蔵プールに接続する配管の破損等により使用済燃料貯蔵プール

水の小規模な漏えいにより使用済燃料貯蔵プールの水位が低下した場合において，可搬型代替注

水ポンプ（A-1 級）及び可搬型代替注水ポンプ（A-2 級），又は可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）

により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，燃料プール代替

注水系配管又はホース等を経由して可搬型スプレイヘッダ又は常設スプレイヘッダから使用済

燃料貯蔵プールへ注水することで，使用済燃料貯蔵プールの水位を維持できる設計とする。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，使用済燃料貯蔵槽からの大量の水の漏えいその他の要因

により当該使用済燃料貯蔵槽の水位が異常に低下した場合において貯蔵槽内燃料体等の著しい

損傷の進行を緩和し，及び臨界を防止するために設置する。 

系統構成は，使用済燃料貯蔵プールからの大量の水の漏えい等により使用済燃料貯蔵プールの

水位が異常に低下した場合において，可搬型スプレイヘッダを使用する場合には，可搬型代替注

水ポンプ（A-1級）及び可搬型代替注水ポンプ（A-2級），又は可搬型代替注水ポンプ（A-2級），

常設スプレイヘッダを使用する場合には，可搬型代替注水ポンプ（A-1級）及び可搬型代替注水 
 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す 
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ポンプ（A-2級）により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，

燃料プール代替注水系配管又はホース等を経由して可搬型スプレイヘッダ又は常設スプレイヘ

ッダから使用済燃料貯蔵プール内燃料体等に直接スプレイすることで，燃料損傷を緩和するとと

もに，環境への放射性物質の放出をできる限り低減できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（格納容器圧力逃がし装置）として

使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，以下の機能を有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を

輸送する機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著し

い損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するため，最終ヒートシンクへ熱を輸送するた

めに設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するために設置する格納容器

圧力逃がし装置のフィルタ装置の水位が通常水位を下回る場合において，可搬型代替注水ポンプ

（A-2 級）により，代替淡水源の水を格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置内へ供給すること

で水位調整（水張り）を実施できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧代

替注水系）として使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2級）は，以下の機能を有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設

計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，残留熱除去系（低圧注水モード）の機能が喪失した場合において，可搬型代替注

水ポンプ（A-2 級）により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源とし

て，残留熱除去系等を経由して原子炉圧力容器に注水することで，炉心を冷却できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（水の供

給設備）として使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2級）は，以下の機能を有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，設計基準事故の収束に必要な水源とは別に，重大事故等

の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確保することに加えて，発電用原子炉施設には

設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な

量の水を供給するために設置する。 

系統構成は，重大事故等時において，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）により，代替淡水源又

は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，補給水系等を経由して復水貯蔵槽へ重

大事故等の収束に必要となる十分な量の水を供給できる設計とする。 
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重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器

安全設備（格納容器下部注水系）として使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，以下の機

能を有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容

器の破損を防止するため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置

する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）に

より，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，補給水系等を経由

して原子炉格納容器下部へ注水し，溶融炉心が落下するまでに原子炉格納容器下部にあらかじめ

十分な水位を確保するとともに，落下した溶融炉心を冷却できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器

安全設備（代替格納容器スプレイ冷却系）として使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，

以下の機能を有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却

機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温

度を低下させるために設置する。 

系統構成は，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）の機能が喪失した場合において，

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては

海を水源として，残留熱除去系等を経由して原子炉格納容器スプレイ管からドライウェル内及び

サプレッションチェンバ内にスプレイすることで，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ

ることができる設計とする。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容

器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させ

るために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）に

より，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，残留熱除去系等を

経由して原子炉格納容器スプレイ管からドライウェル内及びサプレッションチェンバ内にスプ

レイすることで，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させることが

できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器

安全設備（低圧代替注水系）として使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，以下の機能を

有する。 
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可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の

原子炉格納容器下部への落下を遅延・防止するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）に

より，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，残留熱除去系等を

経由し，原子炉圧力容器に注水することで溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延・防止

できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度

制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）と

して使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2級）は，以下の機能を有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納

容器内における水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために設置する。 

系統構成は，水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために設置する格納容器圧力逃

がし装置のフィルタ装置の水位が通常水位を下回る場合において，可搬型代替注水ポンプ（A-2

級）により，代替淡水源の水を格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置内へ供給することで水位

調整（水張り）を実施できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置

（格納容器圧力逃がし装置）として使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，以下の機能を

有する。 

 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納

容器の過圧による破損を防止するため，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納容

器内の圧力及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，原子炉格納容器の過圧破損を防止するために設置する格納容器圧力逃がし装置の

フィルタ装置の水位が通常水位を下回る場合において，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）により，

代替淡水源の水を格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置内へ供給することで水位調整（水張

り）を実施できる設計とする。 

 

重大事故等時に使用する可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は，原子炉冷却系統施設のうち非常

用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧代替注水系）としての原子炉圧力容器への注水と，

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（代替格納

容器スプレイ冷却系）としての原子炉格納容器内へのスプレイを同時に実施する機能を有する。 

重大事故等対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において原子炉圧

力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを同時に実施するケースは，「全交流動力電

源喪失（外部電源喪失＋DG喪失）＋SRV再閉失敗」である。 

この場合，原子炉圧力容器への注水流量 40m3/h及び原子炉格納容器内へのスプレイ流量 80m3/h
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で同時に実施できる設計とする。 

 

1. 容量 

 1.1 使用済燃料貯蔵プールへ注水する場合の容量（可搬型スプレイヘッダ使用時） 

   45m3/h/個以上 

   可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイヘッダを用いた使用済燃

料貯蔵プールへの注水に使用する場合の容量は，使用済燃料貯蔵プールにおける燃料損傷防

止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）の想定事故１及び想定事

故２において有効性が確認されている使用済燃料貯蔵プールへの注水量が約 45m3/h である

ことから，45m3/h/個以上とする。 

 

 1.2 使用済燃料貯蔵プールへ注水する場合の容量（常設スプレイヘッダ使用時） 

   45m3/h/個以上 

   可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた使用済燃料

貯蔵プールへの注水に使用する場合の容量は，使用済燃料貯蔵プールにおける燃料損傷防止

対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）の想定事故１及び想定事故

２において有効性が確認されている使用済燃料貯蔵プールへの注水量が約 45m3/h であるこ

とから，45m3/h/個以上とする。 

 

 1.3 使用済燃料貯蔵プールへスプレイする場合の容量（可搬型スプレイヘッダ使用時） 

   48m3/h/個以上 

   可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイヘッダを用いた使用済燃

料貯蔵プールへのスプレイに使用する場合の容量は，Ⅴ-1-3-4「使用済燃料貯蔵槽の冷却能

力に関する説明書」において蒸発量を上回ることが確認されているスプレイ量を満足する値

として，48m3/h/個以上とする。 

 

 1.4 使用済燃料貯蔵プールへスプレイする場合の容量（常設スプレイヘッダ使用時） 

   147m3/h/個以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた使用済燃料

貯蔵プールへのスプレイに使用する場合の容量は，Ⅴ-1-3-4「使用済燃料貯蔵槽の冷却能力

に関する説明書」において蒸発量を上回ることが確認されているスプレイ量を満足する値と

して，147m3/h/個以上とする。 

 

 1.5 格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置水位調整（水張り）に使用する場合の容量 
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   20m3/h/個以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち残留

熱除去設備（格納容器圧力逃がし装置）並びに原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備（格納容器圧力逃がし装置）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装

置（格納容器圧力逃がし装置）として格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置水位調整（水

張り）に使用する場合の容量は，格納容器圧力逃がし装置の使用時にフィルタ装置の水位が

通常水位を下回ると判断された場合において，「5. 重大事故の発生及び拡大の防止に必要

な措置を実施するために必要な技術的能力」の追補（原子炉設置変更許可申請書添付書類十

追補 1）に示される水張りの所要時間が 50分であることから，保守的に下限水位から通常水

位復帰に必要な水量に対して 30 分以内に水張りできる容量として，20m3/h/個以上とする。 

 

 1.6 原子炉圧力容器へ注水する場合の容量 84m3/h/個以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常

用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低

減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（低圧代替注水系）として原子炉圧

力容器への注水時に使用する場合の容量は，炉心損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設

置変更許可申請書添付書類十）のうち，「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋

SRV再閉失敗」において有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量が 84m3/hであ

ることから，84m3/h/個以上とする。 

 

 1.7 復水貯蔵槽へ供給する場合の容量 130m3/h/個以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常

用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（水の供給設備）として復水貯蔵槽への供給に使用す

る場合の容量は，格納容器破損防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付

書類十）のうち，「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」（代替循環

冷却系を使用しない場合）において有効性が確認されている復水貯蔵槽への供給流量が

130m3/hであることから，130m3/h/個以上とする。 

 

 1.8 原子炉格納容器下部へ注水する場合の容量 90m3/h/個以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減

設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器下部注水系）として原子炉

格納容器下部注水時に使用する場合の容量は，格納容器破損防止対策の有効性評価解析（原

子炉設置変更許可申請書添付書類十）のうち，「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」

において有効性が確認されている格納容器下部注水系（常設）による原子炉格納容器下部へ

の注水流量が 90m3/hであることから，90m3/h/個以上とする。 

 

 1.9 原子炉格納容器内へスプレイする場合の容量 80m3/h/個以上 
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可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減

設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（代替格納容器スプレイ冷却系）とし

て格納容器スプレイ時に使用する場合の容量は，炉心損傷防止対策の有効性評価解析（原子

炉設置変更許可申請書添付書類十）のうち，「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG喪失）

＋SRV 再閉失敗」において有効性が確認されている原子炉格納容器内へのスプレイ流量が

80m3/hであることから，80m3/h/個以上とする。 

 

 1.10 原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを同時に実施する場合の容

量 120m3/h/個以上 

 可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常

用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低

減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（代替格納容器スプレイ冷却系）と

して原子炉圧力容器への注水及び格納容器スプレイを同時に実施する場合に使用する場合

の容量は，炉心損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）の

うち，「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG喪失）＋SRV再閉失敗」において原子炉圧力

容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを同時に行う場合，有効性が確認されてい

る原子炉圧力容器への注水流量が 40m3/h，原子炉格納容器内へのスプレイ流量が 80m3/hであ

ることから，120m3/h/個以上とする。 

 

公称値については，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は消防法に基づく技術上の規格を満

足するものを採用していることから，その規格上要求される容量 120m3/h/個以上とする。 

 

2. 吐出圧力 

 2.1 使用済燃料貯蔵プールへ注水する場合の吐出圧力（可搬型スプレイヘッダ使用時） 

   0.74MPa以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイヘッダを用いた使用済燃

料貯蔵プールへの注水に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 7号機原子

炉建屋機器搬出入口を使用する場合の静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機器及

び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

   静水頭 約 0.19MPa 

             ホース＊圧損 約 0.38MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.11MPa 

       機器及び配管＊・弁類圧損 約 0.06MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 0.74MPa 
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以上より，可搬型スプレイヘッダを用いた使用済燃料貯蔵プールへの注水に使用する可搬

型代替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 0.74MPa以上とする。 

 

注記＊：7号機原子炉建屋機器搬出入口を使用する場合は以下の配管・ホースを使用する。 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

・可搬型代替注水ポンプ屋内用 20mホース 

・可搬型スプレイヘッダ（6,7号機共用） 

      なお，7 号機使用済燃料貯蔵プール可搬式接続口（南）を使用する場合の配管・ホ

ースは以下の通りであり，必要となる吐出圧力約 0.74MPaを下回る。 

      ・使用済燃料貯蔵プール可搬式接続口（南）～使用済燃料貯蔵プール可搬式接続口

（屋内南） 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

・可搬型代替注水ポンプ屋内用 20mホース 

・可搬型スプレイヘッダ（6,7号機共用） 

 

 2.2 使用済燃料貯蔵プールへ注水する場合の吐出圧力（常設スプレイヘッダ使用時） 

   0.38MPa以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵  

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた使用済燃料

貯蔵プールへの注水に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 7号機使用済

燃料貯蔵プール接続口（東）を使用する場合の静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，

機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

   静水頭 約 0.19MPa 

             ホース＊圧損 約 0.09MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.01MPa 

       機器及び配管＊・弁類圧損 約 0.09MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 0.38MPa 

 

以上より，常設スプレイヘッダを用いた使用済燃料貯蔵プールへの注水に使用する可搬型

代替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 0.38MPa以上とする。 

 

注記＊：7 号機使用済燃料貯蔵プール接続口（東）を使用する場合は以下の配管・ホースを

使用する。 

      ・使用済燃料貯蔵プール接続口（東）～使用済燃料貯蔵プール接続口（北），（東）

配管合流部 

      ・使用済燃料貯蔵プール接続口（北），（東）配管合流部～常設スプレイヘッダ 
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      ・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7 号機共用） 

      なお，7 号機使用済燃料貯蔵プール接続口（北）を使用する場合の配管・ホースは

以下の通りであり，必要となる吐出圧力約 0.38MPa を下回る。 

      ・使用済燃料貯蔵プール接続口（北）～使用済燃料貯蔵プール接続口（北），（東）

配管合流部 

      ・使用済燃料貯蔵プール接続口（北），（東）配管合流部～常設スプレイヘッダ 

      ・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7 号機共用） 

 

 2.3 使用済燃料貯蔵プールへスプレイする場合の吐出圧力（可搬型スプレイヘッダ使用時） 

   1.31MPa以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイヘッダを用いた使用済燃

料貯蔵プールへのスプレイに使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 7号機

原子炉建屋機器搬出入口を使用する場合の静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機

器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

   静水頭 約 0.19MPa 

             ホース＊圧損 約 0.44MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.12MPa 

       機器及び配管＊・弁類圧損 約 0.56MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 1.31MPa 

 

以上より，可搬型スプレイヘッダを用いた使用済燃料貯蔵プールへのスプレイに使用する

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 1.31MPa 以上とする。 

 

注記＊：7号機原子炉建屋機器搬出入口を使用する場合は以下の配管・ホースを使用する。 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

・可搬型代替注水ポンプ屋内用 20mホース 

・可搬型スプレイヘッダ（6,7号機共用） 

      なお，7 号機使用済燃料貯蔵プール可搬式接続口（南）を使用する場合の配管・ホ

ースは以下の通りであり，必要となる吐出圧力約 1.31MPaを下回る。 

      ・使用済燃料貯蔵プール可搬式接続口（南）～使用済燃料貯蔵プール可搬式接続口

（屋内南） 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

・可搬型代替注水ポンプ屋内用 20mホース 

・可搬型スプレイヘッダ（6,7号機共用） 
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 2.4 使用済燃料貯蔵プールへスプレイする場合の吐出圧力（常設スプレイヘッダ使用時） 

   1.29MPa以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた使用済燃料

貯蔵プールへのスプレイに使用する場合の吐出圧力は，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲に

よる影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

   静水頭 約-0.30MPa 

             ホース＊圧損 約 1.35MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.15MPa 

             機器類圧損 約 0.09MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 1.29MPa 

 

以上より，常設スプレイヘッダを用いた使用済燃料貯蔵プールへのスプレイに使用する可

搬型代替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 1.29MPa以上とする。 

 

注記＊：以下のホースを使用する。 

      ・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7 号機共用） 

 

 2.5 格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置水位調整（水張り）に使用する場合の吐出圧力 

   1.28 MPa 以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち残留

熱除去設備（格納容器圧力逃がし装置）並びに原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備（格納容器圧力逃がし装置）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装

置（格納容器圧力逃がし装置）として格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置水位調整（水

張り）に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 6号機フィルタ装置補給用

接続口を使用する場合の最終吐出端必要圧力，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，

機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

         最終吐出端必要圧力 約 0.62MPa 

   静水頭 約 0.08MPa 

             ホース＊圧損 約 0.49MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.06MPa 

       機器及び配管＊・弁類圧損 約 0.03MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 1.28MPa 
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以上より，格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置水位調整（水張り）に使用する可搬型代

替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 1.28MPa以上とする。 

 

注記＊：6号機フィルタ装置補給用接続口を使用する場合は以下の配管・ホースを使用する。 

・6号機 フィルタ装置補給用接続口～フィルタ装置 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

      なお，7 号機フィルタ装置補給用接続口を使用する場合の配管・ホースは以下の通

りであり，必要となる吐出圧力約 1.28MPaを下回る。 

・7号機 フィルタ装置補給用接続口～フィルタ装置 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

 

 2.6 原子炉圧力容器へ注水する場合の吐出圧力 1.26MPa以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常

用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低

減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（低圧代替注水系）として原子炉圧

力容器への注水時に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 7 号機復水補給

水系接続口（北）を使用する場合の最終吐出端必要圧力，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲

による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

         最終吐出端必要圧力 約 0.80MPa 

   静水頭 約 0.05MPa 

             ホース＊圧損 約 0.13MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.02MPa 

       機器及び配管・弁類圧損 約 0.26MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 1.26MPa 

 

以上より，低圧代替注水系（可搬型）として原子炉圧力容器への注水に使用する可搬型代

替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 1.26MPa以上とする。 

 

注記＊：7号機復水補給水系接続口（北）を使用する場合は以下のホースを使用する。 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

 

 2.7 復水貯蔵槽へ供給する場合の吐出圧力 1.04MPa以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常

用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（水の供給設備）として復水貯蔵槽への供給に使用す

る場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 7号機復水貯蔵槽大容量接続口（西）を使
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用する場合の静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に

設定する。 

 

   静水頭 約 0.04MPa 

             ホース＊圧損 約 0.75MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.09MPa 

       機器及び配管＊・弁類圧損 約 0.16MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 1.04MPa 

 

以上より，水の供給設備として復水貯蔵槽への供給に使用する可搬型代替注水ポンプ（A-

2級）の吐出圧力は 1.04MPa以上とする。 

 

注記＊：7 号機復水貯蔵槽大容量接続口（西）を使用する場合は以下の配管・ホースを使用

する。 

      ・7 号機 復水貯蔵槽大容量接続口（東）及び復水貯蔵槽大容量接続口（西）～復

水貯蔵槽 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

      なお，7 号機復水貯蔵槽大容量接続口（東）を使用する場合の配管・ホースは，7号

機復水貯蔵槽大容量接続口（西）を使用する場合と同じ配管・ホースであり，必要

となる吐出圧力は約 1.04MPa を下回る。 

      また，6 号機復水貯蔵槽大容量接続口（東），（西）を使用する場合の配管・ホース

は以下の通りであり，必要となる吐出圧力は約 1.04MPaを下回る。 

      ・6 号機 復水貯蔵槽大容量接続口（東）及び復水貯蔵槽大容量接続口（西）～復

水貯蔵槽 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

 

 2.8 原子炉格納容器下部へ注水する場合の吐出圧力 1.67MPa以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減

設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器下部注水系）として原子炉

格納容器下部注水時に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 6号機復水補

給水系可搬式接続口（東）を使用する場合の最終吐出端必要圧力，静水頭，ホース圧損，ホ

ース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

         最終吐出端必要圧力 約 0.62MPa 

   静水頭 約-0.11MPa 

             ホース＊圧損 約 0.58MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.07MPa 
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       機器及び配管・弁類圧損 約 0.51MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 1.67MPa 

 

以上より，格納容器下部注水系（可搬型）として原子炉格納容器下部注水に使用する可搬

型代替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 1.67MPa以上とする。 

 

注記＊：6号機復水補給水系可搬式接続口（東）を使用する場合は以下のホースを使用する。 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

 

 2.9 原子炉格納容器内へスプレイする場合の吐出圧力 0.71MPa 以上 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減

設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（代替格納容器スプレイ冷却系）とし

て格納容器スプレイ時に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる 7号機復水

補給水系接続口（北）を使用する場合の最終吐出端必要圧力，静水頭，ホース圧損，ホース

湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

         最終吐出端必要圧力 約 0.31MPa 

   静水頭 約 0.09MPa 

             ホース＊圧損 約 0.12MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.02MPa 

       機器及び配管・弁類圧損 約 0.17MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 0.71MPa 

 

以上より，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）として格納容器スプレイに使用する可

搬型代替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 0.71MPa以上とする。 

 

注記＊：7号機復水補給水系接続口（北）を使用する場合は以下のホースを使用する。 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

 

 2.10 原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを同時に実施する場合の吐

出圧力 1.63MPa以上 

   可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常

用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低

減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（代替格納容器スプレイ冷却系）と

して原子炉圧力容器への注水及び格納容器スプレイを同時に実施する場合の吐出圧力は，必

要吐出圧力が最大となる 7号機復水補給水系接続口（北）を使用する場合の最終吐出端必要 
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  圧力，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定す

る。 

 

         最終吐出端必要圧力 約 0.80MPa 

   静水頭 約 0.05MPa 

             ホース＊圧損 約 0.26MPa 

        ホース＊湾曲による影響 約 0.03MPa 

       機器及び配管・弁類圧損 約 0.49MPa 

       ―――――――――――――――――――― 

                                合計 約 1.63MPa 

 

以上より，低圧代替注水系（可搬型）及び代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）として

原子炉圧力容器への注水及び格納容器スプレイを同時に実施する場合に使用する可搬型代

替注水ポンプ（A-2級）の吐出圧力は 1.63MPa以上とする。 

 

注記＊：7号機復水補給水系接続口（北）を使用する場合は以下のホースを使用する。 

・可搬型代替注水ポンプ屋外用 20mホース（6,7号機共用） 

 

公称値については，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）は消防法に基づく技術上の規格を満

足するものを採用していることから，その規格上要求される吐出圧力 0.85MPa 以上とする。 

 

3. 最高使用圧力 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において使用する場合の圧力は，ポンプ運

転時の吐出圧力を上回る圧力として  MPaとする。 

 

4. 最高使用温度 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故

等対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において有効性を確認して

いる代替淡水源の温度 40℃及び海水の温度 30℃を上回る    ℃とする。 

 

5. 原動機出力 

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の原動機出力は，必要軸動力が最大となる流量 120m3/h時の

軸動力を基に設定する。 

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の流量が 120m3/h，吐出圧力が 1.63MPa，その時の当該ポン

プの必要軸動力は，約  kWとなる。 

以上より，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の原動機出力は，必要軸動力約  kWを上回る

100 kW/個とする。 
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6. 個数 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として淡水又は海

水を使用済燃料貯蔵プールへ注水又はスプレイするため等に必要な個数が 1 基あたり 4 個を 1

セットとして，6,7号機でそれぞれ 2セット 8個の合計 16 個に，故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップ用として予備 1個を分散して保管する。 
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共 4－1 

 

1. 可搬型重大事故等対処設備の保有数の分類について 

可搬型重大事故等対処設備の配備数は，「2n＋α」，「n＋α」，「n」設備に分類し，

それらを屋外設備であれば荒浜側高台保管場所・大湊側高台保管場所・5 号炉東側保

管場所・5 号炉東側第二保管場所のいずれか 2 箇所以上に，屋内設備であれば建屋内

の複数箇所に，分散配置することにより多重化，多様化を図る設計とする。 

 

(1)「2n＋α」の可搬型重大事故等対処設備 

  原子炉建屋外から水・電力を供給する可搬型代替交流電源設備（電源車）・可

搬型代替注水ポンプ（消防車）・代替原子炉補機冷却系・大容量送水車（海水取

水用）については，必要となる容量を有する設備を 1 基あたり 2 セット及び予備

を保有し，荒浜側高台保管場所・大湊側高台保管場所・5 号炉東側第二保管場所

のいずれか 2 箇所以上にそれぞれ分散配置する。 

 

(2)「n＋α」の可搬型重大事故等対処設備 

  負荷に直接接続する，高圧窒素ガスボンベ・逃がし安全弁用可搬型蓄電池・遠

隔空気駆動弁操作用ボンベについては，必要となる容量を有する設備を 1 基あ

たり 1 セット及び予備を保有し，原子炉建屋内にそれぞれ分散配置する。 

 

(3)「n」の可搬型重大事故等対処設備 

  上記以外の可搬型重大事故等対処設備は，必要となる容量を有する設備を 1 基

あたり 1 セットに加え，プラントの安全性向上の観点から，設備の信頼度等を考

慮し，予備を確保する。 

また，「ｎ」の屋外保管設備についても，共通要因による機能喪失を考慮し，

荒浜側高台保管場所・大湊側高台保管場所・5 号炉東側保管場所・5 号炉東側第

二保管場所のいずれか 2 箇所以上に分散配置する。 
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1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 1.10 1.11 1.12 1.13 1.14 1.15 1.16 1.17 1.18 1.19 1.0 -

66-1 66-2 66-3 66-4 66-6 66-7 66-8 66-9 66-10 66-11 66-12 66-13 66-14 66-15 66-16 66-17 66-18 66-19

条番号 条文名称

19条 停止余裕

20条 反応度監視

21条 制御棒の動作確認

22条 制御棒のスクラム機能 △

23条 制御棒の操作

24条 ほう酸水注入系 △ ○ ○ ○

25条 原子炉熱的制限値

26条 原子炉熱出力及び炉心流量

27条 計測及び制御設備 ○ ○

28条 原子炉再循環ポンプ

29条 ジェットポンプ

30条 主蒸気逃がし安全弁 ○

31条
格納容器内の原子炉冷却材漏え
い率

32条
非常用炉心冷却系及び原子炉
隔離時冷却系の系統圧力監視

33条
原子炉冷却材中のよう素１３１濃
度

34条 原子炉停止時冷却系その１ △ △

35条 原子炉停止時冷却系その２ △ △

36条 原子炉停止時冷却系その３ △ △

37条
原子炉冷却材温度及び原子炉
冷却材温度変化率

38条 原子炉圧力

39条 非常用炉心冷却系その１ △ ○
※１
/△ △ △ △ △

40条 非常用炉心冷却系その２

41条 原子炉隔離時冷却系

42条 主蒸気隔離弁

43条 格納容器及び格納容器隔離弁  △ △ △

44条
サプレッション・チェンバからドラ
イウェルへの真空破壊弁

△ △ △

45条 サプレッションプールの平均水温

46条 サプレッションプールの水位 △ △ △ △ △ △

47条 可燃性ガス濃度制御系

48条 格納容器内の酸素濃度 △

49条 原子炉建屋 △ △ ○

50条 原子炉建屋給排気隔離弁

51条 非常用ガス処理系 △

52条
残留熱除去冷却水系及び残留
熱除去冷却海水系

△ △ △ △ △

53条
非常用ディーゼル発電設備冷却
系

△

54条

高圧炉心スプレイ系ディーゼル
発電設備冷却水系及び高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電設
備冷却海水系

55条
使用済燃料プールの水位及び水
温

56条
燃料又は制御棒を移動する時の
原子炉水位

57条 中央制御室非常用換気空調系 ○

58条 外部電源

58条の2
外部電源その２〔１号炉，２号炉，
３号炉，４号炉，５号炉及び６号
炉〕

58条の3 外部電源その３〔７号炉〕

59条 非常用ディーゼル発電機その１ △ △ △ △ △ △ △ △

60条 非常用ディーゼル発電機その２ △ △ △ △

61条
非常用ディーゼル発電機燃料油
等

○

62条 直流電源その１ △ ○

63条 直流電源その２ ○

64条 所内電源系統その１ ○

65条 所内電源系統その２ ○

使
用
済
燃
料
プ
ー

ル
の
冷
却
等
の
た
め
の

設
備

発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
設
備

ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
の
確
保

電
源
設
備

計
装
設
備

運
転
員
が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め

の
設
備

監
視
測
定
設
備

緊
急
時
対
策
所

通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ

（
Ａ
|
２
級

）

※１：7号炉自動減圧系の逃がし安全弁及びアキュムレータは、動作不能時は、ＤＢ条文、ＳＡ条文の各々のＬＣＯ逸脱時の措置が必要である。

凡例
　○　：当該設備の故障により、ＤＢ条文、ＳＡ条文の各々のＬＣＯ逸脱時の措置が必要なもの。
　△　：当該設備の故障により、ＤＢ条文のみのＬＣＯ逸脱時の措置を行うことで、ＳＡ機能としての措置も含まれるもの。

重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の

供
給
設
備

SA設備に係る既存保安規定への反映

保安規定条文

66-5
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急
停
止
失
敗
時
に
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用
原
子
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を
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界
に
す
る
た
め
の
設
備

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時

に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設

備 原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧

す
る
た
め
の
設
備

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時

に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設

備 最
終
ヒ
ー

ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た

め
の
設
備

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の

設
備

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す

る
た
め
の
設
備

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
の
設
備

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
破
損

を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
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（重大事故等対処設備） 

第６６条  

〔７号炉〕 

原子炉の状態に応じて，次の各号の重大事故等対処設備※１は，表６６－１から表６６

－１９で定める事項を運転上の制限とする。 

（１） 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

（２） 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備 

（３） 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

（４） 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための設備 

（５） 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

（６） 原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

（７） 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

（８） 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

（９） 使用済燃料プールの冷却等のための設備 

（10） 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備 

（11） 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備 

（12） 電源設備 

（13） 計装設備 

（14） 運転員が中央制御室にとどまるための設備 

（15） 監視測定設備 

（16） 緊急時対策所 

（17） 通信連絡を行うために必要な設備 

（18） アクセスルートの確保 

（19） 可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級） 

２．重大事故等対処設備が前項で定める運転上の制限を満足していることを確認するため，

次号を実施する。 

（１）各ＧＭは，原子炉の状態に応じて表６６－１から表６６－１９の確認事項を実

施し，その結果を当直長に通知する。 

３．当直長は，重大事故等対処設備が第１項で定める運転上の制限を満足していないと判

断した場合，表６６－１から表６６－１９の措置を講じる。 

 

※１：可搬型設備の系統には，資機材等を含む。 
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